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巻頭図版 1

大 門 遺 跡 全 景 (南から)



券頭図版 2

(1)土師質土器皿 B・ LON外面 (赤・白)

12)土師質土器皿A内面 (赤・白)

13)土師質土器皿 A外面 (赤・ 白)



口

1。 本書は四国横断自動車道建設に伴う,埋蔵文化財発掘調査報告書第二冊である。

2。 本書に収録したのは,香川県三豊郡高瀬町上勝間に所在する大門遺跡・矢ノ岡遺跡・利生寺

遺跡・利生寺古墳・北条遺跡 (以上は昭和60年度に調査)と ,同郡三野町大見に所在する道免

窯跡 (昭和59年度に調査)の 6遺跡である。

3。 調査は,日 本道路公団高松建設局の委託を受けて,香川県教育委員会事務局文化行政課調査

三係 (善通寺連絡事務所)が実施した。

4.発掘調査は,高瀬地区を野中寛文 (主任技師)と 株木彰 (嘱託)が,三野地区を東原輝明 (主

任技師)が担当した。

5。 調査に要する経費は,日本道路公団が負担した。

6。 調査にあたっては,下記の個人と機関の指導や援助を得た。記して謝意を表したい。

山下千代松,近藤義一,矢野卯之助,日 本道路公団高松建設局,同善通寺工事事務所,香川県

土木部横断道対策室,高瀬町教育委員会,同町横断道対策室,三野町教育委員会,地元自治会,

地元横断道対策協議会,共同企業体

7。 出土品の整理は,善通寺連絡事務所職員が実施した。

8。 本書の作成に当たっては,文化行政課職員をはじめ,調査に参加した調査員の助言を受けな

がら,以下のように分担執筆した。

I            伊 沢 肇 一 (調査三係係長)

Ⅱ・Ⅲ OⅣ・ V・ Ⅵ OⅦ  野 中 寛 文 ( 〃 主任技師)

Ⅷ一一          佐 藤   豊 (和鋼記念館副館長 )

Ⅷ一二          仲 谷 英 夫 (香川大学講師)

Ⅸ            真 鍋 昌 宏 (調査三係主任技師)

9。 本書の遺構 0遺物挿図の指示は以下のとおりである。

(1)挿図の縮尺は,掲載の図内にスケールで示した。

(2)方位は,国土座標第Ⅳ座標系の北を表わり。

(3)水平基準線の数値は,海抜高を示している。

に)遺物番号は,遺跡別に通し番号を付した。図と図版の遺物番号は一致する。

(5)遺構ごとの掲載出土遺物は,各遺物観察表に示した。

10。 本書に用いている遺構記号は次の通 りである。

SB 建物跡   SD 溝状遺構   SE 井 戸   SK 土 坑

SX その他の遺構

例



11。 調査組織は下記の通 りである。

昭和59年度

総括  課  長 遠 藤  啓 (～ 11。 25)

磯 田 文 雄 (11。 26～ )

主  幹 林 茂

庶務

課長補佐

係  長

主任主事

主  事

松 本 豊 胤

中 村  仁

下 河 芳 樹 (～ 5。 31)

宮 谷 昌 之 (6。 1～ )

酒 井 幸 子

前 田 和 也

調査  善 通 寺 連 絡 事 務 所

所  長 石 塚 徳 治 (～ 4。 30)

入 江  久 (5。 1～ )

係  長 伊 沢 肇 一

道免窯跡 主任技師 東 原 輝 明

調査  善 通 寺 連 絡 事 務 所

所  長 入 江  久

係  長 伊 沢 肇 一

大『]遺跡他主任技師 野 中 寛 文

嘱  託 株 木  彰

整理  善 通 寺 連 絡 事 務 所

所  長 入 江  久

係  長 伊 沢 肇 一

大「]遺跡他主任技師 野 中 寛 文

道免窯跡 主任技師 真 鍋 昌 宏

昭和60年度

総括  課  長

教育次長
課長事務取扱

主  幹

課長補佐

庶務  係  長

主任主事

主任主事

主  事

磯 田 文 雄 (～ 12.20)

樫 原  悠 (12。 21～ )

松 本 豊 胤

片 山  尭

宮 谷 昌 之

前 田 和 也

酒 井 幸 子 (～ 5。 31)

松下由美子 (6。 1～ )

昭和61年度

総括  課  長 廣 瀬 和 孝

主  幹 松 本 豊 胤

課長補佐 片 山  尭

庶務  係  長 宮 谷 昌 之

主任主事 前 田 和 也
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調査に至る経過

四国横断自動車道 (善通寺～豊浜)埋蔵文化財発掘調査事業は,昭和58年 1月 1日 付,日 本道

路公団大阪建設局との委託契約に始まる。以来 4年の歳月を要し,現場での発掘調査は昭和61年

12月 末をもって終了した。 (一部用地未解決あり)

発掘調査は,四国横断自動車道 (善通寺～豊浜)31.6h,面積2,041千計の 1割強に当る211,500

m2を 対象とした。

昭和57年度第 4半期に善通寺市竜川地区 (善通寺 Io C)で初めて発掘調査に立入った。それ

までに,埋蔵文化財調査について,現地踏査 (分布調査)を 基に,日 本道路公団と協議を重ねた。

協議は,整備計画決定,施工命令が出された昭和47年 6月 頃から続けられ,下って実施計画認

可,路線発表があった51年 4月 からはそれぞれの遺跡について具体的な話し合いが持たれた。

昭和56年 5月 に入り,巾杭設置測量が公団の手で行われ,具体的に用地買収交渉が行われるに

伴い,発掘調査の準備も進められた。

発掘調査は,比較的用地買収が早かった善通寺地区,豊中地区の順に進めた。用地買収契約調

印が終了した所から,予備調査の実行計画を立てた。しかし稲の植付,立毛,水路,畦畔,農道

確保の問題が次々と噴出し,地元への必要にして十分な配慮が問われた。公団や対策室,市町,

関係機関,地元協議会との連携により,協力が得られるに至った。周知されていなかった箇所の

予備調査を実施したところ,新規の遺跡が次々と発見され,発掘面積が60,900m2か ら211,500m2ヘ

とふくれ上がった。それに伴い調査工程と工事工程の調整が一層緊密さを増した。

多度郡条里については,当初坪境の溝,ま たは畦畔の検出によって条里の全用が把握できるも

のと考えていた。ところが予備調査を実施した段階に,縄文,弥生時代や古代,中世,近世の自

然河川や建物を中心とする集落跡の色彩が強 く,新規の遺跡 とした。

高瀬地区においても,予想していなかった高瀬川北岸の大門地区に古墳時代後期の竪穴式住居

跡25棟 を検出した。

豊中地区では,延命遺跡の城ノ岡地区で発掘調査中,宮川を挟んで対峙する八反地地区で電柱

立替え工事中,偶然弥生土器を発見した。予備調査の結果,濃密な遺構が確認されるに至った。

財田川左岸に広がる三豊平野において,買収契約未調印の箇所も,地元対策協議会,公団,県 ,

市横断道対策課,その他関係機関参加のもと,地区別に説明会を開催し,地元の協力が得られた

所の予備調査を実施 した。それによると,財田川寄 りの12,000m2に 濃密な弥生後期の竪穴住居を

中心とした集落が検出された。

石田,長砂古,中姫の各遺跡も同様にして予備調査を実施し,発掘面積を確定した。

昭和62年度供用開始を目標に工事は急ピッチで進行している。そのため,発掘調査区内を工事
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用道路が走 り,カ ルバー ト・ ボックス等の構造物施工箇所を優先して発掘調査した。特に,平野

部に所在する永井遺跡と刈田郡条里は,調査工程と工事工程上のコントロールポイントとなった。

調査体制の充実も大きな課題 となった。調査員は 3名 でスター トしたが,昭和58年 4月 に調査

の拠点となる善通寺連絡事務所を開設。11名 の陣容を確保,59年度12名 ,60年度17名 ,61年度21

名 と増員し,調査のスピード化をはかった。併せて,発掘調査作業員もピーク時には230名 を数え

るに至った。

出土品の整理作業も,昭和58年度に 1班を要し,基礎整理を始めた。61年 1月 からは,報告書

作成に向け本格的に整理作業 (整理補助員 4名 ,整理作業員16名 )に取 りかかり,61年度には,

実績報告書の他に 2冊の報告書 (7遺跡)を刊行した。併せ,一般・学童。生徒向けに小冊子「い

にしえの讃岐Ⅱ」も刊行。

現場説明会も,大門遺跡,刈田郡条里で実施 したところ,大盛況を呈し,文化財に対する興味,

感心の高さを認識した。

遺跡の名称については,発掘調査の成果に基づき,遺跡の性格や立地等について検討した結果,

一部名称変更をせぎるを得なくなった。

発掘現場作業員延83,000人 を要して発掘し,多 くの出土品 (コ ンテナ282入 ,4,570箱 )や遺構

を検出した遺跡は,今,地中深 く眠る。62年度供用に向け,構造物,土木工事が急ピッチで進む。

発掘調査は終了したが,62～ 64年度に報告書作成事業が待ち受けている。

遺 跡 名 称 変 更

新1日

多度津条里

利生寺遺跡 I

土佐神社跡

刈田郡条里

中姫遺跡

下所地区

稲木 B地区

稲木 C地区

永井地区

吉原A地区

吉原 Bl地 区

吉原 B2地 区

。Ⅱ・Ш区

金蔵寺下所遺跡

稲木遺跡 B地区

稲木遺跡C地区

永井遺跡

矢ノ塚遺跡

上一坊遺跡

乾遺跡

利生寺遺跡,大門遺跡

矢ノ岡遺跡

一の谷遺跡群

杵田八丁遺跡
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表 1 調 査 一 覧 表

跡
号

遺
番 遺 跡 名 所  在  地

面 積 (耐 )

調査期間
発掘面積 57年度 58年度 59年度 60年度 61年度

1 金蔵寺下所遺跡 善通寺市金蔵寺町下所 17,000 1,300 8,000 7.700 58 4.1-
60. 2 .28

稲木遺跡 OC 善通寺市稲木町下吉田町 4,000 3,400 59.4.1-
60.3.30

稲木遺跡 OA 善通寺市稲木町下吉田町 59.2.14

稲木遺跡・ B 善通寺市稲木町下吉田町 17,100 5,100 12,000 59.9 17～
60 2 . 8

4 永井遺跡 善通 寺 市 下 吉 田町下 所 西
中村 町 島 田・ 横 田 33,000 15.600 17,700 60.5,7-

61 12 23

5 中村遺跡 善通寺市中村町筆岡 9,000 9,000 59.7 3-
59.9 17

6 乾遺跡 善通寺市中村町乾 2,300 2,100 60.9 2-
60 11 20

上一坊遺跡 善通寺市吉原町上一坊 2,600 2.200 60.11 13^‐
61 1 24

矢/塚遺跡 夏 り 震
市 吉 原 町 碑 殿 町 11,800 4,800 7,000 59.10 8-

60 8 30

西碑殿遺跡 善通寺市碑殿町 5,200 3,000 1,400

60.2 4～
4 30

61.728～
8 11

深尾石棺群 三野町大見深尾 59. 9 11-
59 10_23

道免遺跡 三野町大見道免丸尾 59 9.11‐ ‐

59.10 23

北条遺跡 高瀬町上高瀬北条 60.5.9～
60. 5  9

利生寺遺跡 高瀬町上勝間砂古 3,200 3,200 60 5.22-
60. 7 18

利生寺古墳 高瀬町上勝間砂古 60.122～
61 3 17

大門遺跡 高瀬町上勝間砂古 5.500 5,500 60. 7 22^‐
61. 1 .28

矢ノ岡遺跡 高瀬町上勝間矢ノ岡 2,600 2,600
61 1 28-

61 2.27

四ツ塚遺跡 豊中町笠田笠岡 1,000 800 59 4 16-
59 5.1

財田古墳 豊中町上高野 1,000 1,000 58 9 26-―
58.11.30

延命遺跡城の岡地区 豊中町上高野 5,000 4,000 1,000 58 11 28‐―
59, 7 _18

延命遺跡八反地地区 豊中町上高野 13,000 10,000 2,000 1.000

59. 7 .19^‐
60.5 15

61 9 1-
9.30

一の谷遺跡群 観音寺市本大町古川町 36,100 2,500 17,600 16,000 605 15～
61 12.25

石田遺跡 観音寺市池ノ尻町石田 17.200 1.200 16,000 ”
■

５
６．

長砂古遺跡 観音寺市池ノ尻町大長 8,900 1,200 2.500 5,200 61 1.13～
61.8 12

杵田八丁遺跡 観音寺市杵田町八丁 14,000 13,420

61 4.3～
61 11 28

62 1 7´ t
62 1 .27

計 211.500 1.300 19,200 57,900 78,500 54.120 残 480
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図 2 発掘作業風景

図 3 整理作業風景
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H 高瀬・三野地区の調査





Ⅱ 高瀬 0三野地区の調査

一 調査の経過

調査した遺跡の面積・期間・種類を次表に示す。

表 1 高瀬地区調査遺跡一覧表

高瀬地区の調査の経過 を次 に示す。

1985年

4月 24日  矢ノ岡遺跡・利生寺遺跡・利生寺古墳に杭打ち。

5月 1日 矢ノ岡遺跡の試掘調査を実施。

5月 2日  利生寺遺跡の試掘調査を実施。町道北側で弥生時代の上坑を検出。

5月 9日 北条遺跡の試掘調査を実施。遺構・遺物ともに検出されなかった。

5月 13日  利生寺古墳の試掘調査を実施。尾根基部で古墳を1基検出する。

5月 16日 利生寺遺跡の本調査を開始する。町道南側の谷底部は,現代の攪乱を広く,深 く受けていること

が半J明。

6月 13日  大門遺跡の試掘調査を実施。方形ピット・石組み溝等を検出。

6月 26日  町道北側で中世の竪穴住居跡を検出する。この頃,雨天の日が多く調査やや遅れ気味。

7月 18日  利生寺遺跡の調査終了する。

7月 22日 大門遺跡の本調査を開始する。

8月 7日  竪穴住居跡を3棟検出。 3棟 とも煙道をもつ。

9月 4日 調査区北西部で中世遺構群を検出する。

9月 30日  礎石建物跡を1棟検出する。

10月 15日  第 2遺構面の調査を開始する。
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遺 跡 名
調査対象
面  積

調査期間 遺 跡 の 種 類 等

大 門 遺 跡 5,500m2
1985。 7.22

1986. 1 .28

古墳時代後期と中世の集落跡。竪穴住居跡26棟,中世の礎石建

物跡・石組溝・石組井戸を検出した。

矢ノ岡遺跡 2.600m2
1986。  1 .28

1986. 2 .27

古墳時代後期と中世の集落跡。八綾鏡が出土。「土佐神社」と称

される塚があった。

利生寺遺跡 3,200m2
1985. 5。 16

1985。  7 .18

弥生時代・中世・近世の集落跡。中世の竪穴住居跡 1棟検出。

「利生寺」跡であるとの伝承がある。

利生寺古墳 700m2
1985.12. 2

1986. 3.17
古墳時代後期の古墳。

北 条 遺 跡 100m2 1985. 5 . 9 (遺構・遺物は検出されなかつた。)



10月 18日  古墳時代の竪穴住居跡 3棟検出する。

10月 31日 石組み井戸の井筒に桶が使用されていることがわかる:

11月 13日 古墳時代の掘立柱建物跡を1棟検出する。

11月 14日  現場事務所で大門遺跡についての記者発表を行う。

11月 15日  高瀬町の町長・教育長・町会議員の方 ,々ネ 高瀬高校新聞部の職員 0生徒が見学に来る。

11月 25日 勝間小学校の職員20名余が見学に来る。

n月 27日 第 1回航空写真測量を実施 (ヘ リコプター)す る。

11月 29日  調査区東半の調査を開始する。善通寺連絡事務所の整理作業員が見学に来る。   t
ll月 30日  大門遺跡の現地説明会を実施 (午後 2時～ 4時),300名余の参観者あり。 、

12月 2日  利生寺古墳の調査を開始する。

12月 6日 大門遺跡調査区南西部で竪穴住居跡 6棟検出する。

1986年

1月 24日  利生寺古墳石室の攪乱坑を検出する。

1月 28日 大門遺跡第 2回航空写真測量を実施する。矢ノ岡遺跡の本調査を開始する。

1月 30日  矢ノ岡遺跡で竪穴住居跡 1棟,掘立柱建物跡 2棟検出する。大門遺跡の調査終了する。

1月 31日  I-9グ リッド地山直上から八稜鏡 1点出土する。

2月 27日  矢ノ岡遺跡の調査終了する。

1  3月 3日  利生寺古墳,羨道部の根石 3個検出。排水溝から残置された杯 3セ ットが出土する。

3月 17日 利生寺古墳の調査終了。                ′

発掘作業に従事 した方々

徳永多佳子 (調査補助員)・ 長谷川郁子 (整理作業員)。 入江弘文 0岩本和親ヽ大平正則 。大平

正吉・小山辰男・島田義見 0相馬浅吉・高畑一男・谷口政市 。堤久吉 。中野弘美 。新延末広 。則     |

包重徳・藤田進・真鍋照男 0馬渕元行・森良秋・石井ツヤノ。入江さちこ・岩本ヨシ子 。小山カ

ズ子・篠原 ミノリ・詫間ヨシヱ・豊嶋千代子・豊嶋マツミ0則包アツミ。宮崎ヒサヱ 。矢野カツ

整理作業に従事 した方々

川田裕加子・横田周子 (整理補助員)・ 石川ゆかり・猪木原美恵子 。葛西薫 0ガ 林ヽ和恵 0田井照

美・長谷川郁子・林肇子 。藤田由紀子
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図 1 大門遺跡の発掘作業

図 2 大門遺跡の航空写真測量

大門遺跡の現地説明会
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図 3





Ｎ

Л
月
十
＋
―

1 水出遺跡

2 新開古墳

3 東山西南古墳

4 道免窯跡

5 城山古墳

6 権現さん古墳

7 天神さん遺跡

8 下女塚

9 榎森塚

10 上井坂古墳

11 山代塚

12 厳島古墳

13 おかめ塚

14 骨蔵器出土地

15 大神宮古墳

16 北原遺跡

17 茶臼山古墳

18 堂ヶ鼻 1号墳

19 源宗寺跡

20 青井谷古墳

21 青井谷窯跡

22 北条遺跡

23 平池経塚

24 三背鼻経塚

25 三背鼻古墳

26 三背鼻法華経塚

27 平池山根古墳

28 砂占古墳

29 利生寺遺跡

30 利生寺古墳

31 骨蔵器出土地

32 大門遺跡

33 矢ノ岡古墳

34 -本 松古墳

35 矢ノ岡石棺墓

36 福井城跡

37 歓喜院窯跡

38 山Jヒ 占墳

39 矢ノ岡遺跡

40 勝間城跡

41 石塔

42 天古遺跡

43 爺神古墳

44 爺神城跡

45 皇子岡経塚

46 東光寺古墳

47 瓦谷窯跡

48 宗吉窯跡

49 貝がら遺跡

50 伊与神社境内遺跡

51 カナグラ古墳

52 大原塚古墳

53 猪の崎遺跡

54 蟻の山古墳

55 神宮寺跡

56 蟻の首遺跡

A 大平窯

B 道免 2号窯

C 手石場窯

D 男谷窯

E 原上窯

F 野田池北

G 高瀬末古窯址群

H 宮山 1号窯

1～ 56は r全国遺跡地図香川県」

(文 化庁 。1977年 )松野一博 。西

岡達哉「矢ノ岡石棺墓発掘調査報

詩書』 (高 瀬町教育委員会 1984

年)を 参考にした。

A～ Hは松本敏三・岩橋孝「香川

県占代窯業遺跡分布調査報告 I・

H(瀬戸内海歴史民俗資料館「同

紀要第 1・ 2号』所収,1984・ 1985)

を参考にした。

ダ
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●

マ

ー

図4 高瀬・三野地区遺跡地図
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二 立地と環境

1 調査地周辺の地理                    ~ ・・

現在の三豊郡高瀬町・三野町・詫間町の平野部は,地理的に他力Yら 明瞭に区別できる。東は竜

王山・貴峰山・弥谷山・火上山・東部山・鬼ケ臼山が,西は妙見山・高尾下山・七宝山がそれぞ

れ障壁となっている。南は眉山・鳥越山を含む洪積層の山が障壁となっている。西と南との間に

は比較的巾の広い平坦地があり,あ たかも南西方への抜け道のような形状を呈しているが,そ こ

には上記洪積層末端が及び,南 と西の山をつなぐ鞍部となっている。現在の国市池・勝田池の水

はその池を分岐点として両側へ流下している。この鞍部は,南西方との交通路であるが:一方城

戸の役割も果たしている。北は海である。高瀬町・三野町・詫間町の平野部は周囲を山によって

遮られた細長い,北に開口する袋状を呈する。袋状部の中央には高瀬川が流下して瀬戸内海に至

る。川の東側には音田川の流れる谷が 1本刻まれている。現在の鳥坂峠に至る凹みは,かつての

入江の跡であろう。す方,川の西側は全体にゆるやかな傾斜をなして山へつながるも北端部は 5

mの等高線から伺えるように,かつては深い入江であつただろう。

2 遺跡の分布

袋状部における遺跡は,立地からは山の末端部に所在するといえる。平野部は極めてわずかで

ある。これは未調査に原因するものである。密度からは,音田川を挟む両側の山の西斜面部に群

を抜いて集中している。次は,高尾下山・七宝山の東斜面部に疎に分布している。眉山・鳥越山

東斜面部は希薄である。調査は不十分であるが,同 じ条件に基づく分布図であることを考えてみ

ると,遺跡の密着する音田川付近がこの平野部の中心部をなしていただろうことが推測できる。

密着地帯の遺跡は古墳時代の窯跡と古墳がその大部分を占める。このことは,古墳時代において

は音田川を挟む両側の山で須恵器を焼き,古墳を営み,お そらくその膝下,遺跡の密集する山と

高瀬川の間の狭い平坦地に集落 と耕地をつくつていたものと考えられる。大門遺跡は,その川と

山の間の平坦地が次第に細まり,つ いにはなくなる部分に位置する。その意味で大門遺跡は古墳

時代の中心地帯のまさに南端部に当たるといえよう。矢ノ岡遺跡は高瀬川左岸の河岸段丘上に立

地する。これは中心地帯に対して周縁部といえよう。

ところで,縄文時代の遺跡は,粟島や荘内半島の海浜部において知られるが,内陸部について

は不明である。弥生時代の遺跡もほとんど調査されていないが,音田川南岸の斜面部の北条遺跡

から銅剣が 3口発見されていることは,少なくとも弥生時代からこの付近が居住地として利用さ
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れていたことを意味している。奈良時代以降の遺跡は,今回の大門 0利生寺。矢ノ岡遺跡で調査

された以外は不明であり,その全体像はほiと んど分かっていない。

3 旧三野郡に関する史料           ′

古代の三野郡に関する史料を次に示す。

④禾I非ル
年二月十一 日

「合虎虎庄障拾陸虎

合虎虎倉捌拾眸口 屋萱値拾萱口

(中略)

讃岐国拾参虎 杏自離三露吾套馴
=露

蓼晨離三露 聖尋馨三農          」

(『法隆寺伽藍縁起丼流記資財帳』)

○宝亀斎二月
「辛酉 遠江ノ國磐田郡ノ主計元位若湯坐部ノ龍麻呂 (中略)讃岐ノ國三野ノ郡ノ人丸部ノ臣豊Jお

各以テ2私物ヲ1養フ2窮民廿人巳上ヲ1賜フ2爵人コトニニ級ヲ1」

(『績日本紀』)

⑤「饒磨の部

(中略)

美濃の里継の潮土は下の中なり。右 美濃と琥 くるは 讃伎の國の爾濃の郡の人 到来たり

て居 りき。故,美濃と琥 く。

(後略)

(『播磨国風土記』)

○承1計 七月

「乙卯 賜2讃岐國三野郡空閑地百餘町時子内親王1」

(『績日本後紀』)

③嘉祥一年十月
(848)

「冬十月丁亥朔 (前略)讃岐國言 三野郡人従四位上丸部臣明麻呂 年丹 戸主外従八位上

己酉成男也 齢十八歳入レ都従レ奮 遂効2労績l 被レ任2営郡大領 1巳口譲2己職於父1自守 2

子道 1孝了養二親1 己酉成年老到仕 ,親母亦竜 各居 2別宅 1本目去十里 明麻呂朝夕往遷

定省年久 替 2其孝行1 在昔曾参不レ可2獨賢T 望請准了嫁法式 1 以被 2貢撃 1者勅亘下

叙2爵三階1 終レ身免中戸内田租上」

(『績日本後紀』〉
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⑤貞観七年五月
(865)

「廿五日乙巳 (前略)讃岐國三野郡置2主政一員1(後略)」

:.

貞観七年十二月     「                `―

「九日'丙辰 (前略)停τ療讃岐國三野郡託磨牧1(後略)」

貞観十五年十二月
(873)

「二日癸巳
.(前

略)讃岐國三木郡人従五位下守大判事兼行明法博士丹波権橡櫻井田部連貞相

. 
明法得業生大初位下櫻井田部連貞世 三野郡人右近衛将監正六こヽ櫻井田部連豊貞等並

改2本居 1貫 2右京六条二坊1(後略)」          :  「        ■

元慶元年十二月                                  '
(877)

「廿五日辛卯 (前略)讃岐國香河郡人左少史正六位上秦公直宗 弟弾正少忠正七位上秦公直

本 並改 2本居 1隷 2左京六條 1』 讃岐國三野郡人外従五位下行遠江介櫻井田部連豊直 尾張

國海部郡人玄蕃少允従六位上高尾張宿祢松影等 並移貫2山城國 1』 讃岐國寒川郡人木工大

允正六位上矢田部造利人移貫2山城國愛宕郡i(後略)」     :
(『 日本三代実録』)                       ・

①「三野郡一座小 大水上神社」

(『延喜式』)

○「三野郡

勝間

大野                                ヽ

本山 '

高野                            「

熊岡

高瀬

託間」

(『和名類衆抄』)

①「久安三年I二月廿八日於讃洲三乃郡安養寺書篤了」           :
(「平安遺文題跛編』1768号 )

Θ「  注進 平家営國屋嶋落付御坐捨参源氏御方奉レ参京都候御家人交名事

藤大夫資光 同子息新大夫資重 同子息新大夫能資 藤次郎大夫重次 同舎弟六郎長資

藤新大夫光高 三野二郎大夫高包 橘大夫盛資 三野首領盛資 仲行事貞房 三野九郎

有忠 三野首領太郎 同次郎 大麻藤太家人

右度々合戦 源氏御方参 京都候之由為レ入2鎌倉殿御見参1注進如レ件
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元暦元年五月 日
(1184)

(『吾妻鏡』元暦元年九月十九日条)

「三野郡」については奈良時代のものから知られる (④ )。 郡職員として「大領」「主政」の存

在が知られる。((Ⅸ3)。 三野郡の氏族として,「大領」に就職していた「丸部」氏,山城国に貫し

た「桜井田部」氏がいる (O③⑤)。 三野郡と「播磨国訪磨部」間に交流があつた (⑤ )。 式内社

としては「大水上神社」1座があった (① )。 7郷の存在が知れる。「勝間・大野。本山・高野・

熊岡0高瀬0託間」の順序で記載されている (○ )。「託磨牧」があつた (⑤ )。 12世紀に「安養寺」

があった (① )。 12世紀末の鎌倉幕府成立時の内乱期において「三野」姓を称する「御家人」の存

在が知れる (O)。

次に中世の主な史料を示す。

①源誓置文

「さぬきの6こオ島ゝぜらヵ場の事,い ず階李乳ぅょり品糠九fだぉは,異次郎泰忠ぽЪ
(後)     (悔 還)     (自 宗)

るへし,た たし,よ きあしきは,ゆ つりのときあるへく候,も しこ日にくひかゑして,し よ
(兄  弟)                                      (上 )        (知   行 )

のきやうたいのなかにゆつりてあらは,は んふんのところおかみへ申て,ち きやうすへし,

(誠 )

よんて,の ちのために,い ましめのしやうかくのことし,

元徳三年十二月五日
(1331)

源誓 (花押)」

(秋山家文書『香川県史古代 0中世史料』所収 )

②室町将軍家曇製御判御教書案
(三野郡 )

「仁和寺法金剛院法華堂領讃岐國勝間庄領家職,祗園社領同國西大野郷領家方代官職事,早

任度々補任状営知丼行之旨,爾領掌不可有相違之状如件,

享徳三年十二月廿一日    御判
(1454)

近藤越中守殿         」

(八坂神社文書『香川県史古代・ 中世史料』所収 )

②法金剛院領目録案

「(外題略)

法金剛院領 仁和寺宮之院御奮記抄出之

(中略)

讃岐國

大水上社ま覇畢蠅雲雛
勝 FH5庄 田肝一 町 九段              |

(中略)
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天文弐年十一月八日 沙門大順判
(1533)

(後略)           」

(法金剛院文書『香川県史古代・中世史料』所収)

高瀬郷には秋山氏の所領があつた(⑫ )。 具体的な所在地は不明であるが調査を行った大門遺跡

等の付近,ま たは,それを含む可能性をもつ勝間庄と大水上社領があつた (④②)。

近世の史料を 1点のみ示す。

②「(前略)

智性童女 安政二卯年八月廿三日利正寺平蔵娘
(1855)

(中略 )

道鏡信士 安政三辰四月五日利正寺林番平蔵
(1856)

(後略)           」

(『過去和帳弘化三丙
午二月宝珠山宥峰代』地蔵寺所蔵)

「利生寺」については,現在,小地名「利生寺」0サ |1名「利生寺川」が知られるが,安政の史料

は現在知られている最も古いものである。
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ⅡI大 門 遺 跡





Ⅲ 大門遺跡

― 立地と土層序

大門遺跡は三豊郡高瀬町大字上勝間字砂古に所存する。付近には「大門」の小地名が伝承され

ている。

遺跡は鬼ヶ臼山膝下の平坦地に立地する。標高は約19mでぁる。平坦地はすぐ南側の高瀬川に

よって切断されているために約100mの 巾しかない。東西はともに谷筋に当たるために相対的に底

所になっている。遺跡は山際の孤立した狭小な平坦地に立地しているといえよう。

遺跡の北に隣接する鬼ヶ臼山には一本松古墳 0利生寺古墳・利生寺遺跡・砂古古墳が,高瀬川

を挟んで南側には矢ノ岡遺跡が所存する。

基本土層序は,図 2に示したように淡褐色・ 淡黄褐色粘質土層 (第 6層)を基盤土層とする。

その上に,古墳時代・中世・近世の各包含層,さ らにその上に床土と耕作上が層序をなしている。

層厚は調査区中央の南北ラインを境 として東・ 西に向うほど次第に厚 くなっていく。なお,調査

区東半は古墳時代の包含層を欠 く。

図 1 グリッド配置図
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遺構は,第 6層上面に古墳時代後期の,第 5層上面に中世の,第 4層 にわずかであるが近世の

ものが掘り込まれていた。第 3層上面からは遺構は検出されなかった。

第 1層   灰黒色土層 (耕作土)

第 2層  明黄褐色土層 (床 土 )

第 3層  淡褐色砂質土層 (中近世遺物包含層)

第 4層  灰褐色土層・茶褐色土層 (中世遺物包含層)

第 5層  暗褐色土層・黒茶色粘質土層    (古 墳時代後期 。古代遺物包含層)

(地 山 )

図 2 大問遺跡土層模式図

二 古墳時代の遺構と遺物

1遺 構

遺構は,竪穴住居跡25棟 。掘立柱建物跡 1棟・土坑 9基・溝状遺構18条 。性格不明遺構 4基 を

検出した。

(1)掘立柱建物跡

S B01 2× 4間の掘立柱建物跡である。遺跡の地形は北東から南西へ下るが,こ の建物跡は,

その北東端に位置する。従つて,標高は最も高い。梁部を集落の中心側へ面させる。ピットは円

形,埋土は褐灰色土層である。なお,こ れは隣接するS D028の ものと近似する。東側桁部と南側

梁東半部には,ピ ット径よりやや巾の狭 く浅い溝が掘られていた。ピットは,こ の溝を切って掘

られていた。平面プランは,南側梁部と西側桁部がそれぞれ反対側より短いために,全体的には

歪んだ長方形となっている。遺物は, ピットから須恵器甕の口頸部が 1点出土したのみである。

け)竪穴住居跡

S B02 調査区の中央に位置する。S B03に よって切られ,南辺側が0.8m巾 で残存するのみであ

る。東辺にのみ周溝が掘られていた。遺物は,土師器の体部小片のみである。

S B03 調査区の中央に位置する。 S D025を切る。 S D024と は切 り合い関係を有しない。少な
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くとも, S D024は ,こ の住居跡に付属するものである。主柱穴はSPl～ 4である。カマ ドは,

北辺のほぼ中央につくられている。周溝が,カ マド部分を除き巡る。

カマドは,黒茶色土によって築かれている。O.65× 0.8m,厚 さ 9 cmの 火床を残す。火床面の上

には厚さ 5 cmの 焼土を含む粘質土が堆積していた。煙道は竪穴掘 り形上場線から始まり,外方ヘ

ほぼ直角に1.52m延びる。火床面と煙道底部のレベルはほぼ同じである。しかし,先端部近 くで

レベルを上げ,一旦,平坦面をつくつた後,さ らに,ピ ット状の凹みとなって終わる。同凹みか

らは,土師器甕の大破片が 1点出土した。

遺物は,カ マド内の焼土を含む土層上面から須恵器鉢の破片が 1点出土した。埋土中から,土

師器鍋,須恵器杯・高杯の破片が出土した。

S B04 S D025 0 026を 切る。SP708に 切られている。主柱穴はSPl～ 4である。周溝は

3辺に残る。西辺は削平により失われたものと思われる。カマドはもたない。遺物は,須恵器杯

破片が 1点出土したのみである。

S B05 南壁はS X02に切られている。平面プランは隅丸方形を意識しているが,辺には出入 り

がある。また,竪穴壁の傾きも,ゆ るやかな部分が多く,全体的に粗いつくりである。主柱穴は,

SP102の 2穴 と考えられる。竪穴床面のほぼ中央に,炭化物を含む粘質土の土塊があった。

西外方へ延びるS D023と は切 り合い関係はみられなかった。カマドはもたない。遺物は,床面か

ら完成品はないが,残存率の高い須恵器が多く出土した。土師器は杯,須恵器は壺蓋 0高杯・腺・

短頸壺・鉢・鍋 0甕がある。

S B06 斜面部に立地する。 S K033に切られる。削平を受け,高所側に周溝を残すのみである。

周溝は北東辺中央で膨らむ。カマドの有無は不明。遺物は,周溝から土師器と須恵器の杯破片が

出土した。

S B07 斜面部に立地する。床面まで削平を受け周溝を残すのみである。竪穴の 2箇所の隅から

外方へ小溝が延びるが,竪穴との切 り合い関係は認められなかった。住居跡に付属するものであ

ろう。主柱穴は決定し難い。SP107は周溝を切るが,住居跡に伴うピットであると思われる。

方形の土坑は第 4層から掘 り込まれたもので,中世の攪乱である。カマド築造の痕跡はなかった。

遺物は,周溝から須恵器杯破片が数点出土した。

S B08 深く削平を受ける。東半分の周溝を残すのみである。南東隅付近のピットは周溝を切る。

カマドの有無は不明である。遺物は,周溝から杯破片が数点出上したのみである。

S B09 西コーナー部は調査区外である。北辺西半は中世の攪乱を受ける。全体に深 く削平を受

け,周溝を残すのみである。主柱穴は, SPl～ 4である。床面東半中央部に1.1× 1.7mの範囲

で,炭化物の堆積がみられた。北辺中央やや東寄 りのところから,煙道が直角に外方へ延びる。

カマドはほとんど削平により失われていた。煙道先端部のピットは後世の攪乱である。煙道は

基部から次第に細まり二等辺三角形を呈する。煙道底部のレベルは,竪穴の床面よりも低い。
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遺物は,埋土中から土師器高杯 0小甕・甑,須恵器杯 ,高杯・甕の破片が出土した。

S B010 調査区南端部に位置する。 S B011に よって北東部分を切られる。東 。南壁とも後世の

ピットによって切られる。平面形は隅丸長方形である。主柱穴はSPlと 考えられる。床面は,

かならずしも平坦ではなく,数箇所の不定形の凹みがある。東辺中央部にカマ ドをつくる。

カマド自体は残存しない。煙道は基部がわずかに残存するのみである。基部から次第に細まる

とも考えられる。同底部は,竪穴床面と同じレベルで検出された。

遺物は,須恵器杯身などの破片がわずかに出土した。

S B01l S D03に よって北東コ‐ナー部を切られる。平面形は隅丸長方形である。北東コニナー

寄 りに土坑がある。主柱穴は決定し難い。床面は,かならずしも平坦ではなく,壁際は低 くなっ

ている。

東辺中央部にカマドをつくる。竪穴壁に対して直角方向に1.4mの煙道が延びる。カマドの立ち

上がり部を失い火床部を残すのみである。火床部は 2層 に分けられる粘質土によって築かれる。

0.8× 0。 9mの規模を残す。煙道の平面形は長方形,火床部から段をつくって下がり,中央部まで

ゆるやかに下る。それより先は,逆にゆるやかに上がり,先端部では屈曲してピット状の凹みと

なる。煙道両側壁は垂直に上がり,断面形はU字形である。

遺物は,埋土中から須恵器杯破片が数点出土した。

S B012 東辺は生活道路があったために調査できなかった。主柱穴はSPl～ 4である。壁際に

わずかのテラス部を残して,周溝が掘られている。周溝は浅 く,巾 0.34～ 0。 5mでヵマド部分を残

して巡る。この周溝により,竪穴中央部は壇状の高まりを現出する。壇状部上面は平坦である。

南辺壁際には溝を掘る。溝中央には,土橋状に巾0.25mの掘 り残し部分がある。

北辺中央にカマドを築 く。立ち上がり部は失われ,粘質土によってつくられた火床部を残すの

みであった。残存する規模は,0。 76× 0.83mで ぁる。北辺から直角に外方へ煙道が延びる。中央

部で東方へ若干屈曲する。平面形は歪んだ長方形である。煙道底部は,カ マ ド火床部から一段下

がって始まり,ゆ るやかに上がって先端部に至る。奥壁は急な傾斜で上がるが,途中で屈曲して

ゆるやかとなる。煙道中央部で土師器甕の大形片が出土した。

遺物は,壇状部中央の床面直上から,脚部を欠く須恵器有蓋高杯が倒立状態で出土した。埋土

中から,土師器甕・把手,須恵器杯・高杯が出土した。

S B013 調査区南西部に位置する。 4棟が切 り合う竪穴住居跡のなかで最も新しいものである。

北半は,生活道路があるために調査できなかった。主柱穴は決定し難い。カマドの有無も不明で

ある。

遺物は,埋土中から須恵器杯 0甕が数点出土した。

S B014 S B013と S D044に切られる。主柱穴は不明である。北辺東半部と東辺北半部に周溝が

ある。カマドの有無は不明である。
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遺物は,土師器の小片のみである。

S B015 S B014と S D044に切られる。主柱穴は不明である。北東コーナー部を中心に,鍵形に

周溝がある。北辺やや東寄りで,0.8× 0.9mの焼土を含む粘質土層を検出した。カマドと考えら

れる。

カマドは,周溝を切ってつくられている。第14015層が火床部であろう。煙道は攪乱によって

失われたものと考えられる。

遺物は,埋土中から土師器甕,須恵器杯・高杯破片が出土した。

S B016 S B013 0 014 0 015に よって切られている。南辺部と南東コーナー部を検出したのみで

ある。主柱穴,カ マド部の有無は不明である。

遺物は,埋土中から土師器の小片が出土したのみである。

S B017 調査区南西端に位置する。西側2/3は 調査区外である。SPlは 主柱穴の 1つ であろう。

復元規模は4:46× 4.46mで ぁる。カマドの有無は不明である。

遺物は,埋土中から須恵器杯破片が出土したのみである。

S B018 S B017に 南辺を切られている。西側2/3は調査区外である。主柱穴は不明である。周溝

が巡る。周溝 とSPl～ 7は同時併存していたと考えられる。カマドの有無は不明である。

遺物は,埋土中から須恵器高杯・甕破片が出土したのみである。

S B019 西辺は生活道路があるために調査できなかった。大部分をS B020に切られる。主柱穴

は不明である。

北辺中央部にカマドを築 く。立ち上がり部は失われていた。火床部は 2層に分けられる粘質土

でつくられる。煙道は,基部から次第に細まる。底部は本来平坦であって,段状のものは, SB

020に切られた時の攪乱によるものであろう。先端部には,ピ ット状の凹みが掘られていた。なお,

南辺東寄 り部で焼土塊の集中を検出した。

S B020 主柱穴は決定し難い。

北辺中央部にカマドを築 く。立ち上がり部は失われていた。粘質土でつくられた火床部は,中

央部が皿形に凹む。煙道は途中で若干屈曲し,先へ向かって次第に細まる。同底部は先に向かい

やや上がり気味で,先端部で屈曲して平面楕円形のピット状の凹みとなる。

遺物は,埋土中から須恵器杯・高杯・甕破片が出土した。

S B021 調査区のほぼ中央に位置する。S B 0220023に よって切られる。主柱穴はSP809・

12 e llでぁろう。カマド部分を除き,周溝が巡ると思われる。

東辺中央にカマドを築 く。立ち上がり部は失われる。粘質上でつくられる火床部は,0.38× 0.58

m残存している。火床上面直上の焼土を含む粘質土は,崩落した立ち上がり部の一部と思われる。

火床奥部は,溝状に凹むが,す ぐに上がり煙道口となる。煙道底部は火床面よりも10cm高 い位置

から始まり,レベルを上げながら先端部に至る。先端部には,ピ ット状の凹みが掘られている。

-29-



煙道断面は皿形を呈し,先へ行 くに従い細まる。

遺物は,埋土中から須恵器腺破片が出土したのみである。

S B 022 S B023に よって切られる。西辺は試掘時に失った。主柱穴,カ マドの有無は不明であ

る。復元規模は4.4× 4.12mで ぁる。

遺物は,埋土中から須恵器杯身破片が出土したのみである。

S B023 主柱穴はSP103・ 907が考えられる。SP7は ,S B021の 再利用である。東辺

にのみ周溝をもつ。床面中央部に炭化物を多量に含む土塊があつた。その上面には須恵器杯身の

完成品が 1点残されていた。  |           …

北辺やや西寄 り部にカマドを築 く。残存状態が最も良好であつた。
.カ マドは,竪穴床面を掘 り

凹み,そ こへ黒茶色を呈する粘質土を入れて火床部をつくり,さ らに立ち上がり部を築いていた。

火床部内巾0。 53m,奥行きは0.66m,平面形は両側辺が膨らむ台形である。カマ ド中央部には焼

成を受けた赤褐色粘質土があった。この上面がカマド使用時の床面であろう。その上には,灰 を

含む黒色粘質土層と焼土を含む灰茶色粘質土層が堆積していた:床面は奥へゆるやかに上がって

いく。煙道は,巾 0。 24m,長 さ1.3m,先端部で細 くなる。同中央部にはピット状の凹みが掘られ

ていた。溝状に凹む火床最奥部から約15cmを外湾して急に上がり,煙道底部となる。煙道口から

ピット状の凹みまで,ほぼ水平に延び,同凹みを越えると底部は基部側より7 cm高 く,そ のまま

先端部へ向かう。

遺物は,埋土中から須恵器杯 0高杯 0甕破片が,多 く出土した。

SB024 1.57× 1.57mの隅丸方形の竪穴である。壁面はゆるやかな部分もあるが,急なところが

多い。床面の 4隅にはそれぞれ柱穴がある。中央部には0。 38× 0.65m,深 さ0.15mの土坑が掘ら

れていた。ここから,砂岩の砥石が 1点出土した。南 0北隅部には,それぞれ外方へ延びる小溝

が付けられていた。北隅の小溝底部は竪穴床面と同じレベルであるが,南隅のそれは,竪穴床面

よりも段状に高 くなっていた。

遺物は,埋土中から土師器杯,須恵器杯・高杯の破片が比較的,多 く出土した。

S B025 試掘で壁面を失つた。東コーナー部を残すのみである。南半は,生活道路があるために

調査できなかった。周溝が巡る。 SPlは 周溝内に掘られていた。主柱穴,カ マドの有無は不明

である。

遺物は,周溝から土師器,須恵器小片を出土したのみである。

S B026 西辺は調査区外である。南半は農業用水路があるため調査できなかった。北東コーナー

部と東辺を検出したのみである。SP2は主柱穴の一つであろう。この住居跡はS D020を切って

いる。

遺物は,埋土中から土師器杯 。羽釜・甕,須恵器杯・盤・皿・高杯 ◆鉢・甕 。長頸壺 。無頸壺,

製塩土器,鉄滓・獣骨などを出土した。住居廃棄跡,塵芥の捨て場として利用されたものであろ
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つ。

0)土 坑                   「

S K030 径約 2mの円形土坑である。床面断面はゆるやかな皿形であるが,北半には0.65× 1.1

m,深さ0.2mの 掘 り形の中に須恵器甕を埋置していた。掘 り形 と甕の間には,多量の拳大の石を

詰め石として入れていた。甕は土圧によって潰され,同破片の多くが甕内へ落ち込んでいた。甕

内には土坑埋土と同一の土が入っていたのみである。

上坑埋土中から土師器小片のみが出土した。

S K032 形状は1.53× 2.06mの楕円形9深さは 5 cmである。床面は小さな凹凸があるがほぼ水平

である。

埋土中から土師器小片のみが出土した。

S K033 形状は径1.99mの円形,深 さは 6 cmで ある。壁面はゆるやかに傾斜する。床面はほぼ水

平である。南東壁際に径0.4m,深 さ0.15mの上坑が掘られていた。

埋土中から,須恵器杯・長頸壺破片が出土した。

S K034 1.39× 1.53平 ,深さ 3 cmの楕円形の土坑である。南西壁際に0.6× 1.4m,深 さ0.35mの

土坑が掘られていた。
.

埋土中から,土師器小片のみ出土した。

S K035 径2.5mの 円形の土坑である。S D024に切られている。壁面はゆるやかに傾斜する。床

面はほぼ水平である。中央部西寄 りにO.5× 0.5m,深 さ0.18mの不整形の土坑が掘られていた。

また,北東壁際に0.28× 0.53m,深さ 8 cmの土坑,南東壁際に小さな凹みが 2箇所掘られていた。

埋土中から,土師器,須恵器小片が出土した。

S K036 径1.83mの 円形の上坑である。床面はほぼ水平である。北壁際に径0.7mの 円形の小土

坑をもつ。

遺物は,埋土中から須恵器杯 。高杯が出土したのみである。

SK038 1.8× 2.25m,深 さ0.31mの不整形な土坑である。床面は凹凸があり,平坦ではない。

南西隅部に浅い小土坑をもつ。

埋土中から土師器小片が出上した。

14)性格不明遺構

SX02 5.9× 8.7m,深 さ0。 18mの不整形な遺構である。床面は,ほ ぼ平坦であるが,東から西

へゆるやかに下る。ピット状の凹みが 4箇所にある。

遺物は,埋土中から土師器甕破片,須恵器杯・高杯・醒・子持ち壺・甕 0器台の破片などが多

く出土した。

S X06 S K038と S D033に切られている。313× 4.lm,深 さ0.14mの不整形な遺構である。南

辺中央部に不整形な段状部がある。床面はほぼ水平で, ピット状の凹みが 6穴ある。
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埋土中から土師器甕,須恵器杯・高杯 。長頸壺の破片が出土した。

6)溝状遺構

S D020 S D04と ともに集落を貫通する幹線的な溝である。巾0。 55～ 1。 lm,深さ0.65～ lm,

断面は先丸のV字形を呈する場合が多い。

表 1 古墳時代後期建物跡計測値表

遺構名
(面積 )

形  状
カマド・炉の
右 盤 主軸方向

主 種 八 数
柱 間 距 離

付 属 施 設
穴
和

柱
面

主
内

S B01
2× 4間
4 2× 645
(27 09nf)

長方形 無 し N41° E ＝
“
“

１

６５

３５

4 46× (446)
19.89 nf)

(隅 丸方形 ) 不明 N27・ W 不明 周溝

616× 538
(33 14nf)

隅丸方形 カマド有り N28° W 周湾

42× 422
(17.72r)

隅丸方形 無 し 周溝

422× 45
(1899耐 )

歪な隅丸方形 カマ ド無 し

務署守蒼麟ぶ
N30° W 2

555× (5.55)

(30.80r)

隅丸方形 不明 N35°  E 不明 周溝

41× 4.06

(16.65r)

隅丸方形 無 し N42° W 不明 周溝 ,対 角位 田
か ら外 方 へ延 υ
る鴻 各 1

53× (53)
(28.09nf)

隅丸方形 不明 Nl・ Ⅵ 不明 周溝
巾03m～ o4〔
m 深 さ0.lm

5 38× 5 5

(29 59nf)

隅丸方形 カマ ド有 り N29° Ⅵ 周溝

32× 41
(1312r)

隅丸長方形 カマド有り N40°  E

3.49× 428
(1494耐 )

隅丸長方形 カマド有り N58°  E

012
565× (5.65)

(3192r)
隅丸方形 カマド有り W 南壁下 に溝,床

面中央 に壇状in

49× (4.9)

(2401r)
隅丸方形 不明 不明 焼土有り

45× (45)
(20 25mI)

隅丸方形 不明 N45°  E 不明

433× 492
(21.30r)

隅丸長方形 不明 N5° W 不明

不明 (隅丸方形 ) 不明 N16° W 不明

446× (446)
(1989r)

隅丸方形 不 明 N10° W 不 明

5.5× (55)
(3025r)

隅 丸 方 形 不 明 N5°  W 不 明 周 溝

506× (506)
(2560r)

隅丸方形 カマド有 り N38° Vヽ 不明

556× 55
(30 58nf)

隅丸方形 カマド有 り N35° W 不明

021
39× 467
(1821m3)

隅丸方形 カマ ド有 り N64°  E 周溝

44× 412
(1813r)

隅丸方形 不明 N16° W 不明 2辺 に周溝

497× 47
(23 36nf)

隅丸方形
炭

り
に

有
央
り

ド

中

有

マ
面
物

力
床
化

N16・ W 不明

157× 152
(2.39r)

隅丸方形 無 し N34° W 翌 謝
床 面 中央 に土坑

不明 隅丸方形 不明 N35° E 不明 周溝

不明 隅丸方形 不 明 N29° Vヽ 不明
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図23 S B024・ 025実測図 (1/60)
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0                                4m

S8026実測図 (1/60)
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1.黒灰色土層     ′

2.灰褐色粘質土層 (地山)
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茶灰黒色粘質土層

灰褐色粘質土層 (地山)

灰黒色粘質土層 (SD024埋土)

0                                  2m

図27 S K 035 0 036実測図 (1/30)
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1.灰黄色土層

2.黄灰色土層

3.茶黒色土層

4.茶褐色土層 (地山)

19.00 -――
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0                                  2m

図28 S K038実測図 (1/30)
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図29 S X02実測図 (1/60)
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0                                 4m

1.茶黒色土層

2.黄灰色土層

3.灰黄色土層

4.暗茶黒色土層

5。 茶掲色土層 (地 山)

6.黒灰色砂質土層

1.茶黒色土層

2.茶褐色土層 (地 山)

・≫
ｏ
ｄ
「
″
ハ
＝
Ｐ
Ｒ
川
Ｈ
Ｈ
ｔｌ
Ⅵ
＝
＝
、

＞
、

S X06007実汀刊[コ (1/60)
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18.40~
E

B一 一 B′ C一

1.褐灰色土層

2.灰 黒色土層

3.灰黒色砂質土層

4.2に 黄色粘土が班状に混じる

5。 灰黒色砂質土層 (地山)

6.茶黒色土層

7.6に掲色土が班状に混じる
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図31 S D04 0 020 0 026 0 027 0 028 0036実 測図(1)(1/30)
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図32 s D04 0 020 0 026・ 02700280o36実 測図(2)(1/160)
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表 2 カマド跡計測値表

遺構色
燃焼室規模
(焼上規模)

駆
さ

瞳
深

煙道先端部の
凹 み の 有 無

軸
向

主
方

S B03
(073× 081) 03× 152

0 05 ぞ■締難 N28・  W

034× 238
0 04

不明  (後 世の
ピッ ト有 り)

N29° W

不明 イく明 不明 N40°  E

(051× 10) 円形の凹み有 り N58°  E

(0 76× 0 83) 03X173
0 23

無し調園多 らヽ出師
器製の大破片出土

N12° W

(084X092) 035× 183
0.08

円形の凹み有 り N38・ Vヽ

020
(048× 058) 02～ 05×

15
i青 Pl汗夕の口J補 り N35° W

(038× 058) 円形の凹み有 り N64°  E

内法
053X066

021X(13)
01

中位に隅丸方形
の凹み有り

N16° W

表3 古墳時代後期土坑計測値表

遺 構 名 形状
規 模
(面 積 )

主軸方向 付 属 施 設

S K030 円  形 ２

耐
。
２３

祥

９

＆

直

Ｌ
＜

北 方に L力tイく定 形 0.9111

洗歯t」物織轟野》由。

構円形
1 53・ 2 06

(253耐 )

N86° Vヽ 無 し。

円  形
直径199
(3 Hr)

南壁下に土坑。 円形 ,

直径04m  。

情円形
1 39。  1.53

(1.67r)
票1:1ワ |こ 81き11lx1 41
nl, 深 さ0 32nl

円  形
直径25
(4 91mt)

西 tt● 寄 りに:t坑 。
イ(定 形.05n,x057

円  形
直径183
(263m3)

北壁際 に上坑。
円形,直径07m。

不定形
18× 225
(405r)

N56°  E 南西隅に土坑。
円形,直径0 35nl。

表4 古墳時代

遺物は,埋土中から完形品を含む土師器・須恵器・製塩土器が多量に
遺構名 巾・ 深 さ 断 面 形

S D04 08・ 074 V字形

y『形
`】

037・ 012 llll形

027・ 024 U字形

028 0.46・ 0 20 llll形

0 52・ 0 26 U字形

0 27・ 0 13 U字形

0 42・ 0 08 ull形

出土 した。

S D028 S B02003004を 囲むように巡る。巾0.45m,深 さ0.25m,断

面は強 く開 くU字形である。

遺物は,埋土中から土師器甕,須恵器杯・短頸壺・甕の破片が出土 し

た。

S D040 S D039と ともにS K0380 S X06を 囲むように巡る。巾0。 43m,深さ 8 cm,断面は皿形

である。埋土中から須恵器杯・鉢の破片が出土した。
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2遺 物

(1)1土器類

古墳時代の遺構出土の土師器 0須恵器を次のように分類した。須恵器の器形の決定は,田辺昭

三『須恵器大成』(1)と 松本敏三・岩橋孝「香川県古代窯業遺跡分布調査報告 I」 「同H」 (aに準じ

て行った。

しかし,杯身と杯蓋は区別し難い例が多くあった。かえり部の立ち上がりが低く,かえり部基

部から受部端までの間が比較的長く,杯蓋と考えられるが,つ まみ部を欠くために断定出来ない

ものは杯身とした。また,かえり部・高台のない杯の多くは杯葦としたが,そ の頂部がヘラ切り

で平坦面が存し,正置すれば 表5 須恵器分類表

安定し,器高の比較的深いも

のは杯身とした。

第 5層出土遺物は,分類の

対象としなかった。多 くは,

遺構出土遺物による分類の中

に収まるが,一部,外れるも

のがある。

3830399は ともに甑 とする

が,口縁端部は水平な面をな

し, 1条の凹線をめぐらす。

393は支脚とするが0ヽ 体部

は指頭圧痕の後ナデ調整,断

面は不整形である。

365は ,緑釉陶器の杯であ

る。高台は,外面側がほぼ垂

直,内面側は外傾し,端部近

くで一条の沈線をめぐらせる

ため階段状になる。杯底部内

面には 1条の沈線をめぐらせ

る。釉は,高台見込みと,高

台内側端部の沈線付近までは

露胎。他は暗緑色の釉を施す。

器  種 タ プ

身

::響馨lIE欝場:Fttt層撮i3:な詈言]を 2闇 :li[簑鰐暑|キ :3:

蓋

:lll[111:[:::[[き

']曾

lil〔 ま:卜是
。
「N」 字状の日縁部。つまみ

壺 蓋 □径 8～ 10cmで 日縁端部凹面をなす。

椀 脚付きで口径10 4cm,椀部高約 12cm。

盤 皿 全形不明。日径が17cmと 大 きい ことにより盤・ 皿 とした

有 蓋 高 杯 杯部にかえりをもつ。

無 蓋 高 杯
合
詈]著雷]ぞ

操繕彗tF萬書晶罰を雫弁iこ拡張させ,逆三角形を呈する。

B2比較的長い もの。
C脚端部 を上方へ拡張 させる もの。

琺 含葬乳8串忠i畿 様獣暑3幸在携殻肉になをよ2濯賢魚『
部をなす。

長頸壺 〈瓶 )

A体目
`が

全体に丸い もの。
Al大 型。
A24ヽ型。

8探課士夕l′:I艦畠ιP晶畠?稜線を残す。

短 頸 壺

A口 縁端部が丸い もの。
Al大 型。
A2小 型。

B口 縁端部,内傾 して面 をなす もの。

無 頸 壺 内傾する体部上半がその まま□縁部 となる。

子 持 ち 壺 子部のみである。

横 瓶 口頸部か ら直角に屈曲 して,ほ ぼ水平な体部 となる。

平 瓶 最大径が体部中程にある。縦断面は,情円形。

鉢 (大型 )

A最大径が日縁部にあるもの。
Al日 縁端部が丸いもの。
A2日 縁端部が凹面をなすもの。

B最大径が体部上位途中にあるもの。

鉢 (小 型 ) A最大径は口縁部にある。□縁端部は丸 t

甑
A口縁端部水平な面をなすもの。
B口 縁端部外傾する面をなすもの。

鍋 丸底,把手がつ く

器
絵馨場装施学F向

の 2条 1単位の凹線で,巾 約 7mの 圧画帯 をつ くる。 そこへ縦方向の凹

聖

A口頸部の長い もの。

Blililヨ|]iliよ
算讐号iZ轡省楊

'12ilil:::::::暑鸞争:i菫 :享ン番[[EKtti[[i邊「
いるもの。
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長頸壺 (瓶 )

品
A2

こ→三、｀
ヽ
、電=======1====」  ニコ|′

タ

C3

短頸壺

/¬

~ヽ

A

子持ち壺 (子 )

尋

図34 須恵器分類図(1)

-68-

Ａ

　

　

椀
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須恵器分類図鯰)(1/6)
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B

大 甕

図36 土師器分類図(1)(1/6)
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次に須恵器と土師器の遺構別の

器種タイプ別集計表,第 5層出土

須恵器,土師器のグリッド別破片

数一覧を示す。

惚)土製品

S B026か ら輔の羽口片が49点

出土した。図化できるものは少な

い。405は ,輔の羽口近 くのところ

の破片である。中央に径2.6cmの 円

孔が貫通している。体部の残存最

大径は6.08cmで先端部に向い,わ

ずかであるが細まる。体部外面は

ナデ,内面は,縦方向にナデてい

る。中子状のものを抜き取った跡

であろう。胎土は 2111111以 下の白色

砂粒を含む,色調は内外面とも橙

色,先端部に近いところの外面は,

2次焼成により黒変している。

表6 土師器分類表

406は ,S D020出土のものである。出土点数は 1点である。先端部の破片である。中央の円孔

径は2.9cmである。体部径は 8 cm。 胎土は l llull以 下の自色砂粒を多量に含む。気泡跡が多くある。

色調は内外断面とも橙色,先端部は 2次焼成によって,壁内まで黒変し,外面では多孔質となっ

ている。

404は ,S D044出 上の丸瓦片である。点数は 1点である。外面はナ
(デ

ィ内面は布自圧痕がある。

角はヘラ削りにより面取 りを行っている。胎土は l llull以 下の白色砂粒を少し含む。色調は内面が

灰色,外面は光沢のある灰色,断面は芯状に明青灰色その両側は灰白色である。焼成は堅緻で,

須恵器の焼きである。

(3)鉄  i宰

S B09か ら5点,69g, s B014か ら2点,1l g, S B026か ら35点 ,1352g, s D020か ら5点 ,

302g,s D029か ら 1点 ,155g, s D044か ら 1点,47gの鉄滓が出上した。また,包含層第 5

層から10点,255gの 鉄滓が出土した。

鉄滓の地は暗青灰色で錆層の部分は暗赤褐色,断面は暗紫灰色を呈するものが多い。金属質の

光沢をもつものもある。形態は不整形であるが,相対する面が平坦面をなす場合が多くある。厚

さは10～ 25111111の 間にある。重さは最高で S B 026出土の120g,平均は約40gで ぁる。質はほとん

器 種 タ イ プ

杯    身
:書 :!Fttζ [誉鼻:貫凛「Ta:書笠♭る。深い。

杯    蓋 A口 部で, まず内方へ屈曲 した後,直 ぐに外方へ屈曲するぃ

高   杯 営i‖IFS晨だ;]撃],夕 |:]lり iこ :[〕

∫
摘口千ヨ|(EI:∵ z^

鉢 A内湾する体部。体部中位に最大径あ り
^

大    甕

:::露 ]li::lli:[:i:]:iiil[[[i;:i:~:キ ロがなさ

ニロ縁端部を内外方に弱冠拡張させ,端部は面をなし, 1条の沈線をめぐらす。

小 中 甕
A口 縁端部が丸い もの。

3日想備難:戻岳続茫萬績与る。平坦面のあるもの̂

鍋
合
IE興ヂ響l横

事2缶管T'F調書「笞島蔀雰ワ貪ワど
｀
ふ暑L消

…
こ勇「璽

C口縁端部,垂直な面 をなす。 ハケロな しぃ

把    手
横
織

面が楕円形の もの。
面が円盤形の もの。

羽    釜 上面が水平な直角三角形の鍔 をもつ
^

甑
A口 t端 部が丸い。

1端 部,内傾する面 をなす。

製 塩 土 器
A内傾する口頸部 をもつ。
B外反する日頸部 をもつ。

支    脚 Aト ロは半坦ltlに つくる。下から上方へ細まる^浅い面取 りによって 5面 存つくる^

表 9 第5層 グリッド別出土須恵器・土師器集計表 (破片数)

S-9 U-10 合  計

須恵器 1819
(535%)

L師器
266 1580

(465%)

言

％ ５５２
配 ６５３

劇
375 3399

(1000%)
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図37 土師器分類図12)(1/6)
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表7 須恵器遺構別・器種タイプ別集計表

Ｉ
Ｎ
Ｗ
‘
『
ト
ー

表 8 土師器遺構別・器種タイプ別集計表

SK 計

2 5 1 l 1 1 l l 2 2 3 2 3 1 8



どが多孔質である。孔の大きさは 5111111以 下である。孔が ]llllll以 下 と小さく,密にある場合は光沢

をもつことが多い。

S B026か ら任意に 4点,S D020 0 029 0 044か ら 1点ずつ抽出して,化学分析等を行った。結

果は,Ⅷ  自然科学的調査に収めている。それによると,S D020出土の鉄滓は精練鍛冶滓,他の

S B026, S D029 0 044の 出上のものは鍛練鍛冶滓であると判断されている。

(4)石製品

40704080410は 砥石である。石材はすべて砂岩である。407は上面と側面の 1つ が使用された

面である。408も 上面と側面の 1つ に条痕が残る。410は 4070408よ り相対的に小型である。上下

面が使用された面であると考えられる。409は平・断面とも楕円形を呈するように,お そらく成形

した石を,さ らに楕円の一端に磨き等の調整を加えて長軸に平行する平坦面をつくり出している。

このため断面は楕円の一端をスライスした形状となっている。平坦部の反対側の頂部には叩きに

よると考えられる凹みが残っている。材質は花同岩であろう。411は石製の紡錘車である。両面か

らブランティングを行い,円盤形を呈する。中央には径6.5111111の 円孔を穿いている。

151 自然遺物

S B026・ S D020か ら獣骨が出土した。鑑定によると, ともにウマの成獣の骨と歯である。 (Ⅵ‖

自然科学的調査)

(1)田辺昭三『須恵器大成』(1981年 ,角川書店)               ヽ

(2)『瀬戸内海歴史民俗資料館紀要』第1号・『同』第2号所収 1984,1985

(3)こ れと,よ く似たものが高瀬町の野田池窯から出土している。報告書は,そ れを窯道具とし

ている。 (『瀬戸内海歴史民俗資料館紀要』第 2号)    、
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図39 S B05006・ 07008009出土土器実測図 (1/3)
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図45 S X02003出 土土器実測図 (1/3・ 1/5)
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図46 S X05・ 06 0 07 0 0Ⅸ l)出土土器実測図 (1/3)

-84-



Cln

図47 S X09出土土器実測図12)(1/3)
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S D03・ 04出土土器実測図 (1/3)
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図49 S D018 0 019:02α l)出土土器実測図 (1/3)
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図50 S D020出 土土器実測図(21
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図51 S D020出 土土器実測図(3)(1/3)
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図52 S D020出 土土器実測図(4)(1/3)
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図53 S D 020出土土器実測図15)(1/3)
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図54 S D022 0 025 0 027 0 028出 土土器実測図 (1/3)
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図55 S D029出 土土器実測図 (1/3)
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図56 S D03000310032・ 0035出

=土
器実測図 (1/3.01/5)
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図57 S D03400“・0370040・ .04イ 1)出土土器実測図 (1/3)
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図58 S D044出 土土器実測図(2)(1/3)
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図59 S D044出 土土器実測図(3)(1/3)
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図60 R-100R― nOS-lo第 5層出土土器実測図 (1/3)
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図61 S-110T-100U-100U-110V-100V― H第 5層出土土器実測図 (1/3)
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図63 S B 012 0 024, S D029 0 034, S-10第 5層出土石製品実測図 (1/3)
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表10 古墳時代後期土器類観察表

堪バ鴨教驚惚
材質・ 器 rlfl

・ タイフ名
:  牟漬  音|` 底 部・ frt渕

`

lJfi :l: 色 調 備   号

暗 青灰 色

界詰り軍冒}面縦ナ 嗜 青灰 色

躍響炎

外 lrli指 頭 ,1:痕 の 11を

外 面 ハ ケLIの 11を
粗

に ,:い 赤 褐 色

灰 色

灰 色

回 転り
‐デ ri酎レヽ ラ肖」り (′テ|=1

イくIIJj) 青灰 色

炎旨色

脳1部 回 転サ デ

脚 部 |」 l転 ナ デ

nJl青 灰色

灰 白色
装就晨T裳け題

タトrli 14F il‖

'キ
ll 灰 色 り11内

部にヘ

浅
性

澪

栓 色

灰 Ftl色

灰 F:

B吉 青灰 色

灰 白
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Eバ悩独鷲惚
ヤオ■1・ オ‖Fln 糸求  古|` |ド:   |

“

   ,調
“

絆   け

倅角″:

淡出色

クトIni卜 :1帖 1‐

'‐

‐ア .1■ :'ろ

●卜lni回 転 ‐′‐声

り1赤 ltl色

内
外
″

{:-i:t.l&re
r: .;: r ' f{i t!
fl] ftr (.ii:ill)

色
色
“

段
Ｎ
崎

′ri. lrll ili  B l

(17漁 k)
受 け る

クトrti ll 14′ ・ケ|!、 ド14

卜:1戦 p・ デ

外 lrli｀ 141 il‖ :キ ‖

灰 α

色灰

〃

″

貯

夕ri.処   B2

戻合旨

嬌魯
“

:

暗 青灰 色

日
灰

凸

灰
青

ｒ

タピ1. 迅   B

灰 白 色
青灰 色

“
ン
」
“．

眸
喘
”
綺

い
い

い

か̈
小̈
¨ヽ
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雹』幅増 醤

`

材 質・ 器種
・ タ イプ名

口  緑  部 部 底 部・ 頂 部 胎    Jニ 色 調 備   考

巴灰
″

″

首

灰 色

灰 色

炎旨色

暗 灰

浅 責 橙 色

晟符浩者

罷警蕎ζ

貼 付 高台

回 転 ナ デ

回 転 ナ デ 回 戦り
‐
デ

馨緯署色

署炭合
巴

灰 色
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雹彗L魏 馨留
材 質・ 器櫛
・ タイ プ名

口  縁  部 底 部・ 頂 部 色 備   考

つ まみ は貼 付

色灰
〃

〃

甘

炎巳
毬

須 .高 杯  Bl

倅集
“

外面 指頭 圧 痕 の上 を

内 面 指 頭 圧 JItの 上

回 転 ナ デ

端 部 はヘ ラ切 り痕
巴灰

″

〃

曹

展日

理
″
″

脚 部 回転 ナ デ

貼 付 高 台
巴灰

″

〃

肯

恩腎落ζ

外面 回転 ナ デ (7コ )

己火
〃
″

曹

巴灰
″
″

肯

円
回
回

＾

口
を
面

【

ｎ
上
外
出

ナ デ 、 部 分
(16コ )
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世婢悩教鷲″
付賞・ 器 rfl
●● r‐ ノ7:

率ま II` ll(3ド・ l「 l ll` IFi   l 色

““

   け

rr灰 色

色
色
灰
“

灰
″
腱

受部に
'1′

|ヽ|`F)

‖青,判火色

俗戻ヒ
l"l&:-,- .rr

岱戻ヒ

ll」 ri ll`

|ズ 色

躍暉炎8

‖キ,,サ 天

…

可 色
′
′

灰
′
′

笞炭ヒ
色日

″

″

llli付 高台

宙黒 色

灰 色

青灰 色

投汀金
色

置灰 色

外 面 卜J転 ナ デ
外rli l次焼成 を

ど
｀
(甘駐|

の後ヘ ラ切 り、 さ
'

の 後 、 ヘ ラ 切 り
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避品 教 憚惚
材 質 ・ 器 01
・ タ イフ'名 ′底 日

`・

I貞 瓢ζ 1治   Jl 色 調 備   考

|I Jri占 |∫

響資を

擬翫な【ラミガキ

渠躍彬傍?角形た

'

Witt10色

色自

″

〃

灰

灰
晴
圧

灰 色

リー プ 灰 色 )

内 lfliハ ケ || 内 lfli指頭′働ヽ 顎鶴雹
巴

禽冊器殿::義の後|」

灰
暗
匪

外面櫛描 き
'中

‖文と

I141部 卜Ⅲ ン‐デ

晴
黄
Щ

色

巴日
″

″
供職

にI.l色 のFl

町
灰
暗

灰
青
灰

青 灰 色

灰 褐 色
黒 色 (芯状 )

灰
め
　
ｚ

”
む
　
¨

喝
劃

る
は

え
を

い
市

か
形
て
膵

部分的 にヘ ラ切 り

…
喜恐a

”

・２

部分nいこヘ ラ切 り

骨
暗
青

色

灰 色 自己
']

灰 色

ガ1.椀   A
脚 部 回 転 ナ デ
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E為教
物
号

遺
番

材 質・ 器毬
・ タ イプ 名

にコ 縁  部 底 部・ 頂 部 胎   土 色 ・ 調 備   考

脚 部 回 転 ナ デ

倉昴圏厳デ寧
)

脚 部 回転 ナ デ

脚 部 回転 ナ デ

巴
　
い

暗 青 灰

須・ 班  B

魅

脚 部 回転 ナ デ

ヘ ラ削 り (左 )

(2コ )

外面 L位 1/3は 櫛 日、
:ド

筆¥天現薔スZ,

脚 部 回 転 ナ デ

饗芳ワ雰蓬『 しぁり 罵ィ蜃要の自然

灰 色

青黒 色

外 面 平 f子 口pき の _l二 を

外 面 平 行 町]き の _Lを 青黒 色

回紘 ナ デ

    1窯 量 畢 堂
用管 製 あ後

搭暑灰色 ラロ己
';

ラ
=己

号

響
副
`下
半ススf寸

揮意蓼撮脅器営

箸
酬∫外im

にぶ い橙 色 (芯状 )

板 ナ デ
外 面 指 頭 圧 痕 の 上 を 浅 黄 橙 色

究薔6絵早デ
  | 外 面 ハ ケ ロ 書

部外面ススイ

赤褐 色 を受 ける

(暉滅 )

り 目

界悪ヮ寧
ナデ

  |
澄雹

r

下 半 は 板 ナ デ 答
劉S外 lmス ス

外面 指頭 圧痕 の 上 板 ナ デ
外面 指頭 月I痕 の上 を
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雹晶Ё 暮惚 ヤ写キリ電 口 縁  部 部 底 部・ 頂 部 胎       上 色 調 備   考

須。選  B

回 転 ナ デ

須 .蠅   Bl

外 面 ハ ケ ロ の 上 を 外面ハケロの上をヘ にぶ い橙 色 付 書

:い 桂 色

!:彎
外口1に ヘ

(19コ ) 聾鋳幣鼎ゎ
部 分的 に ナ デ

外面・IZ行 ロロき目 青灰 色

外面 指頭 ■lJA~ ぶ い赤 褐 色

外 面 指頭 圧 痕 の 後 ナ にぶ い性 色

臀
暗
警

て色

:コ l転 ナデ

暗
青
緑
価

(芯状 )こ の 両

須. 選   B

の後 ナデ

′貢. 鯉   B2
外面叩 きの後カキロ、

外 面 ナ デ 外 面 ナ デ
淡
灰

明

色
　
缶

付 着

外 面 回 転 ナ デ 外面ハ ケロ

界器亨含嶺縫晨σ)後 明 赤 褐 色

肥
″
〃

外 面 平 行 叩 き 目

青 灰 色

-109-



雹響鴨重 響留
材 質・ 器 flll

・ タ イプ名
口  縁  部 体 底 部・ 頂 部 胎   土 色 調 備   考

翼需日露す『
晴 青 灰 色

炎屋
色

貼 付 高 台

貼 付 高 台 揮目:

晶腎落ζ

粗

俊昌]

つ まみ は貼 付 (5コ )

炭台屋

i勺 耐コに し
`ま

り lヨ (6コ )

日
灰

白

外面 横 方向 の ヘ ラ ミ
晟符蕎各

にぶ い橙 色 (芯状 )

後 、 ヘ ラ ミガ キ

罪謝り軍冒I准験ョ,

窮黒た装秘型な丁す
全麗為半

ハケロ、下

灰 色

外面平 f予 ロロき目の_L

橿じ勝ぷⅦ
∫
1[

第 5層

‐０
層

Ｒ
第

デ
き
デ
キ

ナ
叩

ナ
ｍ

瑛

舞

回
円
回
□

半
心
半
皐

上
同
上
晟

山
半
面
上

内
下
外
下

暗 青 灰 色 (芯状 )

第 51薇

避省多?暑啓 饗品蹴雰
'断

面は燈

第 5國 部 分 的 に ヘ ラ 切 り

第 51u

第 5層

第 5層 僣彎
外旧1に ヘ

第 5層 緑 灰 色

選槽蕎各 灰 色

第 5層 部 分的 にヘ ラ切 り

青 灰 色

第 5層
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雹品 急燎惚 ヤリキリ理 「
l 縁  部 lLI部・ 頂 部 色 tftW  考

第 51ロ 含ζ留著∫4) 巴仄
″

″

第 5「輌

第 5旧 貼 付 高 台

第 5層 蹴符蕎各

lli身
貼 付高台 答炭E

蕊1本 語辱息鵞との両

第 5'自 つ ま み は 貼 付

第 51硼

第 5層 ラ記 F2t

第 5旧 須,鉢  Al

第 5層 灰 色

第 5U 貼 付高 台

第 5層 つ ま み は 貼 付

第 5層

第 51ロ 外 面 指 頭 圧 痕 の Lを

認喜淡

第 5j薇

第 5,0 暗 青 灰 色

第 5層 lll線

第 5旧

第 5層

ｎ
層

Ｖ
第

第 510

灰
灰

匪

第 5層

1二 督
い責程色

提ぎ雹
種巴

第 5'留
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三 奈良時代以降の遺構と遺物

1遺 構

遺構は,掘立柱建物跡16棟,土坑20基余,井戸 1基 ,溝状遺構14条,性格不明遺構 3基,ピ ッ

ト数百穴,焼土塊 1基を検出した。

(1)建物跡

S B027 1× 2間の掘立柱建物跡である。床面は, 1辺約3.2mの 方形を呈する。ピットは 1辺

0。 7～ 0。 8mの 隅丸方形の掘 り形をもち,埋土は黒褐色土層である。柱根跡は径約0。 2mでぁる。遺

物は,外面にハケロを施す土師器体部片が 1点出土したのみである。

S B028 1× 2間の掘立柱建物跡である。ピットは径0。 3～0.45mの 円形の掘 り形をもつ。埋土

|ま 淡褐色土層である。出土遺物はない。

S B029 1× 1間の掘立柱建物跡である。ピットは径0.3～ 0.5mの 円形の掘 り形をもつ。根石を

もつものがある。遺物はS P61078・ 81084か ら土師質土器の小片が出土した。

S B030 南半は,生活畦畔があったため調査できなかった。 1× 2間の掘立柱建物跡であろう。

ピットは径0。 3～0.36mの 円形の掘 り形をもつ。出土遺物はない。

S B031 1× 1間の掘立柱建物跡である。ピットは径0.27～0.38mの 円形の掘 り形をもつ。SP

07か ら土師質土器の小片が出土した。

S B032 1× 1間の掘立柱建物跡である。S B 033と 重なり合う。床面は約3.7mの 方形を呈する。

ピットは径0。 2～0.5mの 円形の掘 り形をもつ。 S P285か ら土師質土器の小片が出土した。

S B033 1× 1間の掘立柱建物跡である。S B032。 035と 重なり合う。床面は 1辺約3.2mの 方

形を呈する。ピットは径0.25～0.5mの 円形の掘 り形をもつ。 S P 2820289か ら土師質土器の小片

が出土した。

S B 034 1× 1間の掘立柱建物跡である。 S B035と 重なり合う。ピットは0.18～0.28mの 円形

の掘 り形をもつ。 S P307か ら土師質土器の小片が出土した。

S B035 1× 1間の掘立柱建物跡である。S B 03300340036と 重なり合う。 S D016を切ってい

る。ピットは径0.15～0.56mの掘 り形をもつ。 S P273か ら土師質土器杯Aが 1点出土している。

S P281か ら土師質土器の小片が出土した。

S B036 1× 1間の掘立柱建物跡である。 S B035 0 037と 重なり合う。 S D016を切つている。

ピットは径0。 28～ 0.47mの 円形の掘 り形をもつ。 S P215か ら土師質土器皿Aが 1点 , S P 292か

ら同皿A・ 杯Aが各 1点出土した。 S P265 e 293か ら土師質土器小片が出土した。

S B037 1× 1間の掘立柱建物跡である。 S B036と 重なり合う。 S D016を切る。ピットは径
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0。 2～0.4mの 円形の掘 り形をもつ。 S P258か ら土師質土器皿A・ Nと 杯A・ Dが各 1点,土壁破

片が数点出土した。 S P299か ら土師質土器皿Aが 1点出土した。

S B038 1× 1間の掘立柱建物跡である。S B039・ S K024と 重なり合う。 S D011に切られて

いる。ピットは約0。 38mの円形の掘 り形をもつ。 S P 180か ら土師質土器杯Aが 1点 , S P 194か

ら同皿A・ 杯Aが各 1点,土壁破片が 1点出土した。

S B039 1× 1間の掘立柱建物跡である。S B0380040と 重なり合う。ピットは径0.18～ 0。 24m

の円形の掘 り形をもつ。 S P 152か ら土師質土器杯Aが , S P176か ら同皿 Cが各 1点出土した。

S B 040 1× 1間の掘立柱建物跡である。S B039と 重なり合う。ピットは径0。 18～0.38の 円形

の掘 り形をもつ。 S P 155か ら土師質土器杯Aが , S P 1720178か らともに同皿A・ 杯Aが各 1点

ずつ出土した。

S B041 1× 1間の掘立柱建物跡である。 S K022・ 023と 重なり合う。ピットは径0.22～0.36m

の円形の掘 り形をもつ。S P166か ら土師質土器皿Aが 1点,杯Aが 2点,椀 Clが 1点出土した。

S P 141か ら土師質土器杯Aが 1点出土した。

S B 042 2× 2間,総柱の礎石建物跡である。西半が調査区外であるため規模は大きくなる可能

性をもつ。 S D012と 重なり合う。 S P226 0 230 0 233の 礎石は失われていた。礎石は径約0。 7m,

深さ約0.2mの 断面皿形のピット内に,水平な面を上にした石の大部分を埋めていた。詰石をもつ

ものもある。礎石は花同岩で,調整を加えた跡がみられる。埋土は,茶灰色土層である。S P228

から土師質土器皿A,S P230か ら同皿A・杯A, S P233か ら同皿A, S P 238か ら同皿Nが各 1

点ずつ出土した。

惚)土 坑

SK018 1.25× 1.5mの隅丸長方形の土坑である。掘 り形の周囲には石敷きを行つている。石は

砂岩の円礫が多い。土坑内は砂礫を多 く含む土で埋まっていた。床面はほぼ水平で人頭大の花聞

岩が 5個 ,投げ込まれた状態で出土した。埋土中から完形に近い土師質土器杯 Clな どが 3個体分

出土した。

S K024 1× 1.lmの ,隅丸方形の土坑である。床面は傾斜し,断面は不整形である。埋土は焼

土と炭片を含む黒茶色土である。埋土中から土師質土器皿・杯・椀の破片が出土した。

S K025 平面形は0.77× 1.03mの隅丸長方形である。断面は階段状を呈し,南辺寄 りの部分が深

くなっている。深さは,0.58mでぁる。埋土は,浅い方は茶灰色土層で基盤土層と類似している。

深い方は焼土・炭片を含む黒茶色土層である。浅い方は掘削後,直 ぐに埋められたものであろう。

埋土中から土師質土器皿 。杯・椀の破片が出土した。

S K026 平面形は0。 66～ 0。 70mの隅丸方形である。深さは0.77mで ぁる。壁面は垂直に近い角度

で上がる。床面は傾斜している。埋土は,断面を斜めに切るように 2分 される。下層の方は茶白

色土層で基盤土層に類似している。上層は,焼± 0炭片を含む黒茶色土層である。下層土は,土
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坑掘削後すぐに埋めたものであろう。上層土中から完形の輸の羽口が 1点出土した。上下層から

土師質土器皿・杯破片が出土した。 :   ,

SK027 1.22× 1.5mの隅丸長方形の土坑である。南西隅は試掘 トレンチで失つた。深さは約 5

cmで浅い。埋土は花聞岩質の砂礫を多く含む。遺物は,土師質土器の小片のみである。

S K028 平面形は0.8～ 0.95mの隅丸長方形である。断面U字形で,床面は傾斜している。深さ

は,0.75mで ぁる。埋土は 2層 に分かれる。その境は不整形である。おそらく,土坑掘削後に,

掘 り上げた基盤上で直ぐに埋め,さ らに,その後,深さ0.65mの上坑を再び掘つたのであろう。

上層土は焼土・炭片を含む黒茶色土である。上層土中から土師質土器皿 。杯の破片を出土した。

0)焼土塊

S D014の 東肩付近から焼土塊が出土した。0.24× 0.54mの不整形,厚さは約 5 cmで ある。これ

は包含物ではなく,こ の場所で焼成を受けて固結したものである。焼土塊の周辺には焼成されて

いない暗黄色粘土層が敷かれていた。

(4)井 戸

S E01 石組みの井戸で,井筒に桶を利用する。検出面での石組みは内径は約 1。 15m,下方に行

くにしたがい細まり,下端部内径は0.88mで ぁる。残存する深さは約2.6m。 石材は,花同岩が最

も多く,ほかに砂岩もある。石は小口積みにして,右上 り,右廻 りの螺旋状に積み上げている。

その場合,大小の石を区別し, 1周毎に大小を変えでいるのが伺える。井筒の桶は上端部内径約

0.82m,下端部内径0.62m,深 さ0.57mで ぁる。底板はもちろんない。井戸掘 り形は検出面で径

約 4mの 円形で,そ こから次第に径を減じて,石組み下端部で石組みの外径と同じになる。井筒

部では桶が入るだけの大きさのものになっている。地下水は,井筒上端部付近から湧き出し始め

る。掘 り形内埋土は,掘削時に出された土をそのまま入れているため,黒褐色土に青黒色上が斑

状に混じっている部分が多い。石組み内・井筒内の埋土は砂質土層でその中には多量の石が投げ

込まれた状態で入つていた。

遺物は,石組み 0井筒の埋土中から須恵器と土師質土器の破片が多量に出土した。掘 り形内か

らは,多量の須恵器破片とともに磨製石斧が出土した。須恵器が多いのは,掘 り形が古墳時代後

期の包含層を掘 り抜いているためであろう。

G)溝状遺構

S D02北半 北部は生活道路があつたために調査できなかった。南端.も 検出できなかつた。おそ

らく,鍵形に屈曲する用水路下の未調査部分にS D02南 半 (近世溝)と の境があるものと推定さ

れる。検出長約14.5m,巾 約3.lm,深さ約0.73m,断面は皿形である。埋土は,褐色砂質土層と

黒灰色粘質土層とが上下層としてある。両層は簡単・明瞭に分層できる。溝の中程部分には,溝

を横断する2列の石積み遺構が存した。両石積み遺構は,溝を横断して溝の両肩に至る。石積み

巾は,北側のものが約0.6m,南側のものが0.7m,石積みの上面は溝の肩部の高さとほぼ同じで
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ある。両石積みの間には巾約0。 8mの空間がある。石積みは,前述の黒灰色粘質土層中に縦割 りの

木材を置いて基底板 とする。その上に土を混ぜて石を積み上げたものである。基底板は,北側石

積みで約1.7m,南側石積みで約0:85m残存していた。石は花闇岩が多い。石は大小を混ぜて,数

段に積み上げたもので規則性は見出せない。両石積みの間の空間からは,土師質土器皿・杯 とと

もに,備前焼の甕 2個体分が出上した。また,自然木片が溝に直交する位置で 1本出土した。

溝の遺物は,褐色砂質土層のものと黒灰色粘質土層のものを区別して取 り上げたも両者からは,

完形品を含む多量の上師質土器皿・杯・盤・橘鉢・鍋・釜,瓦質土器鉢,備前焼摺鉢,甕,自磁

皿,青磁椀 0鉢などが出土した。なお,石積み遺構部分については,石積み内と両石積み遺構間

とに分けて遺物を取 り上げた。

S D02南 半 S D02北半を切っていると考えられる。南端に近づくにしたがい細まり,西方へ湾

曲する。長さは,約13m,最大巾は5。 6m,深 さは0.95mで ぁる。埋土は土質から2層 に分けられ

る。上層は砂層,下層は粘質土層である。埋土中からは,土師質土器皿 0杯,常滑焼甕,信楽焼

小片,瀬戸焼おろし皿,染付椀,瓦,煙管,鉄製庖丁,石灯籠と考えられるものの一部,薄板状

木製品などが出土した。おそらく,近世に塵芥捨て場として利用されたのであろう。

S D05 調査区内を南東一北西方向に走る小溝である。南東端は自然流路跡に合流する。途中,

S X010に切られ, S K043を 切る。北西端は後世の削平を受け消滅している。長さ約70m,巾約

0.84m,深 さ約0.3m。 埋土は,暗黄色砂質土層と暗褐色土層の 2層 である。遺物は少量で,土師

質土器杯などが出土のみである。

S D06 調査区北西部で検出。 S D080010に平行する。検出長約 4m,東側は用水路下のため調

査できなかった。巾約0。 85m,深さ約0.13mで ぁる。埋土は上から青灰色粘質土層,灰黄色砂質

土層・青灰色粘土層である。埋土中からは,土師質土器皿 。杯が少量出土した。

S D07 調査区北西部で検出した。 S D020 S D015に 平行する。北東側は用水路下にあるため調

査できなかった。溝は石組み部分が約 4m,こ れに連続して直線的に伸びる素掘 り部分が約6.5m

ある。さらに,そ こから北西側ヘクランクした後,不整形に拡巾する。北東端はS X04に切られ

ているために不明である。石組み部分は,巾0.87m,深 さ0.15m,断面皿形の掘 り形の中央に底

石を置き,その両側に側石を置 く。底石は30cm弱 のものを選別して利用し,側石は大小に関係な

く,それぞれの長辺を壁面とする。石組み内巾は約0.35m,深 さは約 7 cmである。底石上面はほ

ぼ水平である。素掘 り部分は,規模・形状とも石組み部分の掘 り形の延長といえる。しかし,石

組みの有無は不明とせざるを得ない。ただ,石組み部分北端の東側に北面を揃えた石が 1個置か

れた状態であった。これは,何かの敷石とも考えられる。このことを考えると,石組みはここで

終わっていたとすることもできよう。遺物は,土師質土器皿 0杯・橘鉢・鍋,瓦質土器鉢,常滑

焼甕の破片が出土した。 '

S D08 調査区北端で検出した。 S D060090010に 平行する。 S D010を切る。西端は調査区外,
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東端は生活道路下であるため調査できなかった。また,北肩も生活道路下にあるため調査できな

かった。南肩側に,溢水の跡が 2条ある。検出長約23m,推定巾約2.5m,深 さ約0.45m,断面皿

形。埋土は土質から砂層と粘質土層に分かれる。遺物は,土師質土器皿・杯 。盤 。摺鉢 。鍋・釜,

東播系こね鉢,備前焼甕・青磁椀などが出土した。

S D090010 調査区北端で検出した。両溝は土橋状に掘 り残された部分によって分離しているが,

溝の内外を区画するという機能においては 1本の溝 と考えるべきであろう。 S D06008に平行す

るOS D010は S D08に切られる。 S D09の検出長は10.03m,巾 は1.Om,深さ0.32m,埋 土は褐

色土層と褐色砂質土層に分けられる。S D010は長さ9.6興 で完結する。巾は約1.7m,深 さ約0.27

m,埋土は褐色土層・褐色砂質土層 0淡褐色砂層に分かれる。遺物は,土師質土器皿 。杯 。椀 。

鍋 0釜,東播系こね鉢が出土した。

S D011 西端は調査区外である。 S D080090010な どに平行する。 S B038を切る。検出長約 5

m,巾は約0.8m,深 さは約0。 lm,断面皿形である。埋土は焼土を含む黒褐色土層である。遺物

は,土師質土器皿・杯が出土した。

S D012 南端は調査区外である。S D07な どと平行する。S B 042と 重なり合う。検出長約2.5m,

巾約0.16m,深 さ約 5 cm,断面皿形である。埋土は黒褐色土層で焼土を含む。遺物は,土師質土

器小片が出土したのみである。

S D013 S D070012な どに平行する。北端は焼土に,南端はS K027に切られる。検出長約2.2

m,巾約0.22m,深 さ8 cm,断面は皿形である。埋土は焼土を含む黒褐色土層である。遺物は,

土師質土器小片が出土したのみである。

S D014 S D013の 東側に隣接する。 S D013に 平行し,規模・形状も類似している。長さ3.7m,

巾約0.3m,深 さは約0.lm,断面は皿形である。埋土は焼土を含む黒褐色土層である。遺物は,

土師質土器小片が出土したのみである。

S D015 隣接するS D07と は先後関係があろう。 S D07002北半と平行する。長さ約9.2m,巾

約0.8m,深さ約 8 cm,断面は皿形である。埋土は,淡茶色砂層である。遺物は,土師質土器皿。

杯が出土したのみである。

S D016・ S D02北 半に東から流れ込む小溝である。 S B03500360037と 重なり合う。長さ約7.1

m,巾約0.7m,深 さ約0.lm,断面皿形である。途中に北方へ突出する部分がある。埋土は暗褐

色土層である。遺物は,土師質土器皿・杯が出土したのみである。

S D017 S D02北 半の浴水の跡であろう。 S D016に切られる。遺物は,土師質土器皿 0杯が出

土したのみである。

16)性格不明遺構

S X08 北辺は用水路があるため調査できなかった。平面形は,南 。東辺がほぼ直角に曲がり西

辺が外方へ突起し全体的には東西に長 くなっている。壁面はゆるやかに傾斜し,ほ ぼ水平な床面
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となる。埋土は 2層 に分かれ,

下層には灰色粘土層があつた。

埋土中から土師質土器の小片が

出土した。

S X010 検出長約49m。 巾は生

活道路があるために全掘できて

いないが,約 6mでぁろう。深

さは,北端部で約0。 7m,南端部

で約1.Omで ある。断面形は,北

側約17mは 皿形であるが,それ

より南はテラス状の平坦部をも

つ。埋土は,複雑に分層する。

遺物は土師質土器皿 0杯 。摺鉢 0

鍋・釜,青磁椀,染付椀,漆を

塗った木製椀の破片が出土 し

た。中世 と近世のものが混じっ

ている。なお,こ の遺構はSX

としたが,溝 と考えるべきであ

ろう。

表12 
事蜀檀袋

以降土坑

表H 古墳時代以降建物跡計測値表

遺構名 規 模
梁 部 柱
間 距 離

術 部 柱
間 距 離

面  積 主軸方向 備 考

S B027 1× 2 10341111 N24・W S P34か ら土師器体部片出ム
ピッ トは隅丸方形

S B028 1× 2
2.50  2 44
2 55  2 40

1136耐 N58・ Vヽ

S B029 lXl 4 06  4 08 7 88nf N37・ E

S B030 1× (2) 2 22 N36・ E

S B031 1× 1 7 77nf N59・ Vヽ

S B032 1× 1 14 02ml 4ヽ0'E

S B033 l l 01nf N41'E

S B034 1 1 2.26  2 11 361 352 816耐

S B035 1× l 366 374 H52耐 ヽ39E S P273か ら杯 A(1)出 上。

S B036 1× 1 6 64ml 5ヽ2.E
S P275か ら皿A(1)と L土。
SI'292か ら皿A(1),杯 A(1)
I1lLっ

S B037 1× 1 1 92  1 99 7 30nぼ N47E
S P299か ら皿A(1)出 土。
S P2“ から皿A(1),皿 N(1),

杯A,D(各 1),壁 土材出±。

SI)180か ら杯 A(1)出 土。
S P194か ら皿 A(1), 杯 A.
壁土材出土。

S B039 1× 1 2 00  2 00 8 00nnt N38・ E
S P176か ら皿iC(1)出土。
S P152か ら杯A(1)出 土。

S B040 1× 1 210 203 8 06ml N50・ E
７２
杯

Ｐ‐
ち

Ｓ
勤

は

Ｐ

Ａ

Ｓ
皿
　

，

い
口

麗

Ｐ
ら
い

Ｓ

か

Ａ

S B041 l× 1 2 37  2 48 6 47nf N52° E
杯

‐力、

Ａ
Ｓ

皿
＞
，回̈＜‐＞出土。

Ｓ
Ｏ
杯

S B042 (2)× (2)
1620耐 以
上

N425° E

S P228か ら皿A(1),S P238か
ら皿N(1), S P230か ら皿A

讐盟 ヽ イ轟 協 l:鰐 :

遺構名
規 模
深 さ

形  状 主軸 方 向

S K010
0 76・  1.09

0 31
楠 円 形 N70° E

S K011 07・ 14
0.25

楕 円 形 N20° Vヽ

S K016
(0.8× 15)

01 不 定 形

S K017
07-16× 32

01 不 定 形

S K018 隅 丸 方 形 N30° E

S K019 071× 07
隅 丸 方 形 N50°W

S K020 隅 丸 方 形 N40・ E

S K021 隅 丸 方 形 N50・ Vヽ

S K022 隅 丸 方 形

S K023
081X081

方 形 N35・ Vヽ

S K024
■
３９

刈
０

隅 丸 方 形 N40・ E

S K025 08× 103
0 05-1 09 隅 丸 方 形 N27・ E

S K026 066× 07
隅 丸 方 形

S K027 0 04
隅 丸 方 形 N86・ E

S K028
0.8× 094
0 05-0 76 隅 丸 方 形 N7・ Vヽ

S K043 直 径 09
円 形

S K044 直径072
0 18

形円

表13 古墳時代以降溝計測値表

遺構名 巾 長  さ 方  向 備考

S D02 29～ 31 N44・ E 石積み遺構を有する。

S D05 06～ 10 途中で屈曲する。

S D06 N40° Vヽ

S D07 08～ 3.9
N45° E
N44° Vヽ

石組溝の部分がある。途中でクラ
ンクし,さ らに90° 屈曲する。

S D08 (約 30) 22 3 N40°W 直角方向に分岐する支流を 2条有
する。

S D09 0 8^Vl l N40・ Vヽ S D010と の間の上橋 に よって一

端 はおわる。

S D010 0 8-1 8 N40・ Vヽ S D09と の間の土橋によつて一端
はおわる。

S D011 04～ 06 N47・W

S D012 0.15～02 N45° E

S D013 N44・ E

S D014 028～04 N43・ E

S D015 0.8～09 N42・ E

S D016 05～ 08 N47・ Vヽ 直角方向に分岐する支流が 1条あ
る。

S D017 05～ 11 N37・ E
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1.暗灰色砂層

2.灰褐色砂層

3。 黒茶色土層
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A
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Ar     L.80

自黄色粘土層

灰茶色土層

茶灰色土層 (自黄

色粘土粒を含む。)

黒茶色土層 (力難L・

炭片を含む)

SK025実測図

S K 018 0 024 0 025実測図 (1/30)
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1.暗灰色土層

2.掲灰色砂質土層

3.黒色土層 (炭 が土壊化したもの)

A
18.50

D              20m

図74 S K044実 測図 (1/6)
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A′~18.40

1.褐色砂質土層

2.黒褐色土層

3.褐色土層
4.青黒褐色粘質土層
5。 明褐色砂質土層
6。 灰褐色土層

7.黒灰色粘質土層

8。 茶褐色土層
9。 明灰褐色土層
10。 暗褐色砂質土層

H。 褐灰色砂質土層
12.青褐灰色砂質土層
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0                                      3m

図75 S E01実測図 (1/40)
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1.掲色砂質土層

2.灰色土層

3.赤褐色土層

4.淡灰色土層

5。 灰色砂層

6.黒灰色粘質土層
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S D02石積み遺構実測図 (1/40)
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SD02基底板実測図

SD02南半土層実測図

3m0

胃灰色粘質土層

灰黄色砂質土層

青灰色粘土層

SD06土層実測図

0                                2m

図78 S D02・ 02南半 005006実測図 (1/4001/30)

明褐色砂層

明灰色砂層

茶黒色粘質土層

灰色砂層
´

暗灰色粘質土層

(赤褐色土を含む)

灰黒色粘質土層

青灰色砂質土層 (地山)

淡黄灰色粘質土層 (地山)

18.70………

1.暗黄色砂質土層

2.暗褐色土層

3.茶褐色土層

SD05土層実測図
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図79 S D07実測図 (1/40)
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SD08 0 010土 層実測図
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1.褐色土層

2.灰褐色砂層

3.淡茶色砂層
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SD09土層実測図
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SD013土層実測図

18.70………               一

SD045土層実測図

8.黒褐色土層 (焼土を含む)

9.茶黒色粘質土層

10。 褐茶色土層

H.淡灰色砂混じリシル ト層

(地山)

1.灰褐色土層

2.掲灰色土層

3.1に 黒色土粒を混じる

4。 褐灰色砂質土層

5。 明灰色シル ト層

6.暗灰色土層

7.灰色シルト層
8。 淡褐色粘質土層
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2遺 物

土器類は,材質によって土師質土器・ 瓦質土器・須恵質土器・ 東播系須恵質土器・亀山焼・備

前焼・常滑焼・瀬戸焼・ 信楽焼・輸入陶磁器 。近世陶磁器・土師器 0須恵器に分け, まず, t師

質土器～信楽焼については分類表を作成した。次に,そ れぞれの材質毎に,分類別集計表,遺構・

包含層別分類別集計表を作成した。土器類 1点毎の説明は本文では行えなかった。図・観察表に

よられたい。

土器類以外の遺物は,瓦 。土壁・ 土製品,金属製品,木製品,石製品に分け, 1点毎の説明を

行った。なお,縄文土器は便宜的に土器類以外の遺物のところに入れて,その説明を行った。

(1)土器類

実測図中の上器類の内,内外面に黒塗りを施した部分は,ス ス・油煙付着を示す。内外面に網

をかけた部分は,赤色顔料塗抹を示す。断面に斜線を施したものは,瓦質土器であることを示す。

観察表の「胎土」項目中の「3コ 」等の個数表記は,径 3 cmの 円形範囲内の砂粒の個数である。

聰
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図81 奈良時代以降土器類分類図

土 師 質 土 器

最も量が多い。底部ヘラ切 り。ヘラの

回転方向は右。底部はやや上底であつ

て,凸起することはない。体部は直線

的に開 く。□径は6.5～7.5cmの間に大

体収まり, 8 cmを 超えることはない。

胎土に0.511ull以 下の半透明砂粒を均一

に多量に含む。底部ヘラ切 り。ヘラの

回転方向は左。 1回転で完了する。底

部は上底になるものもあるが,大部分

は外方へ出張る。このために底 0体部

界をなす稜線は浮いた位置にめぐる。

体部はわずかに内弯しながら開 く。器

厚は薄い。

底部ヘラ切 り,ヘ ラの回転方向は右。

平底。体部は短 く直線的に開 く。器高

は皿のなかで最小。

底部ヘラ切 り。ヘラの回転方向は右。

底部外面には数条の沈線状の凹みがま

わる。体部,水平に近い程に強 く開 く。

体部の傾きは皿のなかで最大。

口径約 10cm。 口径の大きい群 (F10F2°

HOI)に 属す。底部はヘラ切 り。その

痕跡は不明瞭。底部端で肥厚し,短 く

直線的に開 く体部。日縁部は外弯 して

端部に至る。
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皿

＼

―

/

口径の大きい群に属す。底部ヘラ切 り。

ヘラの回転方向は右であるが痕跡は少

ない。底部内面中央隆起。体部はほぼ

直線的に開き口縁端部に至る。体部外

面中位に稜線が 1本残ること多い。

口径の大きヽヽ群に属す。底部ヘラ切 り。

その痕跡は不明瞭。体部,やや内弯し

ながら開く。

G

底部ヘラ切 り。ヘラの回転方向は左。

底部上げ底。底・体部界は鋭い稜線を

なす。体部は直線的に開 く。しかし,

体部上半が外方へ肥厚するために,体

部は外弯し上半で内弯したような形状

を呈する。

H

口径の大きい群に属す。底部ヘラ切 り。

ヘラの回転方向は右。平底。しかし,

内面は中央 と周辺が肥厚し全体に波状

である。体部は直線的に開く。器厚は

薄い。

|

口径の大きい群に属す。底部ヘラ切 り。

ヘラの回転方向は右だが痕跡は少な

い。丸底である。体部直線的に開 く。

日縁部で器厚を減じ内面側に稜線をつ

くる。

底部荒いヘラ切 り。ヘラの回転方向は

右。やや丸底。底部端から肥厚し,そ

のまま□縁端部に至る。

-137-



皿

K

底部ヘラ切り (回 転糸切りのように見

える)。 体部ほぼ直線的に開く。口縁部

で肥厚する。

底部静止糸切 り。胎土精良。底径 4 cm

と小さい。体部長 く,深いという印象

を与える。

M

底部回転糸切り。体部やや外弯して強

く開く。全体に厚い。

N

底部回転糸切り。全体に分厚い。体部

傾き小さい。器高は低い。

0
ン

・・

底部回転糸切 り。細かく密な痕跡を残

す。やや丸底。体部は内弯して開く。

全形は知 り得ない。

P

底部回転糸切り。細かい痕跡を残す。

体部直線的に開く。

脚

　

付
　
　
皿

A

ヘラ切 りの底部に断面三角形の脚部を

めぐらす。体部はやや外弯して強 く開

く。

B

丸底の底部に3個の断面逆台形の短い

脚部を貼付。体部は中位で屈曲して内

弯気味に伸びるため,皿以外の器形の

可能性もある。
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杯

A

最も量が多い。底部ヘラ切 り。ヘラの

回転方向は右。平底。底・体部界に稜

線はなく,そ のまま内弯する体部とな

る。

B

底部は静止糸切 り。平底。底径小さい。

胎土精良。体部ほぼ直線的に開き長い。

口縁部やや外反するものあり。

Cl

底部ヘラ切 り。ヘラの回転方向は右。

粘土組の痕跡を残す。体部は直線的に

開 く。

C2

底部ヘラ切 り。平底。底・体部界に稜

線を残す。体部は直線的に開 く。

C3

口・底径ともに大きい。底部ヘラ切 り。

ヘラの回転方向は左。体部は直線的に

強 く開 く。

D

底部は回転糸切 り。平底。底径小さい。

底部端のすぐ上方で屈曲して,直線的

に開 く体部。器高は最も大。

E

底部ヘラ切 り。底部端で肥厚し強 く開

く体部。全形は知 り得ない。
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杯 F

瓦質である。底部はヘラ切りの後ナデ。

体部は短く直立した後,屈曲して直線

的に開く。

高

付

杯

A

杯Aに高台を貼付したもの。高台は指

頭圧痕により成形。

B

杯Aに高台を貼付したもの。高台は回

転ナデにより成形。

椀

Al

内外面黒色。ヘラ切 りの底部に,比較

的長い,端部で肥厚する高台を貼付す

る。体部は内弯して開き,上半で直線

的になり,丸い口縁端部をつくる。内

面に横方向の ミガキ。

A2

内外面黒色。体部中位からは直線的に

開く。□縁端部やや尖がり気味。内面

回転ナデ。外面中位,指頭圧痕の後ナ

デ。上位は回転ナデ。

A3

内外面黒色。中広で低い高台を貼付。

A4

内外面黒色。断面三角形の低い高台を

貼付。
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椀

Bl

内面黒色。外方に開き,端部丸い高台

を貼付。

B2

内面黒色。外方に開き,端部で細くな

る高台を貼付。体部下位では内弯し,

中上位では直線的に開く。

B3

内面黒色。外方に開き,断面隅丸長方

形の低い高台を貼付。

Cl

土師質土器である。外方に開き,端部

で細くなる高台を貼付。内弯して開く

体部。外面口縁部に沈線状のものが 1

条めぐる。

C2

尖がり気味の垂下する高台を貼付。

C3

垂下して端部で肥厚する短い高台を貼

付。

C4 ・・`
｀

こヽ
=II==」

::二二三二:F“
`:´

・

断面三角形の低い高台を貼付。

C5

細かく尖がり気味の低い高台を貼付。
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椀

Dl

瓦質土器である。高台は貼付。内面側

は接地するほどに低い。外面側は高台

貼付後,底部にヘラ削りを行って高台

を高める。内面にハケロ。外面は回転

ナデ。

D2 ・・ .              II・

断面半円形の低い高台を貼付。

鉢 A

底部は静止糸切り。体部は内弯して外

傾。全形は知り得ない。

盤

A

体部中位から外面側に肥厚させるた

め,外弯状を呈する。日縁端部は丸く

つくる^

B

体部中央で屈曲し上位は外反させる。

日縁端部は丸い。

摺

鉢

A

口縁部内面側に肥厚。端部面をなす。

招目7条/単位。
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摺

鉢

B

体部上位でやや肥厚。□縁端部は丸く

つくる。招目5条/単位。

甕 A

彰

体部最大径は,器高よりも長い。丸底,

外反する短い口縁部。端部は丸い。

鍋

A

底部から内方へ屈曲して体部となる。

体部やや外弯して直線的に開 く。体部

から外方へ強 く屈曲 して口縁部 とな

る。

B

頸部外面に指頭圧痕。内面に稜線を残

して,口 縁部はゆるく外反する。

C

内面は,頸部からなめらかな曲線を描

いて外反する口縁部となる。

D

体部から直角に屈曲して,水平方向に

開 く口縁部となる。端部は丸い。

E

内弯して円傾する体部上位。対角位置

に断面弧状の粘土板の下半を貼付し,

同板上半と体部との間から体部へ穿孔

を加える。
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鍋

体部上位で屈曲して内傾する。□縁部

肥厚する。

釜

Al

1011ull前 後以上に伸びる鍔。鍔より上位

に直立する口縁部。

A2

ヽ

・̈̈

10111111前後以上に伸びる鍔,鍔上面基部

からわずかに屈曲して,す ぐに口縁端

部に至る。

B

鍔 5 11ull以下 と短い。鍔の上位に直立す

る口縁部。

瓦 質 土 器

鉢

A

体部中位から内弯して内傾。日縁端部

は垂直な面をなす。体部最大径の位置

に貼付突帯を 2条。突帯間に印花文。

突帯間または突帯上に長方形 0円形の

窓をつくる。

B

内弯して内傾する体部。口縁部で肥厚

し,端部は上面と内面に広い面をつく

る。日縁部外面に貼付突帯を2条,突

帯間に印花文。

C

内弯して内傾する体部から屈曲して立

上がる日縁部。口縁端部は内外面およ

び上面に平坦面をつくる。日縁端部外

面下半に印花文。
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釜

A

直立する口・体部。日縁端部は面をな

す。口縁部外面に断面三角形の突帯を

付す。

B
― 庁

直立する□・体部。日縁端部は面をな

す。口縁下に断面長方形の鍔をめぐら

す。

C
′.′

´´~~Z=============1二

二[:]]二 二::二]:卜 .

水平に近 く内傾する口縁部。日縁端部

で上下に強 く肥厚させる。端部は広い

面。

陶 器

ね

鉢

A
フ

□縁部内方へ肥厚し, くちばし状を呈

する。須恵質土器。

B

口縁部外方へ断面三角形に肥厚させ

る。須恵質土器。

C

司

口縁部外方へわずかに肥厚させる。

須恵質土器。

甕 A ニノ
`

平底。底部端鋭い稜をなす。

甕 A

体部から外弯 して強く開 く口頸部。口

縁端部は外方へ断面三角形に肥厚させ

る。外面頸部より下方に格子目のタタ

キを施す。亀山焼。
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摺

鉢

A

□縁端部内外方へわずかに肥厚する。

招目8条/単位。備前焼。

B

口縁部内方へ強く肥厚。くちばし状を

呈する。招目6条/単位。備前焼。

C
ノ

体部から,あたかも直角に屈曲したよ

うに口縁端部が内方へ肥厚する。断面

隅丸長方形を呈する。日縁端部外面は

広い面をなし,そ こへ 3条の凹線を入

れる。備前焼。

甕

A

コ
..

Ｄ
野

口頸部は外傾して開く。口縁端部,外

方へ折り曲げて断面楕円形の玉縁をつ

くる。備前焼。

B

口頸部は外弯 して開く。口縁端部,外

方へ折り曲げて断面円形の玉縁をつく

る。備前焼。

壺 A

直立する口頸部。口縁端部は楕円形の

玉縁。備前焼。

灯

　

明
　
　
皿

A

丸底の浅い皿の内面に,断面三角形の .

低い台をめぐらす。台の 3箇所に切り

う△みを入れる。備前焼。
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蓋 A

下面は周辺部で上方へ反る。上面中央

の凹みにつまみを貼付。備前焼。

甕

・
A

やや外弯する体部から外方に直角に屈

曲して回縁部となる。日縁端部は内方

へ強く肥厚する。口縁部断面は『」』形

を呈する。常滑焼。

片
~~F~ス

、

B

やや外弯する体部から,ほ ぼ180度 曲げ

て口縁部となる。口縁端部は内外方へ

強く肥厚させる。日縁部断面は『J』

形を呈する。常滑焼。

皿

A

おろし皿である。底部回転糸切り。内

弯気味に開く体部は上位でやや屈曲し

て外反する。日縁部内面にオリープ色

の釉をめぐらす。底部内面におろし目

を格子目に刻む。瀬戸焼。

B

直線的に強く開く体部。外面に回転ナ

デによる凹みが数条めぐる。内外面に

淡緑灰色の釉を施す。瀬戸焼。

甕
A

体部に檜垣文を施す。信楽焼。
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表14 
★霊写森季為曇

'券

難前葉罫襄器
豪豪15 黒

土
椀
分

。
質
。
・

器
瓦
杯
別
表

壁
器。
皿。
即
鮒

師
土
＜

＞
別

土
色
器
等
類

遺 構 名

器種名 タイプ名 破片数 個体数

S P178

Ａ
Ａ

皿
杯

l

2

1

1

Ａ

Ａ
皿
杯

S P172

S P155

A杯 3 1

S P171

皿 1 1

S P275

皿 l 1

S P166

Ａ
Ａ

Ｃ‐

皿
杯

椀

1

3
1

1

2

1

S P228

A皿 1 1

S P292

Ａ
Ａ

皿
杯

1

1

l

l

S P176

皿 l l

S P238

皿 l 1

S P152

杯 1 1

S P180

杯 l 1

S P273

杯 1 l

S P141

杯 1 1

S P299

皿 1 1

S P 194

皿
杯

1

1

S P230

皿
杯

1

1

S P233

皿 l 1

S P258
Ａ

Ｎ

Ａ

Ｄ

皿

杯

1

1

3

1

S P30

Ｈ

Ｂ．
η

皿
椀

1

1

1

1

1

1

S P38

杯 1 1

S P56

椀   B
Cl

S P126

皿 1 1

S P133

皿 1 1

S P135

杯 1 1

S P138

皿

S P158

Ａ

Ｃ‐

皿
杯

1

1

1

1

類分 構遺
ｎ
層

Ｒ
第

S-10
第 4層

・
以

グ

の

「

・ １０

の
パ

Ｋ
Ｓ
外

リ
第 3層

器種名 タイプ名  質 破片数 個体数 個体数 個体数 破片数 破片数

皿   A 土師質土器

650

(1)

③
． 　
． 。
． 　　　　　　　　　２

(3)

5

3

E 2

3

1

7

l

I 0

J 1

1 l

L 6 1

M

4 4

P l l

脚 付 皿 A 2 2 l

l l

杯 532 290 259 275

529

306

6 3

1 l

3 3

E 2 2

F 1 l

高台付杯 A 0 0 1

0 0 1

椀  Al黒 色 土 器 2 2

(1)

(1)

l 1

0 0

0 0

3 3

2 2 1

Cl土 師質土器 4 4

3 3

1 0

2 2 0

l l 0

Dl瓦 質 土 器 3 3 0

0 0 1

鉢   A 土師質土器 1 1 0
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表17 土師質土器 (盤
・摺鉢・甕・鍋
・釜)遺構別・
分類別集計表

遺 構 名

器種名 タイプ名 破片数 個体数

S D09
Ａ

Ａ

Ｄ２

Ｃ２

皿
杯
　
椀

３５

６７

１

１

３４

３５

１

１

S D010

Ａ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｃ‐

皿

杯

3
1

1

9
1

1

S D011
Ａ

Ｃ

Ａ

Ｄ

皿

杯

８

１

７４

１

８

１

１８

１

S D015

皿
杯

1

5
l

5

S D016

皿

杯

９

１

１４

9
1

7

S D017

皿

杯

2

1

4

1

S D02南半

Ａ

Ｐ
Ｂ

皿
　
杯

３

１

２８

３

１

１０

S X04

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ２

Ａ

皿
杯
　
　
鉢

ｌ

‐５

６

１

１

１

１０

５

１

１

S X010

皿
杯

1

l

l

自然流路跡

椀 1 l

R-11第 4層
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｋ

Ｍ

Ｎ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ‐

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｂ３

Ｄ２

皿

脚 付 皿
杯

高 台 付 杯

椀

409

1

515

2

13

３２４

５

８

１

２

４‐

‐

２５９

‐４

２

２

１

１

１

１

S-10第 4層

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ

Ｎ

Ａ

Ｂ

Ｃ．

Ｄ

Ｂ２

皿

杯

椀

・‐５

ｎ

４
１

１３
２７５
２２

３

９

１

U-10第 4層

Ｉ
Ａ

Ａ

皿
椀

1

1

1

遺 構 名

器種名 タイプ名 破片数 個体数

S K024
Ａ

Ａ

Ｃｌ

Ｃ４

皿
杯

椀

５

１３

１

２

S K025

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｎ
Ａ
ロ

皿

杯

椀

S K026
Ｃ

Ｎ

Ａ

Ｄ

皿

杯

2

1

3
2

2

1

3
2

S K028
Ａ

Ｃ

Ｎ

Ａ

Ｄ

皿

杯

６

２

３

ｎ

ｌ

6
2

3
8
1

S K044

椀 1 l

S K045
Ｂ

Ｃ２

杯
椀

】
1 1

S E01

Ｂ

Ａ

Ｂ

皿
杯

l

l

l

l

S D02石積み遺構内

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ５

皿
杯
　
椀

１

３

２．

‐

1

1

5
1

S D02石積み遺構間

皿
杯

2

3

1

2

S D02黒色土層

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｌ

Ｎ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｄ‐

皿

杯

椀

３

ｎ
ｌ
３

１
９

２‐５

‐

‐

３

６

１

２

１

９

７５

１

１

S D02砂質土層

Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｄ

皿

杯

２７

４９

２

１

７

９７

３２３

３

２７

３３

２

１

７

７６

‐５７

３

S D05

杯   A
B

l

2

l

l

S D06
Ａ
Ｂ

皿
杯 1

1

1

S D07

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ａ
Ｂ

皿

杯

２６

‐２

４

１

１

１

６５

６‐

２６

９

４

１

１

１

２９

‐９

S D08
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｎ

Ａ

Ｂ

Ｄ

皿

杯

‐９

８

１

１

４９

６３

１

‐９

８

１

１

２５

２０

１

遺 構 名

器種名 タイプ名 破片数 個体数

S P167

A杯 1

S P320
Ａ

Ｆ
皿
杯

l

l

l

l

S P327
Ａ

Ａｌ

Ｂ３

脚 付 皿
椀

l

l

l

l

l

l

S P328

杯 1 l

S P352

皿

S P322

皿   G
0

7

1

S P205
Ａ
Ａ

皿
杯

S P276

椀 l

S P222
Ａ

Ａ
皿
杯

1

1

S P266

皿 l 1

S P248
Ａ

Ｄ‐
杯
椀

S P280

杯 l 1

S P294

杯 1 1

S P209

杯

S K010

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｃ３
Ｅ
Ａ２

皿

杯

　

椀

1

3
7
1

2

1

Ｅ

Ｆｌ

Ｆ２

０

Ｂ

Ａｌ

Ｂｌ

皿

S KOH
皿

付
椀

脚

S K016

Ａ
Ａ

皿
杯

７

１０

S K017

皿

杯

S K018
Ｂ

Ｃ ‐

杯 ２

２０

l

3

S K019

皿 9

S K020
Ａ
Ａ

Ｄ‐

皿
杯

椀

３３

８

１

３３

２

１

S K021

杯 2 2

S K022
Ａ

Ａ

Ｃ２

皿
杯
椀 1

1

1

S K023

杯 l 1

遺 構 名

器種名 タイプ名 破片数 個体数

S P278

鍋 l 1

S P305

釜 1 l

S K020

揺   鉢  A 1

S K024

A2釜 1 l

S K044

A甕 l l

S K045

釜 1 l

S D02黒色土層

Ｄ

Ａ‐

鍋

釜
2

1

l

l

S D02砂質土層

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ‐
Ｂ

鉢

盤

鍋

釜

摺

‐４

４

３

３

１

１８

６

2

3
1

1

1

1

S D07

橘   鉢  A
鍋   A

1

4

l

l

S D08
Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ
Ｂ
Ｅ

Ａ‐

Ｂ

鉢
盤

鍋

釜

摺

３

２

２

７

‐２

８

５

３

S D09
Ａ

Ｂ

Ａ

鍋

釜

1

2

1

l

l

2

S D02南半

摺   鉢  A
B

鍋   B
E

S X04

鍋

釜

2

1

1

S X09
Ｃ

Ａ

鍋

釜
1

1

S X010

Ａ
Ａ
Ａ

鉢
鍋
釜

摺 l

l

l

1

1

1

R一 n第 4層

鉢
鍋

釜

摺 ｏ

ｎ

Ｈ

S-10第 4層

鉢
鍋

釜

摺 ５

ｎ
５
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分    類 遺    構 第  4 層 第  3 層

器種名  タイプ名 質 破片数 個体数 破片数 個体数 破片数 個体数

盤   A 土師質土器

2775

4

橋  鉢  A   〃 7

B     〃

甕   A   〃 l l

鍋   A   ″

B     〃

C     〃 l 1

D    〃 1

E     〃

F     〃 0

釜   Al   〃 8

A2   〃 2

B     〃

表18 瓦質土器 (鉢・釜)分類別集計表

表16 土師質土器 (盤・橋鉢・甕・鍋・釜)

分類別集計表

分    類 遺    構 第  4 層 第  3 層

器種名  タイプ名 質 破片数 個体数 破片数 個体数 破片数 個体数

鉢   A 瓦 質 土 器 5 2

4 4 3B     〃 3 3

C     〃 2 2

釜   A   〃 0 0
3 3

B     〃 0 0

表19 瓦質土器 (鉢 。

釜)遺構別 。分
類別集計表

表20 須恵質土器分類別集計表

分    類 遺    綱 第  4 層

器種名  タイプ名 質 破片数 個体数 破片数 個体数

甕   A 須恵質土器 l l 1 1

表21 須恵質土器遺構                       表23 東播系須恵質土

裂
・分類別集計  表22 東播系須恵質土器分類別集計表       前葦欝裂

°分類

遺 構 名

器種名 タイプ名 1破片数 1個体数

S P261

甕   A1 11 1
U-10第 4層

甕    Al l 1 1

分    類 遺    構 R― H・ S-10第 4層

器種名  タイプ名 質 破片数 個体数 破片数 個体数

鉢   A 須恵質土器 3 3 5 5

B     〃 1 1 0 0

1 l 0 0

遺 構 名

器種名 タイプ名 1破 片数 1個体数

S K017

鉢   Al l 1 1
S K020

鉢   C1 11 1
S D02砂質土層

鉢    B1 1 1 1

鉢   A1 11 1

鉢   A1 11 1
R― ll第 4層

鉢   A1 212
S-10第 4層

鉢    A: 3 1 3

表24 備前焼分類別集計表

分    類 遺    構 第  4 層 第  3 層

器種名     タイプ名 破片数 個体数 破片数 個体数 破片数 個体数

皿        A 1 1

嬌  鉢      A

1 1

(不 明 )

壼        A

〈不明)

壺        A

蓋       A

分    類 遺    構 第  4 層

器種名     タイプ名 破片数 個体数 破片数 個体数

甕        A 1 l

(不明 ) 1 1 l 1

表26 常滑焼分類男J集計表         表27 
雰遅罰彙欝非

遺 構 名

器種名 タイプ名 1破 片数 1個体数

甕    Al l 1 1
S D02南半

甕
ぃ品)|:|【

S-10第 4層

甕  (不 明)1 1 1 1

遺 構 名

器種名 タイプ名 1破 片数 個体数

S D02砂質土層

鉢   A
B

5
1

2

1

鉢    B1 1 1 1
S D02南半

鉢   B
C

R-10第 4層

鉢 1 l

R一 n第 4層

釜    B 1 l

S-10第 4層

Ａ

Ａ

Ｃ

鉢

釜
1

1

1

S-11第 3層

鉢    Al l l l

表28 
塀難罰彙罫蒙

遺 構 名

器種名 タイプ名 1破 片数 1個 体数

S D02南半

l(甕 )
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F}口

埜墓雹響言前藁欝羹
須恵質     表33 

罰仝黒瑾前彙欝
物 名 障L二』上ユニ」劃        表遺 構 名

器種名 タイプ名 破片数 個体数

S K043

lE  tt B 1 1

S D02石積み遺構間

甕 A
(不明 )

6
6

l

l

S D02砂質土層

掘   鉢  B
甕   A

３

２７

l

l

S D08

孤 (不明 ) 1 1

S D02南半

Ａ
Ｃ
Ａ

鉢
皿
　
甕

摺
1

1

2

l

l

2

R― ll第 4層

甕   A1 1 1 1
S-10第 4層

蔓    A l l

R-11第 3層

掘   鉢  B
甕   A

1

1

l

l

S― ll第 3層

摺   鉢  A

壼    A

T― ll第 3層

甕   B
蓋   A l l

遺  物  名
第  4 層 第  3 層

破片数 個体数 破片数 個体数

六 古 窯 陶 器
東播系須恵質土器

表32 輸入陶磁器器種別集計表

分 類 遺 構 第 3・ 4層

種類     器 種 名 破片数 個体数 破片数 個体数

白  磁      皿 1 1 2 2

椀 0 0 3 3

青  磁      皿 0 1 l

椀 7

鉢 1 1 l

黒  釉     椀 0 0 3 3

表34 
娼苗禦欝禁

分
分    類 遺   構

種 類  器種名 破片数 個体数

染 付   椀

陶磁器  椀

遺 構 名

種 類 器種名 1破片数 1個体数

S D02南半

染 付  椀
陶磁器  椀

1

2

S X010

染 付   椀
陶磁器   椀

2

1

遺構名・ 包含層名

種  類 器種名 破片数 個体数

S P143

青 磁 椀 1 l

S D02砂質土層

磁
磁

白
青

皿
椀
鉢

l

6
1

l

6
1

青 磁 椀 2 l

S D02南半

青  磁 椀 1 l

S X010

青 磁 椀 l 1

R-10第 4層

黒 釉 椀 l 1

R一 n第 4層

磁
磁

白
青

皿
椀

2

8
2

3

S-10第 4層

白 磁
青 磁

椀
椀

2

3
2

3

S― n第 4層

黒  釉 椀 l l

R― n第 3層

磁

釉

青

黒

皿
椀
椀 1 l

U-7第 3層

青  磁 鉢 1 l

V一、7第 3層

白 磁 椀 1 1

構
計

遺
集

器
別

磁
類

陶
分

世

・

近
別
表

表

表29 雰暴鶴葦欝野
遺 構 名

器811名  タイプ名 1破片数 1個体数

S D02砂質土層

皿   A1 11 1

S D02南半

お ろ し皿  A1 1 1 1

表30 雰嘉筍彙欝非
遺 構 名

器種名 タイプ名 1破 片鉤

S-10第 4層

甕    A1 l 1 1
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表36 第 4・ 3層出土土器類集計表

第 4層

土 師 質 土 器 瓦 質 土 器 亀 山 焼 古ヽ窯・須恵質±8 輸入陶磁器 近世陶磁器 須恵器 合 計 比 率

皿 杯 椀 ( 下 明 片) 盤・鉢 。甕 。鍋・釜 ( ド明 片 鉢 釜

破片数 理事(" 破片数 瞬 (%) 破片数 理事(%) 破片数 理事(%) 破片数 破片数 (%)破片数 重fl(g) 飽撃(%) 破片数 lMl(g) 牌撃(%) 破片数 mll(g) 理事(%) 破片数 劇1(g) 理事(%) 破片数 璽1(g) 理事(%) 破片数 m(g) 瞬 (%) 破片数 牌颯(%) 破片数 牌撃(%)

Q-11 100.00 100.00

R-10 2 210C 50.62 4 77 4250 22 61 1 100.00

R― ll l 186〔 882[ 1 1 100.01

S-10 682( 299 1 1 100.02

S-11 100.00

T-9 100.0( 100.00

T-10 1 100.00

T-11 69 23 100.00

U-10 420 4550

U― n 6255 100 00 504 100.00

V-10

V一 u 5450 100.00 100.00

合 計 650 5160 2975 3 1

第
・3層

Q-11 605 42.65 100.00

R-10 l 100.01

R― H 750 255( 22.56 230〔 56.01 2300 3 3 100.01

S-10 1 120〔 679( 1250 99.99

S― H 332 100.00

T-7 100.00

T-8 3 99 99

T-10 9 800 100.00

T― H 2200 5200 1 100.00

U-7 1860 l 100 00

U-9 61 66 100 00

U-10 5 1 100〔 27 96

V-7 11 645 558 1 100.00

V-8 1000( 100.00

V-9 6 77G 100 00

V-10 100.00

V-11 5 2 150( 1 1 0 72 99.98

合  計 202 2960

合計 (破片数)は ,須恵器破片数を除いたものの計である。
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表37 奈良時代以降土器類材質・遺構別観察表
〔土師質土器 (含黒色土器・瓦質土器)皿・杯・椀〕

遺構名・
包含層名

器 種・
タイプ名

遺物
番号

遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎  土 色 調 備 考

S P275 皿   A 412 回転 ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り l ollD前 後半透
明
3コ

外面底体部・部分
的に朱塗り

S P292 llll  A 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り 透半後前ｍ
　
　
コ

ー

明

４

淡橙色

S P258 皿   N 回転 ナデ 回転ナデ 回転糸切 り l nul前 後赤褐
色
2コ

淡橙色 外面体司
`に

朱重の
痕跡 あ り

S P258 杯   D 屋・

体部
回転ナデ 回転糸切 り l olln前 後 臼

色 。赤褐色
3コ

S P172 皿   A 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) 1 1ull前 後半透
明 。赤褐色
7コ

橙 色

S P178 皿   A 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 )

賛 ノ子状圧痕 (lm
巾の もの 8条 )

1～ 2 mnl半 透
明 。白色
2コ

橙色

S P155 杯   A 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り(方 向不明 ) ～ 3 mlD半 透
。白色

橙色

S P166 皿   A l 回転 ナ デ 回転 ナデ ヘ ラ切 り(万 同イヽ明 ) Ш”
色

コ

橙色

S P233 皿   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 ) null前後半透 橙色 外面底部に部分的
に朱塗 り

S P228 皿   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘラ切 り(方 向不明 ) l alll前 後半透
明
2コ

橙 色

S P30 皿   H l 回転 ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (右 ) l olll前 後白色
2コ
05～ l oull赤

褐色粒
25コ

淡橙色 粘土紐巷キ上 グの
痕跡あ り

S P30 黒色上器
椀

回転 ナ デ 内面・回転ナデ後
縦方向のヘラミガ
キ
外面 。回転ナデ後
横方向のヘラミガ
キ

l aull半 透 明
lコ 口

色
色
色
色

黒
白
黒
灰

漆
灰
漆
黒

面
面
部
面

内
外
縁
断

S P30 黒色上器
椀  Bl

回転 ナデ 回転 ナデ 貼 り付 ケ高台 05～ lolln白 色
3コ
0 5oul赤 褐 色
粒
25コ

内面 。漆黒色
外面・ 淡橙色 (口

縁部は漆黒色 )

S P38 杯   C3 回転ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 ) ～ 3 alll半 透 橙色 粘土紐巷キ上ゲ

S P126 皿 回転ナデ 内面 。ナデ
外面・回転ナデ

ヘ ラ切 り (左 ) dull前後半透 灰白色

S P133 皿   A 429 回転 ナデ 内面 。ナデ
外面・ 回転ナデ

ヘラ切り (右 ) uun前 後半透 橙 色

SI'135 杯   A 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (右 ) ～ 2 oull日
・ 半透明

橙 色

S P138 皿   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (右 ) 1～ 2 nlB半 透
明

橙色

回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 ) ～ 2 null日
・ 半 透明

橙 色

S P158 皿   A 回転 ナデ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り(万 向不明 ) null前後半透 橙 色

S P158 杯  Cl 回転 ナデ 回転ナデ (不明 ) ～ 3 ollll半 透 灰白色

S P205 皿   A 回転 ナデ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り(方 向不 明 ) m lll l後 半透 橙色

S P205 lll  A 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l cul R l後 半透
明
1コ
白色土 。赤褐
色土
5コ

燈色

S P205 lf・   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (右 )
自

』。半透明コ

ー
色

３

橙 色

S P209 杯   A 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l mll前 後半透
明
2コ

灰白色

S P222 皿   A 回転ナデ 内面 。ナデ
外面 。回転ナデ

ヘラ切 り (右 )

資 ノ子状圧痕 あ り

1～ 3 8ul半 透
明

橙色

S P222 杯   A 回転 ナデ 回転 ナ デ ヘラ切 り (右 ) 1～ 2 oul白

色・ 半透明
5コ

淡橙色
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遺構名・
包含層名

器 種・
タイプ名

遺物
番号 遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

SI)248 杯   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り(万 同不 明 ) I onFij'&#iE
aA

3:
橙色

S P248 杯   A 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 )

贅 ノ子状圧痕 (1 5ullD

巾の もの 3条 )

1～ 2 oE半 透
明
lコ

灰白色

S P248 材(  A 回転 ナデ 回転ナデ (不 明 ) l alll前 後半透
明
2コ

2次的な黒変あり

S P266 皿   A 回転 ナデ 内面・ ナデ
外面・ 回転ナデ

透半後前Ш
　
　
コ

ー

明

１

淡 橙 色 外面暦体部に朱塗
りの痕跡あり

S P276 土目巾質
椀  C3

回転 ナデ 回転 ナデ 貼 り付 け高台 05～ l oull半

透明
5コ

灰 白色

S P280 杯    B 回転 ナ デ 透半後一剛Ш
　
　
コ

ー

明

２

灰白色

S P294 杯   A 回転 ナデ 回転 ナデ 後前ｍ
ａ
］
コ

ー

白

１

灰白色

S P327 脚付皿
A

455 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り
脚部は貼 り付ケ

精 良 明茶褐色

S P328 杯  C2 回転 ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 ) 皿”
色

コ

ー

白

３

淡橙色

S P322 皿   G 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り(方向不明 ) 透半回
色

２
白

”　
・
コ

ー
明
８

淡橙色

S P322 皿   G 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (左 )

贅 ノ子状圧痕 (2 alll

巾の もの 1条 )

1～ 2 allD半 透
明
3コ

橙色

S P322 皿   G 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り(方 向不明 ) 1～ 2 aul半 透
明
10コ

橙 色 内向口縁郡 に朱塗
り

S P322 皿   G 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り(方 向不明 ) 1 1ull前 後半透
明
5コ

橙色
内外面 に 2次的黒

内 外 lE問S分的 に朱
塗 りの痕跡 あ り

S P322 皿   0 回転ナデ 回転ナデ 回転糸切 り(細 かし l oul前 後半透
明
7コ

灰自色

S P352 皿   0 回転 ナ デ 回転 ナ デ 回転 糸切 り (荒 い )
白

ｍ翻
” ３

・半

コ

ー
色

ｎ

灰 日 色

内外面に焼成時の
黒変あり

S P352 皿 0 回転 ナ デ 内面・ ナデ
外面・ 回転 ナデ

回転糸切 り(細 かい ) l mo前 後半透
明
2コ

灰白色

丼 F 杯    B 回転 ナデ 回転 ナ デ 静止糸切 り 密 淡橙色

S K010 皿   M l 回転 ナ デ 回転 ナ デ 回転 糸切 り l cull以 下
白色
9コ

淡橙色

S K010 皿   M 回転 ナデ 回転ナデ 回転糸切 り
色
3コ

灰 自色

S K010 皿   M 回転ナデ 回転 ナ デ 回転糸切 り 白

・̈半透明コ

ー

色

８

淡橙色

S K010 nl  M 回転ナデ 回転 ナデ 回転糸切 り 後前画
色

コ

ー

白

２

灰白色

S K010 皿   D 回転 ナ デ 回転 ナデ 回転 糸切 り 1～ 2 mll半 透
明
2コ

にぶい橙色

S K010 Itt   D 477 底 部
痕
条

り
圧
５

切
状

の

糸
子
も

転

ノ
の

回
費
巾

(l nul

l～ 3 alul半 透
明
2コ

にぶ い橙色

S K010 杯  C3 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 ,(左 )

白色
17コ

淡 赤 橙 色

S K010 杯   E りIIi。
体部

ナデ (2) ヘラ切 り (P) 密 灰白色

S K010 黒色土器
椀  A2

横ナデ 内面・ 横ナデ

外面 。指頭圧痕の
上 にナデ

l oul以 下自色
3コ 断面 。灰白色

S KOH 皿   E 回転 ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り(方 向不明 ) l～ 2 nul半 透
明 。白色

S K011 皿    E 回転 ナデ 回転ナデ ヘラ切 り(方 向不明 ) 1～ 2 null白

色 。赤褐色粒
8コ

淡橙色

S KOH 皿   F2 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘラ切 り(方 向不明 ) 1～ 2 null白

色 。半透明
2コ

赤褐色

S KOH 皿   Fl 回転 ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 ) l oln前 後自色
2コ

浚 覆 色

内 面 に 焼 成 時 の 黒
亦

S K011 皿   Fl 回転 ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り(方 向不明 ) 密 淡 橙色

S K011 皿l   Fl 486 回転ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 ) 密
的次と

あ
面
変

色
外
黒

橙
内
な

S KOH lll1  0 低
。

体部
回転糸切 り 後前ｍ

色

コ

ー

白

３

橙 色
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遺構名・
包含層名

器 種・
タイプ名

物
号

遺
番 遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎  土 色 調 備 考

S KOH 黒色土器
椀  Bl

回転ナデ 回転ナデ lШ前後半透
明
5コ

内面 。漆黒色
外面 。淡橙色
断面・ 逃綺角

S KOH 黒色土器
椀  Al

回転 ナデ 内面 。横方向のヘ

ラ ミガキ
外面 。回転ナデ

ヘ ラ切 り(方 向不明 )

高台は貼 り付 け
l oo前 後
白色
2コ

全面 。漆黒色
断面・ 黒褐色

S KOH
体 部

回転ナデ 脚部は貼 り付 ケ 0.5～ 3 mo白
色
3コ

淡橙色 粘土紐巻キ上グ

S K011 脚付皿 低
°

体部

ナ デ 脚部は貼 り付け 明透半ｍ
島
一
コ

ー

白

３

灰白色

S K016 皿   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り(方 向不明 ) l ollD前 後赤色
粒
25コ

淡橙色

S K017 皿   A 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り(方 向不明 ) l Elul前 後半透
明
2コ

橙色

S K017 皿   A 回転ナデ 回転 ナ デ ヘラ切 り(方 向不明 ) 1811D前 後半透
明
2コ

健色
2次的な黒変あ り

S K017 皿   A l′ 2 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り(方 向不明 ) 1～ 3 alD自

色・半透明・
赤色粒
8コ

橙色

S K01 皿   C 496 口i転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り(方 向不明 )
白¨

・ 半 透 明

コ

ー
色

６

灰 白色

S K01 杯  Cl 回転ナデ 回転 ナ デ ヘラ切 り(方 向不明 ) 111111以 下赤褐
色粒

にぶ い位 巴

S K018 杯  Cl 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り(方 向不明 ) 1 1un

赤褐 色粒
25コ

にぶい橙色

S K018 杯  Cl 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 )

色粒
28コ

にぶい橙色

S K019 皿   A 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l mln前 後半透
明
3コ

橙色

S K019 皿   A 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り(万 回不明 )
白

・̈半透明コ

ー
色

１０

橙色

S K019 皿   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l aull前 後半透
明
9コ

橙 色

S K01 皿   A 回転ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り(方向不明 )
臼

・̈半透明コ

ー

色

４

橙色

S K020 皿   A 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l mll前 後半透
明
4コ

淡橙色
外面斑状に灰白色

S K020 皿   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l alal前 後半透
明 。白色
9コ

淡橙色
内外面斑状 に灰白

S K020 皿   A 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (石 )

贅 ノ子状圧痕 (l gul

巾の もの14条 )

l ollll前 後半透
明・ 赤色粒
4コ

橙 色

S K020 皿   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l～ 2 oull半 透
明・ 白色
5コ

灰白色

S K020 皿   A 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 )
透半Ш

色
３
白

”

・
コ

ー
明

７

橙色

S K020 皿   A 回転 ナデ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (石 ) 1～ 3 mlttiIE

明
10コ

灰 自色

S K020 皿   A 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 )

贅 ノ子状圧痕 (l alD

巾の もの 2条 )

1～ 2 mll半 透
明
2コ

淡橙色
内外面斑状 に灰白

“S K020 杯   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘラ切 り後ナデによ
って消している

0.5～ l alm

半透明
名■

灰白色

S K020 九貿上器
椀  Dl

1 回転ナデ 内面・ ハケロ部分
的に回転ナデで消
される
外面 。回転ナデ

あ

に
る

で

り

い

ケ
削

て

付

は

し

り
側

形

貼

部

成

は
体

て

台

が

つ

高

る

よ

05～ 5 olD白

色
4コ

灰 黒 巴

断面黒色

S K022 皿   A 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l alD前 後 白
色・半透明
2コ

橙色

S K022 皿   A 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 )
白

』。半透明コ

ー

色

６

橙 色

S K022 杯  A 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 ) 1～ 2 ulD半 透
明
9コ

橙色

S K022 土BII質 土器
椀  C2

底 部 ヘラ切り(方 向不明)

貼 り付ケ高台
0.51nD以 下 自
色
4コ

橙 色

S K024 皿   A 回転 ナ デ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 )

賞 ノ子状圧痕 (l null

巾の もの 7条 )

l mD前 後半透
明

橙色
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遺構名 。

包含層名
器 種 。

タイプ名

ヘ ラ切 り(方 向不明 )

貼り付け高台

回転ナデ
貼り付ケ高台

ヘ ラ切 り (左 ) 胎土は皿Alの
のだが,形態 。

は皿 Bの もの
ヘ ラ切 り (右 )

)

(4ED
)

り付ケ高台

明・ 白色
05コ

内外面 に朱塗 りの
痕跡あ り

贅 ノ子 状 圧 痕 (2
～ 3 nun巾 の もの 5

条。圧痕断面は,鋸
歯状 )

内面 。ナデ
外面 。回転ナデ

ヘラ切 り(方 向不明 )

回転糸切 り
贅 ノ子 状 圧 痕 (1
～ 2 ulal巾 の もの 2

条 )

ヘ ラ切 り (右 )

賞 ノ子状圧痕 (l oull

巾の もの 4条 )

ヘ ラ切 り (右 ) 1回前後半透
明
3コ

贅ノ子状圧痕 (l mm
市のもの 2条 )

贅ノ子状圧痕 (0 5ullD

市の もの 5条 )

貼 り付 ケ高台

静止糸切 り

ヘ ラ切 り (右

ヘ ラ切 り(方 向不明 )

賞 ノ子状圧痕 (l olll

巾の もの 7条 )

ヘラ切 り (左 )



遺構名。

包含層 7」

器 種・
タイブ名

物
号

遺
番 退存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎  土 色   調 備 考

０２

ｔ

Ｄ

色
Ｓ
黒

Illl  B 557 回転ナデ 回転 ナデ ＜
圧
多

り
状

の

切
子
も

ラ
ノ
の

へ
贅
巾

(l nul 透明
灰自色

S D02
黒色 11

皿    B 558 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (左 ) 0.5Ш 前 後 半.

透明
多量

灰白色

０２

上

Ｄ

色
Ｓ
黒

皿    B 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (左 ) 0 5oul前 後 半
透明
多量

橙 色

０２

」

Ｄ
色

Ｓ

黒
nl  L 回転ナデ 回転ナデ 静止糸切 り 精良 灰白色

黒色 L
11l   L 回転ナデ 回転ナデ 静止糸切 り 精員 灰白色

け
上

Ｄ
色

Ｓ
黒

皿   L 回転 ナデ 回転ナデ 静止糸切 り 精良 灰白色 内外面に斑状に焼
成時の黒変あり

０２

上

Ｄ

色

Ｓ

黒
1皿   L 563 回転 ナデ 回転 ナデ 静止糸切 り 精艮 灰 自色

黒色 li

皿    N 底 。

体部
回転ナデ 回転糸切 り l mm前 後半 il■

明
3コ

浚 置 巴

斑状に白色部分あ
り

S D02
111`Fl ll

IIξ    B I]1転 ナデ 回転ナデ 静 止糸切 り 渭良 灰白色

０２
上

Ｄ
色

Ｓ

黒
llN  B 回転ナデ 回転ナデ 静 止糸切 り 精良 淡橙色

斑状 に白色部分あ
り

ス
状

ス
斑

体
面
着

全
外
付

面
着

ス

内
付

に

S D02
黒色上

杯   B 回転 ナデ 回転 ナデ 静 止 糸切 り 精良 橙 色

S D02
黒色上

tTN  B 回転ナデ 回転 ナデ 静止糸切 り 精良 橙 色

０２
上

Ｄ
色

Ｓ
黒

杯   B 569 回転 ナデ 回転ナデ 静止糸切 り 欄 艮

斑状に白色部分あ
り

内外向 ともIll状 に
ススが付着

０２

上

Ｄ

色
Ｓ
黒

杯   B 570 回転ナデ 回転ナデ 静止糸切 り 精艮 腹 巴

斑状に白色部分あ
り

黒色土
M(   B 回転 ナデ 回転ナデ 静止糸切り 精良 浚證巴

斑状 に白色部分あ
り

S D02
黒色上

杯   B 回転 ナ デ 回転ナデ 静止糸切 り 精良 橙色
斑状に白色部分あ
り

０２
上

Ｄ
色

Ｓ
黒

杯   B 回転ナデ 回転 ナデ 静止糸切 り 猾 艮 灰 自色

０２
上

Ｄ
色

Ｓ
黒

14N  B 回転ナデ 回転ナデ 静 止糸切 り 精 艮 灰 自色

０２
上

Ｄ
色

Ｓ
黒

M(   B 回転 ナデ 回転ナデ 静止糸切 り 渭 艮 灰 自 色 う
う
　
煙

認
よ
　
油

賀
る
　
に

調瞑隅
師

口
で
ス
は

面
巾

ス
面
藩

内

Ｃｍ
に
外
付

０２
土

Ｄ
色

Ｓ
黒

杯   B 回転 ナデ 回転 ナデ 静止糸切 り 渭艮 灰白色

S D02
黒色IL

杯   B 回転ナデ 回転ナデ 静止糸切 り 精 艮 灰白色

S D02
黒色土

杯   D 底・
体部

回転 ナデ 回転糸切 り 密 回
面
変
面

四
外
黒
断

灰日じ
焼成により

S D02
黒色土

瓦質上器
椀  Dl

底・

体部

ナ デ ヘ ラ切 り
高台は貼 り付 ケ

l～ 2 olal半 透
明
6コ

灰 色

S D02
砂質上

回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l olll前 後半透
明・ 白色
10コ

灰白色

砂質土
ⅢI  A 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l oull前 後半透

明
2コ

淡橙色

S D02
砂質上

皿    B 回転 ナ デ 回転 ナデ ヘラ切り (左 , 0 5null以 下 半
透明
名量

淡橙色

S D02
砂質土

皿    B 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (左 )

透 明 斑状に白色部分あ
り

S D02
砂質土

皿   B 588 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (左 )

資 ノ子状圧痕 (l uull

巾の もの10条 )

0 5DInl半 透明
多量

浚 置 巴

斑状に灰白色部分
あり

S D02
砂質土

皿    B 回転ナデ 内面 。ナデ

外面 。回転ナデ

ヘ ラ切 り (左 ) 0 5allD以 下 半
透明
域レイiを

淡橙 色

０２
土

Ｄ
質

Ｓ
砂

皿    B 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (左 ) 0 5ollD以 下 半
透明
′レJil

斑状に灰白色部分
あり

０２
土

Ｄ
質

Ｓ
砂

皿   B 回転 ナ デ 回転 ナ テ ヘ ラ切 り (左 ) 0 5nul以 下 半
透明
多量

淡橙色

０２
土

Ｄ
質

Ｓ
砂

皿    B 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (左 ) 0 5mll以 下 半
透明
多量

淡橙色

０２
上

Ｄ
質

Ｓ
砂

皿    B 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (左 )

賛 ノ子状圧痕 (5 nul

巾の もの 2条 )

0.5oo以 下 半
透明
名(ト

灰白色
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遺構名・
包含層名

器 組・
タイプ名

物
号

遺
番 遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

０２
土

Ｄ
質

Ｓ
砂

皿    B 回転ナデ 回転 ナ デ ヘラ切 り (左 ) 0 5olD以 下 半
透明
名廿

灰白色

S D02
砂質上

皿   B 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (左 ) 0 5mo以 下 半
透明
多量

淡橙色
斑状 に灰白色部分
あ り

S D02
砂質上

皿   B 596 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (左 ) 0 5alD以 下 半
透明
多量

灰白色

S D02
砂質土

皿   B 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り(方 向不明 )

賓 ノ子状圧痕 (l olD

巾の もの 7条 )

0 5mm以 下 半
透明
名 ‖

淡橙色

S D02
砂質上

皿   B 1 回転 ナデ 回転ナデ ヘラ切 り(方 向不明 ) 0 5nun以 下 半
透明
多量

淡慢色
斑状の灰白色部分
あ り

S D02
砂質土

皿    L 599 回転ナデ 回転 ナデ 静止糸切 り 精 艮 灰白色

０２
上

Ｄ
質

Ｓ
砂

皿   L 1 回転 ナデ 回転 ナデ 静止糸切 り 密 灰 自 色

S D02
砂質土

lm  M 回転 ナデ 回転ナデ 回転糸切 り 密 浅橙色

S D02
砂質上

皿   N 回転ナデ 回転ナデ 回転糸切 り 密 橙色

S D02
砂質上

杯   A 回転 ナ デ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l olm前 後半透
明 。白色
3コ

橙 色

S D02
砂質土

杯   A 回転 ナ デ 回転 ナデ ヘ ラ切 り(方 向不明 ) lШ前後半透
明
10コ

淡橙色
斑状 に灰白色

０２
上

Ｄ
質

Ｓ
砂

綺:  B 回転ナデ 回転 ナデ 静止糸切 り 精 良 橙色

０２
土

Ｄ
質

Ｓ
砂

杯   B 回転 ナデ 回転 ナデ 静止糸切 り 精 良 灰白色

S D02
砂質土

杯   B 回転ナデ 回転 ナデ 静止糸切 り 精 良 燈色

S D02
砂質土

杯    B 回 転 ナ デ 回 転 ナ デ 静 止 糸 切 り 稲 員 灰白色

”
十

Ｄ
瞥

Ｓ
秒

杯   B 回転ナデ 回転ナデ 静止糸切 り 渭 良 橙 色

S D02
砂質土

杯   B 回転 ナ デ 回転 ナデ 静止糸切 り 精良 燈 色

S D02
砂質上

杯   B 回転 ナ デ 回転 ナ デ 静 止糸切 り 構 艮 灰白色

S D02
砂質土

杯   B 回転 ナデ 回転ナデ 静止糸切 り 精良 橙色
斑状 に灰ri色

内面体部の一部 と
Ll縁 部の 一部 に ス
ス付着

S D02
砂質上

材(  B 回転ナデ 回転 ナデ 静止糸切り 精良 灰白色

S D02
6少 質上

杯   B 回転 ナ デ 回転 ナ デ 静止 糸切 り 稲 員 灰白色

S D02
Fl19質 ‐

l・

杯   B 615 回転ナデ 回転ナデ 静止糸切 り 精 良 灰白色 内面全体にスス付
着

S D02
砂質土

杯   B 回転 ナデ 回転ナデ 静止糸切 り
切 り離す時,最後に

糸を絞 っている

精良 橙色
斑状 に灰白色

S D02
砂質土

杯  B 回転ナデ 回転ナデ 静止糸切り 精良 灰白色

０２
上

Ｄ
質

Ｓ
砂

杯   B 底 ・

体部
回転 ナデ 静 止糸切 り 精 艮 慢 色

０２
上

Ｄ
質

Ｓ
砂

杯   D 回転ナデ 回転 ナデ 回転糸切り
贅ノ子状圧痕 (2 aull

1～ 4 mll

白色
13コ

橙 色

０２
内

Ｄ
組

Ｓ
石

1l  A l 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り(方 向不明 ) Ш
名
一
コ

ー

白

６

斑状 に灰白色

０２
内

Ｄ
組

Ｓ
石

杯 回転ナデ 回転 ナ デ 静止 糸切 り Ш”
色

コ

ー
白
ｎ

灰白色

S D02
石組内

土師質土器
椀  C5

底・
体部

回転ナデ 貼 り付 ケ高台 Ш”
色

コ

ー

白

３

灰 日色
底部内外面に累変
あ り

Ｄ
組

Ｓ
石

皿    B 回転 ナ デ 回転 ナ デ 左
痕
条

＜
圧

１５

り
状

の

切
子
も

ラ
ノ
の

へ
賛
巾

(l nun

0.5nul以 下 半
透明
多量

灰白色 ¨
綱

¨
¨

画
ス
面
ツ

内
に
外
部

S D02
石組間

杯   B 回転 ナ デ 回転 ナデ 静止糸切 り
切 る最後で糸を絞 っ
ている

精良 灰白色 郡
　
　

，
に

，着
体
部

¨
的‐こスス付

け
”

綱

内
分
外

国
ス

S D02
石組問

杯    B 回転 ナデ 回転 ナデ 静 止糸切 り 渭 艮 灰 白 色

S D07 皿   A 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り(方 向不明 ) 05～ 2 nllll半

透明
15コ

橙 色

S D07 皿   A 回転 ナ デ 回転 ナデ ヘ ラ切 り(方 向不明 ) 1011D前 後半透
明
8コ

慢 色

S D07 皿   A 回転ナテ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 ) 05～ 2 cun半
透明
5コ

燈色

S D07 皿   A 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) 05～ 3 oull半

透明
18コ

斑状に橙色
灰 黒 色 は焼 成時 の

もの

3D07 皿   A 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 )

資 ノ子状圧痕 (l oul

巾の もの 4条 )

l null以 下半透
明

橙 色
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遺構名 。

包含層名
器 種・

タイプ名
遺物
番号

遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

S D07 皿    B 657 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り(方 向不明 ) 0 5oul半 透明
多 1■

浚礎色
斑状 に自色

S D07 皿    B 回転 ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り (左 ) 半下以価
明
量

α
透
多

橙色 口縁端部を中心に
内外面にわたって
スス付着
創げている所が多
いが,内外面全体
に朱塗の跡あり

S D07 皿   L 回転 ナデ 回転 ナデ 静止糸切 り 精 貝 淡橙色 外面体部に朱塗の
痕跡あ り

S D07 皿   N 回転ナデ 回転 ナデ 回転糸切 り 密 磁色
斑状 に白色

S D07 皿   C 回転ナデ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (左 )

賞 ノ子状圧痕 (1 3ul

巾の もの11条 )

Ш”
色
コ

ー

白

７

斑状 に淡橙色
斑状 に灰白色
大部分は灰黒色

灰黒色は焼成時の
もの

S D07 杯   A 回転ナデ 回転 ナ デ ヘラ切 り (右 ) l nu前 後半透
明
17コ

橙色

S D07 杯   A 回転 ナ デ 回転 ナデ 右
痕
条

＜
圧
９

り
状

の

切
子
も

ラ
ノ
の

へ
賞
巾

(l oul

05～ 2 null半

透明
6コ

橙 色

S D07 ll:  A 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘラ切 り (右 ) 1～ 2 oul半 透
明
5コ

橙 色

S D07 杯   B 回転 ナ デ 回転 ナデ 静止糸切 り 精 艮 灰 日色

S D07 杯   B 回転 ナ デ 回転 ナデ 静止糸切 り 色
む

自
含

が
を

だ
粒

員
土

コ

精
粘

５

灰白色 口縁瑞部を中′心に
内外面,日・体部
にススが付着する
ところあり

S D07 皿   N 667 底・
体部

回転 ナデ 回転糸切 り l anl前 後半透
明
3コ

淡橙色

S D08 皿l  A 672 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 ) 05～ l uull半

透明
4コ

灰白色

S D08 ⅢI  A 回転 ナ デ 内面 。ナデ
外面 。回転 ナデ

ヘ ラ切 り(万 向不 明 ) 1 1ull以 下半透
明
7コ

橙色

S D08 lm   A 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り 1～ 2 Eull半 透
明
2コ

灰 自色

S D08 Ill  A 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 ) 0 5mln半 透明
5コ

橙 色

S D08 皿   A 676 回転ナテ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 )

賞 ノ子状圧痕 (8 oull

巾の もの 1条 )

半鰤艶
５”
明。
コ

∝
透

１０

淡橙色

S D08 皿   A 677 回転 ナ デ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) 半ｍ５”
明

コ

∝
透

５

淡橙色

S D08 皿   A 回転 ナ テ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 )

賛 ノ子状圧痕 (l oul

中の もの 3条 )

l oul前 後半透
明
8コ

燈色

S D08 lnl  A 679 回転ナデ 回転 ナデ (不明 ) l oul前 後半透
明
16コ

灰自色

S D08 皿    B 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り 05Ш 以 下 半
透明
発 lll

灰白色

S D08 皿    B 1 回転ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り(方 向不明 )

贅ノ子状圧痕 (0 5oul

巾のもの20条 )

0 5oul以 下 半

透 明
多 it

淡 Ini色

S D08 皿   C ナ デ ナ デ ヘ ラ切 り(方 向不明 )

賛 ノ子 状 圧痕 (l oull

巾 の もの 9条 )

05～ l ulln半

透明
灰白色

S D08 皿   N 回転ナデ 回転 ナデ 回転 糸切 り 05～ l cul赤

褐色粒
30コ

にぶ い證 色

S D08 杯   A 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 )

賓 ノ子状圧痕 (l oul

巾の もの10条 )

半Ш５”
明

コ

０
．透
６

灰白色

S D08 杯   A 回転ナデ 回転 ナテ ヘ ラ切 り 05～ l oull半

透明
5コ

灰白色

S D08 回転 ナデ 回転ナデ 静止糸切 り 灰白色

S D08 M:   B 回転 ナデ 回転 ナ デ 静止糸切 り 艮 灰 白色

S D08 材:  D 底 部 回転糸切 り 1～ 2 cul半 透
明
05コ

にぶ い褐 色

S D09 皿   A l 回 転 ナ デ 回転ナデ ヘ ラ切 り(方 向不明 ) 1～ 2 oull半 透
明 。白色
3コ

橙色
斑状に白色

S D09 皿   A 回転 ナデ 回転 ナデ 右
痕
条

＜
圧

７

り
状

の

切
子
も

ラ
ノ
の

へ
賛
巾

(l nllD

密 灰白色

S D09 llll  A 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 )
白

・̈半透明コ

ー

色

３

橙 色

S D09 llll  A 回転 ナデ 内面 。ナデ
外面・ 回転 ナデ

ヘ ラ切 り (右 ) 1～ 3 uull半 透
明
7コ

種 色
斑 状 に灰 白色

S D09 llll  A 回転 ナデ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 ) lm前後半透
明
4コ

斑状に灰白色
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理響蕎名
器 種 。

タイプ名
週物
番号

遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

S D09 杯   A 705 回 転 ナ デ 回転 ナデ ヘラ切 り(方 向不明 ) 1～ 3 DllD半 透
明・ 白色
7コ

橙色
斑状 に灰白色

S D09 杯   A 回転 ナデ 内画・ ナデ
外面 。回転 ナデ

ヘ ラ切 り(方 向不明 ) 1～ 2 nul tti15

明
5コ

灰 白色

S D09 杯   A 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l oul前 後半透
明 。白色
5コ

灰白色

S D09 朴   A 回転ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 ) 1～ 3 oull半 透
明 。白色
4コ

灰白色

S D09 杯   A 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l aE前 後半透
明
5コ

淡橙色
斑状 に灰白色

S D09 杯   A 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) 透半後前Ш
　
　
コ

ー
明
４

淡橙色
斑状 に灰白色

S D09 杯   A 回転ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り(方 向不明 ) 1～ 2 oull半 透
明
5コ

橙 色

S D09 杯   D 居 。

体部
回転 ナデ 回転糸切 り l～ 2 Dull半 透

明 。白色
5コ

灰白色

S D09 器
２

土
Ｃ

質土
椀

厘 ・

体部
回転ナデ 貼 り付 ケ高台 0.5～ l nun半

透明
25コ

灰白色

S D010 皿    A l 回転 ナ デ 回転 ナデ ヘラ切 り(方 向不明 ) l oull前 後半透
明
3コ

S D010 杯   A 719 回転ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 )
白

％。半透明コ

ー

色

４

S D01 回転 ナ デ 回転 ナ デ 静止 糸切 り 精 良 灰 白色

S DOH 皿   A 回転 ナデ 回転 ナデ

Ш

右
痕
条

＜
圧
７

り
状

の

切
子
も

ラ
ノ
の

へ
賞
巾

l mln前 後 自
色 。赤褐色

橙色

S DOH 皿   A Lu」 転 ナデ 回転 ナ デ 右
痕
条

く
圧

２

り
状

の

切
子
も

ラ
ノ
の

へ
贅
巾

(l nllD

l nul前 後半透
明
2コ

橙 色

S D011 皿   N 723 回転 ナ デ 回転ナデ 回転糸切 り
賞 ノ子状圧痕 (1 1ull

巾の もの 5条 )

l llD前 後半透
明 。赤褐色
3コ

淡橙色

S DOH 杯   A 回 転 ナ デ 回転 ナデ ヘラ切 り (石 )

贅 ノ子状圧痕 (1 5oul

巾の もの11条 ,断面
は錮歯状 )

l cull前 後半透
明
5コ

淡橙色 内外面に朱塗 りの
痕跡あり

S D011 杯  A 725 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 )

贅 ノ子状圧痕 (11111

巾の もの 6条 )

l lnln前 後半透
明

淡燈色

S DOH 杯   A 回転 ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 ) l aull前 後半透
明
4コ

灰 白色

S D011 杯   D 底・

体部
回転 ナデ 回転糸切 り 密 灰白色

S D015 皿   A 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) 密 灰白色

S D016 皿   A 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り(方 向不 明 ) 後一別Ш
缶
』
コ

ー

白

８

赤褐色
底部外面黒変

S D016 皿   A 回転ナデ 内面 。ナデ

外面 。回転ナデ

ヘ ラ切 り (右 ) l nullR l後 半透
明・ 白色
3コ

橙色

S D017 皿l  A 回転 ナ デ 回転 ナデ ヘラ切 り(方 向不明 ) l null前 後半透
明 。白色
9コ

灰白色

S X01 皿   A 回転 ナデ 回転 ナデ (不明 ) 密 橙色

S X01 杯   B 回転ナデ 回転 ナ デ 静止糸切 り 精良 灰白色

Ｄ
半

Ｓ
南

皿    P 回転 ナ デ 回転ナデ 回転糸切 り l nlD前 後 白
色・ 赤褐色
21コ

淡 橙 色

Ｄ
半

Ｓ
南

杯   B 回転 ナデ 回転 ナデ 静止 糸切 り 精良 灰 白色

S D02 杯   B 回転 ナデ 回転 ナデ 静 止 糸切 り 灰白色

S X04 皿   A 回転 ナデ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り(万 同不 u71, l oul前 後半透
明
5コ

橙 色

S X04 杯   A 762 回転ナデ 回転 ナ デ ヘラ切 り(方 向不明 ) 透半後前Ш
　
　
コ

ー
明

４

淡橙色

S X04 杯  C2 回転ナデ 回転 ナ デ (不明 ) 1～ 3 oullttila

明・白色
8コ

S X04 小鉢 A り[Ii。
体部

回転ナデ 静止糸切 り 密 灰白色

自然流路 土mll質 土器
椀  Cl

回転ナデ 回転ナデ 貼 り付 ケ高 台 l Gul前 後 白
色 。半透明・
赤褐色
10コ

橙 色

R-10
第 4層

皿   A 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り
賛 ノ子状圧痕 (0.5mul

の もの 5条 )

l oul前 後半透
明

橙 色 外面全体に朱塗 り
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遺構名 。

包含層名
器 種・

タイプ名
遺物
番号

遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

R― H
第 4層

皿   A 777 回転 ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 ) l aul前 後半透
明
2コ

橙色

R-11
第 4層

皿   A 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 )

贅 ノ子状圧痕 (2 oul

「hの もの 2条 )

l cuD前 後半透
明
1コ

橙 色

ｎ
層

Ｒ
第

皿   A 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 )
白

』。黒色コ

ー

色

３

橙 色

R― n
第 4層

皿   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 )

賓 ノ子状圧痕 (l ullD

市の もの 5条 )

l mlll前 後半透
明
5コ

橙色

R― H
第 4層

皿   A l 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 )

賞 ノ子状圧痕 (l olll

巾の もの 9条 )

l oul前 後半透
明 。白色
7コ

橙 色

Ｈ
層

Ｒ
第

皿   A 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 )

賛 ノ子状圧痕 (3 oDl

巾の もの 2条 )

l oun前 後 白
色 。半透明
3コ

橙 色

Ｈ
層

Ｒ
第

皿   A 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l ullD以 下半透
明
2コ

橙 色

R― n
第 4層

皿   A 回転 ナデ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 ) l nun前 後半透
明 。白色
3コ

橙 色

R― H
第 4層

皿   A 回転ナデ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 ) l null以 下半透
明 。白色
3コ

橙色

R一 H
第 4層

皿   A 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 ) l mlD以 下 `

白色
3コ

橙 色

R― H
第 4層

皿   A 回転 ナ デ 回転 ナデ 右
痕
条

く
圧
ｌ

り
状

の

切
子
も

ラ
ノ
の

へ
賛
巾

(2 1ull

l aun自 色
lコ

橙 色 内外面とも,日 縁
端部から底部にか
けてスス付着部分
あり

R― H
第 4層

皿   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (右 )

賞ノ子状圧痕 (l Elll

巾のもの 5条 )

l tul前 後半透
明
4コ

橙 色

Ｈ

層

Ｒ

第
皿   A 789 回転 ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 )

資 ノ子状圧痕 (l nul

巾の もの 6条 )

白

」。半透明コ

ー

色

３

橙 色

R一 n
第 4層

皿   A 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 , l olD前 後半透
明
2コ

橙色

R― H
第 4層

皿   A l 回転ナデ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 )

賛 ノ子状圧痕 (線状
の もの12条 )

l alnl以 下自色
2コ

橙 色

R― H
第 4層

皿   A l 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 )

賛 ノ子状圧痕 (2 oul

巾の もの 4条 )

1～ 3 alm白
色・ 半透明
3コ

橙色

R― H
第 4層

lll  A 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 )

賞 ノ子状圧痕 (l oul

巾の もの 7条 )

l aull前 後 自
色 。半透明
4コ

燈色

R― H
第 4層

皿   A 匝l転 ナ ラ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 ) 下以Ш
色

コ

ー

白

２

橙 色

R― H
第 4層

皿   A 回転 ナデ 回転 ナ デ ヘラ切 り (右 )

賛ノ子状圧痕
巾のもの 4条 ,

は鋸歯状 )

画
面

２
断

l lMD前 後白色
5コ

橙色

R-11
第 4層

皿   A 回転 ナデ 回転ナデ
ｌ

ｎ

＜

の

，
痕

も

い
圧
の

“獣耐

へ
賛

”
条

l nul前 後半透
明 。白色
4コ

橙色

長T居
皿   A 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l oul以 下半透

明
澄 色

R― H
第 4層

皿   A 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l olal以 下半透
明
2コ

橙色

ｎ
層

Ｒ
第

皿   A 799 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) lm以 下 半 透
明
2コ

橙 色

Ｈ
層

Ｒ
第

皿   A l 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 )

贅 ノ子状圧痕 (2 nun

巾の もの 2条 )

透後
色

前
白

Ш
・・
コ

ー
明
２

橙 色

R― ll

第 4層
皿l  A 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 )

賛 ノ子状圧痕 (2 oD
巾の もの 4条 )

l aul以 下半透
明
2コ

性 色

R― H
第 4層

皿   A 回転 ナ デ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l alu以 下半透
明
3コ

橙 色

R-11
第 4層

皿   A 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 ) l aull前 後半透
明
3コ

内外面,斑状に灰
rl負

R― H
第 4層

皿   A 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 ) l mm前 後 自
色・ 半透明
3コ

巴

，

慢
面

段
内

”
斑状に灰白

R-11
第 4層

皿   A 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 )
白

％。半透明コ

ー

色

３

橙色
内外面,斑状に灰
白色

R― n
第 4層

皿l  A 806 回転 ナ デ 回転 ナ デ

０］̈
卿謝耐

へ
賛

”
条

l uull以 下 白色
1コ

磯 色
内外面 ,斑 状 に灰

白色
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退 Fll名・
包合層名

器 種 。

タイプ名

物
号

遺
番 遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

R一 H
第 4層

皿   A 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (右 ) 透半下
色

以
白

Ш
。　
コ

２
明
３

橙 色 外 画全体 に朱 塗 り

Ｈ
層

Ｒ
第

皿   A 808 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (右 ) 透半後
色

前
白

Ш
・・　
コ

ー

明

５

外 画全体 に朱 重 り

R-11
第 4層

皿   A 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 ,(右 )

賞 ノ子状圧痕 (l oul

巾の もの12条 )

透半下
色

以
白

Ш
・・
コ

ー
明
３

内外面,斑状 に灰
白色

Ｈ
層

Ｒ
第

皿   A 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り(方 向不明 ) l alal以 下半透
明
3コ

慢 色 外面底体部に朱塗
り

ｎ
層

Ｒ
第

皿   A 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (右 ) l aun以 下自
色・ 半透明
2コ

橙 色 外 画 全体 に朱 塗 り

Ｈ
層

Ｒ
第

皿   A 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (右 )

賓 ノ子状圧痕 (l mul

巾の もの 3条 )

l mll以 下半透
明 。白色
3コ

橙 色 口鯛
`を

中心に,

内外面□・体部に
ススが付着すると
ころあり 外面 。

斑状に朱塗 り

R― ll

第 4層
皿   A l l 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切り (右 ) l nul以 下

白色
2コ

慢色 外 国 低 。杯 罰S,裁
状に朱塗り

R― n
第 4層

皿   A l 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 ) l mm前 後 白
色・半透明
20コ

灰白色

R一 H
第 4層

皿   A 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 )
白

」。半透明コ

ー

色

３

灰 白色

R-11
第 4層

皿   A 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 ) l aun前 後半透
明・白色
5コ

灰白色

R― H
第 4層

皿l  A 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 )
白

」。半透明コ

ー

色

４

灰 白色

第 4層
回 転 ナ デ 回 転 ナ デ ヘ ラ 切 り (右 ) l ml前 後半透

明・ 白色
7コ

灰 白色

R― H
第 4層

皿   A 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (右 ) l-J mlDH
e.+i6cE
A1

灰白色

R-11
第 4層

皿   A 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘラ切 り (右 )

資 ノ子状圧痕 (3 aul

巾の もの 5条 )

密 灰白色

R-11
第 4層

皿   A 回転 ナ デ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 )

賓 ノ子状圧痕 (3 Eul

巾の もの 3条 )

密 灰白色

R-11
第 4層

皿   A 822 回転 ナ デ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 )
白

・̈半透明コ

ー

色

５

灰 白色

Ｈ
層

Ｒ
第

皿   A 823 回転 ナ テ 回転ナデ ヘラ切 り (右 ) 密 灰白色

It― n
第 4層

皿   A 回転 ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 ) l nun前 後 白
色・ 半透明
6コ

灰白色

Ｈ
層

Ｒ
第

Πll  A 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l oul前 後半透
明・ 白色
4コ

灰 自色 内 画 全 体,外 面
口 。体部の一部に
ススが付着する

R― H
第 4層

lm  N 回転ナデ 回転ナデ 回転糸切 り l olm以 下 白
色・半透明
5コ

淡橙色

R― H
第 4層

皿   N 回転 ナ デ 回転 ナデ 回転糸切 り l null以 下半透
明
3コ

赤褐色

R-11
第 4層

皿l  N 回転 ナ デ 回転 ナデ 回転 糸切 り 密 橙 色 地 は灰黒色,内 外
画全体に朱塗 りの
痕跡あ り

R― n
第 4層

皿l   N 回転 ナデ 回転 ナ デ 回転 糸切 り l null前 後半透
明 。白色
3コ

灰白色

Ｈ
層

Ｒ
第

皿   N 回転 ナ デ 回転ナデ 回転 糸切 り 密 灰 白色

R-11
第 4層

皿   N 1 回転ナデ 回転 ナデ 回転 糸切 り 透半後一削Ш
　
　
コ

ー

明

２

灰自色

Ｈ
層

Ｒ
第

皿   N 回転 ナ デ 回祗 ナ デ 回転 糸切 り 密 灰自色

R-11
第 4層

皿   N 回転 ナデ 回転ナデ 回転糸切 り l nul前 後半 i15

明
3コ

赤褐色

R-11
第 4層

皿    C 回転 ナデ 回転 ナ デ 右
痕
条

く
圧

４

り
状

の

切
子
も

ラ
ノ
の

へ
賛
巾

(2 olln

l oul前 後半透
明・ 白色
3コ

灰自色

R― H
第 4層

皿   C 835 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (右 )

賛 ノ子状圧痕 (l olln

巾の もの 9条 )

下以画
色

コ

ー

白

２

淡 橙 色

Ｈ
層

Ｒ
第

皿   K 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (左 ) 密 淡 橙 色

R― ll

第 4層
脚付皿 回転ナデ 回転ナデ 脚部は貼 り付 ケ 白ｍ

色
” ３

・ 黒

コ

ー

色

６

淡性色

R― H
第 4層

杯 回転 ナ デ 回 転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 ) l oull前 後半透
明 。白色
4コ

穫 色
斑 状 に灰 白色部 分
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遺構名。

包合層名
器 種 。

タイブ名

物
号

遺
番 遺存度 □ 縁 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

Ｈ
層

Ｒ
第

杯  A 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) 1111n前 後半透
明・白色
3コ

橙 色

Ｈ

層

Ｒ

第
杯   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り(方向不明 ) l olD前 後半透

明 。白色
9コ

橙 色

ｎ
層

Ｒ
第

杯   A 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切り(方 向不明 ) 1 8unR l後 日色
3コ

橙 色

R― ll

第 4層
杯   A 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 )

白¨

・ 半 透 明

コ

ー

色

４

橙 色

R-11
第 4層

杯   A 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (右 ) l oull前 後半透
明 。白色
5コ

橙 色

Ｈ
層

Ｒ
第

杯   A 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (右 )
自

』。半透明コ

ー

色

３

橙色

Ｈ

層

Ｒ

第
杯   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘラ切 り(方 向不明 )

白

・̈半透明コ

ー

色

５

橙色

R― n
第 4層

杯  A 回転ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り(方 向不明 ) l lnm前 後 白
色・ 半透明
3コ

橙 色

Ｈ
層

Ｒ
第

杯   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (右 )

賛ノ子状圧痕 (l mun

巾のもの 9条 )

l oul前 後 自
色 。半透明
7コ

橙色
内外面 。斑状 に灰

白色

内外面 。斑状にス
ス付着の痕跡あり

R-11
第 1層

杯   A 回転ナデ 回転 ナ デ ヘラ切 り (右 ) l mln前 後半透
明 。白色
6コ

橙 色

R― H
第 4層

杯   A 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り(方 向不明 ) 自

』。半透明コ

ー

色

４

橙 色

ｎ
層

Ｒ
第

杯   A 850 回転ナデ 回転ナデ 底部中央から1/2は ,

労左「良琴場りし爵
贅 ノ子状圧痕 (l EllD

巾の もの19条 )

l auD前 後半透
明
6コ

橙色 外面全体に朱塗 り
の痕跡 あ り

Ｈ
層

Ｒ
第

杯   A l 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) 1111D前 後半透
明
5コ

橙 色 内外面全体に朱塗
りの痕跡あ り

Ｈ
層

Ｒ
第

杯   A 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l nuD前 後半透
明
5コ

灰白色

Ｈ
層

Ｒ
第

杯   A 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (石 )

資 ノ子状圧痕 (l llun

巾の もの 8条 )

l aull前 後半透
明 。白色
3コ

灰 白色

R― H
第 4層

杯   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l allD以 下半透
明
25コ

灰 白色

R-11
第 4層

杯   A 回転ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 )

贅 ノ子状圧痕 (l uln

巾の もの 9条 )

l cull以 下半透
明
8コ

灰白色

Ｈ
層

Ｒ
第

杯   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り(方 向不明 )

資 ノ子状圧痕 (0 5null

巾の もの 9条 )

l olll以 下半透
明
7コ

灰白色

ｎ
層

Ｒ
第

杯  A
(高台付 )

回転 ナデ 回転ナデ 高台は貼 り付ケ,つ
まみ押さえてナデる

l oull前 後半透
明
3コ

灰白色

Ｈ
層

Ｒ
第

杯  B
(高台付)

858
体部

回転 ナデ 高台は貼り付ケ後回
転ナデ

l uul前 後半 i13

明
4コ

灰 白色

Ｈ

層

Ｒ

第
黒色土器
椀  B3

底部 回転 ナデ

高台は貼 り付 ケ後回
転 ナデ

l olal前 後半透
明 色

色

巴
自
由

黒
灰
灰

園
面
面

内
外
断

第 4層
瓦質上器
椀  D2

底 部 ヘ ラ切 り

高 台 は貼 り付 ケ後 回

転ナデ
明
3コ

灰 色

ｎ
層

Ｒ
第

瓦質土器
椀  Dl

回転ナデ 内面 。ハケ日
外面 。回転ナデ

自

』。半透明コ

ー

色

３

灰色
内外国縁部のみ黒
色

S-10
第 4層

皿   A 回転 ナ デ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 ) l uul以 下 白
色・半透明
3コ

橙 色

S-10
第 4層

皿   A 回転ナデ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 ) 1 11al以 下半透
明
3コ

橙 色

１０
層

Ｓ
第

皿   A 回転ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 ) l Eln前 後半透
明
2コ

橙色

‐０
層

Ｓ
第

llll  A 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (右 ) l nul前 後半透
明
3コ

燈色

S-10
第 4層

皿   A 875 回転ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 ) l uul前 後半透
明
3コ

橙 色

S-10
第 4層

皿   A 876 回転 ナ デ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 )

資 ノ子状圧痕 (1 8ul

巾の もの 8条 )

111m以 下半透
明・ 白色
3コ

橙 色

S-10
第 4層

皿   A 回転 ナ デ 回転 ナデ 右
痕
条

く
圧
６

り
状

の

切
子
も

ラ
ノ
の

へ
資
巾

(l uun

l oull以 下半透
明
2コ

橙 色

‐０
層

Ｓ
第

llll  A 回転 ナデ 回転ナデ 右
痕
条

＜
圧
２

り
状

の

切
子
も

ラ
ノ
の

へ
賛
巾

(l nun

l mD以 下白色
2コ

橙 色 面

に

外

一部』。体部の締
内

ロ

ス
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遺構名・
包含層名

器 種 。

タイプ名
遺物
番号

遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

S-10
第 4層

皿   A 回転 ナ デ 回転ナデ ヘラ切 り (右 ) l aun前 後半透
明
2コ

橙色

S-10
第 4層

皿   A 880 回転ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 )

贅 ノ子状圧痕 (l ulal

巾の もの 7条 )

l oull前 後半透
明
3コ

憶色
斑状 に灰 白色

S-10
第 4層

皿   A 回転 ナ デ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 ) 透半後前Ш
　
　
コ

ー
明
３

橙 色 内 面 全 体,外 面
口・体部の一部に
スス付着
外面 。体部に部分
的に朱塗り

‐０
層

Ｓ
第

皿   A 回転 ナ デ 回転 ナデ ヘ ラ切 り (右 ) 3 mul以 下半透
明
3コ

灰 日 巴

‐０
層

Ｓ
第

皿    B 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘラ切 り (左 ) 0 5oun以 下 半
透 明
名枷

橙 色

１０
層

Ｓ
第

皿   B 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (左 )

賛 ノ子状圧痕 (l oul

巾の もの 7条 )

半下以価
明
数

∝
透
多

灰自色

S-10
第 4層

皿    B 回転 ナデ 回転 ナ デ 左
痕
条

＜
圧

４

り
状

の

切
子
も

ラ
ノ
の

へ
賛
巾

(2 mln

0 5oull以 下 半
透明
多数

灰白色

S-10
第 4層

皿    L 回転ナデ 回転 ナデ 静止糸切 り 密 橙 色

S-10
第 4層

杯   A 回転ナデ 回転 ナ デ ヘラ切 り (右 )

貧 ノ子状圧痕 (2 null

巾の もの 5条 )

透半後
色

前
白

画
・・　
コ

ー
明
４

淡橙色
斑状に灰白色

S-10
第 4層

杯   A 回転ナデ 回転 ナ デ ヘラ切 り (右 ) l oul前 後半透
明
6コ

淡橙色
斑状に灰白色

内外面全体に朱塗
りの痕跡 あ り

S-10
第 4層

杯   A 889 回転ナデ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 )

賛 ノ子状圧痕 (l oull

巾の もの14条 )

2 null前 後半透
明
3コ

橙色
斑状 に灰白色

第 4層
材(  D 890 回転 ナデ 回転 ナ デ 回転糸切 り 白

明
下
透

以
半

Ш
・
色
コ

３
色
黒
４

橙 色

S-10
第 4層

杯   D 回転ナデ 回転ナデ 回転糸切 り 白

む。半透明コ

２

色

４

橙色

S-10
第 4層

杯   D 回転ナデ 回転 ナ デ 回転 糸切 り 2 nul以 下 自
色・ 半透明
5コ

橙 色

S-10
第 4層

黒色上器
椀  B2

′5°
体部

内面 。ヘ ラ ミガキ
外面 。ナデ

付
切

貼

ヘ

台
面

高
外

2 oull以 下半透
明・白色
9コ

囲
画
面

閤
外
断

淡橙色
淡橙色

U-10
第 4層

皿 908 回転 ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り(方 向不明 ) l olm前 後 半透

明
1コ

にぶい橙色 粘土 ヒモ巻 キ上 ゲ

の跡あ り

U-10
第 4層 椀 A3

1 底 部 高台は貼 り付 ケ,そ
の後回転ナデ

密 内 。外・ 断面黒色

U-10
第 4層 椀  A4

居 ・

体部
回転 ナデ 師

り付ヶ
，″

り
貼
転

切
は
回

ラ
台
後

へ
高

の

透半後前Ш
　
　
コ

ー
明
７

内外面・ 黒色
断面 。灰色

Q― H
第 3層

皿   A 回転 ナ デ 回転ナデ 右
痕
条

＜
圧
８

り
状

の

切
子
も

ラ
ノ
の

へ
賛
巾

(l mD
l mln前 後 白
色 。半透明
4コ

燈 色 タト面区部に朱塗り

Q― H
第 3層

皿   A 回転 ナ デ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 ) l mul前 後半透
明 。白色
2コ

橙 色 外面体司鋼
`分

nvに
朱塗 り

R― H
第 3 1LI

皿   A 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (右 )

明・白色
3コ

橙 色 外面体部部分的に

朱塗 り

R― H
第 3層

皿l   N 回転 ナデ 回転 ナデ 回転糸切 り
賓 ノ子状圧痕 (2 nul

‖1の もの 2条 )

２

明

１

aull以下半透 燈色

Ｈ
層

Ｒ
第

皿   N 920 回転 ナ デ 回転ナデ 回転糸切 り 密 橙 色

Ｈ
層

Ｒ
第

皿   N 回転 ナ デ 回転ナデ 回転糸切 り 密 位 色

R-11
第 3層

llll  C 922 回転 ナデ 回転ナデ ヘラ切 り (右 )

賛 ノ子状圧痕 (l nul

巾の ものn条 )

l oull前 後 白
色 。半透明
2コ

橙 色 外面全体に朱塗 り
の痕跡 あ り

R-11
第 3層

皿   C 923 回転 ナデ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 )
白

・̈半透明コ

２

色

３

灰白色
内 外 面1/2は 焼 成
時の黒変

R― H
第 3層

皿   C 回転ナデ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 )

資 ノ子状圧痕 (l null

巾の もの10条 )

l nul前 後半透
明
2コ

灰白色

R― H
第 3層

皿    C 回転 ナ デ 回転 ナデ ヘラ切 り (右 )

資 ノ子状圧痕 (l ED
‖]の もの 7条 )

白

む。半透明コ

２

色

３

灰白色

〔土師質土器盤・摺鉢 0鍋・釜〕
遺構名・
包含層名

器 種・
タイプ名

遺物
番号

遺存度 口 緑 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

S P278 鍋   B 口縁劉S

5 cm

回転ナデ デ
デ

ナ
ナ

面
面

内
外

透半下
色

以
白

Ш
・　
コ

２
明
Ｈ

灰褐色

S P305 釜   A2 口縁劉S

糸勺6 cm

回転 ナデ 内面 。回転 ナデ

外面 。指頭圧痕の
後ナデ

明 。白色
18コ

灰 色 鍔の上面から下方
は, ススイ寸着
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遺構名。

包含Fl1 71

器 ０
ブ

種

イ
遺物
番号

遺存度 日 縁 部 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

S K020 摺鉢 A 口稼副S

約 7 cm

匝l転ナデ ナ デ 2 om以下半透
明
18コ

にぶ い燈 色 摺目 7条/単位

S K024 釜  A2 525 Ll縁 罰S

約 7 cm
回転 ナ テ

"は
回転ナデ

鍔 を含 まない体部
は回転ナデ

1～ 3 aul半 透
明
12コ

内外面 。橙色 鍔端部より下方に
スス付着

SK()44 饗   A 匝l転ナデ 内面 。左 上が りの
板ナデ

外面。_L位 2/3は 回
転ナデ,他はナデ

面
デ
面

内
ナ
外

左上がりの板

ナデ

1～ 3 alDl半 透
明 。白色
25コ

褐色 体 部 中 央 下 位 に
1 5cm巾 の肌荒 れ
がめ ぐる

０２

」

Ｄ

色
Ｓ
黒

鍋   D 口縁劉
`糸り15cm

回転 ナデ 内面・ 回転 ナデ

外面・ ハケロ

1～ 3 mm半 透
明 。白色
19コ

灰褐色 田
部
付

副
`内

外山,ll
面 に厚い スス

０２
上

Ｄ
質

Ｓ
砂

摺鉢 A 620 口縁樹S

糸,10cm
端部・ 回転ナデ

の
デ
痕

ナ
圧

転
頭

回
指
デ

・
・
ナ

画
面
を

内
外
上

1～ 3 oMl半 透
明 。白色
9コ

にぶい黄褐色 内外面,部分的 に
スス(寸 書

S D02
砂質 L

盤   A 端部 。回転ナデ 内面 。回転 ナデ

外面 。指頭圧痕の

上 をナデ

内面 。ナデ

外面 。周辺部は回転
ナデ

白回
副

２
半

”
　
・

コ

ー

色

４

橙 色

０２

」

Ｄ

質

Ｓ

砂
盤   A 622 1 喘副

`。

回転ナデ 内面 。ナデ

外面 。指頭圧痕の
上 をナデ

内面 。ナデ

外面・ 周辺部回転ナ
デ。他はナデ

1～ 3ロロ自
色 。半透明
14コ

内面・ 淡澄色
外面・ 橙色

S D02
6712質 11

盤   B 口縁部
約 15c・ m

端部・ 回転 ナデ 内面 。ナデ

外面 。指頭圧痕の

上をナデ

1～ 3 alul白

色 。半透明
10コ

橙 色

０２
」

Ｄ
質

Ｓ
砂

盤   B 口縁副S

約13cm
内面 。ナデ

外面 。指頭圧痕の
上 をナデ

1～ 3 uull半 透
明 。白色
8コ

橙色 外面体部にわずカ
だがスス付着

０２

上

Ｄ

質

Ｓ

砂
鍋   B [1縁 部

糸勺12cm
回転 ナデ 内面 。板ナデ

外面 。ナデ
1～ 5 nul半 透
明 。白色
11コ

灰 白色 外画体劉Sに 黒変

０２

」

Ｄ

賞

Ｓ

砂
日鉢  B 626 □縁部

率勺9 cm

回転 ナ デ 内面・ 回転ナデ

外面 。指頭圧痕の
上 をナデ

1～ 5 aull半 透
明 。白色
16コ

灰白色

S D02
6少 質 L

笠   B 内面 。板ナデ

外面 。鍔端部 ま
で回転ナデ

内面 。板ナデ

外面 。指頭圧痕の
上 をナデ

透半Ш
色

３
白

”　
・　
コ

ー
明
９

淡黄橙色 内面・

方に炭
外面 。

下
　
方

り
■
下

よ
付

り

位
物
よ
着

S D02
6少 質 L

釜   Al 外面 。端部・ 回
転 ナデ

内面 。ナデ

面
面

内
外

ナデ
ナデ

透ｍ
色

３
白

”　
・　
コ

ー
明

１０

黄橙色 内面 。黒変 し肌荒
れる
外面 。鍔 より下方
に スス付摯

S D02
ri組間

釜 脚 部 ナ デ 透半Ш
色

３
白　ヽ

・
コ

ー

明

１０

にぶ い位 色 内面 。炭fヒ物付着
外面 。付ケ根付近
ススイ寸精

S D06 釜 脚部 ナ デ 透半Ш
色

３
白

ヽ
　
・　
コ

ー
明

６

褐色 外面・ 付ケ根付近
スス付着

S D07 憾鉢 A 668 瑞部・ 回転ナデ 内由・ 回転ナデ

外面 。指頭圧痕の
上 をナデ

ナデ,疎なヘラミガ
キ

05～ 3 olm半
透明・ 白色
15コ

にぶい黄橙色 摺 日 は 7条 /単
位, 8箇所

S D07 鍋   A 面
面
部

内
外
端

回転ナデ

指頭圧痕
回転ナデ

内面 。ヨヨナデ,

部分的に′ヽケロ
外面 。□縁下 2 cm

巾は回転 ナデ,他
は指頭FF痕

1～ 3 null白

色・ 半透明
14コ

にぶい黄橙色 外面体部 スス付着

S D08 盤    B 内面・ 回転 ナデ

外面 。指頭圧痕
の上 をナデ

端部 。回転 ナデ

内面 。回転ナデ

外面 。指頭圧痕の
上 をナデ

05～ 2 oul自

色 。半透明
30コ

性 色 外面体部黒変

S D08 鍋   A 回転 ナデ 内面 。指頭圧痕の
上 をナデ
外面・ 屈曲部は指
頭圧痕,中位は板
ナデ,下位はハ ケ
目

05～ 2 null半

透明・ 白色
5コ

橙 色 外面体部黒変

S D08 鍋   B 回転ナデ
頭

デ
化錮
デ

ナ
部

ナ

転
曲

は

回
屈
他

画
面
痕

内
外
圧

05～ 2 olm半

透明 。白色
多廿

橙 色 外lll全 体にスス付
着

S D08 鍋   E 692 □縁部
約 6 cm

内面・ ナデ
外面 。回転ナデ

内面 。ナデ
外面 。ハケロ

1～ 5 cul半 透
明 。白色
7コ

灰白色 外面・ スス付着,

部分的に赤変

S D08 鍋   E 口縁部
約15cm

回転 ナデ 内面 。回転ナデ
外面 。ナデ

1～ 581u半透
明 。白色
3コ

橙 色 外画全体にスス付
着

S D08 鍋   E 回転 ナデ ナ デ 05～ 2 alD半

透明・白色
20コ

淡橙色 外面全体にスス付
着

S D08 釜  Al 口縁司S

約10cm
回転ナデ ナ デ 脚部はナデ 半麺艶

５”
明．
コ

∝
透
４０

灰白色 内面・ 肌荒れ
外面 。鍔 より下位
にスス付着

S D08 釜   B 口縁部
約 8 cm

回転ナデ ナ デ 05～ 2 oull半

透明
18コ

橙色 内外面 とも部分的
に黒変 している

S D09 鍋   A デ
浩沢
デ
デ

ナ
圧
ナ
ナ

転
頭
転
転

回
指
回
回

画
面
上
部

内
外

の
端

内面 。上半回転 ナ
デ,下半板ナデ

外面 。上半指頭圧
痕の上 をナデ, さ
らにタタキロ

1～ 2 Eul半 透
明
13コ

灰白色 外面全体にスス付
着

S X010 摺鉢 A □縁部
約15cm

内面 。回転ナデ

外面 。指頭圧痕の
上 をナデ

1～ 5 oull半 透
明 。白色
12コ

灰白色 摺 日は 7条/単位

S X010 釜   Al 口縁副
`約 6 cm

内面 。l cm巾 回
転 ナデ 外面 。

鍔 下 面 外 側1/2
まで 1日 1転ナデ

内面。斜めの板ナデ

外面 。指頭圧痕の
上をナデ

l～ 3 oull半 透
明 。白色
4コ

灰褐色 鍔下面か ら下位に
スス付着
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退偶る 。

包含層名
器 種・

タイプ名

物
号

遺
番 遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 lFj 考

S D02
南半

鍋   E 口縁部
約 5 cln

回転ナデ 内面 。回転ナデ

外面 。指頭圧痕の
上 をナデ

1～ 2 allD半 透
明 。白色
12コ

赤褐色 外曲全体に スス付
着

S D02
南半

鍋   E
約 6 cm

回転 ナ デ 内面 。回転ナデ

外面 。ハケロ

1～ 5 mm半透
明 。白色
4コ

灰白色 外面体部にスス付
着

S X04 鍋   B □ 縁 司∫

約12cm
内面・ 回転 ナデ

外面 。指頭圧痕
の上 ナデ
端部 。回転 ナデ

内面 。回転 ナデ

外面 。指頭圧痕の

上 をナデ

自

」。半透明コ

ー
色

３

にぶい橙色 外面全体に厚 くス
ス付着

S X04 鍋   B 口縁部
約17cm

回転 ナデ 内面 。回転ナデ

外面 。指頭圧痕の
上 をナデ

1～ 2 null半 透
明 。白色
3コ

にぶい鶴色 外面全体にスス付
着

S X04 鍋   E □縁部
約 8 cm

回転ナデ 内面・回転ナデ
外面 。指頭圧痕の
上をナデ
把手は貼り付ケ

1～ 2 olDl半 透
明
10コ

灰白色 外面全体に1寸 看

S X04 釜   B □縁部
約 9 cm

回転ナデ
の

デ
痕

ナ
圧

転
頭

回
指
デ

・
・
ナ

面
面
を

内
外
上

1～ 3 cul白
色・ 半透明
12コ

t:;( )ffi}e, 鐸下面か ら下方 ,

厚 くスス付着

S X09 鍋   C 回転 ナデ
の痕

デ
圧

ナ
頭

収
指
デ

ｏ
・
ナ

画
面
を

内
外
上

l nlln前 後半透
明
2コ

赤濁色 付

ス
ス
に

ス
体

に
△
上

部
面

体
外
着

面
　
付

内
着

ス

S X09 釜  Al 口縁部
約ncm

回転ナデ 内面・ 回転ナデ

外面 。指頭圧痕の
上 をナデ

2 olD以 下 白
色 。半透明
20コ

灰褐色 方
跡

下
痕

ら
の

か
着

鍔
付

面

ス
リ

外

に
あ

S-10
第 4層

鱈鉢 A 口縁酬S

約 6 cm

回転 ナデ 内面 。回転ナデ
外面 。指頭圧痕の
上をナデ

自

枷̈一

３

色

１２

灰褐色 摺 EIは 7条 /単位

第 4層
襦鉢 B 940 回転 ナ デ 内面 。回転 ナデ

外面・ ナデ
ナ デ 1～ 5 mlD白

色・半透明
10コ

灰褐色 摺目は 5条 /単位

T-11
第 3層

鍋   F 935 日 稼 罰S

約10cm
回 転 ナ デ 内面 。回転ナデ

外面 。指頭圧痕の
上 をナデ

透半後
色

前
白

ｍ
・・　
コ

ー
明
４

褐 色 内面 。部分的 に ス
ス付着
外面・ 全体に厚い

スス付着

〔土師質土器用途不明品〕
遺構名 。

包含層名
器 種・

タイプ名
遺物
番号

遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

S P277 回転ナデ 内外面 とも回転ナ ナ デ l oull以 下半透
明・白色
15コ

橙色

７

層

Ｕ
第

回転 ナデ 回転ナデ ナ デ 白

ｍ。半透明コ

２

色

２５

橙 色 内

に

り

的

よ

分

に

部
成
も
ｎ

焼
と
ふ

次
面
亦

２
外
五

〔瓦質土器〕

雹讐櫓老
器 種 。

タイプ名

物
号

遺
番 遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎  土 色 調 備 考

砂質上
鉢   A 629

約 10cm
デ
ナ
ナ

ナ
転
転

板
回
回

画
面
部

内
外
端

回転ナデ
穿孔は両面から行
なっている
突帯は貼 り付ケ
雷文の押圧

白

御̈コ

ー

色

１

灰 色

S D02
砂質上

鉢   A 体 部 内面・ 板ナデ
外面 。回転ナデ

突帯 は貼 り付 ケ

突帯間に九弁菊花

l nul前 後半透
明・ 白色
1コ

灰黒色
断面 。灰褐色

S D02
砂質土

鉢    B 回転 ナデ 内面 。板ナデ
外面・ 回転ナデ

突帯 は体部側に沈

線 を施 し,そ の上
に貼 り付ける
突帯間 に押圧文の
痕跡あ り

後前
明

Ш
沐
４
コ

ー
半
３

黒 巴

断 面 。灰 白色

S D07 鉢   B
突
押
痕

の
に
た

本
問

つ

デ
２
の
あ

ナ
に
そ
が
り

転
面

，文
あ

回
外
帯
圧
跡

透半

　

・

後
色

前
白

ｍ
。　
コ

ー
明
３

黒色
断面 。灰 白色

S D02
南半

鉢   C 口縁部
約10cm 境の

圧
部
押

デ
体

の

ナ

ｏ
文

転
縁
雷

回
口
に

内面 。指頭圧痕の
上 をナデ
外面 。回転 ナデ

l aun前 後 白
色・ 半透明
13コ

部端
　
色

縁
　
白

□
　
灰

面
色
面

外
黒
内

１０

層

Ｒ

第 ケ
方
線

，文

デ
付
下
沈
文
升

ナ
リ
の
縦
渦
三

も
貼
帯

の
の
の

と

，突
本
個
個

面

に

。
２
３
３
十

外
面
帯

，
に
に
楠

内
外
突

に
縦
縦
を

密 淡燈色

R― n
第 4層

鉢 862 脚 部
上の痕圧

デ
頭

ナ
指

画
面
ナ

内
外
を

l ollll前 後 白
色 。半透明
16コ

灰黒色
断面 。灰白色

R― n
第 4層

釜   B 口縁部
約 4 cm

回転ナデ
鍔は貼 り付 ケ

回転 ナデ 密 黒色
断面 。灰 白色

S-10
第 4層

鉢   A 口縁部
約 9 cm

回転 ナデ 回転 ナデ 白

』。半透明コ

ー

色

１３

黒
褐
白

灰
淡
Ｆ

画
面
面

外
内
晰
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遺構名 。

包含層名
器 種 。

タイプ名
遺物
番号

遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

S-10
第 4層

釜   A 口縁司S

約12cm
回転ナデ
突帯は貼 り付ケ

回転 ナデ l aul前 後 白
色 。半透明
12コ

灰白色 内面全体にスス付
着の痕跡

S-10
第 4層

釜   C 日縁副
`約 7 cm

回転 ナ デ 回転 ナ デ 白¨

・ 半 透 明

コ

ー

色

７

黒色
断面 。灰白色

S― ll

第 3層
鉢   A 体 部

で
わ
九
す
形
で

ケ
思

に
圧
方
デ

付

と
間
押
長

ナ

リ
た
帯
を

，転

ｏ

デ
貼

つ
突
文

た
回
る

ナ
は
あ

ｏ花
ま
は
げ

転
帯
条

る
菊

ｏ窓
上

回
突

２
れ
弁

る
の
仕

明透半
Ш
（
』
コ

２

白

３

黒色
断面 。灰白色

S D07 鉢   B 口縁部
約 12cm

回転 ナデ 2条の貼 り付ケ突
帯あり
突帯間には,押圧
文の痕跡あり
内面・板ナデ
外面 。回転ナデ

密 黒色
断面 。灰白色

〔須恵質土器〕
遺構名 。

包含層名
器 lri。

タイプ名
物
号

遺
番 遺存度 口 緑 部 体 底 部 胎   土 色 調 備 考

S P138 饗   B
体部

ナ デ 回転糸切 り ～ 2 oull半 透
。白色

灰白色

SI'26】 製   A 底 。 内面 。回転 ナデ
外面 。縦の板ナデ

ナ デ aull以 下 自色 灰 色

S P320 (2) り[Ii。
体部

回転 ナデ ヘ ラ切 りの後 ナ デ Gul前 後半透 灰自色

S K020 ね鉢
C

口縁部
陥

'3 cm

黒罰:鼻吾・回
転ナデ

l oll前 後黒色
粒
2コ

灰白色
口縁端部
暗青灰色

砂質土
Jょ ,本 回転 ナデ 回転 ナ デ l oul前 後半透

明 。白色
3コ

暗青灰色

S D08 こね鉢 口縁劉
`約 5 cm

回転 ナ デ 回転 ナデ l nEI前 後半透
明 。白色
5コ

灰自色
口縁部外面巾 l cm

は黒色

S X010 こね鉢 口縁日
`約 4 cm

回転 ナデ 回転ナデ ～ 2 cm黒色 首 灰 巴

端 部 。同下 方 0 5cm
は黒 色

Ｈ
層

Ｒ
第

こね鉢 □縁部
約 5 cm

回転 ナデ 回転ナデ nun前 後半透 首灰 巴

端 部 暗 青灰 色

１０
層

Ｓ
第

こね鉢 899 回転ナデ 回転 ナデ In n以下 白色

励̈̈
青
口
Ｃ

U-10
第 4層

饗   A 底 部 指頭圧痕の後ナデ 白

い。半透明コ

ー

色

２

青灰色

Ｈ
層

Ｒ
第

こね鉢 回転ナデ 回転 ナデ 日

・̈半透明コ

ー

色

１

火 日色
口縁端 部 部 分的 に

〔亀山焼〕
遺構 名・

包合層名
暑思  脅rl ・

タイプ名
物
号

遺
番 遺存度 口 縁  部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

１０
層

Ｓ
第

聖   A 898 □縁樹S

約12cm
回転 ナデ 内面・板ナデ

外面 。格子ロタタ
半蒻艶

５”
明．
コ

∝
透

３

灰黒色

〔備前焼〕
遺構名・

包含層名
器 種・

タイプ名

物
号

遺
番 遺存度 □ 縁 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

S K024 蔓 526 体 部 内面・ 指頭圧痕の
上 をナデ
外面・ 回転 ナデ

外面 。2条の沈線

l～ 2 olD白
色 。半透明
3コ

内面 。青灰色
外面 。赤灰色
断面 。青灰色

S K043 括鉢 B 口縁部
糸,1 lcm

回転 ナデ 回転 ナデ
摺 目

6条 /単位

1～ 5 nun白 色 色灰
色
缶

青
灰
匪

暗
赤
未

面
面
面

内
外
断

０２
土

Ｄ
色

Ｓ

黒
橘鉢  B 579 口縁部

約 10cm
回転ナデ
片口をつ くる

回転ナデ

摺 目
6条 /単位

1～ 3 mn半 透
明・ 白色
13コ

色灰
色
角

赤
褐
禍

暗
暗
未

面
面
而

内
外
断

０２
土

Ｄ
質

Ｓ
砂

r」ltt B 口縁濁∫

約 8 cm
回転 ナデ
片口をつ くる

回転ナデ

摺 目
6条/単位
切 り合いあ り

1～ 5 mlD白 色
3コ 外面体部中位は灰

色

S D02
砂質土

裂   A 口縁 日
`約 5 cm

体部

回転ナデ

外下方へ折 り
内面・ 指頭圧痕の
上 を板ナデ
外面 。板 ナデ

白

Ш副
”５

。半

コ

ー
色
５

内面 。暗赤禍色
外面・断面 。赤色
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理響亀名
器 種・

タイプ名

物
号

遺
番 遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎  土 色 調 備 考

S D02
石組問

鯉   A 口縁部
約15cm

回転ナデ 板ナデ 透半Ш
色

２
白

”　
・　
コ

ー
明
５

赤灰色

S D02
石組問

聾 650 居 ・

体部
板 ナ デ ナ デ 1～ 2 mull白

色・半透明
5コ

赤灰色

S D08 揺鉢 体部 回転ナデ
摺目 8条 /単位

1～ 3 oul白

色・黒色粒
8コ

紫 灰 色

S D02
南半

摺鉢 C Eirflt
f'! 6 cm

回転 ナ デ 回転 ナデ 1～ 3 olDl半 透
明 。自色
3コ

内外面 。儘色
断面 。灰白色

S D02
南半

摺 鉢 750 体 部 内面・回転ナデ
外面 。指頭圧痕の
上をナデ

透半血
色

２
白

”　
。　
コ

ー
明
３

円外国 。暗亦弱巴
断面 。赤褐色

S D02
南半

型   A 回転 ナデ 内面 。板ナデ
外面 `ナ デ

l～ 3 ollD半 透
明・ 白色
10コ

暗青灰色

Ｄ
半

Ｓ
南

皿   A 752 回転 ナデ 内面・ 回転ナデ,

内面のか えりは貼
り付 ケ
外面 。ヘ ラ削 リ

内面 。回転ナデ

外面 。ヘ ラ削 リ
密 暗赤褐色 内面医目

`に

|二 」
の墨薔

R-11
第 4層

聖  A 口縁罰S

約 7 cm
回転 ナデ

外下方へ折 り,

玉縁 とする

1～ 3 mm半透
明 。白色
黒色粒
13コ

内面 。灰色
外面 。赤灰色
断面 。赤灰色

S-10
第 4層

製  A 口 縁 部

約10cm
回転 ナデ

外下方へ折 り,

玉縁 とする

lm前 後半透
明 。白色
黒色粒
8コ

灰色

‐０
回

Ｒ
第

翌   A EI縁部
約 7 cm

回転ナデ

外下方へ折 り
玉縁 とする

l aul前 後半透
明 。白色
3コ
1～ 8 nllD白 色
土粒
3コ

赤灰色

第 3 rtl

播鉢  B 口縁ヨ
`糸与6 cm

回転 ナ デ 回転 ナ デ l aul前 後
白色 4コ

内外面 。赤灰色
断面・ 灰色

ｎ
層

Ｓ
第

掘鉢 A 1 口稼樹S

約 9 cm

回転ナデ 回転 ナデ

摺 目
8条 /単位

l alln前 後半透

明 。白色
3コ
1～ 2 oull白 色
土粒
3コ

橙 色

S― ll

第 3層
揺鉢 B □縁部

約 8 cm
回転ナデ 回転 ナデ

招 目
6条 /単位

白Ｍ

・ 半 透 明

コ

ー
色

３

口縁外面赤灰色
他は暗赤灰色

ｎ
層

Ｓ
第

壺   A 口縁部
約 7 cm

回転 ナデ 回転 ナデ l oull前 後 白
色・半透明
3コ

赤灰色

第 3層
蓋   A 回転 ナ デ 内面 。ヘ ラ削 り

外面・ 回転 ナデ
つ まみ貼 り付 ケ,

回転 ナデ

密 内外面 。赤色
断面 。灰色

T― H
第 3層

鯉   B □縁部
約 12cln

回転 ナ デ l uull前 後黒色
粒,白 色土粒
24コ

灰白色

〔常滑焼〕
遺構名 。

包含層名
器 種 。

タイプ名
遺物
番号 遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

S D07 製  A 口縁部
約 10cm

回転ナデ 回転 ナデ 1～ 3 null灰 色
土粒
3コ

内面 。暗青灰色
外面 。にぶい褐色

□縁内面にオリー
プ色の自然他

Ｄ
半

Ｓ
南

裂   B 口縁部
約 10cm

回転 ナ デ 内面 。板ナデ

外面 。回転ナデ
2 mul以 下 白
色 。半透明
13コ

内外面 。赤褐色
断面・ 芯状 に灰色

S D02
南半

則 体 部 デ
デ
一人

ナ
ナ
印

板
板
押

面
面
位

内
外
中

白

Ш副
” ４

・半
色

コ

ー
色
黒
９

内外面・赤間色
断面・ 灰色

外面にオ リープ色
の 自然釉

S D02
南半

聖   B 口稼副S

約 6 cm

回転ナデ 回転ナデ 3 nun以 下 白
色 。半透明
黒色粒
10コ

内外面 。赤褐色
断面 。灰色

外面にオリープ色
の自然釉

S-10
第 4層

製 体 部 内面 。板ナデ

外面・ ナデ

中位に押印文

白

』。半透明色コ

２
色
黒
８

内外面 。赤褐色
断面 。灰 色

〔信楽焼〕
遺構名 。

包含層名
器 種・

タイプ名

物
号

遺
番 遺存度 □ 縁 部 体 部 部底 胎   土 色 調 考備

Ｄ
半

Ｓ
南

饗   A 755 体 部 デ
　
文

ナ
デ
垣

恢
ナ
檎

ｏ

・
に

画
面

面

内
外

外

色褐後一削Ш
粒

コ

ー
±

４

内外面 。暗赤灰色
断面 。黄掲色の自
然釉
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〔瀬戸焼〕
遺構名 。

包含層名
器 種・

タイプ名

物
号

遺
番 遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

S D02
砂質土

皿   B 635 回転ナデ 回転ナデ やや粗 断面 。灰自色 淡緑灰色の再い釉
が内外面にかけら
れ る

S D02
南半

皿   A 回転 ナデ 回転ナデ 内面・ 回転ナデ,井
桁状の摺 目
外面 。回転糸切 り

3 oul以 下
白色

灰白色 内面口縁部に縁灰
色の釉がかかる

〔輸入陶磁器〕

理響竃名
器 種 。

タイプ名
物
号

遺
番 遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

S P143 青磁
椀

腫
。

体部
り
り
弁

削
削
蓮

ラ
ラ
の

ヘ
ヘ
彫
る

。
・
り
れ

画
面
切
ら

内
外
片

み

同台は削 り出 し 密 断面・ 灰色 岡台見込みを除き,

均―な薄いオ リー
プ灰色の釉がかか
る

S P167 青磁
椀

□縁部
約 2 cm

ヘラ削 り ヘラ削 り 密 断面 。青灰色 内外面に均―に緑
灰色の釉がかかる

S D02
黒色土

青磁
椀

582
約 35

ヘ ラ削 リ ヘラ削り
上位に, 2本 1単
位の山形文をつく
る

粒
小
色

コ

微
黒
７

町 口・ 火 日 巴 内外面 に暗縁灰色
の 厚 さ約 0 3oullの

釉がかかる

S D02
黒色土

青磁
椀

口 稼 司S

約 4 cm

ヘ ラ肖Uり ヘ ラ削 り l Eun前 後白色
3コ

町 lEl・ Ⅸ

部分的に
のところ

色橙
巴
赤

り

内外面 に淡縁灰色
の 厚 さ0 3cmの 釉
がかかる

０２
土

Ｄ
質

Ｓ
砂

白磁
皿

ヘラ削 り ヘ ラ肖Uり 内面 。ヘラ削り
外面 。ヘラ削り
体部との境に 1条の
沈線

微小
黒色粒
21コ

欧 国 。灰 日巴 全面 透 明 釉 力
'かかる

底部外面は厚さに
′、ラがある
底部中央に円状の
灰色部分あり
口円部内面 。口禿
げ

０２
土

Ｄ
質

Ｓ
砂

青磁
椀

636 部

巧

縁

２
口
約

ｃｍ

ヘラ削 り ヘラ削 り 微/1ヽ

気泡
5コ

断面 。灰色 灰

の嚇
緬面‐こ，脚力ヽ力ヽる

外

の
が

内
色
釉

S D02
砂質土

青磁
椀

部
■

縁
２

口
約

ｃｍ

ヘラ削リ ヘラ削 り 小
泡
コ

微
気
３

断 面 。灰 色 内外向に明緑灰色
の 厚 さの0 21nmの

釉がかかる
貫入あ り

S D02
砂質上

青磁
椀

L-lffiglj
fi! 3cm

ヘ ラ削 り ヘラ削 り l oull以 下黒色
粒
15コ

断面 。灰白色 内外面にオ リープ
灰 色 の 厚 さ0 3nlD

の柚がかかる

S D02
砂質土

青磁
椀

639 体副
`

彫

み

切
が

り
片
弁

削

に
蓮

ラ
面
鏑
る

へ
外

で
れ

密 断面 。灰色 内外面 に緑灰色の
厚 さ03～ 0 511nlの

釉がかかる

S D02
砂質土

青磁
椀

ヘ ラ削 り

つ

，状

り
よ
り
花

削

に
く
菊

ラ
デ

つ
は

ヘ
ナ
を

に

。
・
部
的

る

面
面
凹
体

な

内
外

て
全

に

微/1ヽ

気泡
21コ

内外山 とも明緑灰
色 の 厚 さ0.5～ 1

munの 釉がかかる

S D08 青磁
椀

底 。

体部

ヘ ラ削 り

民喜健卍晨お根様が
あるが不明瞭

密 断 面・ 灰 色 両台見込み 。量付
を除き,明緑灰色
の厚 さ0.3aullの 釉
がかかる

S X010 青磁
椀

735 唇 ・

体部

ヘラ削 り 高台は削り出し 密
炭化物のかた
まり
1コ あり

両台見込み 。畳付
を除き,暗緑灰色
の厚 さ0 3oulの 釉
力:か かる

Ｄ
半

Ｓ
南

青磁
椀 体 部

ヘ ラ肖」り
花
不

し
条
る

出
１
あ

り
線
が

削
沈
様

は
に
模

台
面
の
瞭

高
内
状
明

気泡
15コ

断面 。にぶ い黄 橙
色

高台見込み と畳付
を除 き,緑灰色の
厚 さ0 5cullの 釉 が
かかる
畳付きは削り取り

R-10
第 4層

青磁
椀

775 ヘ ラ肖Uり ヘラ削り
微 小 な黒 負粒

断 自 。灰 色 内外面 に淡灰緑色
の釉がかかる

‐０
層

Ｒ
第

黒釉
椀

ヘラ肖Uり
外面に凹線状の
ものが 1条めぐ
る

ヘラ肖Uり 高台は削り出し 微小 気泡
21コ
l ollD前 後半透
明 。白色
3コ

断面 。淡貢色 色
か
が
　

つヽ

ぃ
こヵ、鋼
る位ヵ、

岬̈神』̈̈

黒
釉

り
点
外
底

R-11
第 4層

白磁
皿

口縁部
約 3 cm

ヘ ラ削 り ヘ ラ削 り 小
泡

コ

微
気
１５

断面 。灰 自色 内外向に灰日色の
薄い和がかかる
口緑端部内面,面
取 りにより無釉 と
なっている

R― H
第 4層 皿

底 部 内面 。ヘラ削 り
外面 。ヘ ラ削 り
内面・ 底部 と体部の
堺 に沈線 1条

小
泡

コ

微
気
２．

断面 。灰白色 底 部 全 体 に 厚 さ
0 3nullの 半 透 明 釉
がかかる
底部はムラがある

Ｈ
層

Ｒ
第

青極
椀

口縁部
約1■m

ヘ ラ削 り ヘ ラ削 り
外面に錦蓮弁がみ
らオしる

密 断面・ 灰色 内外面 とも灰lFu色

の 厚 さ0.5～ l oull

の釉がかかる

R― H
第 4層

青磁
椀

日縁樹S

確

"よ
m

ヘラ肖リ ヘ ラ肖Uり 密 町 lgl・ Ⅸ 色 内外面 とも緑灰色
の厚 さ0.2～0 5nul

の釉がかかる
貫入が多い
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遺構名・
包含層名

器 種・
タイプ名

物
号

遺
番 遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

R-11
第 4層

青磁
椀

口縁部
約 4 cm

ヘ ラ削 り ヘラ削り
外面に鏑蓮弁がみ
られる

小
泡

コ

似
気

ｍ

断 面・ 灰 色 内外面 ともオ リー
プ灰色 の厚 さ03
al nの釉がかかる

S-10
第 4層

曰磁
椀

′圧。

体部

ヘラ肖Uり 高台 は肖Uり 出 し 小
泡

コ

微
気
２５

断面 。灰白色 高台見込みを除 き
灰白色,厚 さ0.5nllD

の釉がかかる

S-10
第 4層

白磁
椀

底 部 局台は削 り出 し 2 oul以 卜気氾
30コ

断面 。灰白色 高 台 見 込 み は 無
釉 ,

高台外面は部分的
に施釉,ほ かは薄
い透明釉がかかる

第 4層
青磁
椀

口稼罰S

約 l cm

ヘラ肖Jり
彫

れ
切

み

り
片

が

削

に
弁

ラ
面
蓮

へ
内

の

密 断面・灰白色 内外面とも,淡灰
緑 色 の 厚 さ
05～ 1.5mlDの 釉が
かかる

S-10
第 4層

青磁
椀

□稼罰∫

約 5 cln

ヘラ削 り ヘラ肖」り
外面に蓮弁がみら
れる

小
泡

コ

倣
気
３０

町 回 °次 巴 内外面 とも,灰オ
リ ー プ 色 の
05～ l allnの 釉 が
かかる

S-10
第 4層

青磁
椀

０６

１

口縁 部

約 4 cm

ヘ ラ削 り ヘラ削 り 小
泡

コ

微
気
３５

断 回 。次 日 巴 内外面 とも明緑灰
色 の 厚 さ05～ 1

oulの 釉がかかる

S― H
第 4層

黒釉
椀

０６

２
り[ヨ1副∫ 高台は削 り出 し 密 Elr回 。灰 色 内面 に黒色柚,厚

さ05～ 1 5allDが か
かる

R-11
第 3層

青磁
椀

口縁部
糸ワ■m

ヘ ラ削 り ヘラ肖りり
にぶい稜 による蓮
弁がみ られる

密 内外面 ともオ リー
プ灰色・厚 さ0.5nllD

の釉がかかる

R― H
第 3層 皿

口縁部
約 3 cm

ヘラ削り
内面に凹線状の
もの 1条 あり

ヘ ラ削 り 微/1ヽ

気泡
30コ

内外 lalと も明 オ リ
ー プ灰 色厚 さ0.2
olllの 釉がかかる

R― H
第 3層

黒釉
椀

口縁部
約 3 cm

ヘ ラ削 り ヘ ラ削 り 小
泡

コ

似
気
２０

内面全体,外面体
部下位 まで黒色釉
がかかる
口縁部 は釉が薄い

ため暗赤褐色を呈

U-7
第 3層

青磁
鉢

Ef,rfEIJ

fi!2cm
ヘ ラ削 り ヘラ削ワ 密 断面 。灰白色 内外面に淡灰緑色

の厚 さ0.3mmの 釉
がかかる

V-7
第 3層

自 磁 939 底 。

体部
ヘラ削 り

の部
し
体

出
と
条

り
部
１

削
底
線

は

・
沈

台
面

に

高
内
境

3 alm以 下
気泡
35コ

断面 。灰自色 外面底部,体部下
位は無釉ほかは灰
白 色 の 厚 さ02Ш

〔近世陶磁器〕
遺lB名・

包含層名
器 種・

タイプ名

物
号

遺
番 遺存度 口 縁 部 体 部 底 部 胎   上 色 調 備 考

S X01 椀 低
。

体部

ヘ ラ削 り 局台は肖Uり 出 し
内面 。同心円状のカ
キロあり

密 断面 。灰色 体部下位,高台は
無釉
他はオリープ灰色
の厚 さ0 2ollDの 和

S X010 染
椀 Fi2贅 m 玉

　
横

る
の

り
く
条

り
折

つ
１

削

へ
に

ｏ

ラ
方
状
面

へ
外
縁
内
線

ヘラ削り
外面に文様あり

密 助 lEl。 吹 日 色 内外面とも半透明
の厚 さ0 2nullの 柚
がかかる
文様は青色・

S X010 染付
椀 体 部

ヘ ラ削 り
外面下位に 1条の
横線

高台は削 り出 し
内面 。底部 と体部の
堺に 2条の横線,高
台外面に 2条の横線

密 助 囲 。火 日 巴 内外面 とも全面 に

半透明 の厚 さ02
画の釉がかかる
文様は青色

南半
椀 758 trfftglr

ff 4cm
ヘ ラ削 り

外面に 2条の横
線

ヘラ削り
外面に文様あり

高 台 は削 り出 し 小

泡

一コ

微

気

３５

断面 。灰色 畳付を除 き,ほ か

は全面 に半透明 ,

厚 さ0.41nlDの 釉 が
かかる
文様は青色

Ｄ
半

Ｓ
南

椀 ヘ ラ削 リ ヘラ削 り 高台は削 り出 し 2 mlD以 下
気泡
5コ

断面・ 灰白色 畳付 を除 き,自 色
の 厚 さ0 2Elmの 釉
/D'か かる

S D02
南半

染
椀

り[5:・
体部

ヘラ削 り
外面 に文様あ り

高台は削 り出 し
高台外面に 2条の横

円
大

の
ｒ

条
に

柳̈”
込

，―

線
見
線
明

密 断面・ 灰白色 残存部分には,す
べて半透明の釉が
かかる

〔土師器〕
遺情名 。

包含層名
器

名
●
プ

種
イ

物
号

遺
番 遺存度 □ 縁 部 体 部 底 部 胎   土 色 調 備 考

羽 釜 回転 ナ デ 鍔は貼付
内面 。ナデ
外面・ ハ ケロ

l uull前 後半透
明
24コ

褐 色 外面全体にスス付
着

SI)193 聖 内面・ ハケロ
外面・ 回転ナデ

内 向・ ナ デ

外面・ 左 上 が りの
ハ ケ日

2 1ul以 下半透
明 。白色
23コ

褐 色 内面・黒変
外面 。体部スス付
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遺構 71・

包合層名
器 種 。

タイブ名
遺物
番号 遺存度 [l 縁 部 体   部 底 部 胎   土 色   調 備   考

S K028 製 回転 ナデ 内面 。指頭圧痕
外面 。指頭圧痕の
上 をナデ

l mln以 下半透
明
25コ

内面 。黒褐色
外面 。暗赤褐色

外面 。2次焼成に
より赤変している

Ｄ
半

Ｓ
南

椀 1 回転 ナ デ 回転ナデ 内面 。回転 ナデ

外面 。指頭圧痕の上
をナデ

犠色
下
褐

以
赤

Ш
・・
コ

２
明
２８

淡橙色 内外面 とも焼成の
黒斑 あ り

椀 回転ナデ 回転 ナ デ 回転 ナデ 密 にぶい赤褐色

U-10
第 4層

椀 底 部 高台は貼 り付ケ
内面・ ヘラ記号あり

白

・̈半透明コ

ー

色

３

橙 色

〔須恵器〕
遺構名・
包合層 71

器 種・
タイブ名

物
号

遺
番 遺存度 口 縁 部 体    部 底 部 胎  土 色   調 備    考

S P36 杯 身 回転ナデ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り lm前 後白色 青灰色

S P305 皿 回転ナデ 回転ナデ 内面 。回転 ナデ

外面 。ヘ ラ切 り (方

向不明 )

l aull前 後 白
色・半透明
2コ

灰 色

SI)348 高 杯 1 回転 ナデ 回転ナデ ヘ ラ削 り
脚部は回転ナデ

l oul以 下半透
明 。白色
23コ

灰白色

trS身 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切 り(方 向不明 ) l oull以 下半透
明
15コ

明青灰色

杯 身 回転ナデ 回転 ナ デ 高台は貼り付ケ 密
l nun以 下黒色
粒
6コ

閤 llll。 育灰 巴

外面 。暗 青灰 色

断 面 。明 青灰 色

製 回転 ナデ l oul以 下 半透
明
3コ

灰 |ヨ 色

S D09 lll 回転ナデ 回転ナデ 内面 。回転ナデ

外面・ ヘラ切 り (方
向不明 )

l null以 下半透
明
2コ

灰白色

SD()9 蓋 1 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ
つまみは貼 り付ケ

2 mln以 下半透
明
6コ

青灰色

S D09 蓋 回転 ナ デ 回転 ナ デ 回転ナデ
つまみは貼 り付 ケ

l oul以 下半透
明
2コ

暗 青灰 色 外面に淡黄色の自
然釉がかかる

‐０
層

Ｖ
第

杯身 回転ナデ 密 青灰色

V-10 製 [l稼 滸S

糸J2cm
回転 ナデ 密 暗青灰色

(21 縄文土器

包含層から合計11点の縄文土器の破片が出土し 表38 縄文土器観察表

た。6点 を図化した。941は 波状口縁で,全体に磨

消じ縄文,その上に「ハ」の字状の沈線をほどこ

す。942は ミガキの上に少なくとも3条の沈線をほ

どこす。943は 口縁部片で,横方向の 2条の沈線を

ほどこす。944は 口縁部片,横 と縦方向の沈線をほ

どこす。945は ,波状口縁,縄文の地文に先端部で

下方に湾曲する横方向の沈線 を 3条 以上ほどこ

す。946は ,波状口縁,磨消し縄文に沈線,沈線底部に径 3 11ullの 円形刺突文をほどこす。

13)瓦・土壁

S D02南 半から29点の瓦が出土した。ここでは軒丸瓦と軒平瓦を各 1点づつ図化した。947は左

回転の巴文と12個 の圏点をもつ,948は 中央に花芯状の模様,そ の両側に 2本線で描 く蔓草状の模

様をもつ。 S K011。 S D070包 含層から平瓦破片と考えられるものが出土した。952は須恵器の

物
号

遺
番 調 整 胎 土 色   調

内面 ナ デ (?)
外面磨 消 し縄 文 に沈線

l mm前 後の半透明・ 白色
砂粒 を多量 に含む

にぶい黄橙色

内面回転ナデ
外面 ミガキ

l null以 下の半透明 。白色
砂粒を多量に含む

黒褐色

内面肌荒れ強 し
外面 2条の平行沈線

3 olBl以 下の白色砂粒を多
量に含む

浅責橙色

内面ナデ
外面縄文に沈線

2 oull以 下の半透明 。白色
砂粒を多量に含む

にぶい黄燈色

内面ナデ

外面縄文に沈線

2 11uD以 下の半透明 。白色
砂粒を多量に含む

r:.i.it,fiffi8,

デ
沈

ナ
に

を
上

上

の
の
文
文

痕
縄
突

圧
し
刺

頭
消

，

指
磨
線

面
面

内
外

5 null以 下の半透明 。白色
砂粒を多量に含む

灰黄褐色
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焼き上がり,青灰色を呈する。凸面の縄目のタタ

キは他のものに比し荒い。952以外は土師質の焼き

上がり,淡黄橙色・灰白色を呈する。凸面には縄

目のタタキ,凹面には細かい布目痕を残す。

954～956は土壁の破片である。956は厚さ3.7cm,

2段になった横並びの孔を有する。孔はすべて貫

通せず,円錘状に細まり閉じる。閉じた後,数 lllll

の間をおいて,前の延長線上に別の孔がはじまる。

2段になった孔列の間には,断面隅丸長方形の

穴が横並びに開く。隅丸長方形の穴は,円形の

孔と直交する方向で延びる。円形孔と隅丸長方

形の穴は十字形になって延びるが,前者の並び

と並びの間に後者が位置するため,両者は接す

ることがない。これらの孔や穴は,塗 り壁の芯

材であると考えられる。胎土は 3111111以 下の半透

明 0白色砂粒を多量に含み,有機物を混じてい

たためか気泡がある。色調はにぶい橙色,片面

は二次焼成による赤変が認められる。この上壁

破片は,お そらく使用時に焼成を受け,その結

果,竹木を使つた芯部は焼失したが,それを包

む土質部は固結したものであろう。9540955も

同様のものである。

(4)土製品

表39 瓦観察表

表41 表40 土壁遺構別出土量

957は輔の羽口である。外面指頭圧痕の後ナデ。長軸方向に貫通する円筒状の孔は真円に近似す

る。おそらく,中子を入れて全体を成形した後,それを抜き取った跡であろう。胎土は比較的密

である。外面は灰白色,上半は黒変し,先端部はガラス化し多孔質となっている。先端部近 くの

孔面は赤色,ほ かは灰白色である。先端部外径は基部外径のO.81の比率で細 くなっている。先端

面は長軸にほぼ直交するが,基部端面は同軸から72.5° の角度をもつて斜目につくる。孔径は約3.3

cmでほぼ一定している。体部外面には紐状のもので絞めたような圧痕が数箇所残っている。これ

は,成形後,焼成せずに生乾きのものをそのまま炉に設置した結果であると考えられる。輔の羽

口破片はS-10グ リッド第 304層 から各 1点づつ出土している。

958は紡錘車である。胎土は微小な白色砂粒を含む。色調は灰白色である。調整はナデ,穿孔は

一方向から行われている。959は蛤壺である。胎土は l llull以 下の白色砂粒を多 く含む。色調は明赤

量
含
土

包
出

壁
別

土
層

物
号

遺
番 調 整 胎 土 色   調

947

内面回転 ナデ
外面板ナデ

内面灰白色
外面黒色 (ツ

ヤ 消 し
状 )

948
内面ナデ
外面ナデ

内外面とも黒色
(ツ ヤ消し状 )

凹面縄 目のタタキ,一部
に布 目

凸面縄 目のタタキ

5 oul以 下の白色・半透明
砂粒を多量に含む

赤褐色

凹面細かい布 目
凸面縄 目の タタキ

3 mm以下の白色 。半透明
砂粒を多量に含む

淡責橙色

凹面細かい布目
凸面縄目のタタキ

3 aull以 下の白色 。半透明
砂粒を多量に含む

淡黄橙色

952
凹面細かい布目
凸面荒い縄目のタタキ

3 oull以 下の白色・半透明
砂粒を含む

青灰色

凹面細かい布目
凸面縄目のタタキ

5 alln以 下の白色・半透明
砂粒を多量に含む

凹面灰白色
凸面橙色

包含層名 破片数

R-10 】

S-10 1

509〔

蝶
=愚

R-10

156(

S-10 3

1

U-10 1

1 1

計

遺構名 破片数 lll色土 層
2

S P195 3 8

4 2

1 6

3

3

4 3

6

5

306 S X04

7 l

1 l

S KOH

789(

2

lC

7

l

4

026

028
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褐色である。内外面ともナデ仕上げ。全体は釣鐘状を呈する。頂部にはナデにより溝をつくる。

釣部の穿孔は一方向から行つている。960～962は土錘である。9600961は棒状有孔のもの,962は

管状のものである。

15)金属製品

963～971は銅銭である。第 304の包含層か 表42 出土銅銭表

ら合計 9点出土した。銭種は表42に 示した。明

銭が 1点あるが他は北宋銭である。972は鉄製鋤

先である。平面舌状形,鋤身最大長18.6cm,先

端部巾7.8cm,基部最大巾14.6cm,袋部最大高1.4

cm,厚 さ約0。 25cmである。 2枚の鉄板によって

袋部をつくり出す。同下側は平坦であるが,袋

部からさらに基部側へ も平坦面をつ くってい

る。一方,上側は「U」 字を呈する深い吉Jり をつくる。刃部は舌状形を呈する外形部のすべてに

つくり出している。刃部下面は平坦なままであるが,上面は若千内側気味に曲げて鋭いエッジを

つくっている。

973～976は鉄釘である。断面方形及至隅丸方形で,頭部から先端部に次第に細まる。頭部はタ

タキによると考えられる拡張がある。拡張は一方にのみ (973・ 974)と 両側に (975。 976)み ら

れるものの 2種がある。

977は鉄鏃と考えられる。鏃身上半を折損する。断面は長方形である。細長い茎部をもつ。

978は鉄製庖丁である。刃部長18.5cm,茎部長4.5cm以上である。やや湾曲する刃部をもつ。

979は銅製の煙管である。ともに羅宇の一部が残存する雁首と吸口がセットで出土した。火皿は

接合による,雁首と吸回は,上端に線状の継目を残す。また,両方とも竹管の羅宇が残存してい

た。羅宇は雁首には 6 11ull,吸 口には13111111の 長さ分が差し込まれていた。雁首の首部は,ゆ るやか

に屈曲して細まりながら短 く延びる。首部には口縁端が水平ではなく,前方へ傾斜する火皿を取

り付ける。吸口は中位で急に細 くなり,再び外湾してやや径を増して端部に至る。端部はゆるく

屈曲させ,内傾して終わる。火皿・雁首には渡金の一部が残存している。

S D02砂 質土層から合計 8点,492g,第 4層から合計12点,1156g,第 3層 から合計14点,998

gの鉄滓が出土した。これらのうち,破損などがなく,外形が完結する鉄滓を 6点図化した。9800

98109820985は 一面が椀底状を呈する,いわゆる椀形滓である。9830984は板状を呈する。980

は化学分析等を行つた。それによると鍛練鍛治滓と判断されている。また,破砕した際,内部に

松材の木炭が含まれていることも確認された (Ⅵ‖の一,参照)。 第 4層はR-11と S-10グ リッド

のみからの出土である。これは,R-11グ リッドの S K26出土の輔の羽口と関連があるものと考

えられる。第 3層ではS-110T-110V-8グ リッドからまとまって出土している。

銭

種

包 含 層 名

咸

平

通

費

天

聖

一九
　
賓

嘉

祐

一九
　
資

一九

豊

通

賓

一死

豊
　
通

賓

紹

聖

一九
　
賓

大

観

通

費

永

楽

通

費

計

R-10第 4層 l 】

S-10第 4層 l l 1 1 l l

R-11第 3層 l 1

備  考
家

書
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(6)木製品

986～1016は S E01出土の桶の側板である。井筒としての桶には当然に底板はなかった。31枚の

側板を割竹を利用したタガで締めて組み立てている。タガは 4箇所に付けられている。側板はす

べてヒノキ(1)と 考えられる。側板の法量は 1枚毎に異なる。木取方法と調整方法も複数ある(表 43)。

側板長 (A値)は 53.4～56.Ocm,平均値は54.25cmである。 (最大値―最小値)÷ 平均値=変動率

とするとA値の変動率は0.0479である。

側板上端巾 (B値)は 5。 3～ 9。 8cm,平均値は7.74cmである。変動率は0.5814である。

側板下端巾 (C値)は 4.0～8.2cm,平均値は6.3cmである。変動率は0。 6667である。

側板厚 (D値)は 1.1～ 1.6cm,平均値は1.33cmである。変動率は0。 3759である。

側板中位外面巾 (E値)は 4.6～ 9。 2cm,平均値は7.05cmである。変動率は0。 6525である。

側板中位内面巾 (F値)は 4.4～8.8cm,平均値は6.72cmである。変動率は0.6548である。

A値変動率が小さいのは分母 となる数値が相対的に大きいためであろう。 BOC・ E・ F値は,

桶の形状 0機密性を左右する値である。各値かならずしも同一ではないが,ほ ぼ同じ変動率であ

るといえよう。変動率0.5814～0.6667の範囲であれば,桶の機密性が保たれるということであろ

う。D値は分母となる数値が他に比し小さいが,変動率はA値ほどではないが小さいといえよう。

木取 り方法は図106に 示したようにAOBOCの 3種に分類した。Cが圧倒的に多い。側板の大

部分はその凹面を桶の内面側に置 くが,C類のものに限って凹面を外面側に置 くように成形して

いるものがある。それは,NQ1 0■ 016027の 4枚である。

調整痕は残らないものが多いが,外面左右端に面取 りを行うものが少しある。それは,Nα 1 0

60n。 16021027の 6枚である。この 6枚は側板凹面を外面側に置 く。このうち 4枚 には共通

するものがある。NQ l e l10 16・ 27が それである。その意味については「四,考察」で角虫れる。

1017は タガの一端である。タガは,竹を巾約 l cmに 割 り,端部は斜目に鋭 く切断している。タ

ガの総延長は29。 28mでぁった。

101801019は S D02北 半に設置されていた 2本の石積み遺構

の基底板である。1018は南側のもの。両端を失うている。腐食

を強 く受け原状はよく分からないが,厚さよりも巾を大きくつ

くっていることは推測できる。1019は北側のもの,腐食が激し

い。

1020は S X010出 土の木製の漆椀である。口径13.4cm,器高4.5

cm,高 台外径5。 4cm9素材は トチノキ(1)で ある。木日は横に走る。

吉Jり ぬき造 りであり,外面は黒漆を,内面は黒漆の上に,さ ら

に赤漆を塗っている。

A―

B IlllllIIIIP

l趾

門
ロ
ーー
ーー
ー‐
―‐
日
由
甲

丁

ａ

上

図106桶側板計測基準図
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1021ハV1028は

S D02南 半出土

の縦長薄板品で

ある。形状は細

長い長方形,長

さは完存するも

ので28.5cm, ほ

か は不 明 で あ

る 。 巾 は

2.7-2.9cm,

3.5-3.6cm,7.0

cmの 3種 が あ`

る 。 厚 さ は

0.1～0.25cm,径

2 11ull以 下の穿孔

が な され て い

る。穿孔は縦方

向において上下

端 寄 り と中位

に,横方向にお

いて両端寄 りと

表43 S E01井筒用桶側板計測値 0観察表

中位に行うものに分けられる,側面は面取 りを行つている。用途は不明である。

1029・ 1030は 漆片である。1029は漆椀の木質部が失われて,漆部のみ残存したもの。これは椀

内面口縁部付近のものである。復元口径12cmと なる。赤漆の後,日縁部のみ黒漆を塗っている。

裏面には木質の本目がスタンプされている。1030は黒漆片である。裏面には本質の木目がスタン

プされている。本来の形状は不明である。

171 石製品

1031～ 1033は砥石である。石質はすべて l lIEll前 後の気泡を多く含む。色調は白色である。1031

は 1組の相対する側面を砥ぎ面 とする。他の 2側面には巾1.3cmの 削り痕がある。1032は 最低 3

面を砥ぎ面とする。残 り1面 は折損のため不明である。1033は 1031と 同様である。1034は 叩き石

である。一半を欠く。石材は花同岩であろう。端部の凹みは使用痕である。1035は ナイフ形石器

である。サヌカイ トの横長象J片 を素材 とする。断面三角形,刃部にもブランティングを行ってい

る。1036は磨製石斧である。緑泥片岩を利用する。刃部は使用により鈍 くなっている。1037は 叩

側板Nc C F
Ｃ

一
Ｂ

Ｆ

一
Ｅ

木取り
の種類

調 整 な ど

l 外面左 。右端面取 り,中位から上 。下方向へ削り

2 4 調整痕見 えず

3 1 調整痕見 えず

4 調整痕見えず

5 調整痕見えず

6 4 外面左 。右端面取り,中位から上 。下方向へ削り

7 l 調整痕見えず

8 調整痕見 えず

9 調整痕見 えず

調整痕見 えず

4 外面左 。右端面取り,中位から上・下方向へ肖」り

調整痕見えず

55 調整痕見 えず

調整痕見えず

54.2 調整痕見えず

外面左 。右端面取 り,中位から上 。下方向へ削り

内外面に削り痕少しあり

調整痕なし

4 調整痕見えず

4 調整痕見えず

4 0 75 外面左 。右端面取り,中位から上 。下方向へ削り

0.95 調整痕見 えず

調整痕見えず

調整痕見えず

調整痕見 えず

C 調整痕見えず

4 外面左 。右端面取 り, しか し,調整痕見 えず

4 調整痕見 えず

C 調整痕な し

調整痕な し

調整痕見 えず

57均
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き石である。上下端に使用痕がみられる。1038は凝灰岩を素材に直方体につくる。焼成を受け全

体に黒変している。ほかに花闇岩であるが,焼成を受け黒変している切り石が多量に出土した。

1039は石灯籠の一部である6凝灰岩を素材とする。頂部に柄を,底部に柄穴をつくり出している。

体部には8枚の蓮弁を削り出している。          ｀

(1)樹種鑑定は鈴木三男氏 (金沢大学)と 能城修一氏 (大 阪市立大学)に よるものである。

表4イ 奈良時代以降土器類以外遺物番号・出土遺構

943

20om

図107R-100R-110S-11第 5層 , T-11第 4層,V一 H第 2層出土縄文土器実測図 (1/2)

包含層対照表
出土遺構・包含層 出土遺構・包含層 出土遺構・包含層 出土遺構・包含層

９４‐
９４２
９４３
９４４
９４５
９４６
９４７
９４８
９４９
９５０
９５‐
９５２
９５３
９５４
９５５
９５６
９５７
９５８
９５９
９６０
９６‐
９６２
９６３
９６４
は

層
層
層
層
層
層
半
半
　
　
層
層
層
　
層
層
　
層
層
層
層
層

５
５
５
５
５
２
南
南

　
　
４
４
３
　
３
４
　
３
３
３
３
３

第
第
第
第
第
第
　
　
　
　
第
第
第
８
第
第
　
第
第
第
第
第

一‐０

一‐‐

一‐‐

一‐‐

一‐‐

一‐‐

Ｄ０２

Ｄ０２

ＫＯ‐ｌ

Ｄ０７

・‐ｌ

・‐０

一‐‐

Ｐ２５

・‐ｌ

・‐‐
ｕ

一‐‐

・‐０

・‐‐

一‐‐

一． ０

一‐０

一‐０

一‐‐

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｖ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｒ

Ｓ

Ｒ

Ｓ

Ｒ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｒ

Ｕ

Ｕ

Ｖ

Ｒ

Ｒ

０

９６

９６

９６

９６

９７

９７

９７

９７

９７

９７

９７

９７

９７

９７

９８

９８

９８

９８

９８

９８

９８

９８

９８

９８

¨

層
　
層
層
層
　
　
　
　
層
層
層
層
層

１
２
３
４
ヽ

第
　
第
第
第
　
　
　
　
第
第
第
第
第

-7

-12
-13

-17

-19
-20
-21

-24
-25

-29

-31

南半
南半
南半
南半
南半
南半
南半
南半

4層
4層

2層
南半
南半

０
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

第
第
　
第
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949

R一 H第 4層 出土瓦実測図 (1/3)
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図108 S D02南半 007, S K 011,



|

o 2ocm

図109S-10第 4層 , R-11第 3層出土瓦, S P258, R― H第 304層出土土壁実測図 (1/3)
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図HO S K024,T-110R-100U-110V-10第 3層出土土製品実測図 (1/301/2)
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Cln

図111出土銅銭拓影 (1/1)
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図112R-11第 4層出土金属製品実測図 (1/2)
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図113 S PH, R― H第 3層 , S-100R― HOT-11第 4層, S D02南半出土金属製品実測図 (1/2)
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図 114 S D02, S― H・ 丁-11第 3層 出土鉄滓実測図 (1/2)
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図115 S E01出土木製品実測図(1)(1/4)
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図121 S E01出土木製品実測図(71(1/4)
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0                                                                             20cm

図122 S E01出土木製品実測図(8)(1/4)
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図123 S E01出土木製品実測図(9)(1/4)
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図126 S D02南半出土木製品実測図(1)(1/2)
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図127 S D02南半出土木製品実測図(2)(1/2)
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0                           5 cln

図128 S D02砂質土層出土木製品実測図 (1/1)
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図129 S D08出土石製品実測図 (2/3)
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図130 S D08, S E01出 土石製品実測図 (2/3)
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図131 S E01, S-10第 4層 , S-11第 2層出土石製品実測図 (2/3)
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図132 S D02南半出土石製品実測図 (1/5)
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察四

1 古墳時代の遺構と遺物について

(1)遺構について

1)建物跡                    :      `

床面積を10m2毎 に区切 り,それぞれの棟数を表にした (表 46)。 大体,27～ 34耐 013～26ぽ・ 7

～ 9m2。
.2～

3m2の 4群に分けられる。それぞれを大型 0中型・小型・超小型とする。このうち

超小型の S B 024は特別の性格をもつことを想定すべきである。大型は分布上から同群を設定した

が,それは他から隔絶しているわけでなく,量的な相違とすべきであろう。この 4群 を遺構配置

図上に落としてみた (図 135)。 「大型」は満遍なく分布し,平面型・付属施設等においても特徴は

みられない。小型も分布上からは特徴を指摘できない。しかし,.カ マドをもたない点で共通する。

これら以外にカマ ドをもたないことが明らかな建物跡にはS B010070024が ある。カマドを付設

することが一般的であると考えられる時期であることを前提とすると,こ れらは,カ マドを必要

としない倉庫・納屋等であることが想定される。そうであるならば,逆に倉庫・納屋等の一つの

特徴的傾向として床面積が小型であるといえよう。

平面型はすべて隅丸方形である。しかし,均整な方形ではなく大部分は歪みがあり,又,台形

状のものもある。

主軸方向をまとめたのが表45で ある。 (イ )N42°～27°W(S B07～ 02),(口 )N16°～ 1°W(S

B016～08),(ハ )N ll°～12・ E(S B 013～ 04),(二 )N35°～64° E(S B06～021)の 4群に分け

られる。 (イ )と (二 )は ,その差約90°であるから同群 としてよい。 (口 )の S BO"0023は (二 )

の最も「E」 寄 りのS B021と は切 り合い,かつ約90°振っており,ま た,(口 )の S B012は隣接す

る (二 )の S B011と 上ヒ較するとその差約90° であることから,(口 )の S B022・ 0230012及 び016

は(イ )(二 )と 同群 としてよいであろう。そうであるならば,主軸方向は次のような 2群 となる。

(ホ )N10°W～ N12° E(S B017～ 04)

(へ )N42°～12°W O N35b～ 64° E(S B07～ 02・ S B06～ 021)

このうち少数である (ホ )を遺構配置図にマークしたのが図135で ある。

建物の方向を規定する要因としては,カ マド使用に伴う排煙,生活道の位置,生活溝の位置,

建物出入口の位置,複数建物間における利用上の便宜,集団単位毎の統一的規制,地形,時代・

時期差などが考えられる。

カマド使用に伴う排煙は逆には風向きということである。 (ホ )群は (へ)群 と分けられるので

あるが,方位の数値上は (へ)群の範囲に属する。このことは,風向きが両群を分ける要因であ
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るとは言えない。生活道は不明である。生活溝では,強いて言えば (へ)群は集落を貫通するS

D020の 延長方向と一致するといえよう。 (ホ )群の S B04は 同SBに北面するS D028を 意識して

いるといえよう。また,(ホ )群の S B013 0 015 0 017 0 018は S D020か ら相対的に離れているか

ら,他の溝に規定されている可能性はある。             _

出入口については,出入口そのものの確定が実証できない場合がほとんどであるから考える材

料とならない。

(ホ )′ 群の S B013 0 015 0 017 0 018は ,遺構分布上,同群の残 り2棟 (S B08004)が 分散し

ているのに対し集中しており,ま たS B017 0 018は (へ)群の大部分とは明らかに離れた位置に

ある。これは,(ホ )群のS B0130 0150 0170 018が (ホ )群のS B04108と (へ)群のすべてと

は,群 を引きつける中心を別にするものであると考えられる。換言すれば,両群はそれぞれ別の集団

単位の統二的規制が加えれたことにより,方向性及び分布を異とする結果になったものと言えよう。

地形については,.(ホ )群の S B08が斜面部に立地することから別群 となったとも言えようが,

一方,同 じく斜面に立地するS B06007が (へ)群に属することから,(ホ )(へ)両群を分ける

要因に地形があるとはいえない。

時代・時期差は,遺物を考察したところで指摘するが, S B024 0 026が 時期を異にするのみで

あって,両群を分ける要因とは言えない。

さて,以上のように建物の方向性を規定する要因には,生活溝 と集団単位毎の統一的規制があ

るとした。ともに十分な可能性があるから,両者は矛盾するものではなく逆に補完するものと考

えるべきであろう。そこで,両者を合理的に考えてみよう。 S B04の機能は倉庫・納屋を想定し

ている。この S B04は S B03に付属するものと考えられる (「 溝」の項参照)か ら,特定の住居に

付属する倉庫・納屋等の方向は,集団単位毎の統一的規制の対象から免除されており,母屋であ

る住居居住者の裁量権内にあったといえよう。その点,集団単位用の倉庫と考えられるS B01が

(へ)群に属する方向性をもっていることと対照的である。

2)建物跡の主柱穴

竪穴住居跡の主柱穴が明らかであるのは 7棟である。こ

のうち, S B05が 2穴 と考えられるのを除き,他はすべて

4穴である。ここでは 4穴 をもつ 6棟について考えてみる。

主柱穴間内面積を l m2毎に区切つてその分布を示したの

が表47で ある。 4～ 9耐の間に均等に分散している。主柱

表52主柱穴間内面積と床面積の比率

穴間内面積の順序を床面積の大小の順序と比較すると,S B 024を 除き相応している。これは各建

物跡の主柱穴間内面積と床面積との比からもいえる。すなわち,主柱穴間内面積÷床面積の値は,

S B 024を除けば,0。 20～0.29に 集中しており (表 52),そ れは一定の範囲内にあるといえよう。

床面積と主柱穴間内面積のどちらが規定的であるのかは不明であるが,建物建設作業工程上からは

S B03 S B04 S B01, S3021 S B024

主柱穴間内
面積 (a)

面
ｂ

積床
17.72 29 59

ａ

一
ｂ

0 20
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表47 主柱穴間内面積別棟数
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表45 竪穴住居跡主軸方向分布表
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）
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OH
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表51 古墳時代 SD深さ・巾値分布表

lm

（棟

　

数
）

表48 煙道主軸方向分布表

020     019

023. ■  。
°

・ OH 03 012

3

基 2

数

1

0

豪豪50

5m2

古墳時代 SK面積別基数分布表

（棟

　

数
）

lo        20  (床 面 積 )

表46 竪穴住居跡床面積別棟数

1

巾

ｏ

２．

1    (長 さ)

表49 煙道巾 0長 さ値分布表

022 017
021  02

010 011  07

015    013

4    o23   019
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柱穴を掘ることよりも:そ れに先行する竪穴掘削の方,すなわち床面積の方が規定的であるといえる。

床面積の規模を決定するのは,居住人員と建物の利用目的であろう。それの違いによって,床面積は

種々のものができる。それでも,床面積と主柱穴間内面積の比が一定であるのはb建物の構造上に

原因があると考えるべきであろう。具体的には上部構造をつくる場合の規格性にあるといえよう。

ところで,S B 024は ,主柱穴間内面積はS B04と ともに小さいが特別というほどではない。そ

れと床面積との比は,0.42を示し特異である。これは主柱穴間と竪穴壁との間が非常に狭 く,い

わば竪穴の隅に柱穴が掘られていることによる。おそらく,上部構造も特異なものであったろう。

しかし,床面積が極端に小規模であるにもかかわらず,主柱穴間内面積が特別に小さいという
.こ

とがないのは,人間が生活・作業する空間としてはS B024の 主柱穴間内面積1.01m2で も可能で

あったことを示していよう。おそらく,1.01m2は 人間 1人の生活・作業空間の最低の面積であろう。

3)建物跡の付属施設

建物跡に伴う施設は,カ マド・主柱穴以外には周溝 。壇状台 0土坑・炭化物の集中 0竪穴の外

方へ延びる溝 (外溝と称す)があげられる。

周溝は竪穴壁際の小溝のことである。それには,全周するもの (S B02003007008・ 0900180

021)と ,部分的なもの (S B012 0 023 0 025)と がある。それぞれ,カ マド部分は途切れるが,

S B012で はカマドに対面する位置で周溝が土橋状に掘 り残されて途切れている。また,周溝内に

ピットの存するもの (S B07008)も ある。

壇状台はS B012に みられるもので,竪穴壁際に若干の平坦部を残して巾0。 35～0.5mの 凹みを

掘 り,竪穴内を巡らせる・ことで,その内側に壇状の台部をつくり出したものである。そこは水は

けがよく,建物の中央であることからベスト空間といえよう。

土坑はS B 024に みられるもので,そ こから砥石が出土していることから作業施設と考えたい。

炭化物の集中は, S B05・ 090023に みられる。火が焚かれたものであろう。しかし,焼土がみ

られない点から一時的なものと考えたい。

外溝は, S B030050070024に みられる。機能は排水がまず考えられる。しかし,単に竪穴内

に溜った余水を外部へ排出するだけではない。 S B07で は,斜面の高所側と低所側の両方に外溝

を有する。これは,積極的に入水させて竪穴内の溜水を動かすことで,溜水の腐敗を防ぎ清浄化

を果たさせていたことも想定できる。

4)建物跡のカマド

カマドにはかならず煙道を付設する。カマドはS B023の場合によるとぅ竪穴北壁際床面を約 8

cm掘 り凹め,そ こへ広さ0.75× 0.85平 ,厚さ 8 cmに 粘質土を入れ置き,そ の上に口部内巾0.6mで

奥部に向かってやや細まる平面形に,相対する2本の立ち上がり部を築 く。立ち上がり部は内湾

気味に内傾させて立て,奥部は竪穴壁に接合させる。床面は奥へ向かってやや上がる。奥部は急

な角度で上がって煙道口とつながる。
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煙道は竪穴が掘られたのと同じ基盤土を掘 り凹めて造る。平面形は,細長いもので先端部へ向

かって巾を次第に減じるものと,長方形そ,の ものの場合 (S B011)が ある。規模は表49に示した

ように,巾 は0。 23～ 0。 35mの間に収まりほぼ一定しているといえる。長さは1。 1～1.9mの 間に均

等に分散しているが,2。 38"(S B09)と 長いものもある。煙道底部は先端部に向かってゆるや

かに上がるものが多いが,水平なままのもの (S B09)ヽもある。先端部にピット状の凹みをもつ

ものが多い (S B030 011・ 0190.021)。 天丼部については不明である。       `

煙道先端部のピット状の凹みはそこへ土師器大片が落ち込んでいた例 (S B03)か ら,そ こへ

土器片を立てて縦坑状のものをつくっていたことが考えられる。煙道平面形が細長いのは周堤や

建物の上屋が原因しているものと想定される。

なお,カ マド内に支脚が残存する例はなかったが,S D03か ら土師器の支脚 (213番遺物)(1)が

出土しているから,当然,支脚の使用が行われていたと考えられる。

5)土 坑

土坑は平面形から円形乃至楕円形のものと不整形のものとがある。前者は主に調査区中央部に

分布し,後者は同南東部に分布する。前者は,深さ10cm前後で,削平されているとしても相対的

に浅い。床面は水平につくる。同端部に小土坑をもつ場合が多く,ま た,そ こへ須恵器甕を埋置

してぃる例 (S K030)も ある。 S K0350036は S D028が 囲む範囲の中にあり, S B03に 付属する

可能性を有するが,他のものはそれらを付属させる主体となる遺構の存在の可育旨性は考えられない。

,後者は,深さ0。 31mと 相対的に深い。床面は水平につくる。同端部に小土坑をもつ場合 (SK

038)も ある。周囲にそれを囲む溝をもつ場合もある (S X06と S D040)。

両者の機能は,と もに住居以外の貯蔵庫・納屋等と考えられる。平面形にみられる相違は,両

者の間に何らかの使い分けがあったものと想定される。

,6)溝状遺構

主な溝の規模を表にした (表 51)。 溝は規模から2群に分けられる。

(イ )巾 0.6m以上,深さ0。 7m以上

(口 )巾 0.55m以下,深さ0.3m以下

(イ )は巾より深さの方が大で,断面はV字形となる場合が多い。 (口 ,)は深さより巾の方が大

で,断面はU字形となる場合が多い。 (イ )は分布上から,集落を貫通し,(イ )に (口 )が流れ

込む点などから幹線的な溝であるといえる。 (口 )は ,S D0280036が S B02003004,S K035。

036を ,S D039 0 040が S X06,S K038を 囲むような配置であることから,それぞれの建物や土

坑等に関係するものと考えられる。地形をみると,前者では東から西へ下る斜面であり,溝は等

高線に対して直交一平行一直交している。後者では北東から南西へ下る斜面で,溝は等高線に直

交一平行している。このことは,(口 )の溝は建物や土坑へ流下する雨水等を受けて,それを幹線

溝であるS D020へ流し,建物や土坑などが浸水するのを防ぐ役割を果たしていたといえる。
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また,(口 )の溝によって囲み包まれる範囲は,その内部の建物や土坑の利用者が少なくとも占

地している場所であるといえよう。さらに言えば, S D020と S D028で 囲まれる「D」 字形の範

囲はS B02003の居住者が占地する場所であり,倉庫 0納屋・貯蔵庫と考えられるS B04,SK

0350036は 占地された範囲内にあることからS B02003の 居住者が専用する施設であるといえよう。

惚)遺物について

1)床面直上遺物について

ここでいう床面直上遺物とは,遺構の床面直上に残置されたとみなせるものと,竪穴住居跡の

煙道内とカマドをつくる土材中の遺物とを考えている。.床面直上遺物の一覧を表53に 示した。

数量は非常に少なく,遺構の機能時の状態を

考える材料としては不十分である。ただ,SB

03の上師器鍋とS B012の 大甕はともに煙道内

からの出土であり,破片であるが,大片である

点で共通する。これは,土師器の大片が煙道設

備の一部を構成していた可台レ性を推測させる。

表53 床直上遺物一覧表

S K036は ,土坑とするが,杯・高杯の供膳具があるのは,そ こで食生活が為されていたことを

想定させる。

床面直上遺物を既存の編年案に当てると,中村編年案。)で は,す べてがH型式 6段階に相当し,

田辺編年案(3)で は有蓋高杯を考慮して S B012を T K209に ,ほ かはT K217に 相当すると考えられ

る。大門遺跡の古墳時代後期の絶対年代を検討する材料の出土はない。そこで,こ れらの床面直

上遺物を出土する遺構は一括して,上記編年案に示されている年代観を借用して, 7世紀前葉と

しておきたい。

2)須恵器杯身について

遺構の覆土中からは,床面直上遺物に比すれば多くの遺物が出土した。ここでは,遺構の先後

関係の大勢を把握するために,遺構覆土中の須恵器のかえり付杯身の計測値の分析を行ってみよう。

表54は ,遺構出土のかえり付杯身の口径 (か えり部)毎の点数を表にしたものである。表から,

9 cmと 11.3cmの 2カ 所に分布の頂部があることがわかる。両者の境いは10.5cmで ある。この事実

から,かえり付杯身を,かえり部口径10.5こmを境いにして 2種に分類したい。

表55は , SB出 上のかえり付杯身の受部端での口径を示し,さ らに遺構毎に杯身の口径差の中

点を出したものである。後者から,杯身は口径12.5cmを 境いに 2グループに分けられる。ずなわ

ち, S B09・ 0240026は小型,S B07・ 080010001100120015001700200023は 中型といえよう。

表57・ 58。 59は ,かえり付杯身のかえり部の長さ (A)と受部の長さ (B)を それぞれ縦 。横

軸として各杯身のかえり部の特徴を点として示したものである。各表とも,それぞれ,点の分布

状態から2～ 3の グループに分けることができる。すなわち.イ はAoBが相対的に最小のもの,

須 恵 器 土 師 器

杯 身 杯蓋
蓋
杯

有
高 諦

脚
越

短頸
壺

鉢

型 鍋 饗 大 饗
小中
聖

鍋

S B03

012

S K036
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ハはA・ Bが相対的に最大のもの,口 はイとハの中間のものである。

一般的に,杯身のかえり部は,段階 0時期の進行に従い,次第に低 くなり,ま た,身 と蓋とが

逆転すると受部の長さは急に延び,遂には,かえり部はなくなる。また9口径も次第に小さくな

る。これらの一般的傾向を前提として,上記のように複数基準によって,それぞれグループ分け

が出来ることを考えると,グループ間には時期差があるとすることができよう。

表55か ら分けられる2グループの内,小型の S B09 0 024 0 026は 他の中型よりも相対的に新し

いといえよう。表57か ら分けられるグループの内,イ のS B0800900201026は 相対的に新しく,

S B 01000120015は 相対的に古いといえよう。表58か らイの S X09は ,相対的に新しいといえよ

う。表59か ら,イ の S D028 0 029は 相対的に新しいといえよう。なお表57・ 59のハの遺構が口 0

イであるならば,それはより新しいグループに属するものと考えた。

以上のように相対的な新旧関係を考えてみたが,覆土中からの出土であり,ま た,床面直上遺

物のところで触れたように最大 2時期にわたる程度の時間差であることを考えると,上の結果は

参考程度の意味しかもたないであろう。

ところで,かえり付杯身とともに宝珠状つまみ付きの杯蓋を出土する遺構 と,高台付杯身を出

土する遺構がある。S B024か らは高台付杯身が,S B026か らは宝珠状つまみ付杯蓋が,S D044

からは高台付杯身やかえりの消失した杯蓋が出土している。これらも覆土中からの出土であるが,

他の多くの遺構に比すれば,単純明瞭に新しいといえよう。この事実と上記の分析結果を合わせ

ると表55の小型の部類に属するS B0240026,表 57の イの S B026が相対的に新しいという結果は

当たっているといえよう。

3)黒色粒を含む須恵器

大門遺跡の須恵器の胎土は,ほ とんどが,半透明・ 白色の 2 11ull以 下の砂粒を多く含み,粘土自

体も粗である。そのような中に,一部, 2111111以下の黒色粒を含むものがある。器形は種々のもの

にあり,特定のものに限られるということはない。黒色粒の数も種々である。出土遺構も分散し

ており,特定遺構に集中するという傾向はみられない。

下川津遺跡 (坂 出市)では,須恵器の胎土中に黒色粒を多量に含むものは,全体の 5%程であ

るが,特定の竪穴住居跡から出土するという傾向がみられる。それは,土師器甕の口縁端部の形

状の特徴と対応するという
“
ヽ しかし,大門遺跡においては,特定の傾向は見出せなかった。

4)ヘ ラ記号を有する土器

ヘラ記号は,須恵器のみではなく,土師器にも認められる。

S B04煙道内出土の土師器大甕は,ヘラ記号を体部外面に施こす。これは須恵器にはみられな

い点である。須恵器では,杯身・杯蓋・甕 0平瓶の底・頂部外面か口頸部内外面に施 している。

ヘラ記号の形状は, 1本線又は平行する 2本線のものと,線が 2本以上で不整形に交わるもの

の 2種に分けられる。前者は杯に多く,後者は堤瓶・甕に多い。 S D020の 244と S D028の 299は
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表56 須恵器・土師器個体数・機能別比率表 (遺構全体 )
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ともに杯身でヘラ切り時にできた余分な粘土が底部に付着していた.り ,ヘラを止めた後に粘土が

盛り上ったり,ま た:胎土・形態が非常によく似ている点,お よびヘラ記号そのものが類似して

いることから,同一人が製作したものと考えられる。また,矢ノ岡古墳 1号の 3015は ,身 と蓋

でセットをなすが,成形手法・形態 0大 きさともに類似しており,ま た,ヘラ記号そのものもよ

く似ていることから同一人の手になるものと考えられる。

ヘラ記号の意味は,杯における身と蓋のセット関係の明示,甕にセット関係はないとすれば,

製品使用時における区別のため,あ るいは,製作工人の区別のためなどが想定できる。しかし,

結論を出すには,資料不足である。

5)土器の材質別・機能別数量

遺構全体 と出土点数の多い遺構について,各器種毎の出土点数0比率を示した(表 60)。 これをもと

にして,材質別の比率を示した(表 61)。 遺構全体では,須恵器と土師器の比率は 8対 2であるbSB

026では須恵器の比率が若干高くなっており,逆に,S D020で は土師器の比率が若干高くなっているが,

大勢は変わらない。次に機能別の上ヒ率を示した(表63)。 各機能別の器種は右に示した。遺構全体では,

供膳具が 7割余を占めて圧倒的に多いp次に煮沸具が 1割余,貯蔵具が 1割弱,調理具,祭祀具は微量

である。S B026で は,供膳具が多く,煮沸具が少ない。S D020で は供膳具が少なく,煮沸具が多い。

以上からi S B026は 須恵器の供膳具が, S D020は 土師器の煮沸具が相対的に多く廃棄された

という特徴が指摘できる。

次に,各機能の用具を材質別に別けてみた(表64)`煮沸具のほとんどは,土師器で占められて

いる。しかし,煮沸具以外の供膳・貯蔵具などは須恵器が大部分を占める。食生活における須恵

器利用の高いことをよく示している。

表60 S B0260 S D0200遺構全体土器類器種別出土比率

杯身 杯蓋 椀 盤 皿
蓋

杯
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蓋
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魅

頸
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0 0 0 0 0 5

8 93

0 1

1 79

遺構全体
98

30.2〔

65

20.0(

1

0 31

1 l

031
３６
Ｈ

7

2 16

7

216
7

216
l

031
３

っ

l

031
２

“

7

216
1

031
1

0.31

27

8 33

1

0.31

1

031

６

３

杯蓋 高杯 鉢 大 型
小中
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塩
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土
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表62 機能別器種一覧表

須恵器 土師器 合  計

S B026 8788% 12.12% 100%

S D020 7143% 2857% 100%

遺構全体 8272% 1728% 100%

(下段 単位 :%)

２０
器
率

６。 Ｓ Ｄ。
一
¨

０２
構
師

Ｂ
遺
土

Ｓ

ｏ

ｏ

供 膳 具
須酬犠壺r薫認 毀 専議「

″墜鯖鴨 ,‰ξ鱚 )

煮 佛 具 須恵器 甑 鍋),土師器 (大 裂,小中製,鍋,羽釜,uli,支 脚 )

調 理 具 須恵器 鉢),土師器 (鉢 )

貯 蔵 具 須恵器 横瓶,甕 ),土師器 (製塩土器)

祭 祀 具 須恵器 子持ち壺,器台)

ヨ豪61
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表63 
晶呈髭軍

S D0200遺構全体機能別 表
“η騒露基森響器機能別鷺庸:"

供膳具 煮佛具 調理具 貯蔵具 祭祀具 合 計

S3026 8181% 606% 303% 9∞% 9999°/

S D020 6609% 0% 1072% 0% 9825%

遺輌全体 743991 1327% 247% 926% 062% llll1 01%

13)′ jヽ 結

1)遺跡の範囲

大門遺跡の東限は,今回の調査で遺構の消滅する

南北ラインである。それはちょうど高瀬川から谷奥

部にある黒坊池へ向かう現在の生活道路付近が相当

する。西限は,昭和60年度県営圃場整備事業高瀬地

区 6-lI区 の実施に伴う確認調査0に おいて,図

134の ような トレンチを設定して試掘調査を実施 し

たが,現地表から3m余にわたって水洗された花間

表65 ヘラ記号を刻す土器一覧

土の堆積がみられ,その上層中からは磨耗した須恵器・ 土師質土器の小片が出土するのみで,ま

た,遺構も検出されなかったことから,最大限みてもこの トレンチまでである。北限は鬼ヶ臼山

の最末端である小尾根の際までとするのが妥当であろう。南限は高瀬川北岸にみられる旧河道ラ

イン,標高18mの 等高線の走るラインとしてよいであろう。

掛 名 遺欄名 遺物■月
｀フ漏■ |

Eす 部 亡
ヘ ラ記 号の 形状 等

「ヽ制田
5B“

帥
●

田部 内 ] 「人」字形

Ｓ３０‐脚
∞

本部 外 ロ
下から [へ  別々に編 り払′

S D020 目恵
=不 1

【部外ロ 1本線

懸甕一熙■

田部 外 顧 2本の平行鰊
上から下へ.別 々に楓り込む.

S Dl1211 276 口郡 外 ロ IX」 7形
下から上ヘ

S D028 299 察思轟

膵 身

匡部 外 蘭 l不環

ま都中央から外方ヘ

S-10
窮5層

382 震恵置
壺

層部 外 顧 不整形の 4本線

ｎ

目 369 震恵讚
不 現

饉部 外 頭 1本線

(ノロ闘1跡
１１
目

図134大門遺跡の範囲
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以上によって限定した範囲は,東西約150m,南北約90mで面積では13500m2,西 限をもう少し

縮めると約10000m2と ぃぅことになる。この範囲を現地形でいうと,南北限は旧河道と山であり,

東西限はともに谷筋である。遺跡は谷筋によくみられる流水や土砂流,ま た,川の氾濫等の自然

災害を受けない安定したところに立地しているといえよう。

2)集落の変遷

集落の変遷を考えるためには,その前提として同時併存の遺構を抽出しなければならない。同

時併存を決める基準としては次のようなものが通常考えられる。

①床面直上,あ るいは埋土中の遺物の時期差による場合                ′

②遺構の切り合い関係による場合

③遺構の方向性による場合

④遺構の大小による場合

しかし,こ れらのどれか一つによって同時併存が明 らかになるということはなかった。 これらの

基準は同時併存を考える不可欠の要素であるが,こ れらに加えて遺跡の特徴に即 した別な基準を

設定 して,合わせ考えることが必要である。

まず,①による場合。SBの埋土中の遺物から,S B 0240026,S D044は 他の多くの遺構 とは,

時期を異にし,遅れるものである 《2)遺物について)。 床面直上遺物からは,S B012→ S B030

050023の時期差が知れる 《2)遺物について)。

②による場合。切り合い関係は次の (イ )～ (へ )の 6例がある。

(イ )S B02→ S B03

(口 )S B010→ S B011→ S D03→ S B0120 S D04

(ハ )S B016→ S B015→ S B014→ S B013

(二 )S B018→ S B017

(ホ )S B019→ S B 020

(へ)S B021→ S B 022→ S B023

この 6例の切 り合い関係のみから同時併存の問題は考えられない。ほかのもっと基準性の高い要

素 と関連させることが必要である。

③による場合。方向性からはSBの機能の相違と異集団単位の存在を指摘した ((1)遺構につい

て)。 方向性は切り合い関係にある6例において同時併存を示す基準とはならない。

④による場合。切り合い関係にあるSB間において,大小の変遷,例えば小から大へというよ

うな傾向は伺えないから,こ の基準は無効である。

①～④の基準は同時併存を考える要素としては不十分である。そこで,遺跡の特徴,す なわち

遺構・遺物の在り方の特徴から別な基準を設定してみ.よ う。

遺構からは,ま ず,同一場所に数回の切り合いが行われたり,非常に近接するSB群がみられ
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る(⑤ )。 次に,多 くのSBと 同時期のSDが比較的多く掘られており,そのSDは幹線的なもの

と,一定の範囲を囲む区画界的な性格をもつものとがあること (⑥)が指摘できる。

遺物からは,切 り合い関係にあるSB間 において埋土中の遺物量を比較すると,切 り合い関係

上最も新しいSBでは埋土中の遺物量は相対的に多く,ま た床面直上遺物を有することも多いが,

切られたSBにおいては埋土中の遺物量は微小で相対的には少ないということが指摘できる。こ

の相違は,切 られるSBが廃棄された後,自然に周辺の遺物が土とともに流れ込む時日をおかず

に,新 しいSBが古いSBを切って建てられたことを意味している。さて,こ のことを入れて遺

構からみられる (⑤)の特徴を考えるならば,同=場所で複数に切り合ったり,近接するSB群

は,継続的な建替えであつたといえる。このことは,⑤でいうSB群は同一主体乃至一つの系譜

に連なる者によって建てられたもので,それは遺構分布上から一個のグループであるとできる。

⑥の特徴からは,ま ず,幹線的な溝が機能していた時期とその前後という時期差が設定できる。

幹線的な溝とはS D020と S D04で ある。これに先行するものが②の (口 )の切り合い関係から知

れる。すなわち,S B010→ S B011→ S D03→ S B012・ S D04・ 020と いう変遷である。なお,

幹線的な溝と両側にある多くのSBに切り合い関係は見られないから同時併存とも考えることが

できる。一方,こ の溝を切るS B026は ,①からS B024・ S D044と ともに他の遺構から遅れる時

期のものであるという点と一致する。

次に,一定の範囲を囲む区画界的な溝 (S D02800390040)が あり,その内部に同一場所で切

り合うSBと それらに近接するSBが存し,一つのグループをなしていることは,その範囲が同

一主体乃至一つの系譜に連なる者に固有のもの,別言すれば,屋敷地であるといえよう。

さて,次に同時併存の遺構を時期を分けて抽出してみよう。

まず,⑥から, S B010→ S B011→ S D03は それぞれI期→H期→Ⅲ期となる (図 137・ 038)。

次に,①から時期が遅れるS B02400260 S D044と 上記のS B0100011を 除いた遺構を⑤の観点

からグループ分けを行ってみたのが図136で ある。それぞれをA～ Hと した。これらのグループは

幹線的な溝 S D04・ 020と 同時併存すると考えられるから,グループ分けを行つた遺構は,Gで 4

回の切 り合い関係がある点から4時期はあつたといえよう。

さて,幹線的な溝が掘られた最初の時期・Ⅳ期は, I～Ⅲ期が川に最も近い調査区南端部に存

することにより開発は南から始まり,次第に北へ及んだと考え,山際に近 くかつ斜面に立地する

D・ Eを 除くグループのそれぞれの最も古いSBがⅣ期に相当すると考えた (図 138)。 V期は,

開発が進行し山際に近 く,かつ斜面に立地するDOEを含むグループすべてにおいてSBが存す

る時期と考えた(図 139)。 なお,①で古い時期とされ,ま た,切 り合い関係のないFグループは,

この時期には存していなかったと考え除いた。Ⅵ・Ⅶ期は不確定要素があるため省略する。なお,

切り合い関係があるグループの内の最新のSBの床面直上遺物が時期分けのできないものである

ことを考えると,それらは一時に廃棄されたものと推測できる。
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Ⅵ‖期は,幹線的な溝が埋まり,①で遅れる時期としたS B 0240026。 S D044の存する時期であ

る。

以上をまとめる。 I,H期 は他所からここへ初めて来住した時期である。 SBは 1棟,建物規

模も中程度で,場所は川縁である。Ш期は溝のみしか知られない。Ⅳ期は幹線的な溝が掘られ,

その両側に 7棟のSBが建てられる。V期はSBが山際の斜面部にまで建てられる。 SBは 10棟

に増加している。Ⅷ期は幹線的な溝が埋まり,それよりも西方に別な幹線的な溝が掘られ,集落

の中心も西方に移 り,SBは 2棟があるのみである。

3)集落の構成

集落の最盛期と考えられるV期についてみてみよう。集落の変遷の③で指摘したように方向性

を異にするS B015 0 017は 他の多くのSBと は異なる集団単位に属する。

集落の中央を貫通する幹線的な S D04・ 020と 集落の北東端であるが最高所に 1棟のみ存する掘

立柱建物は, S B015 0 017を除くSB集団の共有のものであっただろう。前者は排水溝で,後者

は倉庫であろうが,と もに集団で共同に利用・管理される施設であろう。

集落のほぼ中央部には小溝によって区画された面積約250m2の 屋敷地の中に住居と倉庫 0納屋と

考えられる建物を各 1棟 もつ者が位置を占める。この周囲には,区画界的な溝をもたない住居が

5棟散在する。そのうち,E群の S B09の みはS B07を倉庫乃至納屋としてもっていたと考えら

れる。

以上から,集団は少なくとも5箇の小単位で構成される。そのうち 1小単位は小溝によって区

画される屋敷地をもち,そ の内部には住居と倉庫乃至納屋をそれぞれ 1棟ずつもつ。次に,住居

と倉庫乃至納屋はもつが明確に区画された敷地はもたない小単位がある。残 りは住居のみをもつ

小単位である。ここに 3層 にわけられる階層の存在が知られる。集団は共同で利用・管理する排

水溝と倉庫をもっていた。倉庫は,あ くまで集団共有のものであるが, 3階層の最上位にランク

付けられる小単位のものの敷地に最も近いことは,その小単位のものの集団における発言力の強

さを示している。

集落は,そ の内部に階層差を有する小単位によって有機的に構成される集団が,互いに異集団

であることを顕示しながら,一方で一個の集落としてのまとまりを保ちながら複数寄 り合つて構

成されていた。

(1)こ れと類似するものが,立野遺跡 (福岡県)か ら出土している。同遺跡の51号 住居跡ではそ

れを粘土で固定している。 (福 岡県教育委員会『立野遺跡 (C地区)』 1986年 )

(2)中村浩『和泉陶邑窯の研究』 (1981年 ,柏書房 )

(3)田辺昭三『須恵器大成』 (1981年 ,角川書店 )

(4)『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査概報 (Ⅶ )』 1986年

(5)こ の確認調査は昭和60年 12月 に香川県教育委員会文化行政課が行った。
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図136古墳時代 SBの分布によるグループ分け図 (1/800)
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SB035 1

SB032

013
012   o14

011    06

05

SD017

SD015

SD014
SD020013
SD070012

SB033

SB034
S8042
SB038

SB037

SB040
SB0360041

SD05006
080090010

SD07
SD0110o16

SD05

表66 奈良時代以降SB主軸方向分布表 表68 中世SD延長方向分布表

（棟

数
）

5                          10

表67 奈良時代以降SB面積別棟数表

（条

数
）

1                          2

表69 中世 SD巾値分布表

(巾 )
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2 奈良時代以降の遺構 と遺物 について

(1)遺構について

1)建物跡

建物跡の時期変遷,お よび性格を明らかにするために若干の考察を行う。方向性から,N58°W

前後・N42・ E前後のものとN24°Wの ものとの 2グループに分けられる (表 66)。 前者は約90°振っ

た結果だから同一グループのものとすべきであろう。後者はS B027の 1例のみである。従つて,

S B027以外の建物跡は方向性においては同質である。 S B027は ,その構造 (方形ピット)を も

考えると他の大部分 (円形ピット)と は時代差があると言えよう。

規模は,表67の ように大体 3グループに分けられる。しかし,小規模なものが大部分を占める

ことを考えると,こ の相違は時期差を示すものではなく機能差 と考えるべきであろう。最も規模

の小さい (9m2以下)グループ (S B036 0 041 0 029 0 031 0 037 0 034 0 039 0 040)は ,住居以外

の機能,す なわち作業小屋などと考えるべきであろう。なお,規模の最も大きいS B 042は未調査

部分があるので,さ らに大きくなると考えられる。 SBの 中では別格である。

構造的には,礎石建物跡であるS B 042と それ以外の掘立柱建物跡とが区別される。この区別は,

方向性が同一であることから時期差の基準とはならないであろう。機能差を示すものであろう。

前者は,倉庫・載瓦建物を想定すべきである。掘立柱建物跡は,方形ピットのものと円形ピット

のものの 2種がある。前者はS B027の みである。これは,そ の方向性が他の多くのものと異なる

ことから時代差・時期差を示していると考えられる。

切 り合い関係は,調査区北西部にその例がある。それは建物配置に変遷があったことを示して

いるが,それは,柱間の線が交差するものが大部分で,ピ ット同士の切 り合い関係はないために

先後関係を導き出すことは難しい。

分布からは,疎 0密があることが指摘できる。調査区北西部は密である。一方,S D05に 沿う

ようにある建物跡は疎である。しかし,こ の分布から時期差を考えることは難しい。

以上から,時期差について結論的に言えるのは,方向性およびピットの形状からS B027が それ

以外の建物跡に先行するということのみである。 SBの機能・性格については,礎石建物跡であ

るS B042が倉庫・載瓦建物跡であること,建物規模の極端に小さい 8棟は住居以外の作業小屋な

どを想定するべきであろう。

2)溝状遺構

方向性は,N50°W前後と,N40° E前後にある。両者の差は約90°であるから,そ れは単一である

といえよう。規模は表69か ら大中小の 3グループに分けられる。大はS D02北 半 0080010で ,こ

れらは調査区北西部に分布する。 S D02北 半とS D080010は直角に交わる可能性がある。おそら

く特定の範囲を区画する役割の溝であろう。この意味では,S D010と 土橋状部分を間に置いて連
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続するS D09も このグループに入れるべきである。小は,長さも2～ 4mと相対的に短 く,上記

の大グループの溝によって区画される範囲内にあり,ま た,埋土中に焼土を含むという点が共通

する。これから,こ の小グループの溝は,一定の範囲内において焼土を生じる施設に隣接,又は

付属する溝であるといえよう。中グループの溝は,規模からは,両方の機能の溝を含むといえよ

う。                          '

構造からは,石組み溝と素掘 り濤の 2種がある。前者をつくるためには,そ の前段階として石

を据えるための掘 り形の掘削作業がある。これは,素掘 り濤をつくることである。前者は,石を

運搬し・据える分だけ,後者よりも手間を要する。このことは,両者に構築目的の相違があつた

ことを伺わせる。しかし,時期差があるとは言えない。石組み溝の存在は,同時に礎石建物跡や

石組み井戸の存在を妥当なものとする。素掘 り溝の中にはS D02北半のように,石積み遺構をも

つものがあるが,こ れは,溝に付属する施設であつて,他の素掘 り溝と構造的に異なるとはいえ

ない。

切 り合い関係の例としては,S D08と S D010の例がある。 S D08は S D010を切つている。 S

D080010は 基本的には平行する濤であり,前述したようにS D02北半・09と ともに特定の範囲を

区画する機能を有しているから,溝の掘 り替えは,範囲の拡張といえよう。ここに 2時期の存在

が明らかになったといえよう。

分布は,調査区北西部が密である。他は疎である。

以上をまとめると,溝の時期変遷としては,S D090010→ S D08が指摘できる。溝の機能。性

格としては,規模が大のグループは鍵形に配置されていることから特定の範囲を区画するもの,

小のグループは,焼土を生じる施設に隣接・附属するものであると考えられる。また,石組み溝

は,他の大部分の素掘 り溝とは構築目的が相違していたと考えられる。

3)遺構の時期変遷

遺物の時代・時期からは ((2)遺物について),次 のものが区別される。

平安時代 S K0110 S K044

中世Ⅲ期 S K010

畑期  S D090 010

Ⅷ期 S D02北半砂質土層 。S D08  :

近世   S D02南半 。S X010上層

遺構の諸要素からは,次のものが区別される。

S B027

S D090010

S D08             .

遺構の S D09・ 010と S D08は ,それぞれ遺物の中世Ⅲ期・Xlll期に相当する。遺構の S B027は ,
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一的な考え方に従って平安時代の前に置いておく。

上記で区別されたもの以外の大部分の遺構は,出土遺物から中世測～皿期の間に収まるが,時

期を特定することは現時点では難しい。ここでは遺構の性格 0機能からセットをなすものをピッ

クアップし,それらのセット間に併存がないとして区別を行った。まず,焼土を含む遺構である

S K024・ 02500260028,焼 土魂,S D012 0 0130014を セットとする。次に構造から特異である

礎石建物跡 S B042と 石組み溝 S D07を セットとする。このうちS D012と S B042は重なり合う。

ここでは,前者は後者に先行するとして,前者を中世のⅢ期,後者を中世Ⅷ期に属するものとし

て遺構の時期変遷図に組み入れた。

Ⅸ  期

図140奈良時代以降遺構変遷図 (IX・ X期 )(1/800)
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慾
。マ

図141中世遺構配置図 (1/800)
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O SK025

sD0l2 
'- +

SD、N牒乳28

SK024 SD010.

Ⅲ  期

図142奈良時代以降遺構変遷図 (Ⅲ・Ⅲ期)(1/86o)
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測H  期

図143奈良時代以降遺構変遷図 (XⅢ 期)(1/800)
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近  世

図144奈良時代以降遺構変遷図 (近世)(1/800)
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12)遺物について

1)土師質土器

i)皿・杯・椀の分類

整理当初は明確は規準はなく,椀は高台をもち体部が内湾して開 く口径 。器高の比較的大きい

ものを考え,こ れ以外の小物は皿・杯 としてそれぞれ区別した。分類の結果から法量による皿 。

杯 0椀の区別を示せば,口径は10.5cmと 14cm,器高は 2 cmと 7 cmと なる。

皿・杯は,胎土・色調 0形態から簡単に群別できる。胎土から,微砂粒を含みやや荒いもの (皿

E・ F10F2° 0),水ひされたように精良なもの (皿 L・ 杯 B),0.511ull以 下の砂粒を均一に多量

に含むもの (皿 B)。 比較的密だが l lllEl前 後の砂粒を数個～10数個/(π ×1.52)耐含むもの (皿

A・ CODOMON,杯 A・ D)の 4群に分けられる。

色調から,褐色気味のもの (皿 E O F10 F2・ 0),白 色気味のもの (皿 L・ 杯 B),黄橙色気味

のもの (皿A・ BOCODoMON)の 3群に分けられる。

形態から,口径・底径の大きい皿 (EOF10F2)と 小さい皿に分けられる。小さい皿は体部が

水平に近いまで開 くもの (皿D),底径が小さく体部が長いもの (皿 L),底部が不整形に出張る

もの (皿 B),全体に分厚いもの (皿M),体部が垂直に近い程にしか開かないもの (皿 N),体部

が非常に短いもの (皿 C),こ れら以外のもの (皿A)に分けられる。

分類は,こ れらの群を形態を中心に技法を加味してさらに細分したものである。各類の特徴が

どれほど客観的なものであるかをみるために,遺物量の多い遺構について各遺物の法量比を点と

し,同類のものを囲ってみた (表 70～ 77)。 その結果,皿・杯 。椀の区別はもちろん,主な分類型

については確認ができた。より簡単な因子によって確認できるものから述べよう。

皿C 外傾値・器高・ 口径が最小 (④一XYZ)。 器高は最小 (⑥一YZ)。 故に皿Cは器高が

最小。

皿D 口径 と外傾値が最大 (⑦一XYZ)。

皿L 外傾値0器高が最大,底径が最小 (⑤―XYZ)。 外傾値0器高が最大。底径が最小 (④一

XYZ)。 故に皿Lは外傾値・器高が最大,底径が最小。

皿A・ BOCODOEOF10F2° M・ Nは ,口径からDと E O F10 F2と A・ BoCoMoN
とに分けられる (⑦一UV)。

皿 E・ F10F2 底 径 一 口 径 か ら 区 別 で き る (② 一 XO⑦ 一 U)。

皿 M ttA・ BOCOMONの な か で 最 も 大 き い (⑦一 UV)。

皿N 外傾値 0口径が最小 (⑤一XYZ)。 外傾値が最小 (⑥一Z)。 口径 0底径が最大 (⑥一

YZ)。 故に皿Nは外傾値が最小。

皿 A・ BoC ④ 一XYZに よって皿 Lと ともに 4分で きる。⑥ 一XYZに よって皿 Nと とも

に 4分で きる。故 に皿 A・ B・ Cは 区別で きる。
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表70 土師質土器 (皿・杯・椀)口径・底径・器高・傾き比 (S K010)

（器

高
）

3

2

1

0

-259ハv260-



vE

（器

高
）

∠

`1':毛

ジZE

０

　

　

　

２

ｍ
　

　

ｌ

（器

高
）

皿 E

′

'ネ

i

SK011-Y

表71 土師質土器 (皿 。杯 0椀 )口径・底径・器高 0傾 き比 (S K011)

0
椀 A2（底

径
）

SK011-X

0    1 CIn(傾  き)

SK011-Z

-261-262-



（底

径
）

SD09-Y

き)

表72 土師質土器 (皿 0杯・椀)口径 0底径・器高・傾き比(S D09)

０

　

　

　

　

４

ｍ
　

　

３

　

　

　

２

　

　

　

１

　

　

　

　

０

（器

高
）

傾

」
い
い
巾
”
」
中

‐
‐
‐
‐
い
）

‐皿Ａｒ
‐

一
輸

ｓＤｏ９．Ｚ

３

ｍ
　
　
２
　
　
　
１
　
　
　
　
０

（器

高
）

SD09-X

-263-



（底
　
径
）

○皿N

に
皿 B

α
IC

（器

高
）

3

2

1

0

SD08-Y

2 cln(傾 き)
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表73 土師質土器 (皿 0杯 0椀 )口径・底径 。器高・傾き比 (S D02黒色土層 )
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表74 土師質土器(皿・杯・椀)口径・底径・器高 0傾 き比(S D02砂色土層)
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潔∫| 表76 土師質土器 (皿 0杯・椀)口径・底径・器高・傾き比 (S K010001100200022002400250028)
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杯A・ B ⑤―XZに よって杯Dと ともに3

分できる。底径と外傾値によって区別できる

(⑥一XZ)。故に杯AOBは底径。外傾値によっ

て区別できる。

杯D 器高が最大 (⑤一YZ)。 杯A・ Bと と

もに3分できる(⑤一XZ)。 故に杯Dは器高に

よつて区別できる。

皿 0杯の主なものについては分類案を法量化

によって確認することができた。

形態を中心に分類を行つたが,形態の相異は

製作技法と密接に関係する。主なものについて

の技法を考えてみよう。技法の相異は底部外面

に端的にみられる。すなわち,ヘラ切 り0静止

糸切 り0回転糸切 りの 3種類がある。

ヘラ切 りは,その痕跡やヘラの回転方向から

細分できる。まず,ヘラ切 りの後,ナ デを加え

るために明瞭な痕跡を残さないもの (第 1種 ),

皿 E・ F10F2° Gが相当する。次に,ヘラ切 り時に切 り離された側の粘土が渦巻状に底部に付着

するために明瞭な痕跡を残し,ヘラを右方向に動かすもの (第 2種),皿 A・ CODが相当する。

第 3に ,ヘラを左方向に 1回転させるもの (第 3種),皿 Bが相当する。共伴する第 203種につ

いて, もう少しみてみよう。

第 2種の切 り離された側の粘土が渦巻状に付着残存していることは,荒い仕上がりといえよう。

一方,渦巻状の痕跡が真円に近いことは,安定して精確に回転する道具の使用が想定できる。第

3種はヘラ切 りの方向が第 2種 とは反対であり,巾広のヘラを使用することで 1度の回転で完了

しているものがあり,ま た底部に不整形な出張りを有することを考えると,手持ちによるヘラ切

りの可能性が想定できる。体部はともに回転ナデであるが,前者はより均斉がとれているが,後

者はよリアンバランスである。この点は,表の③一XYZO⑤ ―XYZに よって皿AOBの 分布

範囲が明瞭に広い。換言すれば,Aの方がBよ りも均一で規格性が高いといえよう。さらに言え

ば,第 2種は粗製品であるが大量生産に適する技法であり,第 3種はより丁寧な製品であるが前

者に比すれば手間を要する技法といえよう。

糸切 りには,静止糸切 りと回転糸切 りの 2種がある。両者は共伴する。それぞれの技法を採用

した根拠を考えてみようg静止糸切 りは皿 Lと 杯 Bのみである。回転糸切 りは皿MoNと 杯Dで

ある。両者を比較すると,前者は底径がより小さく,後者はそれがより大きい。また,後者は器

X:底径一口径の表

Y:器高一口径の表

Z:器高―傾きの表
U:SK010・ 011・ o20・ 022・ 024・ 025・ 028の

底径一口径の表

V:SK010・ 0■・0200022・ 024・ 025・ 028の

器高一口径の表

W:SK010・ 011・ 020・ 022・ 024・ 025・ 028の

器高―傾きの表

○ :分布域を分ける
X:混 じって分布

表77 口径・底径・器高 0傾 き比判定表

遺 構 名 表名
皿 杯

C L M N A C:IC31 D

④

SD02

黒 色 土 層

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

⑤

SD02

砂質土層
○ ○ ○

○

○ ○ ○

⑥ SD08

X ○ ○ C ○ ○ ○

○ ○ ○

Z ○ ○ ○ ○ ○

⑦

○ ○ ○

V C ○ ○

W ○
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厚がより分厚いという特徴がある。胎土では前者は精良,後者は l olm前 後の砂粒を多く含む。こ

れらの特徴を糸切りを行う場合に難易という面から考えると,対象面積が小さぐ胎土精良である

前者はより容易であり,対象面積がより広く胎土に砂粒を多く含む後者はより難しいといえる。

この違いが前者においてより容易な静止糸切りが,後者においてより手間の要する回転糸切りが

採用された一つの根拠であると考えられる。

ところで,静止糸切りの底部をもつ杯Bと ヘラ切り第 2種の底部をもつ杯Aと は共併する。前

者は後者に比し胎土が精良であり,器厚も薄いなど相対的に丁寧である。逆に,後者は相対的に

荒いつくりである。⑤―XY,③一XYか ら杯の分布範囲をみると杯Bは杯Aよ りも広い。この

ことは,相対的に荒いつくりである杯Aは製品としてはより均一であり,規則性があるといえよ

う。

il)皿・杯の機能について

皿 0杯 にはその口縁部に油煙状のススが付着しているものがある。これは灯明皿 としての使

用が行われたことを示している。しかし,そ の使用例は全遺物において皿は11例,杯は15例 と極

めて少ない。灯明皿以外の機能が主であったことがわかる。

ところで,皿・杯の多くには色調において赤と白との区別があつたようである。赤に区別され

るものは黄橙色に発色される。発色が不十分で班状に灰白色の部分がある場合には,そ こへ赤色

顔料を塗布して赤に仕上げている。白は灰白色に発色している。赤と自の比率をS D02砂質土層

とR-11第 4層でみると,皿は赤が 6～ 8割 を,杯は赤が 7割を占める(表 84)。 ともに赤が多い。

このように赤と自の区別があることは,使用時に赤と白の使い分けがなされていただろうことが

暗示される。しかし,具体的な機能の内容としては,食膳具の一つであつただろうこと以上には

不明とせざるを得ない。

iii)皿 0杯各タイプの時期的な消長

皿・杯のタイプ別の時期的な消長を知るために次のような表を作成 した。切 り合い関係にあ

るS D010と S D08,層 位的に先後関係のあるS D02黒色土層と同砂質土層における,皿。杯各タ

イプ毎の比率 (個体数)の増減表を作成した (表 79の④OO)。 次に,S D02砂質土層よりも層位

的に先行する同黒色土層をS D010と S D02砂質土層・S D08と の間において,上記の表④・Oを

合体・合成させて表⑤・○を作成した。なお,S D02と S D08は 同時併存すると考えている。

表○から次のことが指摘できる。

皿Aは漸減→漸増,皿 Bは新出→微増,皿 Cは急減→消滅,皿 Lは新出→漸減,皿Mは急減→

微増,皿 Nは新出→微増,杯 Aは急減→急増,杯 Clは漸減→消滅,杯 Bは新出→漸減,杯 Dは新

出→微増

整理すると,皿 A・ 杯Aは漸減 0急減→漸増・急増であるのに対し,皿 B O Lo NettB o Dは

新出→微増・漸減である。すなわち:後者はS D02が掘られた頃に突然,使用されはじめるが,
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表78 遺構別土師質土器 (皿 。杯)タイプ別比率 (個体数について)

遺 構 名
皿 杯

A B C L M N 計 A Cl B D 計

S D02黒色土層 23.08 46。 15 7.69 15。 38 7.69 99。 99 10。 59 88.24 1.18 100.01

S D02砂質土層 38.57 47.14 2.86 1.43 10.00 100.00 32.20 66.53 1.27 100.00

S D08 72.41 27.59 100。 00 55。 56 44.44 100.00

S D010 60.00 20.00 20.00 100.00 81.82 9.09 9.09 100.00

皿 C L tt Mtt N

表79 土師質土器 (皿・杯)タ イプ別出土比率の変遷表

杯 CI

SD010
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SD 08

SD02
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色土層

SD02
砂質ユ層

SD010
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SD8盤詈

°語E生層
SD08。 SD02

砂質土層

上

Ｗ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

∴

Ｖ

Ｉ

Ｉ

占

Ｖ

Ｉ

―

―

―

―

占

Ш

Ｉ

Ｉ

上

甲
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Ｉ

Ａ

Ｔ
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直ぐに減少する。一方ぅ前者はS D010の 時期から中心的に使用されていたが,後者の出現で相対

的に比率が下がる。しかし,直 ぐに回復して再び主流を占めるようになる。

iV)皿・杯・椀の編年                          ,

付ヽ図 51～ 7に示したように大きくは I～ III期 に分け,HI期 はさらに 4時期に細分した。 I期

はS KOnの椀Alか ら最も古ぃと考えた。H期は矢ノ岡遺跡S B04を構成するS P01出 土の瓦器

椀からI期 とⅢ期の間に位置づけた。Ⅲ期はそれぞれの遺構出土の椀と瓦器が存しないことから

H期の次とした。

.Ⅲ -1は S K010出上の椀A2か ら他の 2～ 4時期よりも古いとした。Ⅲ-4は切り合い関係に

おいて切る側であるS D08を標識遺構とし,ま たそれと遺物タイプの種類が同一傾向にあり,遺

構配置上からも同時併存が考えられるS D02砂 質土層をⅢ-4の標識遺構に加えた。Ⅲ-2は S

D08に切られる側のS D010009を標識遺構とした。Ⅲ-3は層位的にS D02砂 質土層に先行する

S D02黒 色土層を標識遺構とした。このうち,Ⅲ -20304は その序列化において推測を混じ

えたり,標識遺構を複数にした
`り

している点は,根拠薄弱の謗りを免れないであろう。ただ,切

り合い関係にあるS D010と S D08の先後関係は誤りないものである。

皿は,各時期毎に種々のものがあるが,全体的には小型化傾向にある。 10H期 で口径9.5cm,

Ⅲ-3で 7 cmで ある。胎±0色調から:, I期のものは0。 511ull以下の砂粒を含みにぶい褐色を呈する

が,HOⅢ 期のものは l llull以 上の砂粒を含み橙色気味である点で区別できる。   .

しかし,技法において時期差が最もよく伺える。 I期ではヘラ切 り後ナデを加えるも一方,わ

ずかであるが糸目の細かい回転糸切 りの皿0がある。H期はナデを加えずヘラ切 りのままである。

Ⅲ期は糸切 りのものが一定の比率で使用され始める。一方,ヘラ切 りのものはやや荒いが均一性

のあるものが多量に使用されるようになる。Ⅲ-1は回転糸切 りの皿Mが中心的で皿A・ Dは少

ない。Ⅲ-2は皿AOCOMが あるが,皿 Aの量が初めて中心的となる。Ⅲ-3はШ-2の もの

に加えて,左回転のヘラ切 りで丁寧なつくりの皿B,胎土精良で静止糸切 りの皿 Lが突然に現わ

れる。Ш-4は皿BCLは漸減するが,ヘラ切 り・静止糸切 り0回転糸切 りのものが並存する。

杯は, I・ II期 ではみられない。HI一 Iで ,ヘ ラ切 りで体部が直線的に開 く杯 C3があらわれる。

Ш-2では,皿 Aと 技法を共通にする杯A,皿 Lと 技法を共通にする杯B,回転糸切 りの杯 Dが

新たに現われる。Ⅲ-304は 量に増減があるが,タ イプの種類に変動はない。

椀は,I期では内外黒色の黒色土器A10A2が ある。Ⅱ期では断面三角形の低い高台を|も つ瓦器

椀がある。Ⅲ-1で未だ黒色土器がある。Ⅲ-3では瓦質土器椀が現われる。

各期の絶対年代は,I期は黒色土器Alか ら平安時代後半とする。H期は瓦器椀からュ3世紀後半

とする(1)。 Ш期はⅢ,4で共伴する白磁皿・青磁椀が14世紀中葉であり,魚住窯のこね鉢が14世紀

のものであることから14世紀中葉とする。

・V)盤・橘鉢 0甕・鍋・釜について
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土師質土器の中 0大型品には,盤・摺鉢・甕 0鍋・釜がある。甕は点数が非常に少なく,こ こ

で出土しているのは平安時代のもののみである。編年表では,こ れらも取 り上げたが IoH期の

ものが出土していないため不十分なものとなっている。

ところで,鍋は胎土や形態から搬入品の可能性のあるものが区別できる。多くは,胎土中に相

対的に大きい砂粒を含み,粘土の接合痕を消さずに残し,全体的に荒いつくりである。しかし,

鍋CODは砂粒が相対的に小さく,焼成も堅致である。形態も口縁部を直角に屈曲させて水平に

するなど,系譜を異にするものである。

盤の機能は,明瞭な使用痕を残さないために確かなことは分からない。ただ,外面は赤褐色で

本来の色調を保っているが,口縁端を境に内面は肌荒れを受け色調もにぶい黄褐色を呈している。

大型品であるために中に水などの重量物を入れると破損するおそれが強いことから,こ こでは灰

を入れた上に炭を置 くという火鉢の可能性を示しておく。

2)須恵質土器と陶器

須恵質土器と陶器には,魚住窯のこね鉢 (S K0200 S D02砂 質土層OS D08),備 前焼の摺鉢。

甕 (S K024・ 043・ S D02黒色土層 0砂質土層・石積み遺構間 O S D08),常 滑焼甕 (S D07),

瀬戸皿 (S D02砂 質土層)がある。このうち,S D02砂質土層とS D08出 土のこね鉢 (632・ 697)

はともに魚住窯の製品で時期は14世紀のものである。)。 S K0430 S D02黒色土層 。砂質土層出土

の備前焼摺鉢 (55005790633)は ともに間壁忠彦 0霞子両氏の編年。)の ⅢB期 に相当すると考え

られる。絶対年代は同編年によれば14世紀中葉である。 S D07出 土の常滑焼甕 (671)は 口縁部が

「」」状の受口を呈することから赤羽一郎編年の第Ⅲ段階の前半期に相当する
“
ヽ 同期の絶対年代

は1250～ 1300年 とされている。

S D07は 13世紀で若干古いが,ほかの S D02黒色土層・砂質土層 。S K08は 14世紀中葉を中心

とするものとしてよいであろうもなお, S D07は 他の遺物や陶器に耐久性があることを考えると

14世糸己のものとするのが妥当であろう。

以上のもの以外に,中世の陶器としては亀山焼甕・信楽焼破片 0瀬戸焼おろし皿が出土してい

る。

3)輸入陶磁器

輸入陶磁器と考えられるものには黒釉陶器・白磁・青磁がある。黒釉陶器は3点出土している。

R-10第 4層の椀 (775)は黒釉の上に薄く褐色釉をかけるために,逆に黒色が点状に浮いてみえ

る。いわゆる禾目天目茶椀である。体部の開きは相対的に小さい。黒釉のにじみは暗赤褐色を呈

する。胎土は微小な気泡を含む。色調は淡黄色である。優品であることから輸入品と考えられる

が,瀬戸焼の可能性も否定できない。906-2は小片であるが胎土は密で断面の色調は灰色である。

この 2点は底部の高台外側の水平な部分が広いことから14世紀前半とするのがよい°L

次に,主な遺構出土の白磁・青磁について既往の編年案によってその年代を考えたい。 S D02
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砂質土層出上の自磁皿 (634)は 太宰府跡の編年0で無高台のもののうち,底部径が大きく内面底

体界に 1条の沈線状のものがある点からⅨ類とするのが適当であろう。青磁椀のうち639は体部外

面に銅蓮弁を有することから同編年の龍泉窯系椀 I-5bに 相当すると考えられる。 S D08出 土

の青磁椀699は高台畳付および同内面が露胎である点,高台外面下端を面取 りする点から同編年の

龍泉窯系椀 I-7に相当すると考えられる。 S D02砂 質土層出土の他のものは時期決定ができな

いが,残 りの6340・639は 太宰府跡の編年における絶対年代の下限はともに14世紀中葉である。こ

のことからS D02の 埋没年は14世紀中葉 としたい。 S D08出 土の699も 同編年の14世紀中葉であ

る。

包含層第 4層出土の86608680869・ 8700902・ 903090409050906-1は ,すべて絶対年代の

下限は14世紀中葉 とすることができる。年代の分かるもので,こ れより新しいと考えられるもの

はない。

4)土器類の材質別・機能別比率

最初に,主な遺構・包含層出土遺物について器種別の点数・比率を示した (表 80)。 次に,こ の

表をもとに材質別の比率を算出した(表 81)。 個体数でみると,土師質土器が97%余 を占め,陶器・

磁器がそれぞれ 1%前後,瓦質土器が0.5%前後である。これは遺構平均・両包含層に共通する。

破片数の場合は,陶器の体部片が算入されたことにより陶器は 2%を越え,一方土師質土器は97%

を切つている。このことは,土師質土器は断然に多いが,瓦質土器・陶器・磁器は微々たるもの

であるということであって,比率が非常に小さい瓦質土器・陶器 。磁器についてその多少を問題

にするには不適当な表であるといえよう。

機能別の個体数の比率をみよう(表 82)。 遺構平均と両包含層で,供膳具が圧倒的に多く,次い

で煮沸具があり,残 りの調理具 0貯蔵具・暖房具は微々たるものであるという傾向は共通する。

ここで,一定の比率を有する供膳具と煮沸具によってその比率の多少を問題にするのは有意味な

ことである。すなわち,S D02砂 質土層とS D08は 同時併存が考えられるが,両者における供膳

具と煮沸具の相異は対照的である。 S D02砂 質土層の供膳具の比率は比較的高いが,煮沸具は 3

遺構のなかで最 も低い比率である。一方,S D08の供膳具は75。 00%と 非常に低いが,煮沸具は

20.00%と あるように他遺構から突出して高い比率である。両者は同時併存 しているのであるか

ら,両者はまさに補完的な関係にあるといえよう。さらに言えば, S D08は 厨房色が, S D02は

母屋色が強 く,両者が揃うことでまとまりのあるものになるといえよう。このことは, S D08に

調理具の,S D02に暖房具の比率が高いこととも関連しているものと思われる。

5)赤・ 自の皿・杯について

1)土師質土器 i皿・杯・椀の分類で,皿・杯には赤と自の区別があることを指摘した。ここ

では,その区別の意味についてさらに検討を加える。

主な遺構・包含層の器種・タイプ別の赤・白比率を示した (表 84)。 この表を使って主な遺構・
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表80 中世土器類器種別点数・上ヒ率

土師質土器 (椀 は黒色土器 。瓦質土器を含む) 瓦 質 土 器

皿 杯 椀 盤 摺鉢 甕 鍋 釜 鉢 釜
亀山焼

甕

破片数l個体数 破片数1個体数 破片数l個体数 破片数1個体数 破片数1個体数 破片数1個体数 破片数1個体数 破片数1個体数 破片数l個体数 破片数1個体数 破片数1個体数

比率%1比率% 比率%1比率% 比率%1比率% 比率%1比率% 比率%1比率% 比率%1比率% 比率%1比率% 比率%1比率% 比率%1比率% 比率%1比率% 比率%1比率%
S D02
砂質土層

86  70
1426 2115

423  236
70 15  71 30

0  0 18  5
299 151

6  2
100 060

0  0 0 0
0  0

S D08
２９

００

２９

５‐

H2  45
59 89  45 00

0  0 3  1
160 100

4  2
214 200

0 0 27  15
1444 1500

0  0 0 0 0  0

S D09 35  34
3240 4595

0  0 0  0 0  0 ２

７０
1  1

0.93 135
0  0 0 0 0  0

・‐

４

Ｒ
第 層

409  382
55 12

515  279
40 26

13  2
029

0 0  0 0  0 l 0  0

S-10
第 4層

502  309
63 32

7 0
５

０２
1 2  2

041
l 1

020

陶 器 輸 入 陶 磁 器

合   計備 前 焼 常滑焼 白   磁 青   磁 黒   釉

こね鉢 摺鉢 甕 壺 甕 皿 椀 皿 椀 鉢 椀

破片数1個体数 破片数1個 体数 破片数1個体数 破片数1個体数 破片数l個体数 破片数1個体数 破片数l個体数 破片数1個体数 破片数1個体数 破片数1個体数 破片数1個体数 破片数1個体数

比率%1比率% 比率%1比率% 比率%1比率% 比率%1比率% 比率%1比率% 比率%1比率% 比率%1比率% 比率%1比率% 比率%1比率% 比率%ltヒ率% 比率%l比率% 比率%1比率%

3  1
050 030

27  1
448 030

0  0 0  0 l  l
017 0:30

0  0 0  0 1  1
0.17 030

0 0 603  331
100.04 99.99

1  1
053 100

0  0 1  1
053 100

0  0 0  0 0 0 0  0 0  0 0 0 0 0 187  100
99.99 100.00

0  0 0  0 0 0 0  0 0  0 0 0 0  0 0  0 0  0 0 0 0 0 108  74
100 00 100 0C

l 0  0 l 0  0 0  0 2 2

0,29
0  0 0  0 8  3

0.43

0 0 0 0

3  3
061

0  0 0 0 0  0 0 0 2  2
041

0  0 3 ３

ｍ
0 0 0 0 488

99 96

表81 中世土器類材質別出土比率
(■に 片 数 )

土器質土器 瓦 質 土 器 陶    器 輸入陶磁器

S D02
砂質土層

92.55 515

SD08

S D09 100 00

遺構平均

(■ヨ   ロト   費に)

土師質土器 瓦 質 上 器 陶    器 輸入陶磁器

S D02
砂質土層

95 77

S D08

S D09 100 00 0 00

遺構平均 97 59

・１

４

Ｒ
第 層

98.85

層
・．
４

Ｓ
第

表82 中世土器類機能別出土比率

(個 体 数 )

供 膳 具 煮沸具 調 理 具 貯 蔵 具 暖房具

層Ｄ０２財
Ｓ
砂

94.86 2.42

S D08 75.00 20.00

S D09 95.95

遺構 平 均 88.35 8.35

R― n
第 4層 96.39

S-10
第 4層 94.05 2.03
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表84遺構・包含層別器種 0タ イプ別土師質土器 (Ш l杯),LttlL率 _(1_)

遺 構 名
包含層名

器種
イ
別

タ
プ

赤個体数
%

白個体数
%

合計個体数
% S D07 皿 A 26

100.00
0

0.00
26

100.00

S P322 皿 G 3
75.00

1

25.00
4

100.00
9

100.00
9

100.00

0 0
0.00

1

100.00
1

100.00
2

50.00
2

50.00 100.00

S K020 皿
31

93.94
33

100.00
1

100.00
1

100.00

杯 A 1

50.00
1

50.00
2

100.00 M

S K024 皿 A 5
100.00

0
0.00

5
100.00

1

100.00
0

0.00
1

100.00

杯 A
5

55.56
4

44.44
9

100.00 杯 A 29
100.00

1 9
47.37

10
52.63

19
100.00

S K025 皿 A
7

87.50
1

12.50
8

100.00 S D 08 皿 A 15
71.43

21
100.00

1

100.00
1

100.00
5

62.50
3

37.50
8

100.00

3
50.00

3
50.00

6
100.00 杯 A 9

36.00
16

64.00
25

100.00

杯 A 4
100.00

0
0.00

4
100 00

5
25.00

15
75.00

20
10.00

S K028 皿 A
6

100.00
0

0 00
6

100.00 S D 09 皿 A 33
97.06

34
100.00

C
0

0.00
2

100.00
2

100.00 杯 A 16
45.71

35
100.00

N 3
100.00

3
100.00 D 1

100.00
0

0.00
1

100.00

杯 A 4
50.00

4

50.00
8

100 00
R― n
第 4層 皿 A 267

82.41
57

17.59
324

100.00

D 1

100.00
0

0.00
1

100.00 1

S D02
黒 色 土

皿
3

100.00
0

0.00
3

100.00 80.00
1

20 00
5

100.00

4
66.67

2
33.33

6
100.00

3
37.50

5
62.50

8
100.00

0
0.00

1

100.00
1

100 00 M 2

L 0
0.00

2
100.00

2
100.00 N 27

65 85
14

34.15
41

100 00

N 1

100 00
0

0.00
1

100.00 杯 A
“

５９
71

27 41
259

100.00

杯 A 5
55.56

4
44 44

9
100.00 2

41
54.67

■
３３

75
100.00

4
28.57

10
71.43

14
100.00

D
1

100.00
0

0.Oσ
1

100.00
2

66.67
1

33.33
3

100.00

S D02
砂 質 土

皿 A 5
18.52

27
100.00

S-10
第 4層 皿 A 102

88 70
13

11.30
115

100 00

22
66.67

11
33.33

33
100.00

6
54.55

5
45.45

L
0

0.00
2

100.00
2

100.00
1

25.00
3

75.00
4

100.00

M l L 1

100.00
0

0.00
1

100.00

6
85.71

1

14.29
7

100.00
N 1

7.69
13

100.00

杯
43

56.58
33

43.42
76

100.00 杯 A 166
60 36

109
39.64

275
100.00

130
82.80

27
17.20

157
100.00

3
100.00

0
0.00

3
100.00

6
27.27

16
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_表83__遺構_L包含層別土師質土器
(皿・杯)赤・ 白比率

雹覺毛1  赤      白
3

60.00

".属
    辮

10      1  4
7143      12857

14      1 5
7368      12632

14     1  6
70.00      1 31100

SP322

SK020

SK024

SK025

SK028

SD02
黒色土層

SD02
砂質土層

SD07

SD08

SD09

遺構全体

R-11
第 4層

S-10
第 4層

“
霧  | は‖

74:i:    125::

34   1        40
4595  1    5405

53      1 17
7571       124.29

69'8:    131:::

1241:l

671:   132::;

ヨ気85

遺 構 名

包含層名

S K024

S K025

s Ko28

S D02
黒色土層

S D02
砂質土層

S D07

S D09

R-11
第 4層

S-10
第 4層

遺構・包含層別器種 0タ イプ別土師質土器 (皿・杯)赤・白比率 (2)

27

311.34
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表86 第 4層土壁グリッド別出土比率

R― nQ― HR-10T― nS-10u-lo u-9U― nv-11

表87 第 3層土壁グリッド別出土比率

R-1l R-10S-10U― nQ― H

R― H S-10 S― H T-8 丁-10 T― H U-9 U-10 V-8 V-10 合  計

4m

m
第 3層

m

1∞

0′

蜘
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7m
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Ⅷ

18g
(1.80%) ３０＜３０．　

　
％́％笏ヽ
多多尚多

物

321
(32.16)

燒
瓢
⑫

35
(3.51)

勿

15
(1.50)

218
(21.84)

笏

⑫

45
(4.51)

勿

998
(99.99)

4m‐

lЮ …

第 4層

χЮ■

1∞ ―

0

9m
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畑

囲

躙

H56
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40

第 5層
珈‐

2(D‐

100‐

0

蜘

囲

7m

m

m

48g
(18.82%)

多

25
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″
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(34.51)

⑫

94
(36.86)

⑫

255
(99.99)

表88 鉄滓グリッド別出土比率

-281～282-



包含層毎の赤0白比率を表にした (表 83)。 それによると,遺構全体では赤 :白 =69%:31%であ

る。赤が圧倒的に多いもこれは,遺構全体の特徴であるとし、えよう。

この比率を基準として個々の遺構をみると,S K020は 赤 :白 豊91%:9%で赤が断然多い。一

方,S D08は赤 :白 =46%:54%で自の方が赤よりも高比率である。この 2例の意味を探るため

に,こ の 2例以外の,平均的な比率を示す遺構・包含層について,皿・杯の各タイプがそれぞれ

一定の赤・ 白比率をもつものかどうか考えてみたい。もし一定の比率をもつものであれば,上の

2例が時期差によるものか,遺構の性格からくるものかなどについて一つの仮説を示すことがで

きよう。

2例を除いた遺構・包含層についてタイプ毎の赤・ 白比率を表にした (表 85)。

皿Aは赤が81～100%を 占め,安定的な比率をもつといえよう。 '

皿 Bは 赤が55～ 100%の 間を動き,バラツキがあるといえよう。

皿Cは 白が50～ 100%の 間を動き,バラツキがあるといえよう。

皿 Lは赤が100%を 占める場合,自が100%を 占める場合があり,バラバラである。

皿Nは赤が50～ 100%の 間を動き,バラツキがあるといえよう。

杯Aは赤が100%を 占める場合もあるが,赤・白が相半ばする場合が多いということで安定した

比率をもつといえよう。

杯 Bは 赤が17～83%の間を動き,バラツキがあるといえよう。

杯 Dは赤が60～ 100%を 占め比較的安定しているといえよう。

安定した比率をもつ皿A・ 杯AODの うち絶対数の多い皿A・ 杯Aを基準に,その多少を考える

ならば,その結果は正当であるといえよう。

S K020は ,皿 Aの赤が94%,杯 Aの赤が50%である。この比率は上述した安定比率の範囲内に

ある。このことはS D020が特徴的であるということではなく,逆に典型的であるといえよう。そ

れならば,最初に指摘した特徴はどこからくるものであろうか。皿・杯の絶対数は35個体で,そ

のうち杯Aが 2個体あるほかは皿Aの みである。すなわち,S K020は 不安定な比率をもつタイプ

の皿を含まずに安定的な皿Aが大部分を占めることにより,皿 Aの安定的であるという特徴が直

接に現れたということである。 S K020は皿Aの特徴を典型的に示す遺構 といえよう。

S D08は ,皿 Aの赤が71%,杯 Aの赤が36%で ともにそれぞれがもつ安定的比率の範囲からは

ずれている。また皿A・ 杯Aの絶対数はそれぞれ29の うちの21,45の うちの25個体あり,他の夕

イプのものが原因で自の比率が高 くなったということは言えない。もし,そ うならば,自の比率

が高い皿 Cが多くなければならないが S D08に皿 Cは存しない。以上から, S D08は 皿AO杯A
がそれぞれ安定的比率をはずれているために,自の比率が高くなったといえよう。この意味でS

D08は特徴的な遺構であるといえよう。

自の比率が高いことは,何を意味しているのであろうか。そこで思い当るのは, 4)で土器類
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の機能別比率を検討した時に指摘した S D08は厨房的であるという性格である。この性格と自の

比率が高いという特徴がともにS D08に おいてのみみられるという事実は,両者には関連がある

ということを伺わせる。すなわち,白 い皿 0杯は煮沸具や調理具などの厨房関係用具と共に利用

される頻度が高いということである。さらに逆をいえば,供膳具の多い母屋的性格と赤い皿 。杯

は関連があるといえよう。

皿・杯における赤・ 自の区別の存在の意味を母屋的対厨房的という図式で考えたが,こ れは仮

説である。他遺跡の出土例 との比較が必要であろう。

6)土壁の分布について

遺構から,合計281点 ,7890gの土壁破片が出土している。ピットではS P306。 1940258・ 303

などが多い。 S P230 0 233 0 194 0 258は 建物跡を構成するピットである。これらの建物跡はR一

11・ S-10グ リッドに位置する。ピット以外ではS K026(1060g)。 s D02砂 質土層 (950g)。

S K025(635g)な どから多く出土している。これらは建物跡と同じくR-11・ S-10に位置す

るものである。

一方,包含層では第 4層から148点,5095g,第 3層 からは95点 ,2430g出土している。これを

グリッド別にみると (表86087),第 304層 ともR一 nグ リッドからの出土が圧倒的に多い。

土壁が遺構 0包含層ともにR-11及びS-10グ リッドで大部分が出土していることは,それが

同じグリッドに所在する建物跡の上部構造に使用されていたものであるとしてよいであろう。

7)桶の側板配置について

S E01出土の桶の側板上端巾 (B値)を l cm毎に区切った分布表を作成した (表 89)。 各クラス

をそれぞれMNOPQと した。B値の平均は7.74cmであるが,そ の数値に近接するOPを中とし,

中より大きいQク ラスを大とし,中 より小さいMNク ラスを小とする。そして,面取 り調整を有

する領J板 に○印を付したものが表90で ある。

この表によると,ま ず,面取 り調整を有する合計 6枚の側板は,面取 りのない側板 5～ 6枚毎

にその間に配されていることがわかる。さらに,面取 り調整を有する6枚の側板は側板上端巾が

大の部類に属するものと対応することに気付 く。なお,M27は大ではないが,巾 8.5cmで比較的大

きく,ま た両隣りのものより大きいことにより「大」としてよいであろう。桶は,上端巾が大の

部類に属し,かつ外面左右端に面取 り調整を有する側板をほぼ等間隔に配置して組み立てている

ということである。

それでは,こ の配置の目的はどこにあるのだろうか。三の 2の 「遺物」のところでも少し触れ

たが,面取 り調整を有するものの内ヽ 1011016027は 凹面を外面に置 く。また,残 りのヽ 6・

21も 外面側は凹面ではないが凸面でもない平坦面であるから他の 4枚 と同類であるといえよう。

この外面左右端に面取 り調整を有するものが,一方で凹面又は平坦面を外面側に置 くという事実

は,桶にかかってくる種々の圧力に対する一つの対応策であろうと考えられる。
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表90 桶側板分類表
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桶はタガによって外側から強 く締めつけている。 この力は側板凹面を内面側に置 くことで,弧

状の断面をつ くり出しその力を解消させる。 しかし,桶内からかかる圧力はタガの締める力で対

抗するのみである。そこで側板の一部を凹面が外面側にくるように置けば,桶内からの圧力は多

くの内面側凹面の側板 と,等間隔に配置された外面側凹面の側板同士が互いに力を吸収 して,タ

ガの締める力以上の耐力をもつようになると考えられる。

桶内からの圧力に耐えさせるために外面側凹面の側板を等間隔に配置 したとする推測が当たっ

ているか否かは,実験等による確認が必要であろう。

(1)本報告書の「矢ノ岡遺跡」を参照。

(2)片桐浩二氏の御教示による。

(3)間壁忠彦・霞子「備前焼ノート(3」 『倉敷考古館研究集報』第5号 1968年

(4)赤羽一郎『常滑焼』(ニ ュー・サイエンス社,1984年 )

(D 755と 906-2の黒釉椀は,福岡県教育委員会の亀井氏 e福岡市教育委員会の大場氏の両氏に

見ていただいた。輸入品かどうかの問題と,年代観は両氏の御教示によるものである。

(6)横田賢次郎・森田勉「太宰府出土の輸入中国陶器について」(『九州歴史資料館研究論集 4』 ,

1978空再)

-287-





Ⅳ 矢 ノ岡遺跡





Ⅳ 矢ノ岡遺跡

1 立地 と土層序

遺跡は,試掘の結果や地形から,東一西約100m,北端が本調査区の北端部に当たる,細長い河

岸段丘上に立地する。

土層序は,調査区の北半と南半で異なる。南半は,耕作上・床± 0淡黄褐色土層 (古代・中世

遺物包含層)0黄褐色粘質土層 (地山)の 4層 である。北半は,耕作土,中世遺物包含層 (暗褐色

粘質土層・茶黒色粘質土層の2層 )。 古墳時代包含層 (灰黒色砂粘質土層)・ 地山 (淡褐色砂質土

層)が,場所によって厚さを種々に変えて堆積している。

南半の中世遺構は, 7層上面から,古代遺構は8層 (地山)上面から掘り込まれている。北半

の中世遺構は, 4層上面から掘り込まれている。 5層上面は,古墳時代の面であるが,明確な同

時代の遺構は存しない。

図1 矢ノ岡遺跡土層模式図 (北西部・南東部)

2遺 構

遺構は,竪穴住居跡 1棟,掘立柱建物跡 9棟っ ピット数10穴,土坑 6基,溝状遺構 6条,塚 1

基,である。

(1)建物跡

S B01 規模5.35× 5.Om,形状は,隅丸方形の竪穴住居跡である。主軸方向はN15°Wである。深

さは約 6 cmと 浅い。肖J平に原因するものであろう。床面は水平であるが,同中央東寄 りの部分に

1.6× 2.35mの不整形の低い段状の高まりがある。
・
主柱穴は 4穴,柱根跡径は,11～ 20cmである。

主柱穴間内面積は5.94m2で,床面積のO.22の比率である。北壁際にカマドを作 り付ける。カマ ド

平面形は,先端部が細まる「ハ」字形を呈する。両壁は,約 60° の角度で内傾して立ち上がる。残

存する壁内高は10cm,最大壁内巾は48cmである。壁体材は地山とは区別し難い淡黄褐色粘質土で

ある。カマド内には3層 に分けられる土が入っていた。下位2層には焼土・炭が混じっていた。

1.黒色土層 (耕作土 )

6.灰黄褐色土層 (床土)

7.淡黄褐色土層

黄褐色土層

1.黒色土層 (耕作土 )

2.暗褐色粘質土層

3.茶黒色粘質土層

4.灰黒色砂粘質土層

淡褐色砂質土層
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カマド床面は,竪穴床面をやや掘 り凹ませ,竪穴外へ向かって,ややレベルを上げながら,煙道

ロヘ至る。カマド奥行きは75cmで ある。煙道は,巾 30cm,長 さ55cm,横 断面形は皿形で,縦断床

面はほぼ水平であるも煙道内埋土は,暗灰色粘質土層である。大門遺跡の例に比すれば短い煙道

である。

カマド部分を残して周溝を巡らせる。巾25～ 35cm,床面からの深さは 2～ 5 cmで ある。南西隅

から竪穴外へ延びる小溝を 1条 もつ。竪穴とは, トンネル状に竪穴壁を抜いてつなぐ。溝巾は23

cm,長 さ2.75m,深 さ20cm,断面U字形である。縦断床面はほぼ水平である。竪穴内周溝床面と

比すれば小溝の方が段落ち状に低 くなっている。

竪穴東壁北寄 り床面直上から土師器鉢が 1点出土した。北西ピット掘 り形内から須恵器杯身片,

周溝・外方へ延びる小溝 (外溝)・ 竪穴埋土から須恵器杯身・杯蓋片が出土した。

S B02 2× 3間の掘立柱建物跡である。ピット掘 り形は20cm～54cm,他 の掘立柱建物跡より大

である。柱根跡径は10～20cmである。ピット埋土は,暗褐色粘質土層で,S B01の埋土と近似す

る。しかし,他の掘立柱建物跡のものとは明瞭に異なるものである。

S B03 1× 3間の掘立柱建物跡である。西側桁部は柱が 1本多く4間である。ピット掘 り形の

径に大差はないが,深 さは,コ ーナー4ヶ 所のものが,検出面から約60cmと 深い。他のものは10～30

cmである。柱根跡の径は 8～ 10cmで ある。ピット掘 り形埋土は,淡褐色土層である。

S B04 1× 1間の掘立柱建物跡である。ピットの径は18～32cmで ある。 S P01か ら瓦器椀(1)土

師質土器皿(lL S P03か ら土師質土器杯(1)が出土した。 S P01の ものは,完形に近いものを含む

点から流れ込みではなく,意図的に入れたものと考えられる。

S B05 1× 2間 と推測される掘立柱建物跡である。東半は,段落ち状になっている宅地部分に

ある。おそらく破壊されているであろう。柱根跡の径は約10cmで ある。

S B06 2× 2間 と推測される掘立柱建物跡である。東半は,調査区外に属する。柱根跡の径は

6～ 12cmで ある。なお,建物跡北方,約 2mの箇所から八稜鏡が 1点出土した。

S B07 1× 2間 と推測される掘立柱建物跡である。東半は調査区外に属する。柱根跡径は10cm

である。なお,S B08と は桁部が重なり合う。

S B08 2× 2間 と推測される掘立柱建物跡である。東半は調査区外に属する。 S B07と は桁部

が重なり合う。

S B09 1× 4間の掘立柱建物跡である。西側桁部のピットのうち,1穴は削平によって失われ,

もう 1穴はグリッド土層観察用畦の中にあるものと考えられる。梁部の柱間距離は約3.95mで非

常に長い。床面積は27.18m2で他の掘立柱建物跡より大きい。ピットは古墳時代包含層を掘 り込む。

埋土は淡褐色土層,掘 り形の径は,23～ 38cmで ある。

s Bo10 2× 2間の方形に近い掘立柱建物跡である。対応するピットがないのは,後世の削平に

よって失われたものと考えられる。ピット掘 り形の径は,16～ 30cmで ある。埋土は淡褐色土層で
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SKの 主なものの概要は,表 2に示した。出土遺物は,少量であり性格がわかるものはな

い。 I-9グ リッド南端部の 2基の土坑は,近現代のものである。

0)溝状遺構

SD S D01～ 06の概要は,表 3に示した。 S D01は S B01に切られているから古墳時代後期以

前に埋ったものである。S D02は S D01と ほぼ同一の埋土である。S D04は ,中世のものである。

機能等がわかる溝はない。

14)塚

塚 1号は,「土佐神社」と称され,塚の所存する水田の地権者によって祀られていた。調査前は,

径1.8m高 さ0.54mの 円丘状の高まりの上面に石製の小祠が置かれていた。調査は,円丘状の高ま

りを4分割して,層位毎に掘 り下げていく方法で行った。

高まりは,ほ ぼ水平に推積する 5層 の土層から成っていた。最上層は,灰黒色土層,次の 3層

は,.色調や土質から分層できるが,すべて中世遺物包含層である。第 4層からは,土師質土器杯

(3)銅銭 (「熙寧元費」及び銭種不明片),第 5層 からは銅銭 (「政和通責」)が出土した。第 6層

は基盤土層で古墳時代の包含層である。塚内部に,内部主体等の遺構は存しなかった。

塚 1号の生成過程を推測するならば,近世から現代の間において,塚 1号の部分を残して,そ

の周囲を全体的に掘 り下げる工事を行った。その結果,塚 1号の部分は,周囲から明確に区別さ

れる高まりとして現れることとなった。地権者によると,近代に,塚のある水田の地下げを行つ

たという。地下げ時に,こ の部分を意図的に残したことは,そ こが人為を加えることを忌み,避

けるべき由緒のある場所であるとの伝承があったことを証していよう。そこが「土佐神社」跡で

あったためであるか否かは,確かめられない。しかし,可能性を考える材料としては唯一のもの

である。

G)段落ち

G-9010011グ リッドに南端部を有し,巾 25m以上で東一西に延びると考えられる段落ちが

検出された。また,検出された段落ちの西端部には深さ0.8mの 凹みも検出された。ともに,自 然

の作用によるものであろう。段落ち,凹みの埋土中からは,土師器 (高杯・甕)須恵器 (杯身・

杯蓋)が少量出上した。
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遺 llt名 規  模
桂 間 距 離
(床 面 積)

主軸方向 備 考

S B01
535× 5.0
(26 75nf)

2.68  2 75
2 20  2 20
(517m3)

N15°W カマ ド,周 溝
外方へ延びる溝 1条

S B02 2× 3間

1651551.721.60
1 50 1.90 1 90
1 85 1 85 1.55

(1696耐 )

N35°W

S B03 lX3間
3.05      3 05
0 81 1 15 0 91 0 86
1 14 0.94 1 82

(1138m3)

N37・ Vヽ

S B04 1× 1問
2 20  2.32
3 96  3.91
(8,71m3)

N50° Vヽ

S B05 (1× 2間 ) 2 22 N32・W

S B06 (2× 2間 ) 1.50  1 50 N49° Vヽ

S B07 (1× 2間 ) 32 212 N48・ Vヽ

S B08 (2× 2間 ) N45'W

S B09 l× 4間

3.95392
2 54 1 35 1 51 1 48
1 50

(2718r)

N34・ E

S B010 2× 2問
1.96 20
2 10 2 25
(1723r)

N24・ E

表 l SB計測値表 表2 SK計測値表

表 3 SD計 測値表

遺構名 形状爵悪形
規 模
深 さ 埋 土 出 土 遺 物

S K01
ほぼ円形

皿 形

12

0.2

明淡褐色粘土層

暗褐色粘土層
無  し

S K02
不整形

U字形

0,70・ 0 86

0 37

明淡褐色粘土層

暗褐色粘土層
無  し

S K03
不整形

皿 形

1 05。 1 28

0 24

淡褐色粘土層

茶黒色粘土層
無  し

S K06
不整形

皿 形

1 68。 3 07

0.32
黒褐色砂質土層

土師器・須恵

器ともに/1ヽ片

遺構名 断 面 形
規  模
巾 。深さ 埋 土 出 土 遺 物

S D01 U字形 10・ 0.43
褐色粘質土層

暗褐色粘土層
土師器小片

S D02 U字形 04・ 015 褐色粘土層 無  し

S D03 皿  形 0 66・ 0 09 暗褐色土層 無  し

S D04 U字形 1 04・ 0 45
淡褐色土層

黒褐色土層

器
釜

賊

。鍋．

師
鉢

土
摺
甕

S D05 皿  形 0 59・ 0 14 黒灰色粘質土層 無  し

S D06 皿  形 0 91・ 0 16 茶黒色粘上層 無  し
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3.掲色土層 (炭化物が混じる)

4.暗褐色土層 (焼土粒を含む)

5。 淡黄褐色粘質土層 (地 山)

H
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図4 S B010 S B01カ マド実測図 (1/60・ 1/30)
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1.灰黒色土層 (表土)

2.褐灰色土層 (中世遺物包含層)

3.灰褐色粘質土層 (   ″   )
4。 淡掲色粘質土層 (   ″   )
5。 褐色粘質土層 (   〃   )
6。 茶褐色粘質土層 (地山)

7.黒色土層 (耕作土) 
・

SD01

-                  -19.30

SD03

0                        1m

19.40

- 19。 30

1。 褐色粘質土層

2.暗褐色粘質土層

3.暗褐色土層

4.淡褐色土層

5.黒褐色土層

図■ 塚1号, S D01002003004実 測図 (1/30)
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3遺 物

(1)縄文土器

F-11第 2層から体部片が 1点出土した。

する多条沈線を施す。

崚)土師器

内外断面とも漆黒色。外面には磨消縄文の跡,並行

F-10第 4層 (段落ち内)か らまとまって出上した。器種は,壺 。甕。高杯である。21の壺は,

口頸部がラッパ状に開くものである。甕は,口径 9 cmの小型のもの (22)と ,口径14.5cmの 中型

のもの (23,24)に 分けられる。両者とも体部中位に最大径を有し,底部は丸底である。高杯は

杯部高が約 7 cmと 深 く,杯体部と底部との境に段を有して明瞭な稜線をもつもの (25)と ,杯部

高約 5 cmで杯体部と底部との境の稜線が不明瞭なもの (26)の 2種がある。脚部は,前者は,杯

底部につくり出している凸起を受け入れ,ゆ るやかに開き,端部近 くで強 く開 く。後者は,内面

に絞 り目を残し,筒状に延びた後,強 く開き端部となる。

S B01か らは,鉢が出土した。 1は ,上底気味の底部から内湾して直立気味に立ち上がる。口

縁部外面には,凹線状の凹みがめぐる。口径 15。 3cm,器高8。 lcm。 2は ,口径13cm,内傾する体部

から直立気味の非常に短い口縁部が延びる。これは椀になる可能性がある。

13)須恵器     .

S B01と 包含層から杯が出土した。他の器種はない。 S B01出 土の 4は 口径 14。 lcm, 5は 口径

12.6cmの 杯身である。3の杯蓋の口径は14.8cm。 3点 とも同一時期のものと考えてよいであろう。

27は 肩部に鋭い稜をもち,口縁端部は薄 く,内傾する。28と 27と ほぼ同じ形態であるが,全体に

にぶい。31は ,立ち上がりが 2 cmと 長い。34・ 35は ヘラ切 りの底部に高台を貼 り付ける。38。 39

は口径11。 12cm,立 ち上がりは,0.5cmと 低い。40は 口径8。 4cmで小型である。42043・ 44045は

口径11～12cm,38039と セットとなる杯蓋であろう。

(4)瓦 器

6は 口径14.lcm,器高4.8cm,断面三角形の低い貼 り付け高台をもつ椀である。外面体部中位に

は指頭圧痕が 2段分残る。外面灰色,内面黒灰色。 S P01か らは,こ の椀 とともに,小片である

が皿も出土している。

15)土師質土器

7の皿は,口径9.3cm,器高1.4cm。 底部は左回りのへら切 り,体部は,直線的に外傾する。 6

の瓦器椀と一括されるものである。37は 口径1lcm,器高 2 cmの皿。体部はやや外湾気味に外傾す

る。底部の成形手法は不明。杯の 9は ,平底から直線的に外傾して開 く体部,口径14.3cm,器高

4 cmで ある。他の杯に比して,厚 く,大 きい。15016。 17は ともに塚 1号から出土。静止糸切 り

の底部,体部上位は右干外湾するが全体的には直線的に開 く体部,器壁は薄 く,胎土は精良であ
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る。36も これと同タイプのものである。

13は 片日の摺鉢である。口縁端部は回転ナデによって,やや凹む面をなす。14は 甕である。内

傾するヽ口縁部,端部は水平な面をなす。12は鍋である。内湾する体部からゆるく屈曲して口縁部

となる。外面全体にススが付着している。nは釜である。口縁下0.5cmの ところに低い鍔をつけて

いる。

16)青 磁

47は銅蓮弁文を施した椀であろう。

け)銅 鏡

I二 9グ リッドで,鏡面を上にして,一端をわずかに地山に埋めた状態で出土した。縁部に比較

的鋭い稜を8箇所にうくり出す八稜鏡である。稜部径10.■m,内区厚 2 11ull,外 区厚2.3111111,縁 部厚 5111111で

ある。鏡面は,無文で,ゆ るやかな起状があるが,ほ ぼ平坦であ 表 4 塚 1号出土銅銭

るといえる。鏡背中央には断面が先丸円錐形で,横方向の径 2 11ull

の孔をもつ紐部がある。紐部の周囲には 8個の球紋がある。

内区には,唐草文様 と飛鳥文様をそれぞれ 2個,相対する位置

に施している。内区から板状に肥厚する外区には,縁の稜毎に,

3個の円形浮文を施 したようであるが,鋳出しが悪かったためか,

使用時に破損されたためか, 表 5 遺構別出土遺物

欠けるところが多い。縁は断

面三角形である。

18)銅 銭

塚 1号から銅銭が 3点出土

した。北宋銭が 2点ある。 1

点は銭種不明である。

銭

種

属 名

肥
¨
寧

元

賓

政

和

通

費

（
不

明
）

第 4層 1 1

第  5 層 l

上 師 器 須 恵 器 土 師 質 土 器 瓦   器
瓦 銅 鍼

杯 鉢 甕 杯身 杯蓋 皿 杯 椀 招鉢 甕 鍋 釜 皿 椀

S B01 l 1 1

G-1l S P03 1

I-9 S P04 l l

H-9 S P01 l l l

S K03 l 1

S K04 l

S K05

塚 01 3

1 1 2 4

表 6 包含層別出土遺物

文
器

縄
土

土師
器

須 思
器

J預
土器

瓦器
買
器

凡
土

前
青磁

鉄 製
銅 錫

E-9第 2層

F-8 〃 7

F-9 1 1

l

G-9 1 2 1 1

G-10 1 1

5

H-9 〃 l

I-9 〃 4 3 l l

F-10第 4層 9

250

G― ll 〃

F-10第 5層
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図17 1-9出土銅鏡拓影・実測図 (1/1)

-312-



表7 遺物観察表

遺 構 名
包含層名

物
号

遺
番 材   質 器 種 口 縁 部 体 部 底部 (頂部) 胎 土 色 調 備 考

上
０１
直

Ｂ
面

Ｓ
床

土師 器 鉢 回転 ナ デ 指頭圧痕の後 ナデ ナデ?,肌荒れ強
し

粗, 1～ 3 1nmの

砂粒含む
灰色

優要8 展焼殻造T2漂髪
あり

S B01 土師 器 鉢 回転 ナ デ ナデ?,肌荒れ強
し

粗 , l olln前 後の
砂粒含む

淡責色
灰色,淡赤橙色
淡責色

体部外面 2次焼成
を受ける

S B01
周溝

須恵器 杯 蓋 回転 ナ デ 回転 ナ デ 回転ヘラ削 り(左 ) 精良,気泡跡あ
り

灰白色

S B01
周溝
/1ヽ溝

須恵 器 杯 身 回転 ナ デ 回転 ナ デ 並 , l mln前 後の
白色砂粒 を含む

廂

〃

〃

S B01
北西 ピッ

須恵器 杯 身 回転 ナデ 回転 ナデ 回転ヘ ラ削 りは受
部下 l clnの ところ
まで及ぷ

密,気泡跡あ り 灰白色

淡黄色

S B04
(S P01)

瓦  器 椀 回転 ナ デ 内面 。肌 荒 れ強 く
不明
外面 。指頭 圧 痕 の
後 回転 ナ デ

回転ナデ
高台は貼 り付け

色
に

自
か

の
ず

ｍ
わ

”
粒
む

１
砂
含

黒灰色

炎魯色

S B04
(S P01)

土師質土器 皿 回転ナデ 回転ナデ ヘ ラ切 り (左 ) 1～ 5 1nalの 白色
砂粒 を多 く含む

淡橙色

S B04
(S P03)

土師 質土 器 杯 回転 ナデ 回転 ナデ ヘ ラ切 り ? 05～ 4 11ulの 半

響習砂粒
を多く

にぶいIP8色

にぶい赤褐色
褐色

S K03 土師質土器 杯 肌荒れ強 し 肌荒れ強 し l ml以 下の白色
砂粒 を含む

淡橙色

S K03 瓦  質 平 瓦 ナ デ 内面・ 布 目圧痕
外面 。ナデ

1～ 2 mmの 半透
明砂粒 を合む

にぶい褐色

慢色
S D04 土師質土器 釜 回転ナデ ナ デ (?) 1～ 3 aullの 自色

砂粒を多く含む
灰白色

灰褐色

土師 質土 器 鍋 内面・ 回転 ナ デ
外 面・ ハ ケ ロの
後 ナ デ

内面・ ヘ ケロの後
ナデ

後更夕督F雪骨2
ナデ

(?) 半
し

の
少

¨
一

む

∝
審
矢
百

色

色

橙

橙

青
色
黄

淡
黒
淡

箸
面全体にスス付

S D04 土師 質土 器 IB鉢 回転 ナ デ
?夏政呈芳落 冒

'

外面 。指頭圧痕の
後ナデ

(?) 1～ 2● loの 半透
明砂粒 を含む 婚彙指色

S D04 土師 質土 器 甕 回転 ナ デ (?) 05～ 2 ulDの 白
色砂粒 を含む

浅責橙色

黒色

塚 1号 土師 質土 器 杯 回転 ナ デ 回転 ナ デ 静止 糸切 り 1 1un以 下 の半透
明 砂粒 を少 し含
む

浅 責橙 色

塚 l号 土師 質土 器 杯 回転 ナ デ 回転 ナ デ 静止糸切 り 2 olnl以 下の半透
明砂粒 を少 し含
む

色離
〃
″

浅

塚 1号 土師 質土 器 杯 回転 ナ デ 回転 ナ デ 静止 条 切 り l oul以 下の半透
明砂粒 を少 し合
む

浅黄橙色
T伊罪髪

次焼成に

F― ■
第 4層

縄 文 上 器 内面 。ナデ
外面 。磨消縄文の
後多条沈線

2 1ul以 下 の 自
色 。半透明砂粒
を多 く含む

鮨

〃

″

Ю
層

Ｆ
第

土師 器 壺 回 転 ナ デ 密

色
艶
〃廂

F-10
第 4層

土師 器 甕 回転 ナ デ 回転 ナデ 白
含

¨̈
α
色
む

明 赤 褐 色

‐０
層

Ｆ
第

土師 器 甍 回 転 ナ デ
後の

デ
ケ

ナ
ハ

面
面
デ

内
外
ナ

〈?)
3肥愁蓼?暮

=

褐 色

第 4層
土師 器 裂 内面・ ハ ケロ

外 面 。回転 ナ デ
ナ デ ナ デ 2 nul以 下 の 白

色・ 半透明砂粒
を含む

t:-fitrEe
l:Jil!ffitg

晟僣誉ヮ赤髪
次焼

第 4層
土師 器 高杯 肌 荒 れ強 く調 整

不明
肌 荒 れ強 く調 整不
明 賃57握善罰た露ι麗愁習3白

色浅責橙色 口緑 部 に黒斑 あ り

F-10
第 4層

土師 器 高 杯 回転 ナ デ 回転 ナ デ 脚部内面指頭圧痕
の後ナデ
外面 。ハケロ

ι肥愁暮3白
色 浅褐色

第 4層
須恵器 杯 蓋 回転 ナ デ 回転 ナ デ 回転ヘ ラ削 り(右 ) 密 暗青灰色

Ｈ
層

Ｆ
第

須恵 器 杯 蓋 回転 ナデ 回転 ナ デ 回転 ヘ ラ削 り(右 ) 密 , 4 1ullの 紫 灰

警響懲
をわずか

暗青灰色
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遺 構 名
包含層 71

物
号

遺
番 材  質 器 種 口 縁 部 体 部 底部 (頂 部) 胎 土 色 調 備 考

F― H
第 4層

須恵 器 杯 蓋 (?) 只琴奎ζ磐3(霰
差する 2直線 )

籍を多長
｀
魯患

色 青灰色

Ｈ
層

Ｆ
第

上師 器 甕 画
面

内
外
し

・ ハ ケロ
・ 肌荒れ強 後の

デ
ケ

ナ

（

画
面
デ

内
外
ナ

0 5alm以 下 の 砂
粒 を含む 層膚目

F-10
第 2層

須恵 器 杯 身 回転 ナ デ 回転ナデ 密,微小な黒色
粒 を含む

青灰色

にぶい赤橙色

F― ll
第 2層

須恵器 杯 蓋 回転ナデ 回転 ナデ 回転ヘ ラ削 り(左 ) 2 cul以 下の半透
明砂粒 を含む

脅灰色

ｎ
層

Ｆ
第

須恵器 杯 身 回 転 ナ デ 回転 ナ デ 回転ヘ ラ削 り (方
向不明 )

1 1ullの 白色砂粒
を含む

灰白色 生焼 けで あ る

F-10
第 2層

須恵 器 杯 身 回転ナデ 回転 ナ デ は
回

ム
ロ

，

高
後，た

り
け

切
付
デ

ラ
リ
ナ

ヘ
貼
転

1～ 2 oullの 半透
明砂粒 を含む

青灰色

灰白色

F― H
第 2層

須恵 器 杯 身 回転 ナ デ 高台 は貼 り付け,

回転 ナデ 萌8燈Tat督
む

灰 色

９
層

Ｇ
第

上師質上器 杯 回転 ナ デ 回転 ナデ 静止糸切 り 軍法萌3色T,
し含む

浅黄橙色

F-10
第 2□

上 師 質上 器 回転 ナ デ 回転 ナ デ 肌 荒 れ の た め調 整
は不明

白
粒

¨
¨

詢

１
色
を

明 赤 褐 色

H-9
第 2層

須恵 器 杯 身 回転 ナ デ 回転 ナ デ 0 5uullの 白 色砂
粒 を少 し含む

青灰色

H-9
第 2層

須恵 器 杯 身 回転 ナ デ 回転 ナ デ (?) l mm以 下の白色
砂粒 を少 し含む

灰白色

H-9
第 2層

須恵器 杯 身 回転 ナ デ 回転 ナデ l mnl以 下の白色
砂粒 を少 し含む

青灰色
灰色

H-9
第 2層

須 恵 器 杯 身 回転 ナ デ 回転 ナ デ 2 oull以 下の半透
明砂粒 を含む 炎魯色

H-9
第 2層

須恵 器 杯 蓋 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘラ切 り l mmの 半透明砂
粒 を含む

灰白色

第 2層
須恵 器 杯 蓋 回転 ナ デ 回転 ナ デ l mol以 下の半透

明砂粒 を多 く含
む

灰白色

麗婁径
色

H-9
第 2層

須恵 器 杯 蓋 回転 ナ デ 回転 ナ デ 1 1ull以 下の半透
明砂粒 を含む

青黒色
暗青灰色
青黒色

H-9
第 2層

須恵 器 杯 蓋 回転 ナ デ 回転 ナ デ 0 51nDI以 下 の 半
透明砂粒 を含む

灰白色
灰色
浅責色

H-9
第 2層

須恵器 杯 蓋 回転 ナ デ 回転 ナ デ l aul以 下の半透
明砂粒を含む

青黒色
暗青灰色
青黒色

９
層

Ｈ
第

青 磁 椀 ヘ ラ切 り ? 密 オ
い
　
一

暗
薄
　
リ

も
の
　
オ

と
色
す
灰

面
ブ
施
は

外

一
を
面
色

内
り
釉
断
ブ
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4′ jヽ 結

(1)遺 構

遺構の変遷を考えることでまとめとする。

遺構内出土遺物と,切 り合い関係から次の 4

時期の遺構が抽出できる。

古墳時代後期以前 S D01

古墳時代後期   S B01

鎌倉時代～14世紀 S B04

14世紀以降    塚 1号

S B01と S B04は遺構出土遺物から,それぞ

れ上記の時期であることがわかる。 S D01は ,

S B01に切られていることにより, S B01に 先

行する。塚 1号 は,遺構内遺物を包含する土層

を切って作られたものである点から遺構内遺物

SB02

SB03
SB08
SB07
SB06
SB04

表 8 SB主 軸方向分布表

の属する時期より後の時期のものである。

上記の遺構以外は,出土遺物,切 り合い関係からは,時期を限定し難い。建物跡については,

その主軸方向からグループ分けを行なうことで時期を考えてみたい。表 8か ら次のようなグルー

プ分けを行なった。

(構造の相違 ) (分布の相違 ) (建物建造単位の相違)

S B01は ,竪穴住居跡で他は掘立柱建物跡である。この建物構造の相違は,時期差をある程度

は反映しているといえよう。次に主軸が東に振れるS B090010を 別グループとした。これは,分

布の相違を反映しているといえよう。さらに,わ ずかな角度の相違であるが,グ ループ分けを行っ

た。その理由は難しいが,一応建物建造単位の相違と考えた。さて,こ のグループ分けの結果か

ら,時期区別に役立つのは最初の構造の相違によるもののみであるが,それは,時期不明の掘立

柱建物跡を時期的に区別するものとはなっていない。従って,主軸方向とは別な面から時期を考

えぎるを得ない。

S B02の ピット埋土は,他の掘立柱建物跡のピット埋土と異なり,逆にS B01埋土に近似する

S B04006007
08003002
050010009

S B09・ 010

S B04006007008S B04006・ 07008
03002・ 05

S B03002005
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(「遺構」の項参照)。 S B02及 びS B01以外の建物跡のピットの埋土はほぼ同じである。この埋

上の事実からS B02を S B01に近い時期のものと考えたい。

S B090010は ,古墳時代後期包含層掘 り込みである。その上には,中世包含層が堆積している。

中世包含層は,塚 1号 をつくる中世包含層が14世紀のものである点から,14世紀以前のものと考

えたい。なお,ピ ット埋土は, S B04を 含む多くの掘立柱建物跡とほぼ同じである点から,SB

04の属する鎌倉時代～14世紀 という時期と矛盾はしない。

S B06007・ 08003・ 05に ついては,時期を考える材料がない。ここでは,埋土がS B04と ほ

ぼ同じであるという点から,こ れらも,鎌倉時代～14世紀の頃のものとしておく。なお, S B07

とS B08が桁部で重なり合うように,すべて同時併存ではない。一定の時期内で先後関係がある。

次に,建物跡の大まかな時期変遷を示す。建物跡以外の遺構についても,埋土からの推測であ

るが,組み込んでみた。なお,上述のように,同時併存を示すものではない。

古墳時代後期以前 S D01002

古墳時代後期   S B010020段落ち

鎌倉時代～14世紀 S B03004・ 050060070080090010,S D04

近世～現代    塚 1号

υ)遺 物

遺構出土の遺物の時期 0年代を考えたい。 S B01出 土の杯身 (4・ 5)は ,中村編年のH型式

5段階,田辺編年のT K43に 相当すると考えられる(1)。 絶対年代は,6世紀後半としておく。SP

01出土の瓦器椀は,橋本久和氏の「高槻における中世土器の編年(2)」 の第Ш期-2に相当すると考

えたい。第Ш期の実年代は,13世紀代とされている。

塚 1号の第 4層 出上の土師質土器杯 3点は,大門遺跡の杯 Bと 同タイプのものである。同遺跡

での比定に従い14世紀中葉 としておく。

(3)遺跡の範囲

調査区南東部で検出した竪穴住居跡や掘立柱建物跡群が,調査区南東方へ広がっていることは

明瞭である。調査区南西方では遺構は検出されなかった。また,同東方は段落ちになっている。

以上から,遺跡は,巾 50m余で北西から南東に連なる河岸段丘上に立地 しているといえる。南東

限は,かならずしも明瞭ではないが,河岸段丘部を囲んでみた (図 19)。 その部分を集落跡 として

の矢ノ岡遺跡の範囲 と考えたい。

(1)中村浩 勝日泉陶邑窯の研究』(1981年 ,柏書房)田辺昭三『須恵器大成」(1981年 ,角川書店)

(2)高槻市教育委員会「上牧遺跡発掘調査報告書』(1980年 )
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図18 矢ノ岡遺跡遺構変遷図 (1/800)
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図19 矢ノ岡遺跡の範囲 (1/5000)
0                                     500m
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V 利生寺遺跡





V 利生寺遺跡

1 立地 と土層序

利生寺遺跡は,高瀬町上勝間字砂古の「利生寺」(小地名)に 所在する。調査は,谷底部の平坦

地 (標高約36.8m)と ,谷の北斜面にわずかにあるテラス部 (標高38.4m)及 び斜面部に対して

行った。谷底部は,水洗を受けた花同岩質の砂礫層が厚く堆積している。地表下約1.5mま でに近

現代・中世・弥生時代の包含層がある。その下層は無遺物層であった。

この間の土質は基本的に同下のものである。しかし,北側の斜面部に近くなると谷底部土層図

の21層のように,水洗を受けていない,固い花聞土の基盤土が
゛

てくる。近世の遺構は,水洗さ

れた花同岩質の砂礫層に掘 り込まれて

いる。弥生時代の遺構は,固い花聞土

の基盤土層に掘 り込まれている。

一方,谷北側のテラス部及び斜面部

は,固い花同土を基盤土層とし,その

上に,中世包含層などを含む厚さ約0.5

mの上が堆積している。遺構は,すべ

て基盤土層に掘 り込まれている。

以上を要約すると,弥生時代には,

谷底部は不安定で,生活活動は,よ り

安定的な花間土の地山面上において行

われていた。従って,地形的にはテラ

ス部だけでなく斜面部も利用している。

中世においても谷底部は不安定で,

生活活動は,北側のテラス部及び斜面

部の地山面上において行われていた。

近世になると,谷底部の平坦地が生

活面として利用される。一方,北側の

テラス部や斜面部での生活活動は見ら

れなくなる。

なお,利生寺川を挟さむ南側のテラ

ス部からは,遺構・遺物は検出されな
図1 グリッド土層位置図 (1/1000)

-321-



「

＝

＝

廿

１

＝

＝

１１

１

＝

＝

廿

ｌ

＝

＝

廿

ｌ

ｕ

＝

Ｊ

〇

Ｅ

崎

（ヨ
製
）
喫
引
聟
Ｊ
颯
枢

。Ｎ
　
　
　
口
引
駆
聟
０
颯

（ヨ
製
）
曙
引
聟
０
颯
畔

．晨
　
　
口
＝
躍
螺
ω
嘔
恭

瞑
引
国
０
０
Ｋ

。Ｒ
　
　
　
　
　
　
　
口
引
０
颯
区

。Ｒ
　
　
喫
引
駆
聟
ω
啜
蝦

喫
引
ぼ
聟
０
曜
雷

。、
　
　
　
　
　
　
　
口
引
Ｏ
К
暉

．８
　
　
喫
引
駆
聟
口
颯
畔

口
引
０
駆
騰

。Ｒ
　
　
　
　
四
引
駆
撃
合
０
颯
畔

．曽
　
　
　
　
曖
０
０
Ｋ
智

‐
＼
ヽ
‐
、
‐
‐
‐

‐

（８
ｍ
９

３
留
お
「
∞

．ト

（８
ｏ
０

３
響
お
↓
Ｎ　
．０

（ヨ
製
）
嘔
引
Ｊ
駆
檬
雲

。
一

嘔
刊
Ｊ
駆

．一

口
引
０
鰹
留

。
め

曖
引
ｕ
Ｏ
ｏ
颯
枢

。Ｎ

嘔
引
製
撻
０
畷

．
【

０
０
．∞
∞
　
　
‥―
―
―

‖ κ .

=+

ゴゴゴゴゴ

〇
一
．０
∞
　
―
―
―

喫
引
駆
Ｏ
ω
畔
К

．∞

口
＝
０
駆
智

。一
　
　
　
Ｊ
下

喫
引
回
聟
０
暉
枢

。一

口
引
０
颯
畔

．め

喫
引
０
嘔
５

。
【

0+
慨

図2 グリッド土層図 (1/60)

十０
‐
」
　
　
回Ｎ

-322-



図3 利生寺遺跡グリッド配置図 (1ハ000)
0                                     1oOm
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かった。生活面としての利用はなかったと考えられる。

2遺 構

町道砂古線 と利生寺川の間の平坦地は整地工事によって多くの攪乱坑が掘られていた。遺構 も

破壊を受けており,そ の全容は知 りえない。この地区からは,掘立柱建物跡 (1),竪穴住居跡 (1),

土坑 (2),径の大きい円形ピット(4),井戸 (1)を検出したのみである。町道砂古線北側の地区

からは,竪穴住居跡(1),方形ピット (13),円 形ピット (数 10),土坑 (10)を 検出した。 SD

01は 近現代のものである。

(1)建物跡

S B01 谷底部平坦地のほぼ中央に位置する1× 2間の掘立柱建物跡である。梁間1.401.6m,

桁行0.901.Om,径 15～20cmの 円形ピット。床面積2.85m2。 非常に小規模な建物跡である。ピッ

トと切 り合い関係はないが,梁部と重なり合う埋甕 S K01が ある。その位置から,S B01に付属

するものと考えるのが妥当であろう。主軸方向はN19°Wである。ピットからの出土遺物はない。

S B02 谷の底部北寄 りの緩斜面に立地する。南辺部は攪乱を受けている。規模は2.5× 2.5m,

床面積6.25m2,形状は歪な方形である。主軸方向は,N23・ Eである。床面の東一西はほぼ水平で

あるが,南一北はゆるやかに北から南へ下がる。ピットはない。床面の途中から,低所側である

南方へ延びる,巾 10cm,深 さ 7 cmの 小溝が掘られている。竪穴の深さは約10cmと 浅い。おそらく

削平に原因するものであろう。非常に小規模で,主柱穴がないことから特殊な性格の建物跡であ

ろう。竪穴埋土中から弥生土器壺口頸部などが出土した。

S B03 谷の北側のテラス部に位置する竪穴住居跡である。規模は2.47m× 3.17m,床面積7.83

耐,形状は歪な長方形である。主軸方向はN25°wである。竪穴壁は,約 17・外傾し,残存高は約23

cmである。床面は,北西隅から南東隅へゆるやかに下がっている。床面には,2～ 5 cmの 固く締っ

た黒褐色土層が全面にある。おそらくこの上面が生活面であり,そ の下面は,竪穴掘削時の掘 り

形であろう。竪穴北半中央には竪穴埋土よりも黒色味が強 く,粘性の強い褐黒色土層の上塊があっ

た。その直上には土師質土器釜 (1/2残存)が残されていた。竪穴西壁際には,上場径0.67m,深

さ0.4mの 土坑が掘られていた。底部は水平で,床面には外径32cmの 円状の凹みが残っていた。凹

みは巾 3 cm,深 さ 2 cmで ある。これは,お そらく桶等の底部端の圧痕であろう。南東隅には,径

0.4mの 不整形の浅い凹みがあつた。主柱穴はない。竪穴埋土中から,土師質土器皿 0杯 。摺鉢,

瓦質土器鉢,備前焼摺鉢が出土した。

け)柱・穴

S P02 谷底部平坦地に位置する。上場径 1。 2m,残存する深さ0.52m,底部径0。 96mで,平坦面

となっている。底面のやや北西寄 りのところに,径0.2mの 柱根跡と考えられるものが残存 してい
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た。

S P09～ 016 1辺 0。 45mの方形の掘 り形をもつ。深さは約 5 cmと 浅い。 S P09と S P012に は,

径 8～ 14cmの 円形の凹みが残存していた。ピットはN66° Eの方向の並びが 3列みられる。 1間の

ものが 2例,3間のものが 1例である。間隔は1.5m～ 1.8mでぁる。S P014か ら瓦質土器鉢が 1

点出土した。他のピットからの出土遺物はない。

0)土 坑

S K01'S B01北梁部と重なり合う位置にある。土抗内には,土師質土器鉢が据えられていた。

鉢口縁部は破壊されてぃた。鉢内は 3層 に分けられる砂質上が入っていた。埋土中から据えられ

たものとは別個体の土師質土器鉢口頸部片,磁器椀が各 1点出土した。

S K02 S P02に 隣接する。0。 73× 1.42mの不整形な土坑である。埋土は, 2層 に分けられる砂

質土である。これはS P02と 同一である。埋土中から土師質土器皿が 1点出土した。

S K04 径1.3mの不整形の土坑である。深さ約 5 cm。 床面は平坦である。埋土は暗褐色土層であ

る。出土遺物はない。

S K06 上場径1.25mの不整形の土坑である。 2穴のピットに切られている。壁面はほぼ垂直で

ある。床面はほぼ平坦につくる。床面直上から完形品を含む弥生土器が出土した。

S K07 谷北側の急斜面部に位置する。付近には同一の埋土をもつ土坑が 6基ある。1.101.45×

1.55mの平面台形の上坑である。北壁は0.45m,南壁は 3 cmの 深さである。埋土は,褐色粘質上であ

る。床面は水平につくる。土坑内から,弥生土器破片が多量に出土した。

(4)井 戸

S E01 谷底部平坦地に位置する。石組み井戸である。内径0.6m,残存する深さ1.02mで ぁる。

上場径1.3mの 円形の掘 り形の中に,10～ 30cmの 石を小口積みによって下から上へやや開き気味に

積み上げている。底部には,中央に 1辺 15cmの三角形状の空間をうくるように,平たい石を 3個

並べ巡らしている。埋土上層は粘土層,下層は暗褐色土層である。下層中から磁器椀が 11点出土

した。
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.   B′

A′

38.40

C″~ 38.40

D

.    2.黒 褐色土層 (固 くしまる)

D′   3.茶 褐色土層 (地山)

-38.40 4。 褐黒色土層

o.                           3m

図 5 S B03実測図 (1ノ 40)
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SK01

1.褐色砂質王層

2.灰褐色砂質土層

3.黒掲色砂粘質土層

4.黒褐色砂質土層

A′

35.90

Ⅳ
一

SP02

1.褐黒色砂質土層

2.晴褐色砂質土層

3.灰黒色砂質土層

4.淡褐色土層

SK02

1.褐黒色砂質土層

2.黒褐色砂質土層

3。 明掲色砂質土層

明褐色土層

灰黒色粘質土層

褐色土層 (地山)

暗褐色土層 (地山)

褐黒色土層 (地山)

暗黄色粘土層

暗褐色粘質土層

淡褐色砂質土層

o                         2m

図6 S P02, S K01002, S′ E01実測図 (1/40)

SE01
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3 遺 物         ・ .

遺構出上の遺物と包含層出土の金属製品・石製品について説明を行なうふ

Kl)弥生土器   i                、     `

弥生土器はS K06・ 07等からまとまpて出土した。 1018・ 19026は壺である。1026は ,外

方へやや開く箇状の口頸部をもつ。 1は 白頸部に6条以上の凹線文をもつ:18。 19は ,法量が若

干異なるが,形態・技法は共通する。18は ,器高18.2cm,口 径9.9cm,器高中位よりやや上に最大

径 、(15。 lcm)が ある。器厚6～ 9 11ullで,全体的に厚い。内面はヘラ削り
「

頸部内面に絞り目があ

るがナデ消す。外面は口頸部を除きヘラミガキ。肌土は粗で,口縁部は水平でなくアンバランス

である。全体的に荒い作りである。

20・ 2102.7は .甕 である。すべて「くJ´字形の口縁部をもつ。21の 口縁部は内外面とも肥厚させ

るq20・ 27は内面側へのみ肥厚させ, ともに端面には凹線文を施す。20は 上げ底の底部にイチジ

ク形の体部である。24は 鉢である。口径18。 8cm,器高8.8cm,底部径71lcm。 上げ底の底部からメ短

く直立した後,強 く開き,体部中位で内方へ屈曲させて直立させる。外面底部には明瞭な指頭圧

痕を残す。体部はヘラミガキ。25は蓋である。口径17.7cm,器高8。 lcmi把手径6.5cm。 深 く凹む

把手頂部から短く内傾した後,やや外湾気味に強く開く体部に連なる。把手外面には明瞭な指頭

圧痕を残す。体部外面にはヘラミガキを施している。

12)土師質土器                 ■

50607は S B03出土の皿である。 5は 口径7.4cm,器高1.lcm,ヘラ切り底, 6は 口径9.9cm,

器高1。 lcm,ヘ ラ切り底の皿である。 7は 口径10。 2cm,器高2.2cm,底部成形法は不明。17は 口径

6。 9cm,器高1.2cm,ヘラ切り底の皿であるL80.9｀・10は S B03出土の杯である。 8の底部は回

転糸切りであろう。9010は ともに静止糸切りである。 3・ 4は , S B03出土の釜である。 3は

口径22.7cm,体部高13.3cm,口 縁部からそのまま鍔端部に連なる。鍔は水平方向へ 6 11ull延 びる。

体部下位 3カ 所に脚部を貼付ける。14は底部を欠くが深鉢であろう。口縁部は内外面とも強く肥

厚させる。体部外面には,波条文,浮文,突帯な・どを施す。16は 口径61cm,器高35cm,丸底の底

部から屈曲して直線的に外傾する体部となるヽ。体部から外方へ強 く屈曲させて口縁部となる。口

縁端部内面は強 く拡張させる。その結果,端部は広い面となつている。

13)瓦質土器

12は ,瓦質土器の鉢と考えられる。口縁部内面を断面三角形に肥厚させる。13は ,瓦質土器の

鉢とした。底部を欠く。口径6。 7cm,最大径は8.2cmで体部中位にある。内湾する体部,口縁部内

面やや肥厚して丸い。体部外面には沈線.と菱形文のスタンプを施す。内面にはスス付着の痕跡が

ある。香炉のような機能が想定される:
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14)陶磁器                      `          …

11は備前焼の摺鉢である。口縁部内外面とも,やや肥厚する。端部は平坦な広い面をなす。15は

磁器椀である。灰白色の密な胎土,透明釉をかけるが色調はオリープ灰色を呈する。体部厚4.511ull,

底部厚1.lcmで 全体に分厚い。31は 磁器椀である。口径10cm,器高5。 2cm,自 色の密な胎土に薄い

透明釉をかける。体部厚 4品,底部厚 6 11mlで全体に均‐である。

15)銅 銭

表 1の ように,渡来銭 3点,「寛永通宝」2点が出土した。すべて包含

層からの出土である。32は 「皇宋通費」,36は 「元豊通費」である。

16)石製品

37038039は ,サヌカイトを材料とする打製石庖丁である。37は 両側

端を欠く。両面とも大lll離面の末端を,さ らに剥離,調整して刃部とす

るが,背面は細かいブランティングのみ,腹面は階段状llJ離 をつらねた

表 1 出土銅銭表

銭
種

グリ
ッド名

皇

一不

通

贅

一汗

豊

通

資

洪

武

通

費

寛

水ヽ

通

一賢 計

F - 9 1 l

G - 6 l

G - 7 l 1

後,さ :ら
に細かいブランティングを加えるというように,背面 ど腹面で調整法が異なる。38も 両

側端を欠 く。背面の一端は大■ll離面の末端 まで残すが,他端は細かいブランティングを加えてい

る。腹面は両端とも階段状象J離をカロえ,さ らに細かいブランティングを加えて刃部をつくってい

る。39は 両側端にくりこみを残す完形品である。3.4× 8.2cmの 小型品である。両面とも階段状lll

離を加え,さ らに細かいプランティングを加えて刃部をつくっている。40は 打製石斧であろう。

基部を除 く両面に刃部をつくり出している。両面とも階段状剥離を加え,さ らに細かいブランティ

ングを加えている。材料はサヌカイ トであるが,風化が強く灰白色を呈する。41042は石鏃であ

る。ともにサヌカイ トを材料とする。41は ,'基辺が凹み,両側辺は内湾する。最大厚2.511111。 大剥

離は両側にわずかに残るのみである。42は ,基辺がわずかに凹み,両側辺は直線的である。最大

厚 4 11ull。 大象J離面は両面に平坦面として比較的広 く残している。

171 鉄 子

43・ 44は ,利生寺遺跡の南側に立ち上がる尾根の頂部南寄り付近で偶然に発見されたという鉄

子である11ヽ 銭子は,2点で 1組をなす。互いに打ち合わせて音を出す仏具の一つである。材質は

銅を中心とするものであろう。43は ,把手は外反して広がり,頂部は丸く隆起する。ほぼ中央に

径 6111111の 穿孔がある。体部はほぼ直線的に延び,先端部で外湾してそり反えらせる。成形は,‐ 把

手・体部とも同時に銭造によって行ったもの。把手と体部の境いには,鋳 こぼれを削り取った跡

がある。体部円弧の中心点と把手円弧の中心点は約 3 11ullず れている。従って,厳密には把手は体

部の中央にはない。また穿孔の位置も把手円弧の中心点からずれている。把手・体部外面には,

鋳型のものと思われる砂目が均一に残っている。なお,体部は,反 りの部分を除き,全体を7分

割して砂目の上に弦状に磨きをかけている。内面は,把手見込みを除き,全体に指頭痕が残る。

体部には,最初,放射状に磨きをかけ,さ らに全体を7分割して弦状に磨きをかけている。先端
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部の対になる銭子と打ち合う箇所は,丁寧に磨かれ平坦面になっている。    |「 ■ F‐

44は,法量・形状・成形法・調整法すべて近似している。ただ体部外面の磨きが,43では全面

にヽ行な.わ れていたが,44では一部のみにしか行なわれていないoこ の点で両者を区別することが

出来る。       _                      .、
包含層からは,表 3に示したような遺物が出土した。・弥生土器・須恵器 。土師質土器がその中

心を占めている。中世遺物のうち亀山焼と備前焼が多いことは注目される。

(1)鉄 子2.点 は,現在,威徳院勝造寺 (三豊郡高瀬町下勝間913),に 所蔵されている。

表 2 遺構別出土遺物

弥 生 土 器 須 恵 器 土 師 質 土 器 瓦質土器 堡思墨 備 前 焼 陶 器 染 付
計

壼 甕 鉢 蓋 口縁部 底割 体剖 杯 身 体 部 皿 杯 揺鉢 鉢 釜 体割 鉢 体部 鉢 掘鉢 甕 体剖

S B01

l 1 2

1 2 2

S P01 l 1

1 l 1 1

l 1

2

1

1 l

2

1

l l l 3

l

1 l 4

l 1

3 3

l l

1 2 3

2 l 3

1

2 2 l 1 l 220

l 1

l 1 2

計 3 1 1 550 0 4 3 2 5 2

表 3 包含層出土遺物集計表

-332-

生
器

弥
土

須恵
器

土 帥 質
土  器

几質
土器

狽順
土器

亀山
焼

晴
焼 陶器

輸 入 陶
磁  器 瓦 石鏃

サヌカ
イ ト砥 石 銅 鐘

歌 製 骨用
器

計 染付 合 計

皿杯
椀

贖椰

鍋釜
青磁 黒 釉 数珠

F - 9
２３

８
119
69[ 剛

御
7

0 41

３

■
4

02〔
1

00(
0
0

２

■
17

0,91

８

‘
1713

100.02

G - 7 7

11〔

３４
烈

３５

一

７‐

溺

４

η
l 23

38`
0

0

0
0

1

017
0

0

0
0

0
0

３

・

５

1

0.17

包含層全体
425
9.9〔

254
59[

∝
裏

３３

７７

3
0.07

32
07[

４

Ю

３

■

２

Ю

２

Ю

３

Ю
l

002
4272

100 2C
4292



4

5

6

7

｀
＼  Lffゴ/

8

)

図8 S B02003出 土土器実測図 (1/3)

′ ′′    12

o                                                      20cln

-333-



／／）
（‐‐同レ

∂
θ

o                                                  20om

16 (l/s)

図 9 S P014, S K01002出 土土器実測図 (1ノ 301/5)
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図11 S K06007, S E01出 土土器実測図 (1/3)
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図14 高瀬町宇砂古2321出土銭子実測図 (1/5)
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表4 遺物観察表

遺 構 名
包含層名

遺物
番号

材  質 器 種 口 縁 部 体   部 底部 (頂部) 胎 土 色 調 備 考

S B02 弥生土器 壺
線凹の

デ
下
す

ナ
以
施

転
条
を

回
６
文

lm以 下 の 自
色・ 半透明砂粒
を含む 暑贋魯

S B02 2 弥 生上 器 れ
面
を

さ
断
帯

測
に
突

推
ろ
の

と
こ
形
る

部
と
角
け

頸
る
三
付

2 ollD以 下の半透
明砂粒 を含む

明赤褐色

灰黒色

S B03 3 上師質上器 釜 回転ナデ
ロ縁端部か ら厚
みを増 し顎に至

内面 。板ナデ
外面 。指頭圧痕の
後ナデ

板ナデ,脚部は貼
り付け

211m以 下 の 白
色・ 半透明砂粒
を含む

艶

″

″

S B03 上師質上器 釜 ? 脚部はナデ仕上げ 2 EllD以 下 の 白
色 。半透明砂粒
を含む

艶
″″

S B03 5 上師 質上 器 皿 回転 ナ デ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り ? 微砂粒 を少 し含
む

にぶ い責 慢 色

S B03 6 上師質上器 回転 ナ デ 回転 ナデ ヘ ラ切 り 1 1uD以 下 の 白
色 。半透明砂粒
を含む

橙 色

S B03 L師質上 器 回転 ナ デ 肌 荒 れ強 t 肌荒 れ 強 い l CD以 下の褐色
砂粒 を少 し含む

浅責 橙 色

S B03 8 土師 質上 器 杯 肌荒れ強 ヽ 回転糸切 り 微小な白色砂粒
を含む

橙 色

S B03 上師質土器 杯 (?) 回転 ナ デ 静 止 糸切 り 微小な半透明砂
粒 を少 し含む

浅黄橙色

S B03 土師質土器 杯 回転 ナ デ 静止 糸切 り
軍法萌謬咎T9
ずかに含む

浅黄橙色

S B03 備 前焼 招 鉢 回転 ナ デ 回転ナデ,招 目は
n条

5 oul以 下の黒褐
色砂粒 をわずか
に含む

灰色
青灰色
灰色

S B03 瓦 質 土器 鉢 回転 ナ デ 内面 。回転 ナ デ
外面 。ナ デ

2 1ull以 下の半透
明砂粒 を含む

暗青灰色

灰 白色

S P014 瓦質上器 鉢 回転 ナデ
間
を
二

の
文
＜

線
形
る

沈
し
す

デ
る
ひ
プ
＞

ナ
す
重
ン
リ

転
行
ニ
タ
あ

回
平
に
ス
帯

l mm以 下の半透
明砂粒 を含む

暗灰色
浅黄色

S K01 土師 質土 器 鉢 回転ナデ
外面に 1条の沈
線

の
　
条
形
け
突

Ш
に
て

魏
″

¨

，
その上‥こ円

¨

。 この下方‥こ
を貼付‐ナ

，
８

¨
¨

しひろ‐デる
。

内
後
外
文
浮
る
帯
の
指
押

l allll以 下 の 白
色・ 半透明砂粒
を含む

橙色
責橙色

S K01 磁 器 椀

聾曹慧進薇[::
に 1条の検線

高台外面 に 2条の

憾婦九F拿暑塗各
体で描 く

密 オ リープ灰色

灰白色
専烹艦llLiき

を除き

土 師 質 土 器
色・ 半透明砂質
を含む

に ぶ い 責 橙 色

S K02 土師 質 土 器 回転 ナデ 回転 ナ デ ヘ ラ切 り l oul以 下 の半透
明 砂 粒 を少 し含

灰 褐 色

にぶ い橙 色

S K06 弥生土器 壺 回転ナデ,日 縁
端面にハ ケロが
残 る。頸部内面
に残 る紋 り目を

芳高ら入サで努

内面ヘ ラ削 り (下
か ら上へ )

外面上位指頭圧痕
の上に横方向のヘ

勇高あえし普

"繁

内面・ ナデ
外面 。ナデ 色Ψ幸係酪多是

を含 む

にぶい赤褐色

盟蛮栂集栂色
体部外面に黒斑

S K06 弥 生土 器 壺 内面指頭圧痕の
後上半は回転ナ
デ。下半はナデ

内面 ヘ ラ削 り (下
か ら上 へ )

外面 はヘ ラ ミガ キ

内面・ ナ デ
外面 。ナ デ

3 mal以 下 の 白
色・ 半透 明 砂 粒
を含 む

にぷい赤掲色
明赤褐色
灰赤色

内 外面 の 同 一簡 所
に黒斑 あ り

S K06 弥生 土 器 甕 内面 回転 ナ デ
外面 回転 ナ デの
後 2条の凹線 文

内 面上 半 は横 方 向
の ヘ ラ削 り,下 半
は下 か ら上 ヘ ヘ ラ
削 り,外 面肌 荒 れ
が強 く調 整 は不明

3暇督酉3白
色明 赤 褐 色

明 褐 色

S K06 弥生土器 聖 内外面 とも回転
ナデ

内外面 とも肌荒れ
が強 く調整は不明

(?) 4 oull以 下 の 自
色・ 半透明砂粒
を含む

淡褐色
明赤褐色

S K06 弥 生 土 器 (底 部 ) 内面 ナデ,外面ヘ ナ デ 3 olln以 下 の 自
色・ 半透明砂粒
を含む 彊魯褐争
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遺 構 名
包含層名

遺物
番号

材  質 器 種 口 縁 部 体   部 底部 (頂部) 胎   土 色   調 備    考

S K06 弥生土器 壺 ? 内面指頭圧痕の後
ナデ。外面は肌荒

荒潜稽譲麓曇]耗
J「。

ナ デ 4 olD以 下の半透
明 。白色砂粒を
含む

黒色
明赤褐色

S K06 弥生土器 鉢 原

の
外

の
も

ｏ

目
な
デ
デ

ケ
う
ナ
ナ

ハ
よ
転
転

面

の
回
回

内
体
で
面

'冒

食み製ibゞ繊
る。外面縦方向の
ヘ ラ ミガキ。下喘
部に横―列の指頭
圧痕 を施 す。

内面 。ヘ ラ削 り
外面 。ヘ ラ ミガキ

2 1uD以 下 の 白
色・ 半透明砂粒
を含む

黒褐色
明赤褐色

S K06 弥生土器 蓋 回転 ナ デ ?
ｏ？
の

ｏ

し
キ
列
す

強
ガ

一
施

れ
ミ
横
を

荒
ラ
に
痕

肌

へ
部
圧

面
面
端
頭

内
外
下
指

ナ デ 2m以 下 の 白
色 :半透明砂粒
を含む

明赤褐色
赤褐色

S K07 弥生 土 器 壺 肌荒れ強 し 肌荒れ強 し
3麗愁暮3白

色
場象褐色

S K07 弥 生 土 器 甕 回転 ナデ、端面
には 3条の回線
文 を施す。頸部
に内面側か らの
穿孔あ り。

内面指頭圧痕の後
ナデ。外面縦横の
ハケロ。

2 1ull以 下の半透
明 。白色砂粒を
含 む

題雹褐色
明赤栂色

S K07 弥生土器 (底部 )

1':1:]::;′ ::ゝ 争::ロ

ノ lm以 下 の 白
色・ 半透明砂粒
を含む

にぶい責慢色
浅責橙色
黒色

内外面同一箇所に
黒斑あ り

S K07 弥 生 上 器 (底部 ) 内面ナデ。外面ノ
ケロ

ナ デ 1 1ull以 下の半透
明砂粒 を含む

黒色
浅責橙色
黒色

外面 黒斑 あ り

S K07 弥生上器 (底部 )

寝ヮ多F?。
外面 ナデ ? 2 mun以 下の半透

明 。白色砂粒 を
含む

にぶい橙色

浴蛮R魯色
S E01 磁 器 椀 薄 く透明釉 をカ

鵞:『
'こ

i量管
高 台 外面 に 2条の
暗 緑 灰 色 の横線 を
描 く。 高台 見込 み
に青灰 色の不 明 の
模 様 を描 く。 畳 付
きは露胎 。

密 白色

4′ Jヽ 結

(1)遺 構

遺構は,出土遺物から弥生時代・中世・近世の 3時期のものがある。

弥生時代は,竪穴住居跡 1棟 と土坑10基である。小さなテラス部と斜面に立地する。住居跡は

1棟のみで,そ の規模は非常に小さく,構造も特殊なものである。このことを考えると,祭祀施

設,あ るいは避難場所などの性格が推測される。

中世は,谷北側のテラス部と斜面部に立地する竪穴住居跡 1棟 と方形ピット13穴などがある。

前者の主軸方向はN64° E,後者の並びの方向はN66° Eである。両者は同一の方向性を有するとい

えるから,同時併存の可能性も考えられる。前者は,釜が出土し,桶等の底部の圧痕と考えられ

る凹みをもつ土坑もあることから住居跡と考えられる。しかし,住居跡が 1棟のみであるのは,

共同作業を必要とする生産に関わる者の住居ではなく,非生産者的,祭祀的,宗教的な性格の行

為を行なう者の存在を伺がわせる。後者は,並びはあるが掘立柱建物跡とするには歪みが大きい。

ここでは一つの可能性を示しておこう。調査地には石製五輪塔が多く散布していた。これらの五

輪塔が他所から運び込まれたものではなく,かつて,こ の付近に立てられていたとすることに大

過はないであろう。そうであるならば, 1辺約0.45mの方形掘 り形は,五輪塔を建立 0安置する

ための据え穴であるとも考えられる。そうであるならば,方形掘 り形が,一定の間隔で,一定の

方向性をもつて列状に並ぶことも納得できる。さらに,竪穴住居跡の性格を含めて旧景観を復元
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するならば,斜面部には五輪塔群が立ち並び,その下方のテラス部にはこの墓地に関係する者の

住居が 1棟建っていたといえよう。

近世は,大 きく深い攪乱坑による破壊のために十分にはわからない。しかヒ/,埋甕 (S K01)

を伴なうと考えられる小規模な掘立柱建物跡と石組井戸は, ここで,常住的な生活活動が行なわ

れていたことを十分に推測させる。Hの二の 3で触れた「利生寺林番平蔵」同「娘」らの家族の

住居が,こ の遺構である可能性も否定はできない。

υ)遺 物

遺物は,弥生時代 。中世・近世の 3期に大きく分けられる。ここでは,遺構出土の遺物の年代

を限定してみたい。 S B02出上の壺は,口頸部には 6条以上の凹線文を施すことから弥生時代中

期後半のものと考えられる(1ヽ S K06007出土の甕は弥生時代中期の可能性はあるが,共併する壺

は中期には見られないものである点より弥生時代後期前半としておく。

S B03の床面直上出土の土師質土器釜から時期を決定することは,現時点では難しい。同埋土

出土の備前焼橘鉢は,間壁編年のⅡ期 Bに近似する。Ⅱ期Bは鎌倉時代のものとされている。ヽ 杯

9・ 10は ,大門遺跡出土の杯 Bである。同杯 Bは 14世紀中葉と考えられている。以上の 2例 より,

S B03の埋没年代を14世紀中葉と考えたい。

S K010 S E01出土の磁器椀は,それぞれ,京都妙心寺境内地の S E04か ら近似するものが出

土している(°。同報告書によれば,そ れらは伊万里焼系磁器で,時期は18世紀前半から中頃を中心

に構成 されるものとしている。ここでは,同報告書に従い, S K01e s E01出 土の磁器椀をとも

に18世紀前半から中頃を中心とするものと考えたい。

13)遺跡の範囲

調査区の東方は,5面の平坦地が段々状にレベルを高めて連なる。この部分に弥生時代 0中世。

近世の遺構が延びていることは,当然に考えられ,就中,小地名「利生寺」の由来を示す遺構 。

遺物の存在が予想される。また,谷部北側の斜面部も弥生時代・中世の遺構が広がっていると考

えられる。これらを,地形を考慮して囲んでみた。図17の 囲みを利生寺遺跡の範囲と考えたい。

(1)詫間町文化財保護委員会『紫雲出』(昭和39年 )参照。

(2)間壁忠彦 0霞子「備前焼研究ノート(1)～ (3)」 (『倉敷考古館研究集報』

第 1・ 205号所収。1966・ 1968年 )

(3)花園大学考古学研究室編『妙心寺境内地の調査』
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Ⅵ 利生寺古墳(2号墳 )





Ⅵ 利生寺古墳 (2号墳)

1 立地 と利生寺古墳群

利生寺古墳は,鬼ケ臼山の西斜面の末端部に幾条にも延びる尾根上に立地する。その尾根は基

部で巾80m,中程から巾を増して端部近くで二又状に分岐し,二筋の尾根となって終わる。尾根

ー

図 1 利生寺古墳グリッド配置図 (1/1000)

+

+
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図2 利生寺古墳遺構配置図 (1/200)
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と高瀬川との間約100m巾 の平坦部には古墳時代後期の集落跡である大門遺跡がある。

試掘調査の結果や表採遺物,及び伝承から,こ の尾根には 3基の古墳の存在が知れる。 1号墳

は,試掘調査では検出できなかったが,端部近 くで分岐したうちの北側の尾根の頂部から,かつ

て須恵器杯身等が出土していることから,古墳としておく。現在は,畑 となっている。 2号墳は

今回調査を行った古墳である。尾根中程の頂部に立地する。地目は畑と山林であった。3号墳は,

2号墳の北東約10m余のところに不自然な高まりと数10cm大 の石が散在していることにより古墳

とした。二又状に分岐する尾根のうち南側のそれは,頂部に比較的広い平坦部があり,標高も 1

号墳の所在する尾根よりも高 く,ま た,眼下に同時期の集落が見えることから古墳築造の最適の

場所と考えられるが,試掘調査では検出できなかった。現在知られる利生寺古墳群は上記の 3基

である。

2遺 構

(1)外部施設

古墳は,そ の内部主体を斜目に半裁するような位置で開墾による攪乱を受けていた。その結果,

地形は0.5～ lmの段差をもつようになっていた。地形測量図からは,墳丘の形状等は読み取れな

い。開墾を受けていない部分において設定したAト レンチによると (図 3), 1は 表土, 6070

9層 は人為の加わっていない基盤土層と考えられる。高所端近 くの 3・ 405層 は遺物は伴なわ

ないが,人為が加わっていると考えられる。20は 等高線に沿うように延びるS D01の埋土である。

1.灰色土層

2.明灰色砂質土層

3。 黄掲色土層

4.灰黒色砂質土層

5。 暗灰色砂質土層

6.褐色土層

7.黄褐色土層 (地山)

8。 灰掲色砂質土層

9.淡緑褐色土層 (地山)

20。 掲灰色砂質土層

図3 Aト レンチ南壁土層図

0                               5m

(1/80)
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遺物は検出できなかった。 3・ 4,5層 を盛土とするには,版築等は見られず,軟質の土である

点から否定的にならざるを得ないb20を埋土とする溝状遺構は時期決定ができない点から周溝と

することは控えておくg外部施設の形状・規模については,調査区東側付近の調査が可能となっ

た時に再度考えたい:

(21 内部主体

調査区頂部付近で溝状遺構 (1)と 土坑 (1)を検出したd SD02は ,近現代のものである:土坑

は,最大巾3.53m,最大長6.58mの細長いものである。主軸方向はN80° Wである。南。西辺は,

後世の攪乱と試掘 トレンチのために原形を失っている。東辺は,主軸に直交し,両端はほぼ直角

に屈曲して西方へ延びる。北辺は,直線的に約6.05m延 び;西端近 くで内側へほぼ直角に屈曲し

て約0.3m延び,さ らに西方へほぼ直角に屈曲して延びる。端部はやや内湾気味となっている。こ

の部分から土坑西辺が収東するのであろう。土坑が主軸を中心として左右対称形であるとするな

らば,本来の形状は,東辺部で巾3.53m,そ こから巾を若干,減 じながら約6.05m延 び,そ の後 ,

クランク状に巾を約0.3m減 じ,さ らに約0.4m延びて西辺をつくり完結されるものであったと推

測される。                                           '

土坑内床面はほぼ水平である。土坑東半部の 3辺の壁際から不整形の凹みが検出された:石の

据え穴であろう。̀南・北辺の凹みの内巾は約1.7mで ぁる。土坑西半の北壁際に,平坦面を上面に

した石 (1)と 石の据え穴と考えられる凹み(3)を,南壁際に平坦面を上面にした石 (1)と 稜線が

上面にある石 (1)を 検出した。両辺にある石の内巾は約0。 9mである。

東壁から約 1。 4mの ところから,土坑主軸にほぼ沿う方向で延びる,長 さ7.38mの溝を 1条検出

した。土坑西辺は確かではないが,溝は土坑外へ延びていたものと考えられる。溝東端部約1.05

m間は,15～ 30cm大 の板状石を溝に架して蓋としていた。溝の埋土は最下層に粘質土,上層には

色調から2層 に分けられ,微小な炭を混じ,固 く締った砂質土があった。炭混じりの砂質土は,

人為的に作られたものであろう。従って,そのような土を埋土とすることは,意図的に埋められ

たことの証としてよいであろう。土坑西半の北壁際の凹み付近の溝床面真上から蓋を倒立させて

杯身に載せた状態の杯身・杯蓋セットを 3組検出した。溝底部のレベルは,東から西方へゆるや

かに下っていった。

溝東端部に架されている板状石の周囲には数cm大の小石が,敷かれた状態で集中していた。小

石の上面直上から,内巾14cmの 間隔で銅環が 2点出土した。

なお,羨道部の埋土中から多量の須恵器と数点の土師器 。鉄製品が出土したが,すべて攪乱を

受けており,原位置は不明である。
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3遺 物

(1)土器類

遺構別出土遺物の点数を表 1に 示した。

1～ 6は ,排水溝底部に残置されていた杯身・杯蓋セット3組である。

しかし, 1～ 5と 6は ,法量・胎±0色調を異にする。204の口径は13.90

12.9cm, 6は 11.5cmである。 1～ 5の 内外面の色調は緑灰色であるが, 6

は灰白色・明青灰色である。しかし,形態 0技法においては顕著な相違は

みられない。

7の杯身は, 1～ 5の部類のものである。 8は , 6の部類に属するもの

である。 9～ 13の 杯身は,底部がヘラ切 りである。口径も9を除き10～ 11

cmの間にあって,他の杯身に比 して小型である。14～ 16は ,かえり部をも

表 1 利生寺古墳出
土土器集計表

排 水 溝 攪 乱 坑

杯  身 7

杯   蓋

有蓋高杯 1

高杯脚部

Ii3大 型
小 型

長 頸 壺 1

横  瓶 2

平   瓶 4

土師器魅 1

合  計

たない杯身である。底部はヘラ切 りである。

17の杯蓋は, 1～ 5の部類のものである。19～22の杯蓋の口径は10～ 12cmの 間にある。19020

は口縁部が内傾するが,21022は外傾する。18の 口径は12.5cmで,法量においては,17と 19～ 22

の中間に位置するものである。

23は 有蓋高杯である。脚部は,杯部から短 く直線的に開いた後,外方へ屈曲し,さ らに,す ぐ

に内預Jへ屈曲してほぼ直線的に延び,端部はほぼ水平な面をなす。形態は,あ たかも選の口頸部

を逆転させたものといえる。24025は ,外湾して,そ のまま内面側を肥厚させる端部に至る,高

さが低い脚部をもつ。26は ,形態は24025と 同じであるが,高さが5.4cmで,24。 25よ りも高い脚

部をもつ。

甦 27は ,体部最大径がそのほぼ中央にあり,穿孔位置も最大径部になされている。口頸部は二

重回縁状に開く。口径は10。 5cmで体部最大径より弱冠大きい。28は 体部最大径がそのほぼ中央に

あるが,穿孔は中央よりやや上方においてなされている。29は 体部最大径がその上位1/3の ところ

にある。穿孔も同じところになされている。30は 大型の選である。球形の体部の中央よりやや上

方に穿孔がなされている。口頸部は外湾して強 く開 く。口径は体部最大形の 2倍近 くある。

長頸壺31は ,体部上位に最大径をもつ。日頸部は直線的に外傾する。脚付短頸壺32は ,外湾し,

端部近 くで屈曲して直線的となる高さ4.6cmの 脚部に,器高10。 7cmの短頸壺を載せる。器厚 6～ 12

11ullで ,33・ 34の短頸壺に比して分厚い。33は ,楕円形の体部に直線的に外傾する口頸部がのびる。

34は ,直線的に外傾した後,口縁部近 くで内方へ若干屈曲する口頸部をもつ。35は ,口頸部を欠

くが,短頸壺であろう。底部は平底である。36は 大型の短頸壺である。体部最大径19。 2cm,口 径

10.lcmで,前者に対する後者の比は,他の短頸壺に較べて小さい。

37は ,横瓶の側面の一つであろう。円形粘土板を充填している。横瓶38は ,約23.5× 37.8cm の
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楕円形の体部のほぼ中央に外湾して延びる口径13.lcmの 口頸部をつける。体部の前後で肩部の張

り方が異なるために正立しない。

39は ,大型の平瓶である。体部最大径はその上位1/4に ある。体部上面の偏した部分に中心線が

直立する口頸部を付す。口頸部は,口径12.lcm,高 さ 4 cmで ,他のものに較べて偏平である。400

41は ,楕円形の体部の一方に偏した位置に,中心部が外傾する口頸部を付したものである。

43は 土師器の選である。体部中央に最大径を有し,穿孔の中心点は体部中央より上位にある。

日頸部は外湾して強 く開 く。

44・ 46は土師器の杯である。体部内外面に平行する数本の稜線を残す。同タイプのものである。

46は皿である。体部は直立に近い。器厚は全体に分厚い。

12)金属製品

47048は銅環である。ともに金鍍金の跡がある。49は ,鉄製品の破片である。断面楔形で一辺

に刃部をもつ。一端は次第に巾を減じて尖っていたことも考える。

(3)石製品

50は サヌカイ トを素材とするナイフ形石器である。横長lll片 を利用,一つのポジティブ面と二

つのネガティブ面をもつ。打点を境いとして上半にのみブランティングを施すことで,鋭い先端

部を得ている。51は 胴張り長方形の一長辺と二短辺に刃部をもつ磨製石庖丁である。長軸方向に

反 りがあり,■ll片 時の腹背面の区別ができる。刃部は両面から磨き出している。中央,背寄 りに

両面から穿孔を行っている。52は サヌカイ トを材料とする打製石庖丁である。両長辺に刃部をつ

くる。象J片端部では浅いが両端辺にくりこみをつくっている。lll片端部側1/3は ,細 かなプランティ

ングのみで,Ill片 基部側2/3は ,階段状lll離 を加えた後,プランティングを行って刃部を得ている。
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図 6 石室掘 り形内出土土器実測図 (1/3)
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0                                                   20crn

図 8 石室掘り形内・グリッド包含層出土土器実測図 (1/3)
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図 9 〃卜水溝充填石直上出土銅環,石室掘り形内出土不明鉄器実測図 (1/1)
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図10 石室掘り形内出土石器実測図
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表 2 遺物観察表

遺 構 名
包含層名

遺物
番号

材  質 器 種 口 縁 部 体 部 底部 (頂部) 胎 土 色 調 備 考

排 水潤 須 恵 器 杯 蓋 回 転 ナ デ 回 転 ナ デ 回 転 ヘ ラ 削 り (左 ) 透

。
を

半
む
土

の
合
状

ｏ

下
を
粒
む

以
粒

の
含

Ш
砂
色

く

３
明
白
多

緑 灰 色

にぶ い黄褐 色

排 水 溝 須 恵 器 杯 身 回 転 ナ デ 回転 ヘ ラ削 り(左 ) 透
を
と
じ

半
粒
物
混

の
砂
化
を

下
色
炭
粒

ｏ

以
白

。土

る

Ш
。
む
色

い

３
明
含
白
て

緑 灰 色

にぶ い責 褐 色

排 水 溝 須恵 器 杯 護 回 転 ナ デ 回転 ヘ ラ削 り(左 ) 遇
を
と
じ

半
粒
物
混

の
砂
化
を

下
色
炭
粒

ｏ

以
白

。土
る

ｍ
ｏ
む
色

い

３
明
含
白
て

緑 灰 色

にぶ い責褐 色

排水溝 須 恵 器 杯 身 回 転 ナ デ 回転 ヘ ラ削 り(左 ) 透
を
と
じ

半
粒
物
混

の
砂
化
を

下
色
炭
粒

・

以
白

。土
る

ｍ
。
む
色

い

３
明
合
白

て

慰侵否色
に ぶ い 責 褐 色
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遺 構 名
包含層名

遺物
番号

材  質 器 種 口 縁 部 体   部 底部 (頂部) 胎   土 色   調 備   考

排水溝 須恵 器 杯 菫 回 軽 ナ デ 回 転 ナ デ 回転 ヘ ラ削 り(左 ) 透

を
と
じ

半
粒
物
混

の
砂
化

を

下
色
炭
粒

ｏ

以
白

。土
る

ｍ
ｏ
む
色

い

３
明
含
白

て

緑 灰 色

にぶ い黄褐 色

排 水溝 須恵 器 杯 身 回 転 ナ デ 回 転 ナ デ 回転 ヘ ラ削 り(左 )

蓋置越百景薔馨誘暮農色
淡 橙色

攪乱坑 須 恵 器 杯 身 回転 ナ デ 回 転 ナ デ 回雌 ヘ ラ削 り(左 ) 透
を
を

半
粒
土

の
砂
色

下
色
白

以
白

。
。

ｍ
・
む
む

１
明
合
含

霞侵径色
明 緑 灰 色

攪 乱坑 須 恵 器 杯 身 回転 ナ デ 回転 ナ デ 回転 ヘ ラ削 り(右 ) 萌謬羅T客昔F 灰 白色

攪乱坑 須恵 器 杯 身 萌謬羅T客古F 灰 白 色

攪乱 坑 須 恵 器 杯 身 回 転 ナ デ 回 転 ナ デ ヘ ラ切 り(右 )

萌謬縫T多キ響 灰 白色

攪乱坑 須 恵 器 杯 身 回 転 ナ デ 回 転 ナ デ ヘ ラ 切 り 晶謬避Tat響 淡緑 灰 色

攪乱坑 須忠 器 杯 身 回転 ナ デ 回 転 ナ デ ヘ ラ切 り

9各古F明
砂寝 色灰

〃
〃

青

攪乱坑 須 恵器 杯 身 回 転 ナ デ 回転ナデ ヘ ラ 切 り
晶謬経T多甘響震鼻目

攪 乱坑 須恵 器 杯 身 回 転 ナ デ 回 転 ナ デ ヘ ラ切 り lm以 下 の半透
明 砂粒 を含 む。

色

色

灰
″
白

緑

灰

攪乱坑 須 恵 器 杯 身 回 転 ナ デ 回 転 ナ デ 萌謬燈T書きF 灰 白色

攪乱坑 須恵 器 回転 ナ デ 萌器燈T客きF
色

色

灰

〃
自

緑

灰

授乱坑 須 恵 器 杯 壺 回 転 ナ デ 回 転 ヘ ラ 削 り (左 )

:馨言F貫雹言窮蒙鴛雹
攪乱坑 須恵 器 杯 董 回 転 ナ デ 回転 ナ デ (?) 萌謬経T8きF 青灰 色

嗜 赤 灰 色

攪乱坑 須 恵 器 回転 ナ デ

誓ふF石3薔看青灰 色

暗 赤 褐 色

攪乱坑 須恵 器 杯 蓋 回転 ナ デ 回 転 ナ デ l olln以 下 の半透

客ふF色砂粒を 色灰
〃
〃

青

攪乱坑 ヽ 須 恵 器 杯 蓋 回転 ナ デ 萌謬羅Tat馨 撲屋灰色
攪乱坑 須恵 器 杯 蓋 回 転 ナ デ 回転 ナデ ヘラ切 り 211● 以 下 の 白

=多

せ響誓P粒

青黒 色

灰 赤 色

攪乱坑 須 恵 器 保査高 回転 ナ デ 回 転 ナ デ 回 転 ヘ ラ 削 り
〈左),脚 部は回転

2● II以 下 の 自
色・ 半透 明 砂粒
を含 む。

色灰
〃
″

青

攪 乱坑 須 恵 器 高 杯 回 転 ナ デ ヘ ラ切 り,脚 部 は
回転 ナ デ

1●o以下 の半透
明砂 粒 を含 む。

灰 白色

攪乱坑 須恵 器 高 杯 回 転 ナ デ 含乙招′み,脚部 l ulul以 下 の 白
色・ 半透 明 砂粒
を含 む。

層尋農色
灰 赤 色

攪 乱坑 須恵 器 高 杯 (?),脚 部 は回転 と円 寝
を含む。

色

色

灰

″
赤

青

灰

越 部

，日

頸
線
り

洗

紋

デ
の
に

。

ナ
条
面
る

転
２
内
残

回
に
同
が

:どまF酪3皇
灰 色

攪乱坑 須 恵 器 題 PTttZ滉順評 日薔みぶ■翼努で ぴ罰夕
向の荒いへ 義Ψ咎琶3薔看

色

色

白

″
灰

灰
　
青

攪 乱坑 須恵 器 趙 i 日誓薬るhtt「 兄績意ζ: 1条
の 回転 ヘ ラ削 り(左 ) 5 oo以 下 の 自

身色滝翼Fy警
青灰 色

攪乱 坑 須 恵 器 越 及
す
所
問
描

ｏ

ｌ
行
箇

の
櫛
す

」
半
３
そ
と
施

デ
の
を

。文
を

ナ
条
線
す
描
文

転
２
沈
施
櫛
点

回
至

る
に
に
列

径
を

に
施
も
施

大
線
下
を
に
を

嘲

誡

翻

。

回
部
施
櫛
す
１
す

の
１
粒

明

ｏ色

ｏ

透
む
黒
む

半
合

の
合

・
を
下
し

色
砂
以
少

白
微

ｍ
を

色灰

〃
″

青

攪 乱坑 須 恵 器 長頸 壺 回転 ナ デ 晶暦i柔ぁ発査管
施 す。

回転 ヘ ラ削 り(左 )

:鬱 %寝
青灰 色

暗 赤灰 色

攪 乱坑 須 恵 器 短付
壺

脚
頸

回 転 ナ デ

島写′
桑あ擁顧七 回 転 ヘ ラ 削 り

(左 )。 脚 部 は回転
ナ デ。

2●lll以 下 の 自
色・ 半透 明砂 粒

宇 募薫 色 荘 T誉
累藩蒼

色

攪乱 坑 須 恵 器 短 頸 壺

艦写l条
あ擁議を

回 曖 ヘ ラ 削 り (左 ) lm以 下 の半 透
明 砂 粒 を含 む。

暗 青灰 色

灰 赤 色

授 乱 坑 須 恵 器 回 転 ナ デ

鰭写∫
柔あ擁顧

=

lm以 下 の 半 透
明 砂 粒 を 含 む 。

灰 白 色

攪 乱坑 須 恵 器 回 転 ナ デ 回転 ヘ ラ削 り(左 ) 3 mm以 下 の 白
色 。半透 明 砂 粒

T客]卜
駐T蓼

灰 白色
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遺 構 名
包含層名

物
号

遺
番 材  質 器 種 口 縁 部 体   部 底部 (頂部 ) 胎   土 色   調 備   考

攪乱坑 須 恵 器 短 頭 壺 外面 カキロ

芽撃薔伴上串金2
回転 ヘ ラ削 り(左 )

阜墨騎5組客魯
薫LttT咎百ρ

灰 白色

攪 乱坑 須恵 器 横瓶 ?

ξ]i:言]l:

6麗愁習3F色 戻蜃色
青灰 色

攪 乱坑 須 恵 器 検 瓶 内面 。同心 円状 タ

會暑

`曽

晉鵞il
内面 。同心 円状 タ

画面 。平 行 タタ キ

白
粒
以
含・̈半透明砂絣。

５
色
を
下
む

暗 青灰 色

緑 灰 色

攪 乱 坑 須 恵 器 回 転 ナ デ 星暦出ぶ秩お舌万 回鮨 ヘ ラ削 り(右 ) 透

ｏ色

半
む
黒

の
合

の

ｏ

下
を
下
む

以
粒
以
含

Ш
砂

ｍ
を

２
明
１
粒

色灰

″
〃

青

攪乱坑 須 恵 器 平 瓶 回転 ナ デ

答露暴「史90ワ
,各志F明砂寝

色灰

″
″

縁

授 乱坑 須恵 器 平 瓶 回転 ナ デ 回転 ナ デ
秘,回

転ヘラ削り
讐鶉 争寝

色灰

″
″

青

攪乱坑 須 憲 器 平 瓶

服嘲
(?) ↓麗督習3F色 色

色

灰

″
赤

紫
　
灰

攪 乱坑 土師 器 題 回 転 ナ デ

早「薬る続顧昔艦 萌謬避T響古F 浅責 橙色

第 2層
土 師 器 杯 回 転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 )

脅曽嘗言:I爾
色橙

〃
″

浅

第 2層
土師 器 杯 回 雌 ナ デ 回 転 ナ デ ヘ ラ切 り (右 )

蓄詈営ヨ:F言
色橙

″
〃

浅

向「
切り(不定方

震魯色

4′ jヽ 結

(1)遺 構

銅環が出土したことにより,こ の土坑,及びそれに付属されると考えられる石や溝は,内部主

体をつくる遺構であったとしてよいであろう。次に,内部主体の原形を復元してみよう。

土坑内に石と据え穴としての凹みがあることから,内部主体は石室である。主軸方向はN80°W
である。玄室内巾約1.7m,土坑北辺の下場線が広がる箇所までを玄室の範囲として,奥行きは約

3.05m,高 さは,土坑の深さである1.2mの前後としておく。床面には,数cm大 の小石を敷いてい

た痕跡があった。羨道は内巾約0.9m,長 さは約 2m,高 さは不明。羨道の外方に石を使用しない

空間が作られていたが,規模等は不明である。羨道北辺の石・ 凹みの内つらと玄室北辺の凹みの

内つらは同一線上にある。一方南辺側のそれは,玄室の内巾が羨道のそれより広 く,両者はずれ

ている。このことは,石室に向って右側が出張る片袖式のプランをもつといえよう。排水溝は,

玄室の中央付近から始まり,羨道を貫通して,石室外まで延びていた。玄室内の部分は板石を架

して蓋としていた。なお,羨道部分において,羨道巾一杯に溝が掘られていることは,墓道の機

能を併有していた可能性を考えさせる。

玄室に敷かれた小石直上の 2点の銅環の位置に被埋葬者の頭部があったとすれば,そ こから壁

面までの間の長さを考慮すると,羨道側を頭部とし,奥壁側に足部があったと考えられる。一方,
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頭部は奥壁側にあると前提すれば,遺体の体・足部は溝部 。羨道部にかかることになる。このこ

とは,玄室側に2mの余地を持つことから追葬ということになる。その場合,排水溝は埋ってい

たであろう。

羨道西端部付近の排水溝底部直上に,杯身の上に倒立させた杯蓋を置いた状態のものが 3組出

土した。供献した時の状態を保つているといえよう。

12)遺 物

古墳の時期と追葬の

可能性を考えてみる。

杯身を検討材料 とす

る。杯身は,ま ず,か

えり部があるものとな

いものに分けられる。

前者には,口径の大小がある,口径値を分布表にしてみた (表 3)。 口径はA・ BoCの 3群に分

けられる。A群はかえり部が最も高 く,底部はすべて回転ヘラ削りでその範囲も最も広い。C群

はかえり部が最も低 く,底部はすべてヘラ切 りである。B群 6は ,かえり部高はA群並に高 く,

底部は回転ヘラ削りであることは,A群の要素をもつといえる。 8は ,底部ヘラ切 りであるが,

かえり部高が低いことからC群側に近いといえよう。 9は ,かえり部高は低 く,底部ヘラ切 りで

あることはC群の要素をもつといえる。このことは,B群がA群とC群の中間的な要素をもつも

のであるといえよう。しかし,型式的には,それぞれ別なものとして分類されるものであろう。

ところで,A群の 204と B群の 6は ,その出土状態から一括のものである。このことは,A

群 とB群の一部は,分類されるものであるが同時併存するものであるということを示している。

さらに,B群の一部 (809)と C群 も同様に同時併存する可能性をもつといえよう。しかし,

A群 とC群はB群を間に置いて懸隔しているから,同時併存の必然性はないと考えるべきであろ

う。

以上から:利生寺古墳の遺物には 2時期あるとすることができよう。A群に代表される杯身は,

中村編年(1)の H型式 4段階,C群に代表される杯身はⅡ型式 6段階に相当し,田辺編年(2)で は前者

はT K43,後者はT K217に 相当すると考えたい。絶対年代は,田辺編年に従い前者は 6世紀後半,

後者は 7世紀前半としておきたい。

このように 2時期の存在が十分に考えられ,さ らに,前者の遺物は排水溝底部に残置されたも

ので,後者は埋没した排水溝より上層において出土したものであることを考えると,追葬が行な

われた可能性は十分にあるとすることができる。

(1)中村浩『和泉陶邑窯の研究』(1981年 ,柏書房)

(2)田辺昭三『須恵器大成』(1981年 ,角川書店)

宮
小　
数
）

B

C峰⇔む
5                          10

表3 須恵器杯身口径値分布表 (立ち上がり部)
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Ⅶ 北 条 遺 跡

北条遺跡は,高瀬町大字上高瀬字北条に所在する。かつて銅剣が 3口発見されている(1ヽ 調査地

は銅剣出土地から約150m南西へ寄つた低丘陵上である。調査は等高線に直交するトレンチを 5本

設定して行った。

土層序は耕作土・黄褐色粘質土・ 赤褐色粘質上で,第 2層以下は無遺物層である。すべての ト

レンチで,遺構は検出されず,近現代の遺物を除いて遺物の出土はなかった。

(1)「北条遺跡」(『新編香川叢書考古篇」1983年 )
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0                             200m
図 1 試掘 トレンチ位置図
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ⅥⅡ 自然科学的調査

一 大門遺跡出土鉄i宰の調査

佐 藤   豊 (和鋼記念館副館長)

四国横断自動車道建設にともない,予定地域内にある大門遺跡の事前調査が昭和60年 4月 より

行われた。同遺跡は古墳時代後期と14世紀との遺構があり,鉄滓は両遺構の竪穴住居跡と溝状遺

構から出土し,中世遺構からは輪の羽口や焼土が出土されている。同遺跡は三豊郡高瀬町上勝間

字砂古にあって,鬼ケ臼山から派生する一尾根が終って,高瀬川に至る間の巾約70mの狭小な平

地にある。

出土鉄滓について香川県教育委員会より調査の依頼があったので,化学分析,反射顕微鏡組織

およびEPMA,X線 粉末回析により鉄滓構成相の解析を行なった。その結果を報告するととも

に若干の考察を加えたので併せて報告する。

1資  料

資料の明細及び外観をそれぞれ表 1,写真 1に 示す。

表 1 資料の明細

番号 名 称 明 細 時 代 個数 重量(g)

No l 竪穴住居跡026
び
り

帯
あ

を
泡

味
気

赤
く

も
黒

と
は

裏
中，で

表
状

厚みは約20111111,や や半円 7世紀

〃
表,裏 とも赤味をあり,断面の中側は黒 く気泡あ
り,厚みは約25111111位

〃

4 〃 需洗電懇3,移[ふ冗撃:!TP'裏側は砂9上を 〃

溝状遺構 S D20 憲禦野鷲募お先盃柱
る,気泡あり,裏側,断面と

〃  S D29 厚み約30111111位 ,表面に赤味あり,断面は黒い 〃

〃  S D44 厚み約2511ull位 ,表面に赤味あり,断面は黒い

〃  S D07 裏側は砂をかんでいる,赤味を帯び,表面は凸凹
状で黒く,厚み約20111111位

14世紀 1

〃 3署望層需響呆探了基参F鷹源るぅ5鷲
をかんでいる,全体

〃 1
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2 化学組成

各資料より約 5gの分析試料を採取し,次の方法により化学組成を決定した。

元   素           分  析  方  法
｀

C(炭素)             赤外線吸収法    ‐

S(硫黄)               同上

Si02(シ リカ)            2酸 化珪素重量法

MnO(酸化マンガン)        過沃素酸ナトリウム酸化吸光光度法

P(燐)               モリブデン青吸光光度法

Ni(ニ ッケル)           原子吸光光度法

Cr203(酸化クロム)          同上

V205(5酸化バナジウム)       同上

Cu(銅)               同上

A1203(ア ルミナ)           同上

CaO(カ ルシヤ)            同上

MgO(マ グネシア)          同上

Ti02(チ タニヤ)           ヂヤンチピリル 0メ タン吸光光度法

M OFe(金属鉄)          塩化第 2水銀溶解・重クロム酸カリウム滴定法

T・ Fe(全鉄)            3塩 化チタン還元重クロム酸カリウム滴定法

FeO(2価酸化鉄)          重クロム酸カリウム滴定法

Fe203(3価 酸化鉄)         (T・ Fe― Fe++)よ り算出

結果を表 2に示す。

表2 鉄滓の化学組成 (重量%)

番号 名   称 S10. MnO ∝
Ｑ

V205 Ａ‐２Ｑ
Ti02 CaO MgO M Fe FeO Ｆｅ２Ｑ

T.Fe

NQ l 竪穴住居跡026 0.00〔 0.69 23.95 63.32

2 0 075 0.013 14 82

3 54.52 15 53 072

4 0 079 000〔

5 溝状遺構 S D20 27 08 43.20

6 〃  S D29 0.56 58.43

7 〃  S D44 60.27

8 〃  S D07 0.042 10.2[ 55 65

9
〃 S D02

砂質土層
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たたら製鉄の際に発生する鉄滓は砂鉄を原料に用いた場合,Ti02が少なくとも2～ 3%以上,

多いもので10～20%は 含まれている。これに対し本鉄滓はTi02が 0。 13～0.23%で あるところから

“たたら"滓 とは思われない。また,鉱石を原料に用いた場合を考慮に入れてもT.Feが高いとこ

ろから製錬滓とは若干違うのではないかと思考される。

鍛冶滓は精錬鍛冶滓と鍛錬鍛冶滓に分類され,一般的に鍛錬鍛冶滓はT.Feが高く造滓成分が低

いといわれていることからすれば,資料ヽ 1は鍛錬鍛冶滓に含まれるべきものと思われ,ま たNQ 5

資料は造滓成分が33.7%と 多く,T.Fёも低いことから製錬滓を予想させるものである。

その他の資料NQ 2～ 4,お よびヽ 6～ 9は造滓成分は18～21%と や 低ゝ目であり,ま たT.Feお

よびFe203がや 高ゝ日であることから精錬鍛冶滓と推察されるものである。

3 顕微鏡組成

資料の顕微鏡組織を写真 2～ 10に示す。Mlはヴスタイトを主体とする組織で鍛錬鍛冶滓の特

徴ある組織を示す。NQ 2～ 4,M6～ 9は ヴスタイトファイヤライトを主体とするが,よ く発達

した巨大な棒状結晶ファイヤライトが認められ精錬鍛冶滓の特徴を呈している。NQ 5は ヴスタイ

トとファイヤライトそれにマグネタイトの結晶が認められることから製錬滓の可能性が高い。

4 構成相の解析

前項で観察した資料の代表的なのを用い,走査型電子顕微鏡 (SEM)に よる微細組織の観察

ならびにEDX分析 (エ ネルギー分散型X線分析)に よる局部的な定性元素分析を行なった。ま

た粉砕試料を用いてX線回析を実施し,構成結晶相の同定を行なった。

結果を写真11～28に 示す。

以上,資料恥 1～ 9に ついて結晶組織の検討を行なった結果をまとめると表 3の通 りである。
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写真 2 No l資料

|′ 1色υ)粒 f‖犬晶力:rl'ス タイ ト,

υ)淡灰色の結晶がファイヤライ

×100

基地

ト

写真 5 No 4資料       ×100

向色の粒子状晶がヴスタイト,基地
の淡灰色の棒状品がファイヤライト

写真 6 No 5資料       X100
白色の粒子状品がヴスタイト,基地
の淡灰色の板状品がファイヤライト

写真 3 No 2資料

白色υ)粒 ,・状品がヴスタ

υ)淡灰色の板状11占 がファ

×100

イト, 基地

イヤラ イト

写真 4 No 3資料

白色の粒
「

1犬晶が'1'ス タ

υD淡 灰色の棒状品がファ

×100

基地

イト

写真 7 No 6資料

白色の粒子状晶が iン スタイ |

はガラス質

X100

基地，

　

ラ

ト

ヤ



写真 8 NQ 7資料       ×100

白色の樹枝状晶がヴスタイト,基地
の淡灰色の板状晶がファイヤライト

写真 9 No 8資料       ×100

白色1/D粒 子状品がヴスタイ ト,基地
の淡灰色の巨大な棒状晶がファイヤ
ライト

写真10 No9資料

白色の樹枝状晶がヴスタ
の棒状品がファイヤライ

×100

卜,基地イ

ト
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写真12 No lの SEM像 とEDX分 析
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A 部
(ヴスタイト)

写真13 No2の X線回析プロフィール

B 部
(フ ァイヤライ ト)

写真 14 No 2の SEM像 と EDX分 析

C 部

(ガラス質 )
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写真15 NQ3の X線回析プロフィール

B部
(フ ァイヤライト)

写真16 No3の SEM像 とED

“
ロ
ゴ
■
ヽ

A部
(ヴスタイト)

C部
(ガ ラス質)
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写真17 NQ4の X線回析プロフィール

A部
(ヴスタイト)

B部
(フ ァイヤライト)

写真18 No4の SEM像 とEDX分 析
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写真19 NQ5の X線回析プロフィール

A部
(ヴスタイト)

B部
(フ アイヤライト)

写真20 No5の SEM像 とE

C部
(ガ ラス質)

DX分析
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写真21 No 6の X線回析プロフィール

A部
(ヴスタィト)

写真22

B部
(ガラス質 )

No 6の SEM像 と EDX分 析
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写真23 No7の X線回析プロフィール

B  部
(フ ァイヤライ ト)

写真24 No 7の SEM像 とED
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C部
(ガ ラス質)
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写真25 No8の X線回析プロフィール

A部
(ヴスタイト)

B部
(フ ァイヤライ ト)

写真26 No8の SEM像 と EDX

C 部
(ガ ラス質 )

分析
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写真27 No9の X線回析プロフィール

A部
(ヴスタィト)

B部
(フ アイヤライ ト)

写真28 No9の SEM像 とEDX分 析

C部
(ガラス質 )

387-


